




末日聖徒イエス ・キリス ト教会

第166回 年次総大会報告

7996年4月6，7の 両Eヲ，

コタ朔ンル トレーク ・シティー，

テンフルスクウェブ勿 タバソークル仁おω乙開力物た

年：次総大劒 説教とその衡撮

覧一 ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長

ゴ
は，4月 の年次総大会を閉 じる

に当た り，日曜日午後の部会で教会員

に次の ように語った。「カー トラン ド

神殿 の奉献 の祈 り……の中で預言者

〔ジョセ ブ ・スミス〕 は主に次の よう

に請い求めました。 『おお，主 よ，あ

なたのすべての教会員 を……思い起こ

して ください。それによって，あなた

が人手によ らずに設け られた王国が，

大 きな山となって全地 に満ちますよう

に。また，あなたの教会が暗黒の荒れ

野か ら出て来て，月の ように美 しく，

太陽のように輝 き，旗 を立てた軍勢の1

ように恐 ろしい もの となり 〔ますよう

に。〕』(教 義 と聖約109：72-73)

わた したちはこのすばらしい祈 りに
ま

対する答えを目の当たりにしていま

す。国の内外で，教会のほんとうの姿

に対する認識がますます高まっていま

す。……わたしたちは，永遠の真理で

飾った旗を掲げる軍勢が行進するよう

に，前進していきます。わたしたちに

は，真理と善のために戦うという大義

があります。……
み わざ

この御業においては，どこへ行つて

も，大変な活力を目にします。この御

業が組織されている所には，必ず情熱
あがな

があります。これは順い主の御業です。

福音，すなわち喜びのおとずれです。

わたしたちが幸せと喜びを得るための

ものです。」

日曜日午前の部会の説教でもヒンク

レー大管長は同様のテーマで次のよう

に語った。「忠実に信仰の道を歩んで

いらっしゃる一人一人の教会員に感謝

しています。わたしたち末日聖徒はこ

の点において，神の御子，世の瞭い主

であられる主への愛によって結ばれ，

皆一つです。わたしたちは，主の神聖
み な

な御 名を引 き受けている契約 の民 で

す。」

4月6日 土曜 日，7日 日曜日の2日

間にわたった総大会の各部会は，ゴー

ドン ・B・ ヒンクレー大管長， トーマ

ス ・S・ モンソン第一副管長，ジェー

ムズ ・E・ ファウス ト第二副管長の司

会により行われた。

今大会でのお もな管理上の決定 は，

土曜 日午後の部会で行われた。新たに

メ リル ・J・ ベイ トマ ン， ダラス ・

N・ ア÷チボル ド，ディー ター ・F・

ウーク トドルフ，ブルース ・C・ ヘー

フェンの4人 の各長老が七十人第一定

員会の会員 として支持 された。ベイ ト

マン長老 は，昨年11月 にブリガム ・ヤ

ング大学学長に就任 したのに伴い，管

理監督を解任 とな り，七十人第一定員

会に召 されていた。アーチボル ド長老，

ウーク トドルフ長老の二人は，これま

で七十人第二定員会 に所属 していた。

新 たに中央幹部 となったヘーフェン長

老 は，ユタ州オレム出身である。 さら

に，8人 の中央幹部が新 たに七十人第

二定員会の会員 として支持 された。ア

イダホ州ポカテロ出身のL・ エ ドワー

ド・ブラウン，ソル トレーク ・シティ

ー出身のシェル ドン ・F・ チ ャイル

ド，カリフォルニア州 ヒルズバラ出身

.のクエ ンティン ・L・ クック，ユ タ州

プロボ出身のウィリアム ・ロルフ ・カ

ー
，ネバ ダ州 ラスベ ガス出身のデニ

ス ・E・ シモンズ，メキシコのチ ワワ

にあるコロニア ・デュブラン出身のジ

ェラル ド・L・ テーラー，スペインの

マ ドリッ ド出身のフランシスコ ・J・

ビーナス，.ソル トレーク ・シティー出

身のリチャー ド ・B・ ワースリンの各

長老である。

また，今大会でヒンクレー大管長は，

テンプルスクウェアのす ぐ北側に 「奉

献 された礼拝用の建物」 を建設する決

定が中央幹部の間でなされた，と発表

した。

総大会の中継ができない教会ユニッ

トには，大会の模様 を収録 したビデオ

が送付 された。 編集部
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●1996年4月6日(土)午 前の部会

預言の声
第二副管長

ジェームズ ・E・ファウス ト

教会仁対する絶えざる啓示と指導ば教会の穴管長を通しτ与えられま跳

大管長力塑徒たちを誤った道仁導くことは決し乙ありまゼん，

する兄弟姉妹の皆 さん，歴史

愛 的な今大会の冒頭に当た り，
わたしが確信をもって申し上げられる

み こと ば

のは，大会の どの場面で も主の御言葉

が聞けるであろうということです。末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会 は，1830

年4月6日 ，法律 に基づいて組織され
き ょ う

て以来，今日で166年 目を迎えますが，

教会の諸事は神の導きを受けてきまし
み わざ

た。この比較的短い期間に御業の中で

起きた事柄は，一つの奇跡です。わた

七 は幼い時分に，大おじのウィリア

ム ・ウェッッェルが，アメリカの大平

原を家族 とともにソル トレーク盆地 ま

で歩いて渡った話をしてくれたのを覚

えています。その中の苦労や犠牲や信

仰の物語は，幼い心に忘れ られない印

象を残 しました。
そう そ ふ

曾祖父の家族がこの盆地にたどり着

いたとき，ほとんどの教会員はデゼレ

ト準州で，規模の小さな，ほこりまみ

れの居留地に住んでいました。大海を

渡って合衆国に来た人々が大勢いま

す。彼らはアメリカの大平原や山岳地

域の酷暑，酷寒をくぐり抜け，荷車や

手車を駆って，平安を求め，神を礼拝

するために旅をしました。

当時の教会員たちは，徹底して嫌わ

れ，迫害され，追放されました。しか

しそれ以降，「今はわたしの教会が荒

れ野から立ち上がって出て来る始まり

であり，わたしの教会は，月のように

明るく，太陽のように美 し 〔い〕」1と

いう，主の御言葉が成就しました。教

会が土台とする根本的な預言的真理を

まったく知らずには，教会がなぜ，ま

たどのように 「暗黒から」2立ち上がり，

繁栄を迎えたのか，完全に知ることは

できないでしょう。

何年も前のことですが，わたしが初

めて中央幹部に指名されたとき，当時

大管長会の一員であったビュー ・B・

ブラウン長老に会いに行き，こう尋ね

たことがあります。「ブラウン副管長，

若くて未熟な中央幹部にどのようなア

ドバイスを持っていらっしゃいます
そうめい

か。」尊敬すべ き聡明なこの男性は，

簡明直さいな答えをくれました。「兄

弟たちに忠実でいなさい。」兄弟たち

とはだれでしょう。地上で神の王国の
かぎ

鍵を携えている人々を指 します。それ

は，全員が預言者であ り，使徒である

大管長会 と十二使徒定員会の方 々であ

り，さらには七十人の方々であ り，実

務に携 わる管理監督会の方々です。

教会がパルマイラからカー トランド

へ移 り，カー トラン ドか らノーブーへ，

ノーブーか ら西部へ と移 り，150か 国

以上の世界各地へ と広がっていったの
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は，教会員たちがどこにあっても，中

央幹部である兄弟たちに忠実であった

からです。数知れぬ男女が神の預言者

たちに従ってきました。特に，教会の

回復期以来，預言の声に耳を傾けてき

たすべての忠実な女性たちに敬意を表
たまもの

したいと思います。女性の天来の賜物

と才能は神の御業にきわめて意義の大

きな欠くことのできない祝福になって

きました。

中央幹部のもとにとどまった人々は，

ジョセブ ・スミスが神の預言者であ

り，彼が天から受けた権威を持ってこ

の時代にイエス ・キリス トの教会を再
あかし

び設立した，という確固とした証を持

っています。大勢の忠実な会員たちが

示す忠誠 心・の土台にはそのような固い

信仰があります。教会歴史を通じ，彼

らは現実に絶えず啓示が与えられてい

るという確認の証を受けてきました。

そのような啓示は，必要な時々に，教

会のそれぞれの大管長，副管長，また

大管長の指示の下に働 く十二使徒定員

会から与えられます。

わたしたちが現在生きているこの神

権時代 には神の真理が回復 されてい

て，以前の神権時代と異なり，背教に

よって滅びることはありません。これ

はダニエルの次の預言を成就するもの

です。「天の神は一つの国を立てられ

ます。これはいつまでも滅びることが

なく……他の民にわたされず……。」3

ジョン・テーラー大管長も次のように

語って，これを確認しています。「一

つの非常に確かなことがある。……そ

れは，人がどのようなことを考え，ど

のような策略を思い巡らせても，この

王国がほかの人々の手に渡ることは決

してない。この王国は成長し，広がり，

増大するであろう。生存するどのよう

な人間も，その発展を妨げることはで

きない。」4

時の初めから，教会の内外を問わず，

地上で神の王国の鍵を持つ人の霊感を

受けた宣言に従わないよう，教会員を

説得しようとする一部の人々が存在し

ます。その中には，確立された教会の

秩序とは異なる方法で霊感や特殊な英

知を授かったと称して，迷わそうとす

る人々がいます。特別な権威を授かっ



たと主張する人々への警告として，主

は次のことを明らかにされました。

「だれか権能を持つ者によって聖任さ

れ，そして権能を持っていることと，

教会の長たちによって正式に聖任され

たことが教会員に知 られないかぎり，
の

だれもわたしの福音を宣べ伝 えるため

に出て行 くこと，あるいはわたしの教

会を築 き上げることは許されない。」5

教会の回復の当初，オ リバー ・カウ

ドリは教会の第二の長老になり，ジ ョ

セブとともに回復 とい う驚 くべ き体験

にあずか りました。彼 は，1829年 ，神

権がこの地上に回復 された とき，預言
み つか

者ジ ョセブとともに天の御使いの手に

よって聖任 を受けました。オリバーは

筆記者を務め，預言者ジ ョセブの口か

ら流れるままに 『モルモン書』の翻訳

を書 き写 しました。 さらには1836年 ，

預言者ジ ョセブとともに，カー トラン

ド神殿 で壮大な示現 を受 け，モーセ，
かぎ

エライアス，エ リヤよって鍵が授け ら

れたことの証人とな りました。

初期 の啓示の中で，主はオリバーに

次の ように警告 され ました。「あなた

は祝福 されてお り，何 ら罪の宣告 を受

けていない。しかし，あなたは誘惑に

陥ることのない ように，高慢 に気 をつ

けなさい。」6オリバ ーは豊か な知性 に

恵まれ，驚 くべ き霊的な祝福 にあずか

りました。 ところが，しばらくして主

の警告 を忘れ，慢心 しました。ブリガ

ム ・ヤングは後に彼の高慢 に触れ，次

の ように語 りました。「わた しは，こ

の王国に属 し自分がいなければこの王

国に発展はないと心の底から思ってい

る人々を，見たことがある。今わたし

は特にある人を思い出 しているが，…

…その人は非常な自立心 と豊かな才能

に恵 まれていた。その人は，預言者ジ

ョセブにさえ何度も，自分がこの王国

を去れば，これ以上の進歩 はないだろ

うと，言わんばか りであった。その人

とはオリバー ・カウ ドリである。彼は

王国を離れたが，王国は発展 し，今な

お反対勢力 に打 ち勝ち，王国に忠実な

人々を守 り支えてきた。」7

オ リバー ・カウ ドリは，教会 を去っ

てから10年 後の1848年10月 ， アイオワ

州にあった教会本部を訪れ，バ プテス

マを受けて再び教会 に加 わ りたい と，

へ りくだって嘆願 しました。ジ ョー

ジ ・A・ スミスはこの忘れられない出

来事に触れ，オリバー ・カウ ドリにつ

いてこう記 しました。「彼は とても肯
あかし

定的な言葉遣いで証 をし……人々にこ

う語った。正 しい道に歩み，教会の進

む方向，すなわち主流 に従いたい と思

うなら，そこには権能がある。」8

オ リバーは，最後の証で，アロン神

権の鍵を携 えてバプテスマの ヨハネが

来たこと，メルキゼデク神権の鍵を携

えてペテロ，ヤコブ，ヨハネが来たこ

とを，断言 しま1した。さらにはこう述

べ ました。「神権 はその権能 とともに，

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の中に

現在存在 し， これからも存在 し続けな

ければならない。これ らの神権 を受け

た長老は祝福 された人であ り，最後 ま

で忠実である人はその3倍 祝福 された
きよ

聖い人である。」9

長年の問には，中央幹部である兄弟

たちに従わなかった分派，支流グルー

プが多くいます。これは今に始まった

現象ではありません。救い主が十字架

にかけられた後，ペテロと使徒たちは

敵意ある聴衆に教えを説きました。律

法の教養を積んだガマリエルは彼らが

説教する権利を擁護しました。彼は過

去の異なった二つのグループが人々を

連れ去った悲滲な結末を持ち出し，真

理を試す確実な方法を紹介しました。

すなわちそれが 「人間から出たものな

ら，自滅するだろう。

しかし，もし神から出たものなら，

あの人たちを滅ぼすことはできまい。

まかり違えば，諸君は神を敵にまわす

ことになるかも知れない。」10

救い主はあのすばらしい山上の垂訓

の中で，鋭い質問をしていらっしゃい
いばら

ます。「茨か らぶ どうを，あざみか ら

いち じくを集める者があろうか。」 そ

してこう続 けてお られ ます。「良い木

が悪い実をな らせることはないし，悪

い木が良い実をな らせ ることはできな

い。…… この ように，あなたがたはそ

の実に よって彼 らを見 わけるのであ
み わざ こんにち

る。」11この御業の良い実は，今 日，世

界 中に知 られるようにな りました。

主は権能を持つ人々を支持するため
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に，次のようにも言われました。「す

べてのことは，大いなる祈 りと信仰に

よって，教会員の同意を得て行わなけ

ればならない。」12しかし，こうも言っ

ておられます。「すべての人が……救

い主の名によって語るため……。」13こ

れはどのように行われるのでしょう

か。救い主の教えに従って生活する教

会のすべての成人男性と若い男性は，

神権の聖任を受けます。しかしこの力～

の行使には制限が伴います。すべての

父親は自分の家族にとって族長であ

り，すべての母親もその親としての固

有の役割の中で同等の責任を負う女族

長です。会員は男女のいずれも，聖霊
たまもの

の賜物によって，自らの生活と責任の

範囲において霊感を受けることができ

ます。

地上で神の王国の巡 鍵を行使

できるのは，預言者である大管長だけ

であり，ほかにはだれもいません。こ

の時代にあって，それはゴー ドン・

B・ ヒンクレー大管長です。大管長と

副管長ならびに十二使徒定員会は，特

定の権能と責任をほかの中央幹部や地

元の神権指導者，補助組織の指導者に

それぞれ委任します。

教会が組織された当初，主は会員た

ちにこう言われました。「あなたはあ

なたの長であり，教会の長である者に

命じてはならない。」14

「自分の良心を他人に従わせるなん

て，わたしの誠意が許さない」と言う

人々がいます。明らかな良心は，それ

が聖霊によって導かれるなら，きわめ

て貴い天賦の霊的な能力です。最終的

には，道徳的な決断を自ら下す責任が

すべての人にあ ります。しかし，預言

者ジョセブ ・スミスは，こう述べてい

ます。「どのような教会員であれ，…
…自分より高位の権能を持つ人のため

に指示を受けるのは，神の摂理に反し

ている。」15

これ以外にも，すでに確立された教

会の神権の権能とかかわりなく，より

高い権能や賜物を授かったと主張する

人々もいます。彼 らは，福音の諸原則

や儀式を信 じ，教会の大管長をその合

法的な管理者として受け入れると言い

ながら，自分は大管長の受けていない



もっと高度 な命令を授かっている，と

主張 します。これは，教会の教義にそ

ぐわない行動を正当化するときによく

行われ ます。 しか し高度な命令な ど，

あるはずがないのです。地上における

神の王国のすべての鍵 を保持 し，行使

するのは，教会の大管長だか らです。

主は教会の大管長について，こう言わ

れました。「彼によらずに，〔戒めや啓

示を〕受けるように任命 される者はほ

かにだれ もいない。」16

預言者 ジョセブの良き同僚に， トー

マス ・B・ マーシュもいました。1984

年4月 の総大会で，ヒンク レー大管長

はこの壇上か ら次のように指摘 しまし

た。マーシュ兄弟は十二使徒定員会の

会長 を務めていた とき，わずかな牛乳

のことで自分の妻 と別の女性 との間に

起 きた言い争いに関し，大管長会やそ

のほかの教会指導者の決定を無視 しま

した。17
ほうとう

マーシュ兄弟は， さなが ら放蕩息子

の ように 「本心 に立ちか えっ」18て，

かつて十二使徒定員会の同僚であった

ビーバー ・C・ キンボールに，次のよ

うな手紙 を送 りました。「わた しは妻

を失ってか ら3年 間， 自分の置かれた

状況が分か り始めました。……わたし

は罪 を犯 しました。天に対 しても，あ

なたの 目か ら見て も，そうです。兄弟

たちの信頼 を裏切 り，天の家族の一員

となる資格 を失いま した。……教会の

中で最 も低 い立場の会員でいる資格 さ

えあ りません。 しかしわた しは，十二

使徒 ならびにわたしが傷つけた教会と

和解せずに， このまま長 く生 きること

はで きません。」 そして，彼 は反抗 に

費やした歳月で学んだ教訓を，次のよ

うに述べています。「わた しがいな く

ても主は大丈夫であ り，わたしがかつ

ての地位か ら脱落 したからといって何
1へr、

を失 われ たわけで もあ りませ んで し

た。 ところがわたしの失 った もの は，

何 と大 きかったことで しょう。全世界，

あるいはこの地球のような諸惑星 さえ

も支え切れないほどの大きな富を失っ

たのです。」彼は兄弟たちに，慰め と

平安 と笑みをもって迎えて くれるよう

に懇願 しました。19

トーマスは，再度バプテスマを受け

た後，ソル トレーク ・シティーにやっ

て来て，当時は教会 の大管長であった
ゆる

ブリガム ・ヤングに，赦しを求めまし

た。彼はヤング大管長から日曜日の集

会で話をするように要請され，聴衆に

向かって次のような忠告を残 しまし

た。「もしこの民の中に背教して，わ

たしがしたようなことを行っている人

がいるなら，そして自分が主に愛され

ている人間だと思うなら，背中を存分
むち

に鞭で打たれる覚悟を決めて くださ

い。しかしそれよりもわたしの忠告を

聞き入れる方を取るなら，権能を持つ

人々を支持してください。」20

預言者ジョセブは，1832年から翌年

の33年にわたる冬に，次のように説明

しました。「神のまことの天使が人を

聖任するためにやって来ることは二度

とないだろう。なぜなら，天使は神権

を確立するためにすでに一度遣わされ

て来て，わたしを聖任したからである。

……ほかの人を聖任する権能を伴うこ

の神権が地上に回復された今，天使が

再び訪れて，聖任という形でその権能

に再び介入することはあり得ない。…

…知っておいてほしいことがある。今

後，もし天使によって聖任されたと公

言する人が出てくるならば，その人は

うそつきか，あるいは天使を装った悪

魔に欺かれているかのいずれかであ

る。神権が教会から取り去 られること

は二度とないからである。」21

ここで教会について預言された，5

つの根本的な真理について述べてみた

いと思います。
かぎ

第1に ，神の鍵と権能は，神御自身

によってジョセブ ・ス ミスに授けら

れ，教会の大管長と呼ばれるその後継

者一人一人に授けられてきました。

第2に ，それらの鍵 と権能は決して

ほかの人に授けられることはなく，そ

の権能を持つ人は教会員に知られてい

ます。

第3に ，教会に対する絶えざる啓示

と指導は教会の大管長を通して与えら

れます。大管長が聖徒たちを誤った道

に導くことは決してありません。

第4に ，個々の教会員は，自分の召

しや責任範囲，また自分の家族につい

て啓示を受けることができます。しか
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テンプルスクウェアの東側にある教会本部ブロックに据えられた像 『喜びのとき』。
しぎょう

「見よ，子供たち は神から賜わ った嗣業であ・・

が付いている。

し，自分より高い権能を持つ人のために

霊的な指示を受けることはありません。

第5に ，すでに確立された神権の秩

序または系統を無視して，教会のため

に神から直i接啓示を受けたと主張する

人は，誤ったところから導きを受けて

います。またそのような人に従う人々

にも，同じことが当てはまります。

もし自分がそうした立場にいると思

う人がいれば，どうかこのことを知っ

ていただきたいと思います。教会の神

一 る」(詩 篇127：3)と い う副題

権者や姉妹たちとの完全な交わりを取

り戻したいと願う人には，教会の扉は

常に開かれています。両手を広げて迎

え入れられるでしょう。

主イエス ・キリス トの代表者である

管理役員としての中央幹部の召しが神
あかし

からのものである，という証はわたし

の心の最も深い泉からわき出るもので

す。わたしは長年にわたり，神からも

たらされた絶えざる啓示が鍵や権能を

通じ，教会の大管長の指示の下に，与
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えられる過程 を見てきました。1830年
み わざ

4月6日 以来，この御業が啓示の力に

よって導かれていることを証しますb

この確信はわたしの持つ最も大きな知

識の源になっています。現代の世に神
み こと ば

の御言葉を明らかにする，この教会の

終わりのない預言の声にすべての人々

が心を留めるようにお勧めし，またお

祈 りします。それらの声は現代の世に

神の御言葉を明らかにしています。こ 父

の証を，イエス ・キ リス トの禽茗 によ ㌧

り申 し上げます。アーメン。
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「あなたがたは

知るであろう」

管理監督会第二副監督

キース ・B・ マクマリン

天父ばわたしたちがそれぞれの相達を乗り越えられる方法を，すなわち

匹わたしたち一凶一入力兜 るようになるノための痘法を億えτくださ'ωまし
あかし

た。それな望霊のカと確かな証を通しτr5たらされま玩

へ鯵㍗申灘編嘉
あかし

いて証す るために皆 さんの前 に立って

います。道を備 えるために先立って行

く者の精神 を感 じています。 この務め

は主か らもたらされたものです。わた

しの心か らの願 いは，人が主の再臨に

備え，主のみもとに住まい，主のみが
たまもの

お与えになることのできる賜物と恵み

を享受できるよう助けることです。

この度の大会でも，主の御業 と天父
みこころ

の御心について多 くのことが語 られる

ことで しょう。 これらは神聖な事柄で

す。その宣言に当たって，話者が単独

で語 ってはいないことに留意 していた

だきたいと思います。彼 らの証 ととも

に，わたしももう一人の証人として声

を上げたいと思います。この ような過

程 は 「証人の律法」と呼ばれてい ます。

この律法は神の子供たちの心に真理

を紹介 し，確認 し，結 び固めるために

確立 されました。世に神の御言葉 を携

え行 くに当たって，人が独 りで遣 わさ

れることは決 してありません。モーセ

は預言者 としてイスラエルの民を導 く

よう召 され ましたが，彼 も独 りではあ

りませんで した。主はモーセに，兄ア

ロンを代弁者としてだけでな く，アブ

ラハムの神の御言葉についてモーセ と

ともに証する者 として遣わされたので

す。

この証人の律法はキ リス トの誕生と

生涯，使命の先駆 けとな りました。聖

なる天使，バ プテスマのヨハ ネ，預言

者，使徒，聖霊，救い主御 自身そ して

父 なる神が こぞって主の神性 を宣言さ

れたのです。

この同じ方式が，末 日におけるイエ

ス ・キリス トの福音回復 の各段階にお

いて も常に見 られました。信頼の置け

る複数の証人が，その耳で聞き， 目で

見，心で悟ったことを記し，語ったの

です。 どの神権時代 にあっても，二人

以上の証人が声を合 わせ てそのような

宣言をして きました、 これは天の方式

です。使徒パ ウロは言 ってい ます 。

「すべての事が らは，ふた りか三人の

証人の証言によって確定する。」(2コ

リント13：1)

わた しは，証の本質について痛感 し

たことがあ ります。数年前，ある男性
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に奥 さん と子供たちがバプテスマを受

けることを承諾 してもらおうとした と

きの ことです。それ まで宣教師たちは

この家族をずっと教えて きました。つ

まり，キ リス トの神性や，1820年 に父

なる神 とその愛子が預言者 ジョセブ ・
みすがた

スミスに御姿を現されたこと，それに

続いて地上に真の教会が回復されたこ

とについてです。要所要所で宣教師た

ちは真剣に証し，聖霊が母親と子供た

ちにその真実性の確認を与えました。

彼らはバプテスマを受けたいと願いま

した。

しかし父親は懐疑的でした。彼には

奥さんたちのような霊的な確信があり

ませんでした、長年奉じてきた自分の

宗派への信仰と慣習が彼の心を疑念で

いっぱいにしていたのです。わたしは

ご主人と会って，彼の疑念について，

また，奥さんたちのバプテスマについ

て話し合いました。彼は，妻子の選択

の自由を奪いたくないものの，自分の

信仰と慣習，そして回復のメッセージ
かっとう

のはざまで大いに葛藤していました。

話が核心に迫ったとき，わたしは証を

述べました。宣教師が教えた事柄に対

するわたし自身の証です。この教会の

神聖さについて説明していると，『教

義と聖約』に記された主の御言葉が心

に浮かんできました。そこでこう証し
おもて

ま した。 「これは全地の面 にある唯一

まことの生ける教会です。」(教 義 と聖

約1：30参 照)

彼 は驚いた様子でした。この宣言が
ろうばい

彼を狼狽させたのでしょう。疑念を込

めて彼は言いました。「どうしてそん

なふうに主張できるんですか。うちの

教会にはあなたがたの教会よりはるか

に多くの会員がいます。教会の規模も

影響力 もうちの方がはるかに上です。

そのうえ，教会の歴史と伝統だって，

ジョセブ ・スミスの時代よりずっと昔

にさかのぼるんです。それなのにどう

して，お宅の教会が唯一まことの教会

だなんて主張できるんですか。」

彼の反応は，そのような証を初めて

耳にした人の多くが示す反応と類似 し

ています。この大会の説教を耳にする

人々の中にもそのような反応をされる

方がいるかもしれません。このような



過程で，その場にいる人々は，祈りや言

葉，音楽を通じ，自分たちが真実だと知
あかし

っている事柄について証 をしていきま

す。彼 らの証 とは次のようなものです。

●神の実在 ，神 の愛子の神性，そ し

てキ リス トの教義。

●預言者，聖見者，啓示者の神聖な

召 し。時満ちる神権時代の最初の預言

者ジョセブ ・ス ミス と現代の主の預言

者ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長に

主が示 された特別な強調点。

またこれ らの証により以下のことが

伝 えられます。

●啓示 された人生の 目的，前世 と来

世について。

●聖文，とりわけイエス ・キリス ト

についてのもう一つの証である 『モル

モ ン書』について。

人によっては，これらの証が 自分た

ちの考えや信仰 と異なるため，戸惑い

ます。そ してこう尋 ねるのです。「ど

うしてそんなふ うに，主張で きるので

すか。どうしてそんなことが分かるの

ですか」

そのような質問にわた しな らこう答

えます。「反論 した り，心 を閉じた り，

あら探 しをした りす る前に， どうか霊

感に満ちた次の言葉 についてよく耳を

傾け，熟考 して くだ さい」 と。「言葉

が意味を伝えるのではあ りません。言

葉は意味を生ぜ しめるのです。わた し

は 自分 の経験 したこ とに基づ いて語

り，皆 さんも自分の経験 に基づいて聞

きます。これが意思疎通の難しさのゆ

えんです。」(デ ビッ ド・0・ マ ッケイ。

ローウェル ・L・ ベ ニオ ンによる引

用，血1P1ηvemen亡 伽 「インプルーブ

メン ト・エラ』1968年4月 号，p.94)

これ は現世特有の現象であ り，疑念

が起こる根本原因となっています。 し

か し，霊的事柄への異なる見解のただ

中にあって，聖文には，すばらしい慰

め となる約束が記 されています。 「あ

なたがたは知るであろう」 と。 この世

での背景は違いますが，わた したちは

皆，同 じ天父の子供です。天父はわた

したちがそれぞれの相違を乗 り越 えら

れる方法を，すなわち 「わた したち一

人一人が知 るようになる」ための方法

を備えて くださいました。それは聖霊

の力 と確 かな証 を通 して もた らされ ま

す。

聖霊は神会の3番 目の御方で，すべ

ての必要なことを明 らかにす るため，

神 より遣わされました6聖 霊は神聖な

力 により明瞭に説き教え，証 されます。

聖霊の証に人々は耳を傾け，聞 き従お

うとしないかもしれませんし，無視 し

て拒むかもしれません。 しかし，聖霊

の証は決 して誤解 されることがあ りま

せ ん。 「聖 霊 は啓 示 者 なの です 。」

(Teach加gsOf亡heProphe亡 ∫oSeph

Sm舳 『預言者 ジョセブ ・ス ミスの

教え』 ジョセブ ・ブイールデイング ・

ス ミス編，p。328)聖 霊 によって受け

た証は，ほかの どんな方法で受けたど 気

んな印象 よ りも人の心 に力強い影響を

及ぼ します。1，000年 の問，視覚，聴覚，

触覚，味覚，臭覚，そ して宇宙の どん

な力を通 じて した経験 も，聖霊の影響

力の下で得 られるつかの間の，壮厳で

完全な経験に勝ることはあ りません。
ろうにゃく

聖霊は霊の御方です。聖霊は，老若
なんにょ

男女すべての人の心に語 りかける力 を

有 してい らっしゃいます。聖霊のメッ

セージは絶対的な確信 を伴 って伝 えら

れます。 この啓示された知識 により，

個人的な証や真理に対する証は築かれ

るのです(ブ ルース ・R・ マ ッコンキ

ー
，DOC亡rfηa1NewTes亡ameη 亡

Comme沈ary『 新 約聖書注解 』1：

756参 照)。

主は預言者 ジョセブ ・スミスを通 し

て言われました。
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くだ

「まことに見 よ，あなた に降ってあ，

元たの"・の にとどまる聖霊 によっ

て，わたしは 元たの思い とあ幽

心に告げよう。

さて見よ，これは啓示の霊である。」

(教義 と聖約8：2-3， 下線付加)

何 と完全で，た ぐいまれな，すばら

しい約束でしょうか。

生活や背景は人それぞれに違い ます
いか り

が，一人一人に同じ確かな錨，すなわ

ち神 よりの真理 がもたらされるので

す。それは絶対的で，無限であり，だ

れもが得られるものです。イエスは言

われました。

「主の言葉は真理であり，また真理

であるものはすべて光であり，光であ
み たま

るものはすべ て御霊 ，すなわちイエ

ス ・キリス トの御霊だか らである。

御霊は世に来るすべての人に光を与

え，また御霊はその声 を聴 く全世界の

すべ ての人を照 らす。」(教 義 と聖約

84：45-46)

主 は さらにこう説いていらっしゃい

ます。「真理 とは，現在あるとお りの，

過去にあったとお りの，また未来にあ

るとお りの，物事 についての知識であ

る。 ……真理 の御霊 は神 か ら出てい

る。」(教 義 と聖約93：24，26)

そ して最後にこう勧めてお られます。

「求めよ，そうすれば，与え られ るで

あろ う。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス訳マタイ

7：7)

こ こで，先の話に戻 りましょう。父

親が こう尋 ねた ところまで話 しま し

た。「どうしてそんなふ うに主張で き

るんですか。 どうして，お宅の教会が

唯一まことの教会だなんて主張できる

んですか。」

その答えは，わた しか らではな く，

わた しを通 して与 えられました。わた

しは こう告げま した。「自分の考えを

)主 張 しているのではあ りませ ん
。ただ

引用 しているだけです。イエス ・キリ

ス トがそう言われたのです。 わたしと

論議 しても始 まりません。異議を唱え

たいとお望みな ら，この件について天

父に祈 り，尋ねてみて ください。」

話 し合いはそこで終 わり，彼 は妻子

のバプテスマを許可 して くれま した。

こうしてわたしたちは別れました。

数週間後，わたしがステーク大会の

会場か ら出よう、としていると，二人の

男性が人々を押 し分けてわた しの方に

近づいて来ました。一人は先 日話 し合

った例の父親でした。最初に頭 をよぎ

ったのは，「参 ったな，また言 い争い

になる」 という思いでした。

彼 は近づいて来て，わたしに手を差

し出す と，こう尋 ねました。「わた し

を覚えていらっしゃいますか。」

「もちろんです よ。そ してわたしは

あなたに，この教会が依然 として唯一

まことの生ける教会であると知ってい

ただ きたいと願っています。」

さらに話そ うとすると，彼 は握手 し

た手をしっか りと握 り，こう言ったの

です。「分わか っています。あなたが

言われたように祈 ってみたのです。す

ると主は，聖霊の力によって，それ ら

はすべて真実であると告げて ください

ましたσわた しは先週末にバプテスマ

を受け，祭司に聖任 されました。そ し
き よう

て今日わたしはここにいる友人にバプ

テスマを施すのです。彼 もそれが真実

であると知っているからです。」

これこそ証人の目的であり，聖霊の

力であり，真理の揺るぎない錨と言え
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あかし

ましょう。大勢の人がこれまで証 して

きたことであ り，これからも証 してい

くことですが，わたしもここで自分 自

身 の証 を付 け加 えたい と思 い ます。

「あなたがたは知るようにな」 ります。

神は生 きてお られます。わた したちは

神の子供であ り，神に愛されています。

イエス ・キ リス トは神の愛子であ り，
あがな

わたしたちの蹟い主にして世の救い主

です。御父と御子は預言者ジョセブ ・
みすがた

ス ミスに御姿を現され，ジ ョセブの祈

りにこたえ，指示をお与えにな りまし

た。その後 ほかの天の使いたちがジョ

セブのもとを訪れ，失われた ものを回

復 しました。その中には，『モルモ ン

書』を世にもたらしたモロナイ，アロ

ン神権 を回復 したバプテスマの ヨハ

ネ，大神権 と聖なる使徒職 をジ ョセ

ブ ・スミスとオリバー ・カウ ドリに授

けたペ テロ，ヤコブ，ヨハネ，イスラ
かぎ

エルの集合の鍵 を持つモーセ，アブラ

ハムの福音 を持つエライアス，両親 と

子供たちを永遠の家族 として結び固め

る権能 を有するエリヤがいます。 こう

して，主の福音は回復 され，主の地上

での王国が再組織 され，それは主 によ

って，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会

と名 付 け られ ま した(教 義 と聖約

115：3-4;3ニ ー ファイ27：7-

8参 照)。

もし皆 さんの中に， これ らのことに

ついて，あるいは今大会で語 られた何

らかの言葉に疑念 を感 じた方がいらっ

しゃれば， どうぞ天父 に祈 りを通 して

尋ねてみて ください。

「ただ，疑わないで，信仰 をもって

願い求め 〔て くだ〕 さい。」(ヤ コブの

手紙1：6)そ して，「もしキリス ト

を信 じなが ら，誠心誠意 問うな らば，

神はこれが真実であることを，聖霊の

力によってあなたがたに明 らかにして

くださ」います。

「そ して聖霊の力 によって，.あ.なな

がたはすべてのことの真理盤 で」

しょう(モ ロナイ10：4-5， 下線付

加)。

これがわた しの証です。これ らはす

べ て真実 です。 イエス ・キリス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。



安息日と日曜日の買い物

七十人

アール ・C・ ティンギー

安息日を守ることば わたしたち自身の改宗の深さと，被聖な聖約を進ん

∂守る気持ちを表す指標なのτ跳

弟姉妹の皆さん，おはようござ

兄います。わたしのテーマは安息
日，特に日曜 日の買い物に関するもの

です。

時の始めか ら預言者たちは，聖約の

民に安息 日を守ることを教えるように

神か ら命 じられてきました。1神御 自身

が7日 目に創造の業 を休 まれました。

この日は聖 日として祝福 され，聖別 さ

れたのです。

モーセに与えられた4番 目の戒めは，

「安息 日を覚 えて，これを聖 とせ よ」

でした。2

ブルース ・R・ マ ッコンキー長老は

次の ように教 えています。「安息 臼を

守ることは，古代イスラエルの民 と神

との間のしるしであ り，それによって

選民を識別することがで きた。」3

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会

員は， 日曜 日を次のように理解 してい

ます。すなわち， この 日はキリス トが

墓か らよみがえられた事実 を記念する

安息 日であ り，使徒たちはその後，週

の始めの 日に集会を開 くようにな りま

した。4

1831年8月7日 の 日曜 日，主は預言

者ジョセブ ・スミスに次のように啓示

され ました。

「また，あなたは，世の汚れに染 ま

らずに自らをさらに十分に清 く保つた

めに，わたしの聖 日に祈 りの家に行っ

て，聖式をささげなければならない。

まことに，この日は，あなたがたの

労苦 を解かれて休み，い と高 き方に礼

拝をささげるように定め られた日だか

らである。

それで も，あなたの誓言 は，毎 日，

また常 に，義をもってささげなければ

な らない。

しか し，この主の 日に，あなたはい

と高 き方にあなたの供 え物 と聖式をさ

さげ，また兄弟たちと主の前にあなた

の罪 を告白しなければならないことを

覚えてお きなさい。

また，この日には，あなたはほかに

何事 もしない ようにしなければならな

い。ただ，あなたの食物を真心 を込め

て準備 して，あなたの断食が完全 にな

るように，言い換えれば，あなたの喜

びが満た される ようにするだけであ

る。」5

最 近開かれた神権指導者のための地

区訓練集会 において，ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長は，教会員の中に世

の中の方法 を取 り入れる傾向があるこ

とを心 配 して， こう語 って い ます。

「残念 なことに， わた したちは世の中

の方法 をす ぐにで はあ りませ んが，

徐々に取 り入れてい ます。安息 日を守
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るように教会全体を改宗する力がわ

たしにあればと思います。わたしたち

の民は，もし安息日を守って忠実に歩

むならば，さらに豊かに祝福を受ける

ことでしょう。」6

安息日を正しく守るうえで非常に大

切な一面は，日曜日の買い物に関する

ものです。残念なことに，多くの商店

や商業施設が日曜日に営業していま

す。世の人々は日曜日の買い物に何ら

異論はないようです。しかし，わたし

たち教会員は預言者たちから 「世の汚

れに染まら」ないように勧告され，教

えられてきました。7わたしたちは日曜

日に買い物をすべきではありません。

ヒンクレー大管長は続けて，神権指

導者に次のように指示しています。

「この教会には，日曜日に家具を買

わなければならない人は一人もいませ

ん。ほんとうにいません。日曜日に新

しい車を買わなければならない人も，

この教会には一人もいませんね。その

とおりです。十分な配慮と計画をしな

いために，日曜日に食料品を買わなけ

ればならない人も，この教会にはいま

せん。いないのです。……日曜日にア

イスクリームを買う必要はありませ

ん。……日曜日を買い物の日にする必

要はないのです。わたしは，安息日に

通常の商業施設を利用する必要がある

とは思いません。どうして店を開ける

のでしょうか。客がいるからです。だ

れが客でしょうか。それは教会外の人

ばかりではありません。皆さんもわた

しも，よく知っていることです。」8

『旧約聖書』のネヘミヤ書の中で，

主の民は安息日を守ることについて，

次のように教えられました。「またこ

の地の民らがたとい品物または穀物を

安息 日に携えて来て売ろうとしても，

われわれは安息日または聖日にはそれ

を買わない。」9

十二使徒定員会のダリン ・H・ オー

クス長老は，こう教えています。「現

代の預言者たちは，日曜日に買い物を

しないように勧めてきました。安息、日

に買い物をする人は，日曜日に営業す

ることを奨励している責任から逃れる

ことはできません。日曜日であっても，

どうしても提供されなければならない

榎



サー ビス もあ ります。 しかし，安息、日

に行われる営業は，商人や消費者が き

っぱ りと決心 して，主の 日に営業する

のを避iけるように した ら，行わな くて

済む ものがほとんどです。」10

兄 弟姉妹の皆さん， 日曜 日の買い物

をやめましょう。そのための一つの方

法は，前 もって計画することです。土

曜日にガソリンを入れて ください。土

曜 日に2日 分 の食料 品 を買 い ましょ

う。皆 さんが店 を利用するという理由

で，だれかを日曜日に働かせるような

ことがあってはな りません。 もちろん，

日曜 日に働かなければならない重要な

仕事 もあ ります。救急機関，医療施設，

交通機関，そ して消防や警察のように

人々の生活 を守る組織がそれに当た り

ます。 これら欠 くことのできない公共

施設で働いて，わたしたちを守 り助け

て くださる方々に心か ら感謝 します。

世界 の多 くの国々や合衆国の多 くの

州では， 日曜 日の買い物が行われてい

ないか，法律で禁 じられています。わ

たしたちは聖徒の共同体 として，市民

の人々に日曜 日の買い物をやめるよう

に，積極的な方法で働 きかけるべ きで

す。まず，・わた したち自身か ら始めま

しょう。わたしたちが 日曜 日に買い物

をするのをやめれば，その 日に営業 し

ても利益がないので，今後は店を開け

る理由はなくなります。実に簡単 なこ

とです。

わた しはよく日曜日の午後 に，ステ

ーク大会の割 り当てを終えて家に帰る

途中，ユタの小さな農村 を車で走 りま

す。ほとんどいつ も， トラクターが放

置 され，畑にはだれ もいませ ん。わた
けんそん

しは謙遜な農家の人々の信仰に感謝し

ています。ところが町に入ると，日曜

日なのに多くの駐車場は車であふれて

います。わたしはそれを見て，主の律
.'㌔
)法 が破られていることに悲しみを感じ

ました。そのような店の所有者や経営

者が日曜日の営業を正当化するために

しばしば口にする理由は，競争に勝つ

ため，組合の規則に従うため，などで

す。

わたしは，かつてスペンサー ・W・

キンボール大管長が忠実な教会員と面

接したときの話をよく覚えています。

それは次のような面接で した。

「『どのような仕事 をしていますか。』

『ガソリンス タン ドを経営 してい ま

す。』

『日曜 日に営業 していますか。』

『いいえ， しません。』

『でも，やっていけますか。ほとん

どのガソリンスタンドは，日曜 日に開

けているようですが。』

『やっていけます。主が助けて くだ

さいますから。』

「競争相手はいないのですか。』

『もちろん，います。通 りの反対側

に 日曜 日に営業 しているスタンドがあ

ります。』

『それで も，あなたは店を開けない

のですか。』

「開けません。感謝 しているんです。

主の恵みがあって，必要なものは十分

あ りますから。』」1丁

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の会

員は，聖約の民です。わた したちは，

世 にあって世のもの とならないように

教 えられています。聖約の民であった

古代イスラエノk人の ように，わた した

ちは日曜 日の買い物 を避けることによ

り，安息 日を正 しく守ることを奨励す

べ きです。これを神 との しるしに し，

それによって人々に知られるようにし

ましょう。

これは受け継がれて きた ものです。

この神権時代 において，わた したちの

先祖の開拓者の時代 から，その ように

教 えられてきました。数年前の ヒンク

レー大管 長の話 が思い 出 され ます。

「今か ら142年 前 に戻 りましょう。 も

ちろん， タバ ナクルも，神殿 も，テ ン

プルスクウェアも存在 しません。1847

年7月24日 ， 開拓者の一行がこの盆地

に到着 しま した。先頭のグループは，

1日 か2日 早 く着いていました。ブ リ

ガム ・ヤ ングが着いたのは土曜 日で し

た。その翌 日，安息 日の礼拝が午前 と

午後に行われました。集会を開 くよう

なホールはあ りません。恐 らく，7月

の日曜日の焼 けつ くような日差 しの中

で，聖徒 たちは荷車の長柄に座 り，車

輪 にもたれて，指導者の話を聞いたこ

とで しょう。季節的に遅れていたので，

翌年のために作物 を育てるつもりなら
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ば，今す ぐに大がか りな作業を始めな

ければなりませんでした。 しか し，ヤ

ング大管長 はそのときに，あるいはそ

の後 も，安息 日を破 らないよう聖徒た

ちに訴 えたのです。」12

先 祖の開拓者にとって，安息、日を破

るという誘惑が どれほど大 きなもので

あったか想像で きるでしょうか。彼 ら

の命は，育てて刈 り入れる作物にかか

っていました。 しか し，指導者たちは，

主の約束を信 じて安息 日を守るように

勧告 したのです。

日曜 日に買い物 をしないで安息 日を

守る人 は，主か らどのような約束 と祝

福 を受けるで しょうか。教義と聖約第

59章 と 『旧約聖書』のレビ記第26章 に

は，同じような約束が与えられていま

す。「地 に満 ちているものは……あな

たがたの ものとな り，地は雨に恵 まれ

て収穫 は増 え，国に平和が与え られ，

神 は忠実 な民 を顧 みて大 いなる者 と

し，彼 らと結んだ聖約を固められる。」13

も う一つの祝福あるいは警告は，ジ

ョージ ・アルバー ト ・ス ミス大管長の

次の勧 告にある と思います。「人類の



受ける多 くの悲 しみと苦悩は，安息日

を聖 とす るようにとい う 〔神の〕訓戒

を無視 したことに端 を発す る。」14

要 するに，この麗 しいイースターの

季節にふさわしく，安息日を守ること

は，わた したち自身の改宗の深 さと，

神聖な聖約を進んで守る気持 ちを表す

指標なのです。マーク ・E・ ピーター

セ ン長老 はこう言い ました。「安息 日

を守るか，守らないかは，主御 自身に

対する，そしてゲツセマネでの主の苦

難と十字架上での死，墓か らの復活に

対する，わた したちの態度 を間違いな

く表 している。それはわたしたちが真

の意味でク リスチャ ンか どうかを表
あがな

し，主の蹟いの犠牲の記念が無意味に

なるほど改宗が浅いかどうかを表す し

るしである。」15

わ たしはへ りくだって，安息、日が聖別

された 日であ り， 日曜日に買い物をし
あかし

ないという決意が必要であることを証

します。それはわたしたちの信仰の一

部であり，永遠の原則に対する従順の

表れです。また，神 と選ばれた民 との

間のしるしです。そして，神の真の律

法であ り戒めです。イエス ・キリス ト
み な

の御名により証 します。アーメン。
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中央扶助協会第一副会長

チエコ ・N・ 岡崎

かこと瓶

神ぱわたしたち仁多くの才能，多様荏や個控を与えτくださωましたが

最i5大切な点ばわたしたちがお互ω仁つω乙初っ～『ωること，すなわちわ

たしたちば皆 袖の子供莇 るとωうことざ抗

親
愛なる兄弟姉妹の皆 さん，アロ

ーハ。2月 に，アメリカ合衆国

以外 の地域の会員数が国内の会員数を

わず かに上 回った とい う報告 を聞い

て，わた しもうれしく思いました。こ

のわずかな変化 は，教会の国際性を示

す重要な象徴です。パ ウロがガラテヤ

人へ 語 った言葉 を思 い 出 しま した。

「もはや，ユ ダヤ人もギ リシヤ人 もな

く，奴隷：も自由人 もなく，男 も女 もな

い。あなたがたは皆，キリス ト ・イエ

スにあって一つだか らである。」(ガ ラ

テヤ3：28)今 週 ，わたしは54回 目の

バプテスマ記念 日を祝いますが，改宗

者であるわたしのような人々は，次の

パ ウロの約束を知っています。 「なぜ
み たま

なら，わた したちは皆……一つの御霊

によって，一つのからだとなるように

バプテスマを受け 〔た〕か らである。」

(1コ リント12：13)

き ょ う

兄弟姉妹の皆 さん，今 日わたしは福

音を通 じて得 られる美 しい一致 につい

てお話 ししたいと思います。3週 間前，

わたしはスーザン ・ワーナー姉妹 と一

緒に指導者訓練に参加 し，フィリピン，

オース トラリア，ニュージーラン ド，

トンガ，フィジーの旅か ら帰って来 ま

した。 さらにその前には責任を受けて

わた しは，メキ シコ，ホ ンジュラス，

グアテマラ，サモア，韓国， 日本へ も

行 ってきました。

どこへ行って も，わた したちは一生

懸命 に長時間働 きま した。 「とてもお

疲れになったでしょう」 と言われまし

たが，疲れるどころか 「わしの翼に乗

せ るように」支え られているのを感 じ

ました(教 義 と聖約124：18)。 なぜ

な ら，福音の良 きお とずれに対 してシ

オ ンの娘たちが，「目を覚 まして地か

ら立ち上が り……美 しい衣 を着」 るの

を見 たか らです(モ ロナ イ10：31)。

わた したちは教えて きましたが，強調

したいのは，わたしたち も学んだとい

うことです。

最 も大切 な教訓は，ほんとうにわた

したちは皆，キリス ト・イエスにあっ

て一つだということです。わた したち

は救い主への愛において一つであ り，
あかし

福音の証において，信仰 と希望と愛に

おいて，『モルモン書』が神から霊感
み こと ば

を受けて書かれた御言葉であるとい う

確信 において一つです。また，ヒンク

レー大管長 とそのほかの中央幹部 を支

持 し，愛 し合 うことにおいて一つです。

これ らのいずれを取っても，わた し

たちは完全でしょうか。いいえ，完全

ではあ りません。学ぶべ きことがた く
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さんあ ります。 また，これ らのいずれ

においても，わたしたちは同じで しょ

うか。いいえ，わたしたちは皆，天父

のみもとへ戻る道の りのそれぞれ異な

る地点にいるのです。パウロはガラテ

ヤ人への書簡の中で，ユダヤ人やギリ

シャ人 にあてて手紙 を書いてい ます

が，彼 らはバ プテスマを受けた とき，

ユダヤ人やギ リシャ人であることをや

めたで しょうか。男の人は男性である

ことを，女の人 は女性 であることをや

めたで しょうか。いいえ，そうではあ

りません。でも，彼 らは皆，「キリス

トに合 うバ プテスマ を受けた」のであ

り，「キリス トを着た」のです(ガ ラ

テヤ3：27)。

ニーファイはこの同じ原則 を，次の

ように説明 しています。「主は，御 自

分の もとに来て主の慈 しみにあずかる

ように，すべての人を招かれる。した

がって主は，黒人も白人 も，束縛 され

た者 も自由な者 も，男 も女 も，主の も

とに来る者 を決 して拒 まれない。……

すべての人が神にとって等 しい存在な

のである。」(2ニ ーファイ26：33)

神 は わた したちに多 くの才能，多様

性や個性 を与 えて くだ さいましたが，

最 も大切な点はわた したちがお互いに

ついて知っていること，すなわちわた

したちは皆，神の子供であるというこ

とです。教会員 としてのわた したちの

チャレンジは，皆愛 し合い，ともに成

長で きるように，皆が学び合 うことで

す。

福音 の教義はなくてはならないもの

です。教義は不可欠なものですが，そ

れを どのように応用す るかはそれぞれ

異な ります。教会の教義とそれぞれの

文化 における応用の違いを示す簡単な

例 を挙げましょう。これは，あるユタ

州の主婦が冬の間の家族の食糧 として

作ったユタの 「桃」の瓶詰めです。と

ころで，ハワイの主婦は果物 を瓶詰め

にはせず，2，3日 分の果物 をと り，

このようにかごに入れて家族のために

保存 します。 このかごには，マ ンゴー

やバ ナナ，パイナップルやパパイヤが

入っています。これ らの果物はソル ト

レーク ・シティーのスーパーマーケッ

トで買った ものですが，もし業者が採



取 しなかった ら，果物が一年中なる気

候の地でポリネシアの主婦が家族 に食

べ させるために もいだか もしれ ませ

ん。

かごと瓶は入れ物 としては異な りま

すが，中身は同じです。家族のための

果物です。瓶が正 しく，かごは間違y・

で しょうか。いいえ，両方 とも正 しい

のです。それぞれの文化 と人々の必要

に合 った入れ物です。そして，果物 を

入れる入れ物 として， どち らも適切で

す。

さて，果物 とは何で しょう。パウロ
み たま

はこのように述べています。「御霊の

実 は，愛，喜び，平和，寛容 ，慈愛，

善意，忠実，柔和， 自制 であ 〔る。〕」

(ガラテヤ5122-23)扶 助協会で姉

妹たちと交わるとき，神権定員会で兄
けいけん

弟たちと交流するとき，また敬慶な気
せいさん

持ちでともに聖餐を受けるとき，御霊

の実はわたしたちを愛と喜び，平和の

きずなで結びます。扶助協会の場所が
タイペイ

台北であろうと トンガであろうと，神

権定員会の場所がモ ンタナであろうと

メキシコであろうと，また聖餐会がフ

ィジーで行われ ようとフィリピンで行

われようと， どこで も変わ りあ りませ

ん。

世界中で，福音 における兄弟姉妹 と

して，わたしたちは互いに学び，とも

に成長 し，愛を深めることがで きます。

わたしたちの一致は，わた したちが世

界中で共通に持 っているものから始 ま

ります。それは，福音の教義 と儀式で

あ り，救い主に対す る信仰，聖文に対
あかし

する証，生ける預言者から受ける導き

に対する感謝，聖徒になろうと努力す

る者としての自覚です。つまり，福音

の原則です。

不変の力強い福音の中心的な原則に

対 して心を向けましょう。それが最も

大切なものであることを理解しましょ

う。これらの原則の上に堅固な土台を

築きましょう。そうすれば，雨が降り，

洪水が押し寄せても，わたしたちの家

は 「岩を土台としている」ので(マ タ

イ7：25)， 倒れることはないのです。

次に，そのような堅固な土台の上に

家を建てたなら，互いに喜びを分かち，

互いに耳を傾け，学び，それぞれが置

かれた環境や文化，世代や住んでいる

場所が異なっていても，これらの原則

に添って生活するように助け合いまし

ょう。

これまで6年 間，わたしは教会の扶

助協会の姉妹たちの話に耳を傾けてき

ました。皆さんから学んできました。

独 りで苦労して子供を育てている，離

婚 した母親たちから学んできました。

結婚したいと望んでいながら結婚して

いない姉妹たち，子供を産みたいと望

んでいなが ら子供ができない姉妹た

ち，家庭で情緒的，肉体的な虐待の危

険にさらされている姉妹たちからも学

んできました。家で働 く姉妹，家の外

で働く姉妹，薬物依存や子供時代に受

けた性的な虐待，慢性病に耐える姉妹

たちからも学んできました。

これらの姉妹たちの多 くは，わたし

に贈り物をしているとは思わなかった

でしょう。彼女たちの大部分は，自分

が助けを求めていると思っていまし
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た。しかし，彼女たちの話に耳を傾け，

彼女たちから学ぶときに，どの姉妹た

ちもわたしに祝福を与えてくれていた

のです。

6年前のこの月に，中央扶助協会会

長会に召されたとき，ヒンクレー大管

長はわたしにこのような勧告を与えて

くれました。「あなたはこの会長会で

独特の個性を生かしてください。あな

たはアメリカ合衆国とカナダの国境を

越え，世界中に散らばる非常に多くの

国々の教会員を代表する者として認識

されるでしょう。あなたの姿は，教会

は一つであるということを身をもって

表すでしょう。」大管長は，人々に向

かって話すときわたしの舌が緩まるよ

うに祝福してくれました。

ヒンクレー大管長，わたしはあなた

とこの会衆の前で，あなたの勧告と祝

福が文字どおり成就されたことを，主

に証 したいと思います。

わたしは韓国語やスペイン語，トン

ガ語を話しませんが，これらの言語が

話される国へ行き，扶助協会の姉妹た

ちや神権指導者たちと働くように割り

当てを受けたとき，彼らの言葉で話し

たいという強い願いに満たされまし

た。ヒンクレー大管長の慰めの言葉と

祝福に力づけられ，また教会の翻訳部

や，何時間もかけてわたしを助けてく

れた優れたコーチのおかげで，スペイ

ンや韓国， トンガの人々に彼らの言葉

で話をする祝福にあずかりました。御

霊がわたしの言葉を彼らの心に届けて

くれたのだと思います。また，「御霊

の実」(ガ ラテヤ5：22)が 彼 らの愛

と喜び，信仰を，わたしの心に届けて

くれたと感じます。御霊がわたしたち

を一つに結びつけてくれたのです。

兄弟姉妹の皆さん，皆さんの持って

いる果物が，桃であろうとパパイヤで

あろうと，またそれを瓶詰めにしよう

と，かごに入れようと，愛の気持ちで

ささげてくださることを感謝していま

す。天のお父様，どうかわたしたちが
一つになり，あなたのものとなります

ように(教 義と聖約38：27参 照)，救
み な

い主イエス ・キ リス トの御名によりお

祈 りいたします。アーメン。



「あなたはわたしの

ほかに，なにものをも

神としてはならない」

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

優先順位を決めるうえZ『規準となるのが 神の励めざ玩4でi5， ナ励の

中の第一の励めに対 しτどうωう態度をとるか創 ほかの励めに対するわ

たしたちの気持ちを決めτしまωま玩

■ワ圏の総大会で皆 さんと顔を合わせ

(一 ・るとき，わた しは自分にゆだね

られている責任のことを感 じます。同

じように皆 さんも，中央幹部やほかの

教会役員 と顔を合わせるとき，責任 を

感 じることで しょう。わたしたちは皆，

教えられた真理 を実践する という責任

を負っているのです。

皆 さん と顔を合わせています と，昔

軍隊 にいたときに聞いたわたしたちの

隊の軍曹の声 を思い出 します。「気 を

つ け1」 「右向 け，右1」 「左 向 け，

左1」 「回れ，右1」 わた したちはそ

の命令に素早 く正確 に応 じることを教

わ りました。 しか し思い返 してみます

と，「.Lを向け1」 という命令 は受け

た覚えがあ りませ ん。ところが聖文に

は，「〔天にお られる〕神 に頼 って生 き

るようにしなさい」1と書いてあ ります。
き ょ う

わた しの今 日のテーマは，主の十戒

の第一の戒めである 「あなたはわたし

のほかに，なにものをも神 としてはな

らない」2についてです。この戒めはよ

く知 られている割にはあ まり守 られて

いませ ん。この戒めにどれだけ忠実に

従 っているかを試す良い方法を見つけ

ましたのでご紹介 しましょう。難 しい

選択に迫 られたときに， こう自問する

のです。「どち らに顔を向けるのか。」

神に頼らない入生

悲 しいことですが，大勢の人が神 を

どこで見いだすかが分か らずに，神 を

締め出 した生活をしています。そ して

霊的な問題が出て くると，右 を見た り，

左 を見たり，同れ右 をした りするだけ

です。 しか し，同 じレベルの人を見て

頼った ところで，霊的な飢 えを満たす

ことはできません。わたしたちの不滅

の霊が飢えを覚えるとき，その飢えは

それを満た して くれるものを求め続け

ます。たとえ物質的に成功 したとして

も，そこにふ さわ しい生活というもの

がなければ，空虚な痛みが残るだけで
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す。霊性を奪うような豊かさの中に心

の安らぎは見いだせないのです。

主のみもとに来よとの招き

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会

員は，すべての人をキ リス トのみ もと

に来て，キ リス トの福音が もた らす霊

の糧 を味わ うように招 きます。聖徒た

ちは，人生を通 して自分たちを支えて

くれ る廿美 な霊の食物 を味わ うので
み な

す。この食物は，主の御名を身に受け

て主の教えに従 うとい う聖約 を交わす

ことによってもたらされます。そ して

霊的な強さは，不死不滅 と永遠の命を
たまもの

受ける機会という主からの賜物につい

て認識し，感謝の気持ちを抱くときに

得られるのです。

忠実な市民

この賜物 はすべての入に授けられま

す。現在，多 くの国々の市民が教会の

会員 となっています。国旗や政治形態

の違いを問わず，彼 らは，主に忠実で

あることが忠実な市民 となることを妨

げる ものではないこ とを知 ってい ま

す。神への忠誠心はか えって愛国心を

植 え付け，人々をさらに良い市民 にし

て くれることで しょう。

教会員はそれぞれの国の市民である

ばか りでなく，神の王国の市民でもあ

ります。3しか し，王国に対する気持ち

の強さは人によってまちまちです。多

くの人は 「まず，神の王国を築 き，神

の義を打ち立てる」4ことを求めていま

すが，中には，神と神の王国への忠誠

心 を，この世のほかの興味の下に置 き

去 りにしている人もいます。そのよう

な人は，顔 をどち らに向けるべ きかま

だ決めていないのです。5

主を代表する者

わたしはそうした混乱を一人の新聞

記者の中に見て取りました。彼は教会

の指導者の一人に，どこそこの国の代

表であるあの人はいつあなたの教会の

幹部になるのですか，と聞いてきたの

です。その指導者が質問に答えている



間，わたしはアジァやヨーロッパ，北

米ならびに中南米，それに多 くの海の

島々に生を受けた愛する中央幹部の皆

さんのことを思い浮かべました。彼ら

はたくさんの国々から来ていろいろな

言語を話しますが，一人として国を代

表するために召されている人はいませ

ん。教会の管理定員会はそのような代

表者の集まりではないのです。それぞ

れの指導者は，主の代表者として民に

顔 を向けるために召されているので

す。国を代表するためではありません。

中央幹部は 「預言によって，また権
あんしゅ

能を持つ者 による按手 によって，神か

ら召 され」6ています。彼 らは，主イエ
あかし

ス ・キ リス トについて教え，証するた

めに召 された，7全世界の人々への 「特

別な証人」8なのです。

主の戒めに従う

わたしたちはだれでも，どこに住ん

でいてどんな責任にあっても，どちら

の方向に顔を向けるかを決めなければ

なりません。その優先順位を決めるう

えで規準となるのが，神の戒めです。

中でも，十戒の中の第一の戒めに対し

てどういう態度をとるかが，ほかの戒

めに対するわたしたちの気持ちを決め
きよ

てしまいます。例 として，安息 日を聖

く守るとい う戒めについて考 えてみま

しょう。9わた したちが生活 している現

代は，大勢の人々が安息、日に対す る忠

誠心 を礼拝の場か ら娯楽の場 に移 して

しまっている時代です。 もう一度尋ね

ます。 「わた したちは どちらに顔 を向

けているでしょうか。」10

聖文 はわたしたちに，正 しいことを

行 うように勧 めて くれます。「わが聖

日にあなたの楽 しみをなさず，安息 日
たっと

を喜びの日と呼び，主の聖 日を尊ぶべ

き日ととなえ，これを尊んで，おのが

道を行わず，おのが楽 しみを求め……

ないならば，

その時あなたは主によって喜びを得

〔る。〕」11

自尊心もまた，貞潔 に関する神 の律

法に従うことにより得 ることがで きま

す。12しか し現代 において， こう した

戒めは攻撃の対象 となり，人々か ら軽

んじられています。適切な節制や抑制

による自己管理の倫理観は，今や 「不

健康，非人間的という言葉で片付けら

れるのが常」です。しかし真実は，

「自己の欲望だけで自らを定義するこ

との方がよほど非人問的」13なのです。

人は皆神の子です。神にかたどって，

生まれながらの欲望をコントロールで

きる存在として創造されたのです。

もし十戒の第一の戒めを破れば，罰

は避けられません。神への忠誠心より

も先にほかの人間や思想を置くような

ことがあれば，つらい結果を刈 り取る

ことになるでしょう。パウロは 「彼ら

の神はその腹(わ たしはこれにあらゆ

る肉体的欲求を含めたいと思います

が)」14である者は滅びることを予見し

ました。「創造者の代 りに被造物」15に

仕える方を選ぶ人はだれでも，霊的な

恵みを奪われてしまうのです。

このように，わたしたちの優先1頂位

が適切なものかどうかは，この十戒の

第一の戒めに従っているかを正直に吟

味して評価すべきです。方向転換が必

要であれば，自分で自分に 「回れ，右」

と命令してもよいでしょう。そうすれ

ば，「あなたがたは悔いて，あなたが

たの偶像を捨てよ。あなたがたの顔を，

そのすべての憎むべきものからそむけ

よ」16と言われた主に喜んでいただけ

ることでしょう。

木は生長の過程で光に向かって伸び

ていきます。わたしたちも天の両親の

息子，娘として，同じように光に向か

います。顔を上に向ければ，右や左に

向けるよりも高い見通 しが得 られま
きよ

す。聖 さを求めて仰 ぎ見ることにより，

わたしたちは神の弟子としての力 と威

厳を授かるのです。17

家族に顔を向ける

天を仰ぎ見ることは，子供を上手に

育てるうえで不可欠なことです。家族

は天からの導きを受けるにふさわしい

存在です。親というものは，自分だけ

の経験や恐れ，同情18からだけでは十

分に子供を教えることはできません。

そうではなく，自分たちに命を授けて

くださった創造主がなさるように子供

に接すれば，自分の力を超えた知恵を

授かることでしょう。賢明な母親や父

親は子供たちに，神の律法19に基づい

て自分で判断する方法を教えます。彼

らは 「現世は人が神にお会いする用意

をする時期である」20ことを教えます。

また彼らは，善悪にかかわる判断や霊

的な判断は，神に対して責任を負うこ

となしに自由に選択21できるものでは

ないことを教えるでしょう。これらの

テンプルスクウェアの北訪問者センターにあるクリスタス像
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ことを理解する両親 と子供たちは，強

い人格 と心の平安，喜びを得るととも

に，子孫にあって も喜びを得ることが

で きるのです。22

隣人に顔を向ける

同じように，「キリス トの純粋な愛」23

をもって隣人や友人，職場の仲間と接

するとき，彼 らとの関係が深まります。

わたしたちに主のようになろうという

気持ちがあれば，それは善に向けての

強力な動機づけになります。また，人

を思いやる気持ちがあれば，わたした

ちは黄金律24に基づいて行動するよう

になります。このようにしてわたした

ちは，貧しい人に食物を与え，裸でい

る人に衣服を着せ，価値ある奉仕の業

に携ることに喜びを見いだすことでし

ょう。

隣人への奉仕は，まず神を仰ぎ見る

ことによって新たな展開が得 られま

す。教会において神権指導者や補助組

織指導者が，主がなさるように一般の

会員や定員会，クラスの生徒に顔を向

けるならば，彼らは，大切なのは塑

地位で奉仕するかではなく，と・かに奉

仕するかであると悟るでしょう。教会

にあって人を高めるのは地位ではあり

ません。忠実さです。人から注目を浴
しもべ

びる地位に昇ることを求め，僕よりも

主人になることを望む人は，奉仕する
み わざ

人の士気を損なうのみならず，御業の

精神をも台なしにしてしまうのです。

時として，僕と主人について混乱が

起こります。『聖書』には弟子たちが
たがい

「だれが一 ばん偉いか と，互に論 じ合

っていた」 とあ ります。イエスは言わ

れ ました。「だれで も一ばん先 になろ

うと思 うな らば，一ばんあ とになり，

み んなに える とならねば ならな

い。」25

ということは，イエスは弟子たちに，

不特定多数の人々からの様々な要求に

すべて応 じるように，つ まり食卓を用

意する給仕26の ようになれ と言われた

のでしょうか。違います。主は，血

方法で奉仕す るように言 われたので

す。弟子たちの主人は人々ではあ りま

せん。主が彼 らの主人なのです。

人々に奉仕するとき，わたしたちは

どちらに顔を向けるべきでしょうか。

左右に向けても引いたり押 したりしか

できません。人を引き上げるには自分

が高い所にいないとできないのです。

高い所に行 くには，横を見るのではな

く，わたしたちの主を仰ぎ見なければ

なりません。主に頼 り，主を仰ぎ見る

ことにより良い一 ように，

良い杢仕を処 にも主を仰ぎ見る必要

があるのです。

立派な弟子となるための態度

指導者としての地位に召された人は，

その地位にあってどのような行動を取

るかについて，救い主に対 して責任を

負います。そしてその行動はわたした

ちの態度によって形成され，態度は，
けんそん

謙遜な祈 りの中で頭を垂れることによ

り高められるのです。「み前にぬかず

き」という賛美歌の中にも同じような

歌詞があります。

「わがたま，、見守り

わがかせ，解きたまえ

救わるわが霊

み前に受けたまえ

再びみ前に
ゆ

進み行くときに

愛もて導き
お

身近 に居 りたまえ」27

祈りは，人生の試練に正面から立ち

向かえるように，わたしたちを助けて

くれます。また祈りは，わたしたちの

態度を最も大切なものに集中させてく

れます。祈 りによるこの集中を通して，

わたしたちは誘惑というわなの仕掛け

られた所でも，右往左往することはな

いでしょう。弟子というものは，災難
ふち

と隣 り合わせの切 り立ったがけの淵

で，その危険な状態をもてあそぶよう

なことはしません。経験豊かな登山家

は危険ながけから身を乗 り出すような

ことはせず，ロープやほかの安全具を

使って自分の体を信頼できる人の体に

つなぎ，より安全な方向へと移動して

いきます。わたしたちも同じです。難

問の山積 した人生 という山を登ると
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き， わた したちは主に身を寄せて主に

つながらなければなりません。そして

福音の鉄の棒や家族，信頼で きる友人

に しっか りとつかまるのです。

デビッ ド ・0・ マ ッケイ大管長 は，

そのがけについてこう教 えています。

「わた したちの多 くがその利 己心のた

めに，自然の法則 によりすべてを自己

中心的に行 うことを要求される，獣の

ジャングルと隣り合わせの所をさまよ

っている。」28

主 は言われました。「あ らゆる思いの

中でわた しを仰 ぎ見なさい。疑っては

な らない。恐れてはな らない。」29わた

しはその ような信仰がわたしたちを解

放する力を与えて くれることを知 りま

した。神を仰 ぎ見ることにより，わた

したちはまず何 をしないかをしっか り

と決めます。そしてその後は， 自分が

すべ きことを自由に追求 していくので

す。

最近，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長が次のように話 しました。「神へ

の愛はあらゆる徳，あらゆる善，あ ら

ゆる人格的な強さ，正義を守 り通そ う

とするあらゆる努力の根本です。主な

るあなたの神を愛 し，その御子 を愛 し

て ください。そして御二方のわた した

ちへ の愛に心か ら感謝 して くだ さい。

た とえほかの愛が消 えようとも，神の

わたしたち一人一人への輝ける，何 も

のをも貫 き通す，永遠に続 く愛 と，わ

た したちのために命 をささげて くださ

った御 子の愛はいつ まで も続 くので

す。」30

兄 弟姉妹の皆 さん，人種や国籍，職

業，そのほかの事柄 は問題ではあ りま

せん。だれで も主を仰 ぎ見 ることがで

きます。だれ もが主 を人生において第

一に置 くことがで きます。そのように

して， しか も忠実であ り続 ける人は，

主の最高の約束31を 得ることができる

のです。「自分の罪 を捨 て，わたしの

もとに来て，わた しの名 を呼び，わた

しの声に従い，わたしの戒めを守る者

は皆，わた しの顔を見て，わたしがい

ることを知 るであろう。」32この栄光あ

る行 く末がわたしたちのもの となりま
み な

す ように。イエス ・キリス トの御名 に
あかし

より証 します。アーメン。
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トリー ト ・ジ ャ ーナ ル 』1994年2
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エゼ キエ ル14：6

14.

15，
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17.主 に頼 り ，主 を 仰 ぎ見 る こ との 重 要

性 は ，1836年1月21日 付 け の預 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミ ス へ の示 現 の 中 で

も強 調さ れて いる 。

「わ た しは 小羊 の十 二 使徒 を見 た 。

彼 らは今 地 上 に い て ，神 の教 え を 説
かぎ

く最 後 の務 め の鍵 を持 ち ， 見 知 らぬ

国 で ， 円陣 を作 って立 っ て いる 。 彼

らは 疲れ 果 て ，そ の衣 服 は汚 れ ，足

は は れ て い る 。 彼 らは うつ む い て ，

彼 らの真 ん 中 に立 って お られ る 主 を

見 よ う と しな い 。 救 い 主 は彼 らを 見

て 涙 を流 さ れ た 。」(τ θθ0炉 ηgsof

亡ねθProρ わθ亡」ノ0εθρわS∫ηノ亡わ 『預

言 者 ジ ョセ フ ・ス ミ ス の教 え 』 ジ ョ

セ フ ・フ ィー ルデ ィング ・スミ ス編 ，

P，107)

しかし，この十二使徒が後にその

働きを評価されたことは，預言者ジ

ョセフの記録をさらに読み進めるこ

とによって明らかになる。「そしてわ

たしは最後に，この十二使徒が日の

栄えの王国で神とともにいるのを見
あがな

た。また，わたしはシオンの購いや

言葉では完全には表現できない多く

のことを目撃した。」(『預言者ジョ

セフ ・スミスの教え』p.108)

18， 箴醤3：5参 照

19， 教義と聖約130：20-21参 照。こ

の聖句は，神からのすべての祝福は

その祝福について定めた律法を守る

ことによって得られることを教えて

いる。

20.ア ルマ34132参 照

21.教 義と聖約101：78参 照

22， ジ ョセフ ・スミス訳創世9：22に は

以下の見解が加えられている。「あな

たの子孫が真理を受け入れて仰ぎ見

るとき，シオンは見下ろすであろう。

そして，諸天は歓喜に揺れ動き，地

は喜びで震えるであろう。」

23， モロナイ7：47

24.「 だから，何事でも人々からしてほし

いと望むことは，人々にもそのとお

りにせよ。」(マタイ7：12)
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25.マ ル コ9：34-35， 下 線付力口。別 の

福 音 書 作 者 は ， この 真理 を類 似 した

表現 で紹 介 してい る 。 「あ なた が たの

う ち で いち ばん 偉 い 者 は ，仕 え る 人

で な け れ ば な ら な い 。」(マ タ イ
'
23：11)こ れ らの 聖 句 の 中の 「仕

える 者(入)」 とし、う言 葉 はギ リシ ャ

語 で はdlakonosと い う名 詞で ，「人 ，

特 に 主 人 か ら の 命 令 を 遂 行 す る 者 」

と い う意 味 にな る 。英 語 のdeaoon

(執 事)と い う 言 葉 の 語 源 は こ の

diakonosで ある 。

26， 使 徒6：2参 照

27， 『賛 美歌 』89番

28.1mρrovθmθ η亡εrθ 『イ ンプ ル ーブ

メ ン ト ・エ ラ 』1957年6月 号 ，p，

390。 ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウ ス ト

副 管 長 が 次 の よ うな 厳粛 な警 告 を 発

して い る。 「際 ど く生 きる とい う言 葉
ふち

には，危険な 『底なし穴』の淵のす

ぐ近くにいるという意味もあるかも

しれません。……

皆さんの中には，際どい生き方に

よって，自分の強さや能力を発見で

きると思っている人がいるかもしれ

ません。……自分からわざわざ求め

なくても，いつも自然にたくさんの

危険がやって来るはずです。」(『聖徒

の道』1996年1月 号，p.51)

29.教 義と聖約6：36

30.リ ックスカレッジ地区大会，1995

年10月29日 ，0わαroわ1Vθwθ 『チ

ャーチニューズ』1996年3月2日 付

け，P.2に掲載

31.主 はこのほかにもたくさんの約束を

しておられる。例えば次のようなも

のである。

● 「あなたがたは……幸いである。

なぜなら，今わたしを見て，わたし

がいることを知っているように，あ

なたがたはわたしのもとに来て，生

き 〔る。〕」(教義と 聖約45：46)

● 「わたしはあなたがたに先立っ

て行こう。わたしはあなたがたの右
み

におり，また左にいる。わたしの御
たま

霊はあなたがたの心の中にある。ま

た，わたしの天使たちはあなたがた

の周囲にいて、あなたがたを支える

であろう。」(教義と聖約84：88)

32.教 義と聖約93：1



知恵の言葉

その原則と約束

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド・K・ パツカー

知悪の言葉ば絶対の纈 を求めますが その報ωとし乙 鎧康や穴ωなる
しよぐさい

知識の宝，そしτ……初の〃岸 仁よっτもたらされた贋罪を約束しま跳

ワ の聖歌隊のすばらしい若人の皆

Lさ んは，わたしたちが世界中の

教会で出会う典型的な若者です。どん

なに皆さんを愛 していることでしょ

う。若人の皆さんにどんなに感謝 して

いることでしょう。子供たちや青少年

以上に虫重な 土は ません。わた

しはそのような若人の皆さんにお話し

したいと思います。数年前，わたしは

アフリカで，姿の見えないわにがいか

に危険か学びました。そして，若人の

皆さんを滅ぼそうと待ち受けている霊

のわにについて警告しました。

こうした目に見えない危険は，その

数を大いに増し，今や多くの種類に及

んでいます。

中には，皆さんが成長する過程で通

らなければならない草原に隠された地

雷のようなもの もあ ります。かつては

安全だった隣近所や学校 も，もはや安

心できません。幸いなことに，皆さん

の中には，地雷探知機のような霊的な

力があります。それは目に見えないわ

にや地雷 の存在 を警告 して くれ るの

で，その使い方が分かれば，問題を避

けることができます。

教会が組織されてか ら3年 後 に一つ

の啓示が与えられ，わた したちの時代

について預言の言葉が示 され ました。

「見 よ， まことに，主 はあなたがたに

このように言う。終わりの時に陰謀を

企てる人々の心の中に今あり，また将

来もある悪 ともくろみのゆえに，わた

しはあなたがたに警告を与 えてお り，

また，啓示によりこの知恵の言葉 を与

えることによって，あなたがたにあ ら

か じめ警告するものである。」(教 義 と

聖約89：4)

知 恵 の言葉は，教会の会員 に制限を
こんにち

加えています。今日では，これらの規

則はすべての会員と，教会に入ろうと

するすべての人に適用されます。それ

は非常に大切なので，まず守ることに

同意しなければ，だれもバプテスマを

受けて教会員になれません。それを受

け入れなければ，だれも教師や指導者

には召されません。神殿に入ろうとす

るとき，皆さんは知恵の言葉を守って

いるかどうか尋ねられます。もし守っ

ていなければ，完全にふさわしくなる

まで，主の宮に行くことはできないの

です。

若人は一般に制限されるのを嫌うも
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のです。ほん とうとは思えないかもし

れませんが，わた したち もかつては若

者であ り，それを覚えているのです。

人の行動を規制するものへの反発は，

ほ とんど社会全般 に見 られます。社会

全体の秩序は，人々が責任の伴わない

自由に取 りつかれているとき， 自ら崩

壊 してい きます。そこでは，選択がそ

の結果か らどういうわけか切 り離して

考えられています。

若人の皆さん，知恵の言葉 による制

限が正 当であることを示す重要な証拠

があることを理解 しなければな りませ

ん。

この啓示は最初，「戒めや強制」とし

てではなく，「あい さつ」 としてもた

らされ ました(教 義 と聖約89：2)。

しかし，教会員にこの啓示の意味を教

える機会に，後の大管長たちは，それ

が戒めであると宣言 しました。そ して

教会ではその ように受け入れ られてい

ます。

知恵の言葉 は 「約束を伴 う原則 とし

て与え られ」ました(教 義 と聖約89：

3)。 この啓示の中の 「原則」 とい う

言葉 は，非常に重要です。原則は永続

する真理，律法，規則であ り，決断を

する際の指針 となるものです。一般 に

原則は詳 し くは説明 されていません。

皆 さんが永続する真理や原則 をよりど

ころとして，自ら道を見いだす自由が

あるのです。

会員たちか ら手紙で， これやあれは

知恵の言葉に反 しますか， と聞かれる

ことがあ ります。 よく知 られているよ

うに，お茶やコーヒー，酒，たばこは

反 しています。それ以上詳 しくは説明

されていませ ん。む しろ，わた したち

はその原則 を約束 された祝福 とともに

教 えます。人々は肉体 と霊を損なう多

くの習慣性のあるものを飲んだ り，か

んだ り，吸ったり，注射 した りします

が，それ らは啓示の中に記 されていま

せ ん。

・有害なものがすべて列挙されている

のではないのです。例えばヒ素です。

明らかに有毒 ですが，習慣になるはず

があ りませ ん。主が言われるように，

すべてのことを命 じられなければなら
しもべ

ない人は 「怠惰であって，賢い僕では



ない」のです(教 義と聖約58：26)。

ある文化圏地方では，地元の飲み物

が啓示の中に明記されていないので害

はないと主張されています。しかし，

そのような飲み物があるために，会員

たち，特に男性は，家族から離れて，

明らかにこの原則に反するようなパ「

ティーに引き寄せられてしまうので

す。啓示の中でなされた約束は，不注

意な人や思慮分別を欠く人には及ばな

いのです。

勧告に従順であれば，人生の安全な

側にいることができます。

ある王様が馬車の御車を二人の中か

ら選ぶ話があります。彼は二人の候補

者にがけに沿って曲がりくねった急な

道を馬車で走るように命 じました。

最初の御車はゆっくりとがけから離

れて壁際を走らせました。2番 目の御

車は見事な腕前を披露しました。彼は

猛スピードでがけすれすれに下 り，時

には車輪の幅の半分ががけの方に出て

いました。

思慮深い王様は，最初の人を自分の

御車に選びました。何事においても安

全な側にいるのが一番なのです。

知恵の言葉は 「聖徒の中の弱い者お

よび最も弱い者の能力に適するもの」

です(教 義と聖約89：3)。 それはほ

かの聖句からも明らかです。次のよう

に教えられています。地の良きものは

「人の益 と利用のため……に造 られて

いる。 まことに，食物のため， また衣

服のため，味のため， また香 りのため，

体 を強 くす るため， また霊 を活気づけ

るために造 られている。……思慮分別
どんよく

をもって，度を越 さず，貧欲に取 るこ

とな く使 うように造 られたか らであ

る。」(教 義 と聖約59：18-20)

若 人 の皆 さん，健康，栄養，特 に薬

の面で，節度 と常識を用いるようにし

て ください。極端 なことや狂信的なこ

と，一時的な流行を追い求めることは.

避 けて ください。

例 えば，知恵の言葉は，肉を 「控え

めに用い 〔る〕」(教 義 と聖約89：12)

よう勧告 しています。極端に走る人が

ないように，別の啓示の中ではこう告

げ られています。「肉を食べ てはな ら

ない として禁 じる者は，神から聖任さ

れていない。」(教 義 と聖約49：18)1

さらに聖文にはこうあ ります。「怠惰

であるのをやめなさい。不純であるの

をやめなさい。……必要以上に長 く眠

るのをやめなさい。疲れることのない

ように，早 く床に就 きなさい。あなた

がたの体 と精神が活気づけられるよう

に，早起 きをしなさい。」(教 義 と聖約

88：124)

知 恵 の言葉の原則 を遵守すれば，約

束された祝福 を受 けるで しょう。 「こ

れ らの言葉 を守って行 うことを覚 え，

数々の戒めに従川頁に歩むすべての聖徒

たちは，そのへそに健康 を受け，その
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骨 に髄 を受け……走って も疲れること

がなく，歩いても弱ることはない」 と

約 束されるのです(教 義 と聖約89：

18，20)。

知 恵の言葉 は，完全な健康 を約束 し

ているのではなく，皆 さんの持って生

まれた体を最 も良い状態に保ち，皆 さ
み たま

んの心が御霊の微妙なささやきに反応

できるようにする方法を教えていま

す。

わたしは軍隊にいたときに受けた祝

福を忘れることができません。その祝

福にはすべての若人のためになる次の

ような助言が含まれていました。

「あなたは，内なる霊が働けるよう

に，均整の取れた健康な肉体を与えら

れています。これを大いなる受け継ぎ

として大切にしなさい。保護し，守り

なさい。体は神聖ですから，その組織

を損なうものは何であれ取ってはなり

ません。体はあなたの心を納める器で

あり，人格の基です。」この助言はわ

たしに大きな影響を与えました。

啓示された標準に従う人に与えられ

る健康の約束は，教会員だけに限定さ

れません。教会外の友人に知恵の言葉

について話し，それを守るように勧め

てください。

知恵の言葉にはさらに大いなる祝福

が約束されています。すなわち，「知

恵と，知識の大いなる宝，すなわち隠

された宝さえ見いだす」のです(教 義

と聖約89：19)。 これは個人的な啓示

であり，それによって，姿の見えない

わにや隠された地雷，そのほかの危険

なものを知ることができます。

皆さんは教会員に確認されたとき，
たまもの

聖霊の賜物を授か りました。パウロは

こう記 しています。「あなたがたは知

らないのか。 自分のか らだは……自分

の 内に宿 ってい る聖霊の宮で……あ

る。」(1コ リン ト6：19)

主 は こう言われました。「助け主，す

なわち，父がわた しの名 によってつか

わ される聖霊は，あなたがたにすべて

の ことを教え，またわたしが話 してお

いたことを， ことごとく思い起 させ る

であろう。」(ヨ ハネ14：26)

この啓示には，最後の約束が記され

ています。主は従 う人についてさらに



こう言 われま した。「一つの約束 を与

える。すなわち，滅ぼす天使はイスラ

エルの子 らを過ぎ越 したように彼 らを

過 ぎ越 して，彼 らを殺すことはな い。」

(教義 と聖約89：21)こ れ はす ばらし

い約束です。

理解 を深めるためには，モーセの時

代に戻 らなければな りません。イスラ

エルの民 は400年 間奴隷の状態にあ り

ました。そこにモーセが解放者 として

現れました。彼 はエジプ トに様々な災

いを呼び寄せ ました。パロはその度に，

イスラエルの民が出て行 くのに同意 し

ますが，す ぐに約束を翻 しま した。つ

いに，主 はモー セに言 われ ま した。

「わた しは，なお一つの災 を，パロ と

エ ジプ トの上 にくだ し，その後，彼 は

あなたがたをここか ら去 らせるであろ

う。……エジプ トの国のうちの ういご

は……みな死ぬであろう。」(出 エジプ

ト11：1，5)

モーセはイスラエルの民にこう告げ

ま した。 「小羊 を取 らなければならな

いQ… …小羊 は傷のない……1歳 の雄

で……その骨 を折 ってはな らない。」

(出エジプ ト12：3，5，46。 ヨハネ

19：33も 参照)

主 はさらに言われました。主の祭 り

の子羊 を用意 し，「その血 を取 り・…・・

家の入口の二つの柱 と，かもいにそれ

を塗 らなければな らない。……その夜

わたしはエジプ トの国を巡って，エ ジ

プ トの国におる……すべての ういごを

打 〔つ〕であろう。……わた しはその

血を見て，あなたがたの所 を過 ぎ越す

であろう。……災が臨んで，あなたが

たを滅ぼすことはないであろう。この

日は……代 々，永久の定めとしてこれ

を守 らなければならない。」(出 エジプ

ト12：7，12-14)「 も し，あなたが

たの子供たちが 「この儀式はどんな意

味ですか』と問うならば，あなたがた
すぎこし

は言いなさい，『これは主の過越の犠

牲である。』」(出 エジプ ト12：26-27)

若 人の皆 さん，過越 における預言的

な象徴が分かると思います。キリス ト

は，傷 のない初子，「神の小羊」 で し

た(ヨ ハネ1：29，36)。 兵士たちが

その場にいたにもかかわ らず，骨を折

られることなく，殺 され ました。

しか し，これ らの戒めに従順に歩む

わた したちが，そのような過越におい

て免れるのは，肉体の死ではありませ

ん。すべての人はいつか死ぬからです。

皆 さんが受ける必要が ないのは，霊の

死です。 もし従順であるなら，霊の死

は皆さんを過ぎ越すでしょう。啓示が

教 えているように，「過越の小羊であ

るキ リス トは，すでにほふ られた」か

らです(1コ リント5：7)。

知 恵の言葉は絶対の従順を求めます

が，その報い として，健康や大いなる
あがな

知識の宝，そしてわたしたちを賄うた

めにほふられた神の小羊によってもた
しよくざい

らされた順罪を約束します。

犠牲の律法は，十字架の死により成
せいさん

就されました。主はその代わりに聖餐

を定められました。それはわたしたち

が永遠に守るべき儀式です。若人の皆

さん，聖餐会に出席して，聖餐を取っ

てください。

確かに知恵の言葉は，皆さんの繊細

で敏感な霊的機能を正しく反応する状

態に保つために与えられました。心に

感じるものを 「聞く」ようにしてくだ

さい。そうすれば皆さんは導きや警告，

教え，祝福を受けるでしょう。

たとえ皆さんの生活がいつも不確か

なもので満ちていても，若人の皆さん，

将来を恐れてはなりません。

若人の夢は実現できるのです。肉体
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や感情の求めるふさわしい自然な望み
はんりょ

は，すべて満たされ ます。やがて伴侶

を見つけて，皆 さんは，常用癖や鎮静

剤，刺激物 とは縁のない体 と，霊的な

導 きに敏感な心 とをささげることがで

きるでしょう。

そ して，この世か ら永遠にわたって

結び固め られ，命 と子供，家族，幸福

をもた らす目的で，互いの愛を自由に

表現するでしょう。

もし道を外れてさまよっている人が

いるなら，今 こそ戻 るときです。必ず

で きます。若人の皆 さん，信仰 をもっ

て進みましょう。ニーファイのように

「前 もって自分のなすべ きことを知 ら
み

な い ま ま 」(1ニ ー フ ァ イ4：6)御
たま

霊に導かれて行くことでしょう。

知恵の言葉を守り，ふさわしい伴侶

を探してください。忠実に教会に出席

しましょう。毎日，祈りを通して助け

を求めるのを怠らないでください。わ

たしは約束します。この道は歩みやす

くなり，皆さんは平静な心と，人生や

将来に対する自信とを得るでしょう。

また，聖なる御霊のささやきを通して

危険に対する警告を受け，必要な導き

を受けるでしょう。

この啓示は，教会のすべての会員，

特に教会の青少年の皆さんが，非常に

多 くの問題や危険，疑いに直面すると
あかし

き，力強い守 りになることを証 します。

しか し，教会の若人の皆 さん，信仰 を

持 って ください。主は皆 さんとともに

いて，導いて くださるで しょう。わた

しは主 とその犠牲 と順罪について証 し

ます。 また，主が皆 さんを愛 してお ら
み な

れることをイエス ・キリス トの御名に

より証 します。アーメン。

注

1. 18節 は次の19節 と関連している。

「見よ，野の獣と空の鳥……は，食物

として……人が使うように……定め

られているからである。」第49章 は，

キリスト再出現信者連合会(シ ェー

カー派)の 教徒に向けて，彼らの誤

った教義の幾つかを正すために与え

られた。彼らの信条の一つに，生肉

あるいは肉を食べないことがあった。



L

●1996年4月6日(土)午 後の部会

教会役員の指示
第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

愛
す る兄弟姉妹の皆 さん，ヒンク

レー大管長か らの指示 によ り，

これから中央幹部な らびに教会の中央

補助組織会長会の方々の名前 を提議 し

ますので，皆 さんに賛意の表明をして

いただきたいと預言者，聖見者，啓示

者，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の

大管長 としてゴー ドン ・ビ トナー ・ヒ

ンクレーを支持 して くださるよう，ま

た，大管長会第一副管長として トーマ

ス ・スペンサー ・モ ンソンを，大管長

会第二副管長としてジェームズ ・エス

ドラス ・ファウス トを支持 して くださ

るよう提議いた します。この提議に賛

成の方はその意を表 して ください。反

対の方はその意を表 してください。

十二使徒定員会会長 として トーマ

ス ・スペンサー ・モンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド・ケネ

ス ・パ ッカーを，また十二使徒定員会

会員 と してボイ ド ・K・ パ ッカー，

L・ トム ・ペリー，デ ビッ ド・B・ ヘ

イ ト，ニール ・A・ マ ックスウェル，

ラッセル ・M・ ネルソン， ダリン ・

H・ オークス，M・ ラッセル ・バラー

ド，ジョセブ ・B・ ワースリン， リチ

ャー ド・G・ ス コッ ト， ロバー ト ・

D・ ヘイルズ，ジェフリー ・R・ ホラ

ンド，ヘンリー ・B・ アイリングを支

持 して くだ さるよう提議いた します。

この提議 に賛成の方 はその意を表 して

ください。反対の方がいれば，その意

を表してくだ さい。

大管長会の副管長，十二使徒 を預言

者，聖見者，啓示者 として支持 して く

だ さるよう提議いたします。 この提議

に賛成の方 はその意 を表 して くだ さ

い。反対の方がいれば同じようにその

意を表 して ください。

メリル ・J・ ベイ トマ ン監督 はブリ

ガム ・ヤ ング大学学長 に就任 したた

め，管理監督の責任か ら栄誉の解任 を

し， これ に伴い副監督 を務めて きた

H・ デ ビッ ド ・バー トン， リチ ャー

ド ・C・ エ ッジリー両副監督を同様 に

その責任か ら解任す るよう提議いたし

ます。この感謝を表明 して くださる方

はその意 を表 して ください。

わたしたちはメリル ・J・ ベ イ トマ

ン，ダラス ・N・ アーチボル ド，ディ

ー ター ・F・ ウーク トドルフ
，そ して

ブルース ・C・ ヘーフェンを新 しく七

十人第一定員会の会員 として支持 して

くださるよう提議いた します。この提

議に賛成の方はその意を表 して くださ

い。反対の方 もその意を表 して くださ

い。

またL・ エ ドワー ド・ブラウン，シ

ェル ドン ・F・ チ ャイル ド，クエ ンテ

ィン ・L・ クック，ウィリァム ・ロル

フ ・カー，デニス ・E・ シモンズ，ジ

ェラル ド・L・ テーラー，フランシス

コ ・ビーナス，そ して リチ ャー ド ・

B・ ワース リンを新 しく七十人第二定

員会の会員 として指示 して くださるよ

う提議いた します。この提議に賛成の

方はその意を表 して ください。反対の

方があれば同じようにその意 を表 して

ください。

わたしたちはH・ デビッド ・バー ト

ンを管理監督 として， リチ ャー ド ・

C・ エ ッジリーを第一副監督 として，

キース ・B・ マクマリンを第二副監督

として支持 して くださるよう提議いた

します。 この提議に賛成の方はその意

を表 して ください。反対の方 もその意

を表 してください。

わたしたちは，そのほかの中央幹部，

中央補助組織会長会 を現状 のまま支持

して くださるよう提議いた します。 こ

の提議に賛成の方はその意を表 して く

ださい。 もし反対の方がいれば，その

意を表して ください。

提議は全員一致で賛意の表明が得 ら

れたようです。それでは，新 しく召 さ

れた七十人の方 々を，壇上の席 にお招

きしたいと思います。

兄弟姉妹の皆 さんが変わらぬ愛 と祈

りを込めて支持 して くださることに感

謝いたします。
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教会監査委員会報告
教会監査委員会

テッド ・E・ デービス提出

末8聖 徒イエス ・キリス ト教会大筥長会への蝦告

教
会監査委員会は，教会監査部を

含め，教会のあらゆる役員，職

員，業務 部署から独立しており，大

管長会に直接報告することになってい

ます。当委員会では，託された責任を

遂行するうえで必要なあらゆる記録

類，および教会職員からすべての情報

を入手しました。そしで，教会基金の

収支管理の方針と方法について，また，

教会とその管理下にある組織の資産管

理の方針と方法について検討いたしま

した。その中には，予算編成，会計，

報告および監査方式，また，それに関

連した1995年12月31日 現在の教会の年

次財政報告書が含まれています。

年度内の教会基金の支出は乳定めら
じゆうぶん

れた方針にのっとり，什分の一の配分

評議会で承認されました。同評議会は，

啓示によって規定されたとおり，大管

長会，十二使徒定員会および管理監督

会で構成されています。承認された予

算の管理は，予算承認委員会の管理の

下，教会予算部によって管理されてい

ます。

教会監査部は，教会監査委員会から

独立しており，教会とその関連会社の

1995年12月31日 までの財政監査を，

認可された専門の監査基準に従って管

理しています。また，教会の運営全般

にかかわる財政監査や運営監査，コン

ピューターを導入した情報システムの

監査を行っています。監査部職員は，

公認会計士などの資格ある会計監査役

員で構成されています。教会監査部は，

教会のほかのあらゆる運営と部門から

独立しており，監査結果を直接大管長

会に報告しています。教会が所有また

は管理する会社は，標準的な実務処理

方式に従って，個々に会計ならびに報

告の制度を設けています。そして，教

会監査部および独立した公認会計事務

所，あるいはそのいずれかから監査を

受けています。ブリガム ・ヤング大学

および教会運営のそのほかの高等教育

機関は独立した公認会計事務所から監

査を受けています。さらに教会監査部

は，地元の教会ユニットでの監査手続

きを定め，地元ユニットの監査結果と

支出状況を監督しています。

財務運営の方針ならびに方法，1995

年中に提出された監査報告書やそのほ

かの回答を検討した結果，教会監査委

，員会では1995年12月31日 現在の教会

基金の収支に関するすべての事柄は，

定められた教会の方針と手続きに従っ

て運営され，会計処理されているとい

う見解に達しました。

以上，謹んでご報告申し上げます。

教会監査委員会

テ ッド・E・ デービス(委 員長)

ドナル ド・D・ サルモ ン

ジェームズ ・B・ ヤコブソン

犬会前のひとときを和やかに語 り合う大管長会。左か ら，

管長 ，ジェームズ ・E・ ファウス ト第二副管長。

卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン 第 一 副 管 長 ， ゴ ー ドン ・Bヒ ン ク レー 大
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1995年 度統計記録
大管長会秘書

F・ マイケル ・ワ トソン提出

教
管長会は，教会員の参考のため

に，1995年12月31日 現在の教

会の成長と現況を示す以下のような統

計記録を発表しました。

教会ユニッ ト

ステーク数

地方部数

伝道部数

ワード数と支部数の合計

2，150

699

307

22，697

ワー ド/支部が組織されている

独立国，属領地159

教会員数

総会員数934α898

1995年 にハプテスマを受けた

記録」一の子供71，139

改宗 者304β30

宣教師数

専任宣教師 48，631

1995年4月 以降に他界 した著名な

教会員

ビクター ・L・ ブラウン名誉中央幹

部， ドリス ・T・ シル姉妹(ス ターリ

ンク ・W・ シル名誉 中央幹部の夫人)，

ウェンテル ・J・ アシュ トン元教会広

報部実務デ ィレクター，元デゼ レト日

曜学校 協会中央幹部書記，マー ク ・

B・ ガー フ元教会建築委員会委員長，

レノクス ・E・ リー前ブリガム ・ヤン

グ大学学長，元合衆国訟務長官，ジ ョ

ー ジ ・W・ ロムニー元合衆国住宅 ・都

市開発長官。

*
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み わ ざ

この御業は真実です

十二使徒定員会会員

デビッド・B・ ヘイ ト

かつτ 〔ピーター ・示イットマーのク農家に葉まったスたちが 一 ・7830年

4月6日 以烹 あの〃は な組繊がビめよう仁発展しτきたかを右し彼らが

目に乙きたなら，きっと1た だ驚くノに遷ωな6で しょう。

教
会の発展状況を示すこれらの統

計報告を耳にした皆さんは，心

に感動と燃えるものを覚えられたと思
き ょう

います。今 日は，この教会が166年 前

ニュー ヨーク州フェイエ ッ トのピータ

ー ・ホイッ トマーの農家で組織 された

記念 日に当た ります。その とき以来，

どのようなことが起 こったかをしばし

考えていただ きたいと思います。先ほ

ど，「主イエスの愛に」(「賛美歌』109

番)を 歌いなが ら，わた しはあの農家

に集まった人たちのことを考えていま

した。1830年4月6H以 来，あの小さ

な組織がどのように発展 して きたかを

もし彼 らが 目にで きたな ら， きっと

「ただ驚 く」に違いないで しょう。(ま

た，世の人々もこの教会の発展を知れ

ば 「ただ驚 く」 に違いないで しょう。)

開会の賛美歌が 「夜明けだ，朝明け

だ」(『賛美歌』1番)だ った ことをう

れ しく思 います。 この歌詞 はパー リ

ー ・P・ プラッ トが書 いた ものです
。

預言者 ジョセブ ・ス ミスか ら派遣 され

た宣教師の第一陣がイギリスに到着 し

た ときに， リバ プールで発行 された

『ミレニアル ・スター(㎜en掘a1S麹 う』

の創刊号に掲載 されたものです。パー

リー ・P・ プ ラッ トは作 詞に当たっ

て， 旧の 人々が この曲か ら自分が何者

かを多少な りとも理解で きるようにと

の願いを込めて，慎重に言葉を選びま

した。わたしたちは 「夜明けだ，朝明
かか

けだ シオンの旗掲げよ」と歌うとき
はたざお

に，風になびき，旗竿に翻るシオンの

旗 を心に描 くことができます。わた し

たちはこの 白由の旗が，世界中の人々

に福音の回復 を宣 言しているように思

われてならないのです。教会が紐織 さ

れてこのかた166年 の 問に，世界中に

福音が どのように広 まって行ったかを

考えてみるのは，すば らしいことだと

思います。

第8世 代

F・ マ イケル ・ワ トソ ン兄弟が先ほ

ど統計報告 をして くれました。わた し

はその報告に付け加えたいことがあ り

ます。30分 ばか り前にわたしにとって

ひ孫 に当たる女の子が生 まれ ました。

ですから，マイケル，数を一人，増や

して ください。

リグランド ・リチ ャーズ長老が著わ
く

した 『奇 しきみわざ』 とい う書物は，

これまで世界中の宣教師が伝道に役立

ててきま した。この本の中に，ニュー

ヨークのコーネル大学の元学長で，後
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に ドイツでアメリカ大使を務めたアン

ドレ ・D・ ホワイ ト博士が経験 した一

つの出来事が書かれています。アメリ

カ大使 として ドイッにいた1892年 に，

博士は当時，同 じくドイツでロシア大

使 を務めていた レオ ・トルス トイ伯爵

とひ とときを過 ごす機会があ りまし

た。 レオ ・トルス トイはロシアの政治

家，歴史家，作家，外交官であ り，社

会改革者で した。(特 に皆 さんに覚え

ておいていただきたいことは，社会改

革者だった ということです。 トルス ト

イは帝政ロシァで育ち，国や民衆が抑

圧されることについて，ある程度の知

識を持っていました。)話 し合いの中

で， レオ ・トルス トイはホワイ ト博士

に 「アメリカの宗教について話 してほ

しいのですが」 と言いました。ホワイ

ト博士 はアメリカには多 くの宗教があ

ることを説明 しました。これに対 して

トルス トイ伯爵は 「わた しが知 りたい

のはアメリカの宗教についてです。…

・世 問で普通モルモ ン教会 と言われて

いる教会 につ いて……知 りたいので

す」と言いました。すると，ホワイ ト

博士 は 「その教会についてはほとんど

何 も知 りません」 と答えたのです。そ

れに対 して， トルス トイ伯爵は 「それ

は驚 きました，ホワイ ト博士。……モ

ルモンの人たちは天国 とその栄光を人

人に教えているだけでなく，正 しい基

盤の上 に互いの社会的な関係や経済的

な関係 を築 くには どのように毎 日を送

ったらよいかを教 えています。……も

しモルモ ンの教えが変わることな く，

第3世 代，第4世 代 まで続 くとすれば，

世界がかつて見たこともない大 きな力

ある存在 となるで しょう。」(「奇 しき

みわざ』pp.372-373参 照)

こ こに集まっている皆 さんに申し上

げたいのですが，今日わたしたちの家

族に生 まれたひ孫は，正 しく真実であ

ると宣言するこの福音を信 じ，受け入

れた我が家の先祖から数 えて8世 代 目

に当た ります。

召しに伴う祝福

ほんの少し前ですが，わたしは家族

とともに孫娘の夫が赤ん坊のマークに
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祝福する親族の輪に加わりました。父

親は祝福の中で，マークがいつの日か

伝道に行き，そして帰還した後に若 く
はんりょ

て魅力的な伴侶を見つけて，神殿で結

び固められるように祈りました。これ

らの祝福が与えられているとき，わた

しは自分の人生にもたらされた幾つか

の霊的な祝福を，いつかマークと分か

ち合いたいと思いました。そしてマー

クの人生もまた霊的体験に満ちたもの

になるようにと願いました。わたしが
き ょう

26年 前 の今 日，十二使徒定員会補助に

召 されたときに感 じたと同じような祝

福の喜びを，マークにも感 じてほしい

と思いました。その同 じ日，ボイ ド・

K・ パ ッカー長老が十二使徒定員会に

召 され ました。

わた しは自分が召 されたそのときの

ことをよく覚 えています。わた しはジ

ョセブ ・フィールデ ィング ・ス ミス大

管長の事務所に呼ばれ ました。今 日，

わたしたちが ヒンクレー大管長を支持

したように，その翌 日に新 しい大管長

としてまた神の預言者 としてスミス大

管長の名前が提示 され，支持 されるこ

とになっていました。ハ ロル ド・B・

リーが第一副管長に，N・ エル ドン ・

タナーが第二副管長に支持されること

になってい ました。3人 はわた しに少

しの問話をした後，わた しを召 しまし

た。そして翌日の朝の大会でわたしの

名前が読み上げ られる と言 われま し

た。こうして召 しを与え られてか ら，

あの教会執務ビルのみかげ石 の階段を

下 りて来ましたが，心は驚異 の念でい

っぱいで した。 どうしてこのようなこ

とが， どうしてこの召 しがわたしなど

に来たのだろうか。歩 きなが ら，わた

しの人生はこれか らどのように変わる

のだろうか と考えました。どのように

した らこの責任 にふさわしい働 きがで

きるだろうか。世界に出て行って この

偉大にして栄えある団体 を代表するに

はどうすればよいのだろうか。心は召

しのことでいっぱいで，歩いている間

も，今 は知 っている人とは顔 を合わせ

た くないという気持ちで した。一刻 も

早 く妻のルビーに会って，召しのこと

を話 したいと思いました。わたしはホ

テル ・ユ タの9階 に足 を向けました。

妻がそこである家族 と会っていたから

です。 ドアをノ ックしてか ら，数セン

チだけ ドアを開いて，外へ 出て来るよ

うに妻に手招 きしたことを覚えていま

す。言 うまでもなく，妻はいぶか しげ

な顔をして廊下に出て来 ました。

わた しは妻の手を取 り，廊下を歩い

たのですが，で きたことと言えば妻の

手をぎゅっと強 く握 り締めることだけ

で した。わた しは自分の身に起 こった

出来事 にすっか り圧倒 されて，妻に話

そ うにも言葉が出て きませんで した。

する と妻 はつ いに足 を止めて 「ねえ，

何かおっしゃった ら」 と言いました。

そこでわた しは妻を じっと見て，両腕

を妻の肩 に回し，何が起 こったかを話

したのです。すると妻は泣 きだ しまし

た。わた したちはそこで抱 き合ってい

訪問者は，大会のメッセージを母国語で聞くことができる。大会の各説教は，34

か国語で同時通訳されている。
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ま した。廊下 を行 き来する人たちは，

泣きなが ら抱 き合 っているこの二人の

おばかさんは一体だれなんだろうと思

ったに違いないはずです。しかし周 り

の ことは少 しも気に な りませんで し

た。 なぜな ら，二人にとってきわめて

大切 なことが起 こっていたか らです。

わたしたちの人生は変わったのです。

翌 日，それはちょうど今 日のような

日でしたが，支持 を受けるためにわた

しの名前が提示されました。そ して壇

上 に来て赤いいすに座 るように言われ

ました。わた しはうろたえなが らも席

に着 きました。その後で，タバナクル
きよ あがな

合 唱団 が 「お お ，聖 き蹟 い主(O

DivineRedeemer)」 を歌いました。そ

の歌詞の中の 「おお主よ，わが罪を覚

えたもうな，覚 えたもうな」 とい う歌

詞まで きたとき， まさにわたしの気持

ちを歌っているその嘆願の言葉に，胸

が張 り裂ける思いでした。

あかし

証

いつの日かひ孫に当たるマークやそ

のほかのわたしの子孫が同じような霊

的体験をし，この福音の力や影響力を

その身に感じることができるようにと

願っています。神権に関する啓示をス

ペンサー ・W・キンボール大管長が受

けたときに神殿でわたしが恵まれたよ

うな霊的な体験の機会が，マークやそ

のほかの子孫に与えられるように願っ

ています。当時，わたしは十二使徒定

員会の末席に名を連ねていました。わ
み たま

たしは，御霊が強 く注がれたその部屋

にいたのです。注がれた御霊の力がほ

んとうに強かったので，啓示 を受 けた

後，わた したちはだれ一人として言葉

を出す ことができず，ただ静かに退席

して，それぞれの事務室に帰ったので

す。天よりの霊的体験 を力強 く受けた

わたしたちはだれ一人 として言葉を発

することがで きませんで した。

記者会見が終わって数時間後，わた

しは ミシガ ン州デ トロイ トのあるステ

ーク大会 を訪問す る割 り当てを受けま

した。シカゴ空港の新 聞売場で，『シ

カ ゴ ・ トリ ビ ュ ー ン(Chfcag・o

Trめ ロne)』 紙 に 目が留 ま りま した。



「モルモ ン，黒人 に神権 を付与す る」

と大 きく見 出しに書かれてい ました。

そ して副題 には 「キンボール大管長，

啓示を受けたと主張す る」 とありまし

た。わた しはその新聞を買い求めまし

たが，副題の中の 「主張」 とい う言葉

をじっと見詰めました。その言葉だけ

が赤い蛍光 インクで印刷 されていて，

飛び出 して くるかのようで した。接続

便 に乗 る通路 を歩 きなが ら思い まし

た。わたしは今， シカゴにいて人々で

混雑 した空港 を歩いている。 しか し，

わたしはこの啓示の証人なのだ。わた

しはその場 にいて啓示が与えられるの
ま

を日の当た りにしたのだ。わたしは確

かに天よりの力 を感 じたのだ。わたし

は啓示 を受けたそのグループの一員な

のだ。あの新 聞の編集者が 「……啓示

を受けた と主張す る」 と書 いた とき，

啓示が真実であることを知 らなかった

し，また印刷係 も，印刷機にインクを

注いだ人も，あるいは新聞を配達 した

人も知 りませんで した。彼 らはそれが

真実，神 よりの啓示であったことをほ

とんど知 らないのです。彼 らは，わた

しがその場にいて知っていたことを知

らないのです。

神 は生 きてお られ，わたしたちの御

父です。わた したちは御父の子供であ

り，神 はわた したちを愛 していらっし

ゃいます。 イエスはキ リス トであ り，

肉における御父の独 り子です。そ して
あがな

わた したちの救い主であ り，瞭い主で

す。御父に対するわたしたちの仲保者

です。そ してわたしたちのために苦 し

みと大 きな屈辱 と大きな苦痛 とを受け

て死んで くださったのです。福音が回

復 されたことは真実です。いつの日か

わた したちは預言者 ジョセブ ・ス ミス
み わざ

の偉大 さを知るで しょう。この御業 は

すべてが真実です。皆さんにわたしの
あかし

愛 と証をお伝えします。 また，全世界

に希望 と救いのメッセージを携 えて行

くに当たって，必要 とされる偉大な軍

勢の一員に加 えられるような家族 を，

日々育て られるようお祈 りします。わ

た しの愛 と証 をイエス ・キ リス トの
み な

御名により皆 さんにお伝 えします。ア

ーメン。

人生に喜びを見いだす
十二使徒定員会会員

リチャー ド・G・ スコット

主ば皆さんの個入的な進歩成長を望ん～『ωらっしゃωま跳 この進歩ぱ

皆さんか賑 のための経験を前にする度に，造ん乙主の導きを求めτ61く

ならωっそう速められるさしょう。

目 近，わたしは美 しい太平洋の

目：支 島の北岸にたたずみ，夜明け

の海に見入っていました。大波が絶え

間なく岸辺に打ちつける，規則性に魅

了されていたのです。それは主の計画

の不変性と，そこに付随する確固とし

た永遠の律法，不朽の正義による安心
あわ

感，憐れみに満ちた優 しさを，わたし

に連想させます。やがてわたしは，一

つ一つの波が水平線のあちこちで波頭

を立て，独 自の道をた どって岸 に寄せ

ることに気づ きました。波によっては，

岩の.ヒに滝の ように覆いかぶさ り，白

い しぶきを残 していきます。ほかの波

も，それぞれが独 白のパ ター ンで，岸

に打ちつけています。波はしぶ きとと

もに，ぬれた砂浜に打 ち寄せては渦を

巻き，引いてい きます。

わた しは，主が備 えて くださった尽

きることのない様 々な可能性 について

思いをはせ ました。わた したちにはた

くさんの自由があ り， 自分の個性や才
たまもの

能，賜物 を伸 ばしてい く多 くの機会が

与え られています。このように雄大 な

海 を日にする機会はもうないと思いつ

つ，わたしは輝 く太陽が しばらく後 に

つ くり出す，栄光に満ちた美 しい光景
い けい

を想像 してみ ました。畏敬の念を込め

てその壮大な景観を眺めていると，昇

る朝 日の きらきらした光が，よどんだ

空の雲 間から差 し込み，万物 に輝きと

光彩，生命を吹 き込んでいきます。あ

たか も主がさらなる祝福 ，すなわち福

音の光 を与 え，それに触れる万人に輝

きと希望を与えようとしてい らっしゃ

るかのようです。わたしたちの暮 らす

このすば らしい世界，天父が万人に惜

しみな く与え られたこのたぐいまれな

美 しい世界を思うと，わたしの目に涙

が込み上 げてきました。 まことに人生

とは美 しいものです。

皆さんは毎 日時間を割いて，身の回

りの美に目を向けていらっしゃるでし

ょうか。最後に日没の美 しさを見てか

ら，どのくらいたつで しょうか。薄 ら
くらやみ

ぐ光は，雲や木々，丘や谷を暗闇の中

に残 して消えてい きます。日は，時に

静かに，時に赤々 とした夕焼けを伴っ

て，たそがれてい きます。皆さんは雲

一つない夜の美 しさに見入
ったことが

あるで しょうか。主が天の神秘のとば

りを取 り除かれ，わたしたちはまばた

く星々や月の光を見て，主の偉大 さと

栄光に思いをはせ るのです。肥 よくな

十壌 に植 えられた種が発芽 し，力 を結

集 してちっぽけな芽をは ぐくんでい く

さまは，感動的です。そ して少 しずつ
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生長 し，主に授かった遺伝 情報 に従い，

本来の姿に生長 していきます。大切 に

育ててやれば，確かにその本来の花 を

咲かせ ます。ゆり，はっか，桃，アボ

カ ド，それぞれが美しく見事で，か ぐ

わ しい花を咲かせ ます。小さなばらの

つぼみができるのを，最後に見たのは

いつでしょうか。ば らは 日ごとに新 し

く，感動的な姿へ と生長 し，華麗なば

らの花 を咲かせます。皆 さんも神の麗

しい被造物の一つです。主は皆さんの

人生が どのような環境にあって も，栄

光に満ちたす ばらしい者 となるよう望

んでいらっしゃいます。皆 さんが感謝
み

で心を満たし，従順であれば，神の御
こころ

心にかなう人になれるでしょう。

悲 しみや失望，苦難は人生の中の

「事件」であって，人生そのものでは

ありません。わたしはこうした事件の

厳 しさを軽視するつ もりはあ りませ

ん。これらは長期間続 く場合もありま

すが，そのために人生そのものが縛ら

れてはなりません。主はリーハイに次

のような基本的な真理を説くよう，霊

感を与えられました。「人が存在する

のは喜びを得るためである。」1この喜

びは人がある条件に従うときに得られ

るものです。主はわたしたち一人一人

が喜びを得るよう願っていらっしゃい

ます。戒めに従い，主に信仰を持ち，

地上で喜びを得るために必要なことを

行ってください。

人生で喜びが得られるかどうかは皆

さんが天父と御子をどれだけ信頼して

いるかにかかっています。また，神の

幸福の計画が喜びをもたらすことを，

どれだけ確信 しているかにかかってい

ます。神の教えに思いを巡らすなら，

自然の美を楽 しみ，人々との関係をよ

り豊かにできるでしょう。天父への祈

りから生じる慰めに満ちた，力あふれ

る経験をし，神が与えてくださる答え

へと導かれるでしょう。

目の前の小石は巨大な障害物に思え

るものです。しかし大地に目をやれば，

ほんとうの姿をとらえることができま

す。同様に人生の問題や試練も，聖文

の教えに照らして永遠の見地で見る必

要があります。そうでないと，わたし

たちはその問題しか目に入らないよう

になり，そのことに力を出し尽 くして

しまい，主が地上でわたしたちに意図

されておられる喜びを感じられなくな

ってしまいます。問題という海の中に

投げ込まれた岩のような人々がいま

す。彼らは自ら問題の中に沈んでしま

います。コルクのようであってくださ

い。問題におぼれそうになったら，自

由を目指して浮き上がるまで戦い，再

び幸福な気持ちで奉仕できるようにな

ってください。

皆さんは神聖な目的のために地上に

来ています。際限なく楽しみ，飽 くこ

となく娯楽を追求するためではありま

せん。神が用意された，さらなる祝福

を受けられるよう，試され，自分自身

を証明するために存在 しているので

す。2忍耐力も要求されます。3この世で

与えられる祝福もあれば，来世でもた

らされる祝福もあるからです。主は皆

さんの個人的な進歩成長を望んでいら

っしゃいます。この進歩は，皆さんが

成長のための経験を前にする度に，最

初から好き嫌いを言わず，進んで主の

導きを求めていくならいっそう速めら

れるでしょう。主を信頼し，主の御心

に心と思いを進んで向け，御心を行え

み たま

るよう御霊の導きを求めるなら，皆さ

んは道を進みながら最大の幸福を得，

現世の生涯で最もすばらしい達成感を

味わえるでしょう。逆に，求められて

いることすべてに疑念を抱き，難しい

チャレンジをすべて拒んでいくなら，

主の祝福を自ら遠ざけることになりま

す。4

選択の自由，つまり選び取る権利は，

欲しいものを手に入れるために与えら

れているのではありません。この神聖
たまもの

な賜物は，天父が皆さんに望まれる事

柄を選べるようにするために与えられ

ています。それによって，皆さんは主

に導かれ，主の御心にかなった人物と

なれます。5この道が栄光に満ちた喜び

と幸福に皆さんを導いてくれます。

チャレンジを受け入れ，逆境にあっ

ても喜びをもって生活している立派な

人々から学んでください。ある美しい

若い女性が進行性の病気にかかって余

命いくばくもない状態でしたが，人生

に喜びを見いだしました。彼女は幸福

の計画を理解し，神殿の儀式を受け，

約束された祝福にふさわしくあろうと

最善を尽くしていました。彼女の日記
き よ つ

を紹介 しま しょう。「今 日はす ばらし
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い秋日和。郵便を取 りに行って，揺 り

いすに腰かけた。暖かいお日様，自然

や木々のすてきな香 りがとてもうれし

かった。この美しい地上にまだ生きて

いられることを心からうれしく思っ

た。……主はわたしにほんとうによく

してくださる。まだ生きていられるこ

と，こんなに気分がいいことを，主に

どう感謝したらいいかしら。うれしく

て，うれしくて，叫びたくなる。大き

な窓から降り注 ぐお日様を感 じなが

ら，家中を踊 り回りたい気分。わたし，

生きることが大好き。」

体力を奪う病気と果敢に闘っている

ある母親は，計 り知れないほどの時間

を費やした苦労の末，大きな刺 しゅう

を完成させました。それは試練に直面

している夫婦への贈 り物でした。その

夫婦にとってこの刺しゅうは貴重な宝

物になりました。それは逆境に直面し

ても負けない不屈の努力の結実であ

り，純粋な愛と献身の精神を伝える不

朽のメッセージでした。

子供たちは困難な状況の下でさえ喜

びを見いだすすべを知っています。子

供たちは，自分にないものにこだわっ

て落胆することがありません。彼らは

自分にあるものに喜びを見いだすから

です。わたしは，川辺で遊んでいたあ

る幼い男の子のことを覚えています。

この男の子は2本 のジュースの空缶

に，釣 り糸の両端をそれぞれくくりつ

け，一方の缶を放 り投げて木の枝の上

に通してから，その缶に川の水をいっ

ぱいに満たしました。次にもう一方の

缶をたぐり寄せ，手を離します。する

と，最初の缶の重みで二つ目の缶が引

っぱり上げられました。男の子は大喜

びで飛び跳ねていました。

わたしたちの周 りにはたやすく楽し

い気分にさせてくれる経験がたくさん

あります。こうした経験は緊張を解き

ほぐし，精神を活気づける安全弁の役

割を果たすときがあります。自分にな

いものや失ってしまったものにこだわ

らないようにしましょう。主は従順な

人には，主がお持ちのすべてのもめを

与えると約束されました。この世では
一峙的に何かに恵まれないかもしれま

せん。しかし忠実な生活により，ふさ

わしさを証明するなら，来世では完全

な恵みを受けられるでしょう。

主の知恵により，皆さんのとても必

要としているものを主が取 り上げられ

たときには，その代わりとして主がど

んな祝福を授けてくださったか考えて

みてください。視力や聴力を失った人

のために，主はほかの感覚を研ぎ澄ま

してくださいます。病にある人には忍

耐と思いや り，人の親切に感謝する心

を与えてくださいます。愛する人に先

立たれた人には，愛のきずなを強め，

豊かな思い出を授け，将来の再会に希

望の光をともしてくださいます。主の
みこころ

御心 を喜んで受け入れ，主への信仰 を

行使するな ら，このような補 うために

与えられた祝福に気づ くでしょう。6

苦 しめられていたアルマの民に主は

こう言われま した。「『またわた しは，

あなたがたの肩に負わされる荷を軽 く

し……あなたがたの背 にその荷が感 じ

られないほどにしよう。わた しがこの

ようにするのは，あなたがたが この後，

わた しのために証人になれるようにす

るため，また主なる神であるわた しが，

苦難の中にいる自分の民 を訪れるとい

うことを，あなたがたが確かに知るこ

とがで きるようにするためである。』

そこで，……負わ された重荷は軽 く

なった。 まことに，主は，彼 らが容易

に重荷 に耐 えられるように彼 らを強 く

された。そこで彼 らは心楽 しく忍耐 し

て，主の御心にすべて従った。」(モ ー

サヤ24：14-15)

皆 さんの創造性 を発揮 して ください。

そこには喜びがあ ります。カミラ ・キ

ンボール姉妹，アメ リア ・マッコンキ

ー姉妹
，ヘ レン ・リチャーズ姉妹は，

彼女 たちの高潔な夫が天 に召 されてか

ら，油絵 を学びました。彼女たちは美

しい絵を残すだけではあ りません。 日

没の風景 も人物画 も，木の絵 も描 く度

に違 うとらえ方 をします。今，彼女た

ちは微妙な色合いや形状を描 き，身の

回 りの美に喜 びを見いだ しています。

音楽，ダンス，彫刻，詩などに目を向

けて ください。創造性 を発揮すること

で人生は楽 しくな ります。感謝の心が

増 します。隠れた才能が引 き出され，

思考力や行動力が高められ，人生の目
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的へ の理解 を深めることがで きます。

また，孤独や心痛は消散 し，気分転換

になり，意欲，生きがい ももた らされ

ます。

率先 して人に奉仕することは，永続
かぎ

する幸福を得る鍵です。キンボール大

管長は次のように言いました。「神は

わたしたちを心にかけ，わしたちを見

守っていらっしゃる。しかし普通の場

合，神は人を通してわたしたちの必要

にこたえられる。」7わた しの知人で，

喜びに輝 くばかりの幸福な女性がいま
き よ う

した。彼女 は毎朝，天父に 「今 日，わ

た しが助けられる人のもとに，わた し

を導いて ください」 と祈 り求めました。

その心か らの祈 りは繰 り返 しかなえら

れました。彼女のおかげで多 くの人の

重荷が軽 くされ，生活 に輝 きを取 り戻

しました。 この ように主に導かれた器

となることで，彼女は絶 えず祝福を受

けてきたのです。

人生で直面するすべ ての困難は，た

とえそれが自分の不注意や背 きにより

もたらされたものでも，主によって成

長のための経験，神に近づ く階段 に変

えることができます。8わたしは背 きを，

成長のステップとして推薦 しているわ

けでは決 してあ りません。背きは心痛

と困難 を伴 う， まった く必要のないも

のです。正 しい道 を歩む方がはるかに

賢明で容易です。 しか し正 しい悔い改

めと主イエス ・キリス トへの信仰，戒

めへの従川頁さを通 して，背 きのもたら

す落胆から幸福 を取 り戻すことができ

るのです。

以下のような幸福を得るための リス

トを作 ってみて ください。

●主の幸福の計画を理解するために，

聖文について深 く考える。

●イエス ・キリス トを信 じる信仰を

もって祈る。

●人を愛 し，人に仕える。

●神殿の儀式を受け，死者 に祝福 を

もた らす。

●預言者の言葉に耳を傾け，その勧

告 に従 う

●自分に与えられているものに感謝

する。

●ほほえみを絶やさない。

このような リス トは，満足 と喜びを



かぎ

もた らす鍵 とな り，ます。

有名なブラジルの歌には，大勢の人

が信 じている次のような偽 りの歌詞が

あ ります。「悲 しみは尽 きず，幸せ は

短い。」わた しは救い主へ の信仰 を込
あかし

めて，また主の教 えに照 らして証 しま

す。 「幸福は決 して尽 きず，悲 しみは

終わります。」

皆 さんや皆 さんの愛する人々が どん

な困難に遭遇しても，打 ち負か された

り，それだけに心 を奪われた りしては

なりません。チ ャレンジは成長につな

がる経験です。苦難は幸福な生涯の中

で一過性のものにす ぎません。一つの

ことだけで頭がいっぱいにな り，ほか

に何 も考えられな くなった り， 自分の

ことも，頼 ってくる人の こともで きな

くなった りす るようではいけませ ん。

ちょうど体 を治す ときと同 じように，

霊的，情緒的な問題を克服するにも時

間が必要な ことを忘れないで くだ さ

い。

主はこう言われ ました。「苦難の中で

忍耐強 くあ りなさい。あなたは多 くの

苦難 を受けるからである。 しかし，そ

れに耐えなさい。見よ，わたしはあな

たの生涯の最後まで，あなたとともに

いるか らであ る。」9忍耐 強 くあれ ば

「わたしはあなた とともにい る」 とい
み こと ば

う御言葉の意味が分かるようになるで

しょう。神の愛は平安 と喜びをもたら

します。

イエス ・キ リス トを信 じる信仰によ

って人生に不変の意義が生 じます。皆

さんは永遠の命を目指す旅路にいるこ

とを覚えておく必要があります。時折，

人と比べて不遇な経験 をするか もしれ

ません。 しかしすべてのことには，主

の目的があ ります。1。

救い主の証人 としてお勧 め します。
ゆる

自分 を傷つ けた人を赦 して ください。

自分に背きのある場合は，悔い改めて，
いや

主から癒しを受けてください。

天父と御子が幸福の計画とそれに基

づいた福音の原則を与えてくださった

ことに感謝しましょう。神と御子が備

えてくださった儀式と聖約に感謝 しま

しょう。御二方には人の生活に平安と

喜び，目的と意義を与える力を備えて

おられることを，わたしは厳粛に証い

たします。悲 しみ と落胆は一時的なも

のです。 しかし幸福はイエス ・キリス

トにより永遠に続 きます。主が生 きて

おられ，皆さんを愛 し，助けて くださ

ることを証 します。 イエス ・キリス ト
み な

の御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

注

1，2ニ ー フ ァイ2：25

2.ア プ ラ八 ム3：25参 照

3.モ ー サヤ3：19参 照

4，1ニ ー フ ァイ3：7参 照.

5， 教 義 と聖約58：26-32参 照

6.オ ー ソン ・F・ ホ イ ッ トニー(ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル ，F∂1酌

ノ⊃rθoθ(yθs亡 わθ 八〃r∂01θ 『奇 星亦に

先駆 け る信仰 』p，98に 引 用)

7.「 人 生 に は 目 的 が あ る 」 『聖 徒 の 道 』

1975年8月 号 ，p.339

8.イ ザ ヤ40：31参 照

9， 教義 と聖 約24：8

10.ジ ョセ フF・ ス ミス 『福 音 の 教 義』

(第5版 ，1939年 ，英 文)p.177

参 照

部会終了後，十二使徒定員会会員たちとあいさつを交わす，ファウスト副管長，モンソン副管長，ヒンクレー大管長。
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七十 人

F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド

決
富
思 、

わたしたちぱ主α)1をささげるまざぱ また，，約束を履行する態度を身に

付1プるま乙な)真 の平安を感じることなとできな6、のさすヨ

妻
とわたしが結婚 した当初，わた

しの両親はよその州に住んでい

ました。そこで大学の休みを利用 して，

夫婦で両親を訪ねることにしました。

サン ドイッチを作 り，荷物 を車に詰

め，後部座席 にはベ ッ ドを用意 して，

幼い息子が10時 問の長旅の間休めるよ

うにしました。車内での丸1日 が過 ぎ

るころには，妻 もわたしもい らいらし

始めていました。学齢前の息子が，眠

るどころか一 日中騒 ぎ続けていたか ら

です。ほんの少 しで も目を閉 じて，静

かにしていて くれれば，彼 はす ぐに眠

りに落ちたことでしょう。

日が暮れ，到着 まであと2時 間 くら

いというとき，わた したちはあるゲー

ムをすることにしました。ゲームの 目

的は，疲れ切った息子 を眠らせ ること

にありました。そのゲームとは 「隠れ

ん坊」です。車の中で隠れん坊 をした

ことがあるで しょうか。 どうやったか

を説明 しましょう。まず，後ろの席の

子供に 「隠れん坊 しようか」 と持 ちか

けます。息子は大賛成です。そ うして

こう言 うのです。「じゃ， 目をつぶっ

て，「もういいよ』 と言 うまで目を開

けちゃだめだよ。隠れるのに時間がか

かるからね。」

こうしてゲーム開始です。前にいる

わたしたちは， シー トの下に しゃがん

で1(砂 ほどで 「もういいよ」 と言いま

した。息子はシー トに身を乗 り出 して，

「見つけた」 と言って きます。そ こで

こう言います。「今 度はもっ と上手に

隠れるか らね， もう一度 目をつぶって

てお くれ。」そして，1分 ほ ど過 ぎた

ところで 「もういい よ」 と言うと，ま

た息子が元気いっぱいにシー トか ら身

を乗 り出 し，わた したちを見つけるの

です。最後 にこう言い ました。「今 度

はす ごくいい場所 を見つ けたんだけ

ど，ち ょっと時間がかかる。 目を閉 じ

てて。 ちゃんと合図するか ら。」

1分 ，2分 ，そ して5分 が過 ぎまし

た。わた したちは静かに運転 を続 けま

した。静寂は何 とすばらしいことで し

ょう。20キ ロほど運転 したところで，

わたしたち二人は，この手の込んだゲ

ームの成功 を静かに祝いました
。その

ときです。後部座席から，打 ちひしが

れた息 予のすす り泣 く声が聞こえて き

たのです。 「合 図をするって言ったの

にして くれなかった じゃないか。」

「すると言 ったのに，して くれなか

った。」何 と厳 しい責め言葉 でしょう

か。あの ときのことは生涯忘れられま

せ ん。わたしたち夫婦 は，そのような

ゲームは二度としてはならないと思っ

たものです。
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教会員は，多 くの事柄の実行 を決意

します。互いに仕え，悲 しむ者ととも

に悲 しみ，慰めの要る者 を慰めること

に同意 します。互いに訪問 し合 うこと

を約束 します。聖約 を交わ します。福

音 を分かち合い，死者のために身代わ

りの儀式 を行 うことに も同意 します。

しか し，かつての車内での出来事のよ

うに，わた したちは時折， 自分で同意

してお きながら，行 わないことがある

のです。

正当化は幾 らでもできます。「後です

るつ もりです」 とか 「今 はもっ と大事

なことがあるんです」 とか 「気分が悪

い」「ふ さわしくない気がする」「狂信

的な人にはな りたくない」 などです。

実行を先延ばしにしようとす る人に

ついて考 えると，あるステーク大会で

一人の男性から受けた次の ような質問

を思い出 します。「ハ ワー ド兄弟， ど

うしてわたしたちが83パ ーセン ト以上

のホームティーチ ングを達成で きない

かお分か りですか。」わた しは 「いい

え， どうしてですか」 と尋ね返 しまし

た。「ハロウィー ンと大みそかは，だ

れもいつもの月末の訪問をしたが りま

せんか らね。」

気分が優れないので奉仕で きないと

いう言葉 を耳にする と，かつて訪問し

たメキシコのステークを思い出 しま

す。ステーク会長が奥 さんから学んだ

教訓について話 して くれました。ステ

ーク大会の前の週
，彼は幾つかのホー

ムティーチ ングを予定 していたのです

が，仕事か ら帰った とき，気分が優れ

ませ んでした。奥 さんに 「病気みたい

だか らホームテ ィーチ ングには行かな

いでおこうと思うんだ」 と伝 えました。

奥 さんの返事は 「病気でも行 きなさい」

でした。結局，彼は行 くことに しまし

た。

以前， こう言 う人 と話 したことがあ

ります。 「もう少 しや ろうと思えばで

きるんだけど，狂信的な人にはなりた

くないか らね。」彼 の言葉を聞いて，

以前に耳にしたある定義を思い出しま

した。「狂信者とは，状況が同 じなら，

主も同じことをなされたであろ うと思

い込んで，実行する人のことである。」

しか し，ほんとうにすべてを御存 じの



L 一

主は狂信者ではありません。 また，主

がほんとうにするよう望んでお られる

ことを行 う人 も狂信者で はあ りませ

ん。

自分には しなければならないもっと

大事なことがあるんだ，と人が言 うの

を聞 くとき，そんなことがあ り得 るだ

ろうかと思って しまいます。主 と交わ

した約束を守ること以上に大切なこと

とは，一体何なのでしょうか。

各地の教会を訪問する度に，わた し

はステーク会長に，「今 どんな問題 を

抱えていますか」 とか，「いちばん必

要と感 じるのはどんなことですか」 と

尋ね ます。 よく返ってくる答えはこう

です。「皆すばらしい人々ですが，さ

らなる決意 と献身の必要な人がいるこ
み わざ

とです。 もっと，熱心 に御業に携 わる

必要があるのです。」

教会は多 くの必要 を抱えていますが，

その一つは，行 うと決意 したことを確

実に実行す る人が必要だ ということで

す。つまり，仕事 に着手 し，休 まず取
か もく

り組む人です。寡黙に，辛抱強 く，一

貫 して，決意 したことを実行する人で

す。 どれだけ時間がかかろうとも，や

り遂げるまでは手 を休めない人です。

わたしが英雄視する人物の中に，ア
しもペ

ブラバ4の 僕がいます。イサクのため

に妻 を探 しに遣わされた人です。その

人の名前は明 らかにされていませ ん。

彼の生涯について も不明ですが，その

人格 についてはよく分か ります。彼は

アブラハムの財産のすべてを任 されて

いました。信頼 に値する人物で，実際

に信頼されていました。やがて，すべ

てのうち最も重要な事柄，つ まり息子

の昇栄にかかわる事柄をアブラハムが

この僕の決断にゆだねる日が訪れまし

た。

アブラハムはイサクに，自分が主 と

交わした聖約の継承者になってほしい

と望 んで いま した。 ア ブラハ ム は，

「この聖約 の祝福 は， イサ クが神 を信

じる善良でふ さわしい女性 と結婚 しな

いかぎり，成就 しない」 と知っていま

した。カナ ン人の女性には，イスラエ

ルの母親となる資格 はあ りませ んで し

た。そ こでアブラハムは僕に，息子 を

カナ ン人と結婚させ ない， と約束 させ

ました。そ して，僕 を先祖の国に遣 わ

し，イサクのために妻を探させたので

す。

僕はその誓いを受け入れ，旅 に出か

けました。長い旅で した。 きっと数々

の試練や苦難 に遭遇 した ことで しょ

う。 ようや く目的地に到着 した彼は，

そこで多 くの若 い女性 を 目に しま し

た。僕は彼女たちのだれがイサクの妻

として予任 されているか知 るために，

あるテス トを考案 しました。 こうして

信仰 を行使 し，彼 はリベカと出会い，

その家族の家 に到着 し，彼 らと親しく

な りました。彼 らは僕 を食事 に招 きま

した。砂漠での長旅を終 え，飢え渇い

ていたにもかかわらず，この忠実な僕

は言い ました。「わたしは用向 きを話

す までは食べ ません。」(創 世24：33)

こ う して彼は旅の目的とアブラハム

との誓いについて説明しました。次の
けんそん

短い言葉が僕の忠実さと謙遜 さを物語

ってい ます。「わた しはアブラハムの

しもべです。」(創 世24：34)親 族 は

10日 間の祝宴を願いましたが，僕は答

えました。 「主 はわたしの道にさいわ

いを与 えられましたから，わたしを引

きとめずに，主人の もとに帰 らせて く

ださい。」(創 世24：56)

この ような状況では多 くの人がそこ

に とどまったことで しょう。長旅で疲

れ，飢 え渇いているからということで

少 し骨休めすることを正当化 したこと

で しょう。堅物 と思われたくないがた

めに， しばらく滞在 したかもしれませ

ん。
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この用向 きの大切 さを理解 していな

い人な ら，嫁探 しにそんな遠 くまで旅

するなんてばかげていると言って，ア

ブラハムにその割 り当てを取 り消 させ

ようとするか もしれません。街中の若

い女性 の中か ら主の選ばれた人を捜 し

出すのに必要な信仰 を持ち合わせてい

ないかもしれ ません。 しか し，この僕

はや り遂げたのです。

彼は自分の召 しを尊んで大いなるも

の とし，主人 との約束を達成する方法

を知っていました。とても重要な真理

をよ く理解 していま した。約束は，単

なる美辞麗句で はない とい うことで

す。約束には永遠の行 く末がかかって

いるのです。

わた したちは聖約 の民です。 もし，

教会の会員に極立った特徴があるとす

れ ば，それはわたしたちが聖約を交わ

しているということです。わた したち

は，聖約 を守 る民 としても知 られるよ

うに努めなければな りません。約束を

交わすのは簡単ですが，それを守 り通

し，履行 してい くのは並大抵のことで

はあ りません。それには，任務を遂行

する力 と，たゆまぬ努力，確固 とした

意志が必要です。疑念や落胆 を感 じる

ときも，また成否にかかわ らず，信仰

を守 り，最後 まで忠実でいることが求

められます。それは全霊 を込めて主に

近づ くことでもあ ります。約束は何で

あろうと，全力を尽 くして実行す るこ

とで もあ ります。気分が乗 らないとき

でもです。

かつてわたしはM・ ラッセル ・バラ

ー ド長老とともにある葬儀に参列 しま

した。そこで彼が語った弔辞は今でも，

わた しの心に残っています。 こう言っ

たのです。「末 日聖徒 にとっての人生
あかし

は，その人が燃えるような証 を携 えて

安 らかな死 を迎えるまでは終わ りとは

言 えない。」 「安 らかな死」，何 とチャ

レンジに満ちた概念でしょうか。兄弟

姉妹，わたしたちは主 に心 をささげる

までは，また，約束を履行する態度を

身に付けるまでは，真の平安を感 じる

ことなどで きないのです。

わた したちがそのとお り行えますよ
み な

うに，イエス ・キリス トの御名により

お祈 りします。アーメン。



一握りの粉と少しの油

十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホラン ド

わたしたち一凶一入仁ば何かができま玩 ……正当な理宙がある場合，ま

た困っτωる入がひる場合，わた したちばお盆かなければ時闘をささげる

ことかさきま玩 蒔間がまくなったら愛をささげることがさきま真

新
たに支持された兄弟の方々 と奥

様方を，中央幹部とその家族の

輪に歓迎 したい と思い ます。

アハブ王のひどい悪事 に対 して，主

は預言者エ リヤを通 して天を閉 じら

れ，イスラエル全土に雨 どころか露一

滴さえ降 りないようにされました。そ
き きん

して，干ばつとそれに続 く飢謹は，無

数の人々を苦 しめますが，エ リヤ も例

外 ではあ りませんで した。

確かに，からすがパ ンと肉をエ リヤ

に運んで くれました。で も，運んだ食

物がそれだけだとした ら，決 して満足

できる食事ではなかったで しょう。程

なくして，彼が隠れていた場所の近 く

の，飲み水 を得ていたケ リテ川 も干上

が り，3年 の年月が経過します。

そ して，預言者エ リヤがアハブ王 と

の最後の対決の準備がで きた とき，神

は彼にザ レパテの町に行 くように言わ

れました。一人のや もめに彼の世話を

するように命 じてあるとおっしゃるの

です。

疲れた足取 りで町に入ると，エリヤ

と同じようにやつれた女性が彼 を迎え

ました。恐 らく，このの どの渇いた旅

人は，申し訳なさそ うに頼んだことで

しょう。「器 に水 を少 し持 って きて，

わたしに飲 ませて くだ さい。」彼女が

その申し出にこたえようと背を向ける

と，エリヤはそれにさらにこう付 け加

えました。「手 に一口のパ ンを持って

きて ください。」

エリヤが同情すべ き状況にあったこ

とは明らかです。それに，や もめの女

はそ うした申し出にこたえられるよう

に，主か ら備えられていました。しか

し， 自分 自身弱 り果て，打 ちひしがれ

た状態の彼女にとって，エ リヤの最後

の願いは，幾 ら忠実な女性 といえども

忍耐の限界を超 えていたのではないで

しょうか。飢えと疲れと母親 としての

苦悩の中で，彼女はその見知 らぬ人に

こう叫び ます。「あなたの神，主は生

きておられます。わたしにはパ ンはあ

りません。ただ，かめに一握 りの粉 と，

びんに少 しの油があるだけです。今わ

た しはた きぎ2，3本 を拾い 〔この記

述は，粉が調理 にほんのわずかの火力

しか必要 としないほどの量であった こ

とを物語っています〕， うちへ帰って，

わた しと子供のためにそれを調理 し，

それを食べて死 の うとしているので

す。」

しか し，エリヤには主の用向 きがあ

りました。 このや もめとやもめの息子

を含めた イスラエルの未来が危険にさ
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らされているのです。エリヤの預言者

としての義務 は，彼の人間としての意

志 にかかわ りなく，彼をさらに大胆 に

させます。

「恐れるにはおよばない。」彼は言い

ます。「しか しまず，それでわた しの

ために小 さなパ ンを，一つ作って持 っ

てきなさい。その後，あなたと，あな

たの子供のために作 りなさい。

『主が雨を地のおもてに降 らす 日ま

で，かめの粉 は尽 きず，びんの油は絶

えない』とイスラエルの神，主が言わ

れるか らです。」

そして，や もめの女の信仰が控えめ

に表現 され ます。わた しは，これ らの

状況の下での信仰 として，これほどの

偉大な姿を聖文の中か ら見いだす こと

がで きません。 「彼女は行 って，エ リ

ヤが言ったとお りにした。」記録 には

そのように簡単 に記 して あるだけで

す。このや もめは，自分の信仰が 自分

と息子にどのような結果をもた らすか

を知 らずに，まず最初に小さなパ ンを

エリヤに差 し出 しました。これは，た

とえ十分なパ ンが残 らなかったとして

も，少な くとも自分と息子は純粋な愛

のうちに死ねるという信仰の現れでし

た。幸いこの話は，彼女 と息子にとっ

てハ ッピーエ ン ドで終わっています。1

この女性 は，イエスが心か ら称賛 さ

れた もう一人の女性 と似 ています。わ

ずかな金額なが ら自分の有 り金すべ て

であるレプタニつ を宮のさい銭箱に入

れた女性です。イエスは，彼女はその

日だれ よりも多 くささげたと言われま

した。2

残念 なが ら，この二人の女性の名前

は 「聖書』には記 されていません。で

も， もし来世で彼女たちに会 う機会が

あれば，わたしは彼女たちの足 もとに

ひざまず き，「あ りが とう」 と言 うで

しょう。すばらしい生 き方に，驚 くべ

き模範 に，そ して，あなたがたの心の

中にあってそのような 「清い心……か

ら出て くる愛」3を生み出す敬神の念 に

感謝 します と。
き ょう

事実，彼女たちのために，今 日，直

接何か してあげ られた らと思います。
はんりよ

伴侶に先立たれた方々，父親不在の方

方，不利益と抑圧を余儀なくされてい
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る方々，飢えや凍えに苦 しみ，帰るべ

き家のない方々のために話ができれば

と願っています。主がいつも愛され，

特に差し迫った問題として語られた方

方のために話ができればと思います。4

わたしが話したいのは，貧しい人々に

ついてです。

「モルモン書』には一つのひどく恥

ずべき行為が記されています。高慢で

思いや りのないゾーラム人の話です。

彼らはラミァンプ トムという塔の上に

登 り，自分たちが神から特別待遇を受

けていることを宣言したすぐ後に，貧

しい人々を会堂から追い払いました。

その会堂は，貧しい人々が自分たちの

手で建てたものなのです。啓示による

と，貧しい人々はその貧しさだけのた

めに追い払われたとあります。生活に

必要なものを持ち合わせていない人々

の現実の痛みと苦しみを指摘してやま

ない，わたしたちの心を貫き通すよう

な聖句の中で，『モルモン書』はこう

語っています。「彼 らは……この世の
けんそん

ものに関 して貧 しく，・'・が鯉 系で っ

た。」事実，彼 らは 「この の のに

して しいために心が謙遜 になって

いる」人々で した。5

この貧 しい人々にゾーラム人が示 し
ごうまん

た傲慢で排他的な態度とはまった く対

照的に，アミュレクはイエス ・キリス
しょくざい

トの照罪について人々の心を揺さぶる
たまもの

説教 をしました。キ リス トの賜物 は

「無限かつ永遠」の ものであ り， この

世に生を受けるあ らゆる男，女，子供

に与 えられることを教えたアミュ レク

は，キ リス トが授 けて くださる賜物の
あわ あかし

一つである憐れみについても証 してい

ます。彼は，順罪の憐れみを受けるた

めにどこで どのように して祈った らよ

いかを列挙 しました。そして 「あなた

が たの幸い と， あなたがたの周 りの

人々の幸い」 を思って祈 るように言 っ

ています。6

しか し，蹟罪 に関するこの見事な説

教 はこれで終わ りではあ りませんでし

た。アミュレクはこの熱烈な祈 りにつ

いて非常に率直な言葉でこう述べてい

ます。「これですべ てであると思って

はならない。これらの ことをすべて行

っても，もし乏 しい人や着る物のない

人を追い払った り，病気の人や苦 しん

でいる人を見舞わなかった り，自分に

は持ち物があ りなが ら，それを必要と

している人々に分け与えなかった りす

るな らば，あなたがたに言 うが，もし

あなたがたがこれらのことのどれも行

うことがなければ，見 よ，あなたがた

の祈 りはむな しく，何の役にも立たな

い。あなたがたは信仰 を否定する偽善

者と同じである。」7

これがそれほ どまでに貧 しい人 々へ

のメッセージであるな らば，わた した

ちは何 をしなければな らないでしょう

か。

ア ミュレクはここで，ベニヤミン王

がそれよりも50年 前に用いた とまった

く同 じ神学上の論理 を用いてい ます。

ゼラヘムラの民 にアダムの堕落とイエ

ス ・キリス トの蹟罪 について教 えた後

で，ベニヤ ミン王は民が文字 どお り地

に伏 してしまうのを目撃 しました。民

は自分たちが恵みを必要 としているこ

と，ベニヤ ミン王の言葉のように大地

のち りよ りも劣 っていることに気づい

たのです。(こ のゼラヘムラの民 とラ

ミアンプ トムを用いた民 との違いは歴

然 としています。)

「そして彼 らは皆，声 を合わせて大

声で叫んだ。『おお，憐 れんで くださ
ゆる

い。わたしたちが罪の赦しを受けて心
あがな

が清 められるように，キリス トの照い

の血の効力を及ぼして ください。』」8

この民は容易に主の教えを受け入れ，

謙遜で憐れみ深 く，だれもが好ましい

言葉を口にしました。ベニヤ ミン王は

主の順罪 と罪の赦 しについて次のよう

に述べています。

「さて， もしもあなたがたを造 られ

た神，あなたがたが 自分の命について

も自分の持 ち物 と能力のすべてについ

ても頼 っている神が……求める正 当な

もの を，何で もすべて与えて くださる

とすれば，ましてあなたがたは，自分

たちの持っているものを互いに分かち

合って当然ではないだろうか。」「そし

て また，あなたがたは自分 自身で も，

助けを必要としている人を助け，乏 し

い人 に自分の持ち物 を与え るであろ

う。」「見 よ，わた したちは皆，物乞い

ではないだろ うか。……同一の御方，
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すなわち神に依存してはいないだろう

か。」

ベニヤミン王はこう結んでいます。

「日々罪の赦しを続けて受けるために，

自分の持っている分に応 じて，それぞ

れ持ち物を貧 しい人に分け与えるよう

にしてほしい。例えば，飢えている人

に食べさせ，着る物のない人に着せ，

病人を見舞い，各々の入り用に応 じて

霊的にも物質的にも助けを与えること

である。」9

わたしたちは，預言者が語り，イス

ラエルの詩人や祭司たちが示唆したシ

オンの状態にはまだ到達していないか

もしれません。しかし，わたしたちは

それを望み，努力を続けています。キ

リス トが来臨されるまでにそのような

社会が完全な形で実現するかどうかは

わたしには分かりませんが，主がニー

ファイ人のもとを訪れられたときは，

主の壮大な教えと人々を高めてやまな
み たま

い主の御霊が民を史上最 も幸福 な状態

へ と導 きました。 こうあ ります。「彼

らの中にはまった く争いがな く，論 争

もな く，'皆，互いに公正に振る舞った。

また，彼 らはすべてのものを共有 した

ので，物持ちも貧 しい者 も，束縛 され

た者 も自由な者 もなく，皆 自由であ り，

天の賜物にあずか る者 となった。」10思

うにこうした祝福 された状況で分かっ

ているものは，ほかに一つ しかあ りま

せん。エノクの町です。 こうあ ります。

「彼 らが心 を一つに し，思いを一つ に

し，義のうちに住んだか らである。そ

して，彼 らの中に貧 しい者はいなかっ

た。」11

預 言者 ジョセブ ・ス ミス も，わた し

たちの可能性 について壮大なビジ ョン

を持っていました。それは啓示を通 し

て神か ら授 けられたものです。彼 は，

ほんとうにわたしたちが しなければな

らないのはもっとキリス トのようにな

ること，救い主が示 した ような思いや

りを示 し，主が愛 された ように人々を

愛 する ことである と理解 していま し

た。聖典にはこうあ ります。「すべて

の者はその隣人の益 を図る ように努

め，また神の栄光にひたすら目を向け

てすべ てのことをなすようにしなけれ

ばならない。」12



これはまさに，『モルモ ン書』の中で

ヤコブが教 えたことでした。こう書か

れています。「キリス トに望みを抱い

てか ら富を求めるならば，富は得 られ

るであろう。 しか し，富を求める目的

は，裸でいる者 に着せ，飢 えている者

に食物 を与 え，束縛 されている者を自

由にし，病人や苦 しんでいる者 を救 う

など，善を行うことである。」13

わ たしは皆 さんすべてに敬意 を表 し

たいと思います。皆 さんは多 くのこと

をな し，深い思いや りを示 し，「善 を

行 うという意図」の下に働 いてお られ

ます。惜 しみな く持てるものをささげ

てくださっている方が大勢いらっしゃ

います。中には御 自分の生活 もままな

らないにもかかわらず，何かしら分か

ち合 って くださっている方々もおられ

ます。 しか し，ベニヤミン王が警告 し

ているように，わた したちは自分の力

以上に速 く走ることは求められてい ま

せん。何事 も秩序正 しく行 うようにす

べ きです。14わた しは皆 さんを愛 して

います。天の御父も，力のか ぎり努力

していらっしゃる皆 さんを愛 してお ら

れます。
まんえん

さらに申し上げますが，人類に蔓延

してきている何世紀にもわたる世の不

正を，総大会の話が切 り崩 して進むよ

うなことはないことを，わたしは知 っ

ています。しかし，イエス ・キリス ト

の福音が，この世が直面 してきたすべ

ての社会的，政治的，経済的問題に対

して答えを持っていることを知ってい

ます。わた したち一人一人には何かが

で きます。 どんなに小 さな行いでもか
じゅうぶん

まいません。わたしたちは正直に什分

の一を納めることができます し，わた

したちの状況に合 わせて 自由意志によ

る断食 献金 をささげる ことがで きま

す。 またほかにも，人を助けるための

方法を探すことができます。正当な理

由がある場合，また困っている人がい

る場合，わた したちはお金がなければ

時間をささげることができます。時間

がな くなったら愛をささげることがで

きます。わたしたちの持っているパ ン

を人と分け，瓶の油が底 を突かないよ

うに主に頼るのです。

「このようにして，彼 らは裕福な暮

らしの中で，着る物のない者や飢えて

いる者，渇いている者，病気の者，栄

養の足 りない者を追い払 うことがなか

った。 また，彼 らは富に執着すること

もなかった。そのため，老いた者 にも

若い者にも，束縛 された者にも自由な

者 にも，男にも女 にも，また教会員で

あるな しの区別 な く，助 けの必要 な

人々については人を偏 り見 るこ とな

く，すべての人に物 を惜 しまなか っ

た。」15

ア ルマ書の最初の章のこの聖句 は，

ノーブーの人々が示 したすば らしい態

度と行 いをほうふつ とさせ ます。その

祝福に満ちた時代のことを，預言者ジ

ョセブはこう述べています。 「人 にど

れだけのものを……施すべ きかについ

て，…∵・わたしたちは何 も特別な指示

は出さない。…… どこにで も助 ける必

要のある人がいたら，この教会の会員

であろうと，ほかの教会の会員であろ

うと，教会に行っていない人であろう

と，飢えている人 には食べさせ，裸で

いる人には衣服を与え，や もめの生活
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の面倒 を見，孤児の涙 をぬ ぐい，悩ん
ヒ

でいる人を慰めるのである。」16

『モルモ ン書』が何 を教えているか

を思い起 こして ください。物質的に貧

しいことは，それだけで大変なことで

す。 しか し，それよりも大 きな苦痛は，

心の悩みや絶望，夢の破たん，親 とし

ての悩み，そして子供の希望がかなえ

られないこと，これらはほ とんど例外

なく物質的に貧 しい家 を襲 うのです。

わたしは食べ物が底 を突 く物語で話

を始めました。同じような話で終えた

いと思います。 ミズーリ州でのひどい

敵対行為 により，預言者はリバティー

の監獄に幽閉され，何千人 もの聖徒た

ちが家を追われま した。その さなか，

ドラシラ ・ヘン ドリクス姉妹 と，クル

ック ト・リバーの戦いで教会の敵か ら

撃たれて不 自由な体になった夫のジェ

ームズが，子供たちを伴ってイリノイ

州クインシーに逃れ，急場 しの ぎの穴

小屋 を作 り，その忌 まわ しい年の春を

そこで過ごしました。

しか し，2週 間とたたないうちにヘ

ン ドリクス家の食糧は底を突 き，スプ

ー ン1杯 の砂糖 と茶わん1杯 の粉 を残

すのみ とな りました。家族全員がまさ
き が

に飢餓状態を迎 えようとしていたので

す。 ドラシラはその残 された粉を練 り，

できるだけ引 き伸ばして，ジェームズ

と子供たちのために調理 しました。そ

のわずかばか りの食事を全員が終えた

後， ドラシラは食器 を全部洗い，穴小

屋 をきれいにして，死が訪れるのを待

ちました。

ところが，それから程な くして，荷

車の音が聞こえてきました。彼女が立

ち上がって見ると，そこには隣に住ん

でいたルビン ・オールレッドが立って

いました。ヘン ドリクス家はもう食べ

るものがないのではないかと思い，町

に行 く途中，穀物 をひいて粉 にした も

のを袋に詰め，ヘ ンドリクス家に持っ

て来た， とのことで した。

そ れか らしばらくする と，今度はア

レクサンダー ・ウィリアムズが穀物を

二袋肩に担いでやって来 ました。忙 し
み たま

く働いていた さなか，彼は御霊のささ

や きを受けたのです。こう言いました。

「ヘ ン ドリクス兄弟の家族が食べ る物



がなくて苦 しんでいるって御霊が教え

るんです。ですか ら仕事をそのままに

して〔走って〕やって来ました。」17

わ たしたちすべてを慈悲の心 をもっ

て祝福 し，た くさんの人々に豊かな恵

みを下さる主が，もう一つ だけ祝福 を

授けて ください ます ように。つ まり，

わたしたちが悲 しんでいる人や悩んで

いる人，心 を踏みにじられた人，不遇

な人，貧 しい人の物言わぬ嘆 きの声 を

聞 き届 けられる人 となれます ように。

どのような人でも， またその人がどこ

にいようとも，隣 り人が苦 しんでいる

ときはいつで も，仕事 をやめてでも駆

けつけることがで きます ように。貧 し

い人々の長であられる主イエス ・キリ
み な

ス トの御名によ り申し上げます。アー

メン。
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先祖の信'仰

十二使徒定員会会員

ジョセフ ・B・ ワースリン

わたしたちの先祖さある父たちの信仰と母たちの自El犠牲，すなわち闘拓

者乙あった聖徒たち力転 しτくれた従傾の摸範を決し乙忘れなωようにし

よう乙なありまゼんか

する兄弟姉妹 と友人の皆さん，

愛 この壇上 に立 ち， また新 し く
中央幹部の席に着かれた兄弟たちを歓

迎できることを，大変光栄に思います。

わた したちはこの由緒あるタバナクル

で， さらには世界の各地で，「人の幸

いについて互いに語 り合 うために」1，

また 「キリス トの言葉 をよく味わ う」2

ために集 まっています。
き ょ う

今 日，わた しは開拓者であった先祖

の信仰についてお話 ししたいと思いま

す。現在の教会とユ タ州の 目覚ましい

発展 は，主イエス ・キ リス トに対する

先祖たちの信仰に負 うところが多 くあ

ります。数々の障害 にもかかわらず，

信 じるところを断固として守ろうとし
い けい

た意志の強さに畏敬の念を禁 じ得 ませ

ん。

福音の第一の原則は，主イエス ・キ

リス トに対する信仰です。主こそ福音

の根源 となる原則であ り，あらゆる正

義の基です。預言者ジョセブ ・ス ミス

は 「信仰 とは，……見えないものの存

在 を確信することである」3と言ってい

ます。また聖文では，信仰 とは 「望ん

でいる事が らを確信 し，まだ見ていな

い事実を確認することである」4と定義

しています。
き ょ う

今 口，わた したちは救い主に信仰 を

持っていることを喜んでいます。わた

したちは，世の人々に対 し 「キ リス ト

の言葉はあなたがたがなすべ きことを
あかし

すべて告げる」5と証するものです。主

の教会の会員としてまた回復された主

の福音の忠実な擁護者としてわたした

ちは，神は生きておられ，イエスは真
あがな

にキリス トであ り，世の救 い主，照い

主であ られると心か ら宣言 します。明

日は復活祭です。天の御父の長子であ

るイエス ・キリス トの使命について深

く思いをはせる日です。御自身の復活

を含む救い主の順いを通 して，天の御

父のすべての子供たちは不死不滅を受

け，さらに永遠の命 を受ける可能性 を

得ています。 これ らの祝福 にどれほど

感謝すべ きで しょう。

わたしたちは聞 く 「耳のある」6すべ

ての人に，主が 「地 に住む者に ドる災
しもぺ

いを知っているので，わたしの僕ジ ョ

セブ ・スミス ・ジュニアを訪れ，彼に

天か ら語 り，戒め を与 え」，7いにしえ

の時代の聖徒たちに与えられたその ま

まの，完全な福音を回復するようお命

じになったことを，喜 びをもって宣言

いたします。

またわた したちは 「山の頂 から」8，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長が ま
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こんにち

さしく今日，地上における神の預言者
あかし

であることを証いたします。末日聖徒

は預言者に対してこの信仰を持ってい

るので，使徒ペテロとともに次のよう

に宣言します。「こうしてわたしたち

は預言の言葉に対するいっそう確実な

知識を持つようになった。あなたがた

も，夜が明け，明星がのぼって，あな

たがたの心の中を照すまで，，この預言

の言葉を暗やみに輝 くともしびとし

て，それに目をとめているがよい。」9

神の啓示という光は生ける預言者より
やみ

放射され，闇と化している世界に光明

を与えています。

イエス ・キリス トの福音が回復され

た当初から，アメリカでは宗教の自由

が保証されていたために，教会は繁栄

してきました。従順 と犠牲という豊か

な土壌に深く根付いて，良い実を結ん

できました。何世代にもわたる忠実な

会員たちは堅固な土台を築いてきまし

た。そして，この力の源から 「あたか

も人手によらずに山から切 り出された

石が全地に満ちるまで転が り進むよう

に，そこから福音は地の果てまで転が

り進」みます♂。少年時代に大平原を

横断するという経験をし，また生涯を

通じて多くの逆境を乗 り越えたジョセ

ブ・F・ スミス大管長は次のように証

しています。「神の王国はこの国にあ

って大きくなり，やがて外国に広まり，

全地に根を張る。そして主自らの力と

言葉によって植えられた場所にとどま

り，決して滅びることも失せることも

なく，全能者の目的が果たされるまで，

すなわち世の初めより聖なる預言者の

ロより語られたあらゆる事柄が成就す

るまで，永続する。」}1

ヒンクレー大管長も 「教会はすばら

しく驚嘆すべき方法で発展しています
……まことに奇跡的な形で全地に広ま

りつつあります」と語っています。そ

してこの教会が発展する理由の一つは

「人々に要求する面を持つ宗教である

という点です。……すなわち教会員は

多 くを期待されており，さらに遵守す

べ き標準があります。これらが人々を

この教会に引き付ける理由の一つとな

っています。価値観が揺らいでいるこ
いかり

の世にあって，教会はその錨 となって

いるのです。」12

教 会が全世界において目覚 ましい勢

いで大 きくなっている事実か ら，わた

したちは，預言 されているように王国

が輝か しい未来に向かって進んでいる

ことを実感で きます。 しかし楽観的に

将来 を眺めると同時に，立ち止まって，
けんそん

謙遜なつつましい開拓者であった先祖

の信仰を見直す必要があります。実は

彼らの信仰こそが，現在の教会の大発

展の基 となっているのです。

今年2月 にノーブーとアイオワ全域

の市民は，聖徒の大移動から150年 を

記念して祭典を催しました。1846年に

は，ミシシッピ川沿いに築かれたあの

繁栄した町から1万 人以上の人々が離

れました。預言者である指導者たちに

信仰を持って，これら初期の教会員は

「美 しい町」を後にして，アメリカ最

果ての地である荒野へと足を向けたの

です。聖徒たちはその行き先をはっき

りとは知りませんでした。どのくらい

の距離を行 くのかも，どれほどの期間

を旅するのかも，将来がどうなるかも

知りませんでした。しかし聖徒たちは
しもべ

主と主の僕たちに導かれているとい う

ことを っていました。その信仰が彼

らを支 えたのです。彼 らは 「まだ見て

いない真実の こと」13を待 ち望んだの

です。いにしえのニーファイのように

「前 もって自分 のなすべ きことを知 ら
み たま

ない まま，御霊に導 かれて行 った」14

の です。

1844年6月27日 に預言者 ジョセブと

兄ハイラムの命 を奪 った暴徒のさらな

る暴走を恐れて，当時十二使徒定員会

会長 と して教会 を導いていたブ リガ

ム ・ヤ ングは1845年 の9月 に，翌年の

春には聖徒はノーブーを離れると発表

しました。ノーブーに住んでいたほと

んどの人々はブリガム ・ヤ ングがこの

町を捨てなければな らない と発表 した

とき，主が望んでい らっ しゃることを

自分たちは聞いているのだと全面的に

信 じました。そ して信仰をもって，主

の指 図に従い ました。1845年 と1846

年の秋か ら冬の問，教会員は懸命に旅

の準備 をしました。

ニューエル ・ナイ トが妻のリディア

に， ノーブーを離れ，また移住 しなけ

ればな らない と告げたとき，リディァ

が返 した言葉には彼女の力強い信仰が

表れてい ます。「反対す ることは何 も

あ りません。わた したちの住むべき所

は神の王国ですか ら。直ちに出発の準

備に取 りかか りましょう。」15多くの聖

徒 たちがニ ュー ヨー クか らオハイオ

へ，さらにミズーリとイリノイへ と移

住 した ようにナ イ ト兄弟はすでに数

回，その家族を移住 させていたのです。
みこころ

神の御心であると知っていることに，

献身的に従ったリディア ・ナイトのこ

の行為は，初期の聖徒たちの信仰を如

実に表しています。彼らの雄々しい信

仰を心に留めながら，次の賛美歌の歌

詞を味わうと，さらに深い意味を感 じ

ることができます。

いにしえの聖徒の その篤き信仰

われらを導く 苦しみの時も
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きよ

その聖 き信仰 われ らも従わん16

暴 徒がいつ襲来するか知れないとい

う恐怖が高 まり，さらに政府が介入 し

て くるとい ううわ さが広 まるに及 ん

で，ヤング会長は厳 しい寒 さのまった

だ中に，聖徒 に脱 出の準備 をさせ る決

意 をしま した。そ して1846年2月4

日，ヤング会長は第一陣の開拓者の家

族に ノーブーを出るよ う指示 しま し

た。彼 らは荷物を満載 した荷車隊と家

畜を連れてパー リー通 りを進んで渡 し

場へ行 きました。そこか らいかだで ミ

シシッピ川 を渡ってアイオワへ行 くの

です。このパー リー通 りは後 に 「涙の

通 り」 と呼 ばれるようにな りました。

ミシシッピ川の水面 を流れ る氷塊が，

荷車を乗せた渡 し舟 とは しけの両側に

ぶつかって，大 きな音 を立てる中を渡

るのです。 しか し数週間後には，気温

がさらに下がって水面が氷結 してしま

ったため，荷車は氷の橋の上 を渡 るこ

とができるようにな りました。

今年の3月 上旬に，わた しは妻 とと

もにノーブーを訪問 しました。ひどく

寒い 日で した。冷たい風 に吹かれなが

ら， ミシシッピ川のはるかかなたの対

岸 を見詰めて立っていたとき，愛する

町を後 にした聖徒たちに対す る思いが

募 り，深い感謝の念がわいて きました。

一体 どのように して生 き延びることが

できたのだろうか。確実なことは何一

つない将来にすべてを託 し，すべてを

なげうって出立 した彼 らは何 と大 きな

犠牲を払ったのだろうか。「美 しい町」

を追われて，再び帰 るあて もな く，パ

ーリー通 りをが らがらと音を立てて荷

車で進んだ とき，多 くの開拓者の 目に

涙が浮かんだとしても不思議ではあ り

ません。

ミシシッピ川 を渡った後，開拓者た

ちは西部の ロッキー山脈に向か う前

に，シュガー ・クリークに一時的なキ

ャンプを張 りました。そ して歴史家

H・H・ バ ンクロフ トが言う移民団と

して 「世界の歴 史に類 を見ない」17旅

が始まったのです。

1846年2月15日 ，アイオワのキャン

プ：地でブリガム ・ヤング会長が開拓者

団に合流 した とき，主 は近代 の 「イス

ラエルの陣営」の組織 を始めるように，

啓示されました。そ して3月1日 ，先

発隊がアイオワを西へ向かって前進を

始 めました。寒さ，雪，雨，泥，病，

飢 え，死 などの苦難が これ らの頑健 な

開拓者 を襲い，信仰を試 しました。 し

か し彼 らはその指導者に従 うと固 く決

心 していました。いかなる犠牲を払 っ
みこころ

ても，自分たちが神の御心と信 じてい

ることを行うと決意していたのです。

彼らの信仰は試されました。特に過酷

な状態に遭遇 したときに信仰を揺るが

せた人々もいましたが，負けることは

ありませんでした。多くの人々は，ノ
ーブー神殿で執行された神殿の儀式を

通 して受けた確信に支えられたので

す。

多くの姉妹たちが耐えなければなら

なかったもっと大変なことは，過酷の

極限に迫る旅の途中での出産でした。

エライザ ・R・ スノーは 「開拓者が旅

を進めていくにつれ，母親たちは今ま

でに経験したことのない，ありとあら
あらし

ゆる状況下で子供を出産しました。嵐

や吹雪の最中に，テントや荷車の中で

出産しました」と記しています。スノ
ー姉妹はさらに続けて，・次のように記

しています。「出産する場所がないた

めに，地面に立てた棒に毛布を巻きつ

けて両側の壁とし，その上に木の皮を

かぶせて屋根にしました。雨の滴るむ

き出しの粗末な小屋で出産した人もい

ると聞いています。そして心優しい姉

妹たちが立って，滴る雨を皿で受け…
…こうして，まさにこの人間社会を始

めようとする赤ん坊と母親を降りしき

る雨から守ったのでした。」18

これらの善良な姉妹たちは何 と大き

な犠牲を払ったことでしょう。出産の

際に自分の命を失った母親 もいまし

た。生まれてもすぐに命を落とした新

生児も大勢いました。わたしの妻の祖

母であるエリザベス ・ライターも嵐の
ほろ

中のウィンタークォーターズで，幌付

きの荷車の中で生まれました。幸いに

も，母子ともに生き延びることができ

ました。命を授けてくれた母親に大い

なる愛を込めて，エリザベスは出産の

際に幌から漏れる雨が母親に当たらな

いように姉妹たちがかざしてくれた傘
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の話 を，よく聞かせて くれました。

わた したちの先祖である父たちの信

仰 と母たちの自己犠牲，すなわち開拓

者であった聖徒たちが示 して くれた従

順の模範を決して忘れない ようにしよ

うではあ りませ んか。 わた したちは

「キ リス トのもとに来 るようにすべて

の人 を招 〔き〕」19，「キリス トに よっ

て完全 になる 〔よう〕」20にする業に携
み わざ

わっています。この御業 において雄々
しもべ

しく励む僕になろうと努力するとき

に，開拓者であったこれらの先祖を忘

れないようにしようではあ りません

か。

今を去る44年 ほど前，わたしの父は

この壇上から，わたしたちの受け継ぎ

に対して感謝する気持ちがどれほど王

国での奉仕の業に力と活気を与える

か，ということを話しました。開拓者

であった実の祖父母に触れ，次のよう

に言っています。「わたしの先祖であ

るこれらの人たちの信仰のゆえに，今

わたしはここにあり，大いなる山々に

囲まれた，この平和な盆地で生活して

いるのです。とりわけ，末日の預言者

たちの声が届くこの場所で生きている

のです。ですから，わたしは先祖に大

きな恩義を受けていると言わなければ

なりません。……どんなに感謝しても

感謝し切れないほど，恩を受けている

のです。……この恩に報いる最も良い

方法は，この大いなる大義に向かって

奉仕の業に専念することです。」21

さて，この王国は世界中に大きく広

がり，この美しい山々の懐に抱かれた

ユタ盆地に住む教会員の割合は，ます

ます小さ くなっています。しかし，
こんにち

今日，世界中の聖徒たちは，近代の情

報伝達技術のおかげで，「末 日の預言

者の声を居ながらにして聞く」ことが

できます。わたしの父がそうであった

と同じように，わたしたちすべてが預

言者の声の届 く範囲にいるのです。こ

の回復された完全な福音を知る恩恵に

浴しているわたしたちは，先駆者とな

った人々に恩義を受けています。彼ら

は今日の奇跡とも言える状態にまで，

世界中に王国を築き上げるために多 く

のものをささげてくれました。わたし

たちが先祖に対する 「この恩に報いる



最 も良い方法は，この大いなる大義に

向かって奉仕 の業に専 念する ことで

す。」

わたしたちがだれであろうと，その

才能，能力，経済力，教育，あるいは

経験にかかわ りな く，すべての人は王
けんそん

国で奉仕することができーます。謙遜 と

祈 りと勤勉 と信仰 とをもって召 された

業に奉仕するならば，わたしたちを召

す御方がその資格 を与えてください ま

す。恐 らく，自分は未熟だと感 じるか

もしれません。主にささげられるもの

といって も，だれも気がつかないほ ど

わずかしかないため，自信が持てない

かもしれません。 しか し主はそのよう

な人 間的な力 の限界 をよ く御存 じで

す。わた したちの弱点 も御存 じです。

毎 日の生活が大変であることもよく理

解 してい らっしゃいます。わた したち

がこの世的な欲望や情熱の誘惑を受け

ていることもよく御存 じで，深い思い

や りを持 ってい らっ しゃい ます。使徒

パウロはヘブル人への書簡の中で，救

い主は 「わたしたちの弱 さを思いやる

こ とので きない ような か たで は な

い」， なぜ なら 「わた したちと同 じよ

うに試錬 に会 われたのである」か ら，

と記 しています。22

トーマス ・S・ モ ンソン副管長は，

この偉大な大義のために喜び進 んで奉

仕す ることの重要性 を，次のように教
み たま

えています。「御霊に波長を合 わせて，

主に名を呼ばれた ときに，サムエルの

ようにそれを聞 き，『ここにお ります』

と答 えることがで きるでしょうか。皆

さんはどのような召 しを受けても，勇

気 と固い決心をもって奉仕する，不屈

の精神 と信仰 を持 っているで しょう

か。それがあれば，主はわたしたちを

通 して力強い奇跡を起こすことがおで

きになるのです。」23

ジェームズ ・E・ ファウス ト副管長

は，主はわたしたちの能力にかかわ り

なく，忠実な働 きを受け入れて くださ

るだけでな く，主の祝福をさらに豊か

に受ける資格を与えて くださる， と語

りました。それは生活を豊かにし，生

活を発展 させる祝福です。また 「この

教会は必ず しも偉大な人々を魅了する

わけではな く，む しろ平凡 な人々を偉

大な人にす るのです」 とも語 りました。

「この教会が，設立当初の小 さな状
こんにち

態から今日の力を得るまでに発展 した

のは，謙遜で忠実な数百万の人々の忠

誠心と献身があったからです。彼 らは

自分の5つ のパンと小さな2匹 の魚を
み わざ

主の御業にささげました。 また自分自

身のことはほとんど捨て去 り，そうす

ることによって，『人知では とうてい

測 り知 る ことので きない神 の平安 』

(ピリピ4：7)を 見 いだしたのです。」24

主 がわた したちを力づ けて くださる

ので，「わた したちはすでに多 くのこ

とを堪え忍んで きてお り， またすべて

のことを堪え忍べ るようにと望んでい

る」25のです。 また救 い主はわた した

ちに 「善を行 うことに疲れ果ててはな

らない。あなたがたは一つの大いなる

業の基 を据えつつあるからである。そ

して，小 さなことか ら大いなることが

生 じるのである」26と励 まして くださ

ってい ます。王国にあって， どの よう

な召 しを受けていても，その務めを忠

実 に果たせ ますように。「小 さなこと」

によく注意を払い ましょう。それが大

きな差を生 じるのです。戒め を忠実 に

守 りましょう。戒めを守 るという神聖

な聖約をわたしたちは交わ しているか

らです。 これ までの受け継 ぎと現在の

成長が如実に語っているように，わた

したちは確かに 「大いなる業の基を据

えつつあ」 ります。

能力の限 りを尽 くして主の御業に献

身 しようではあ りませんか。 この偉大

な大義にあって，忠実に働 くことによ

って先祖の信仰 をたたえ，敬 うことが

で きますように。「預言者 に従 う」27こ

とがで きます ように，そ うすることに
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よって 「キリス トの もとに来て神の慈

しみにあずかる」28ことが できますよ

うに，へ りくだってイエス ・キリス ト
み な

の御名 によりお祈 りいた します。アー

メン。

注
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●1996年4月6日(土)神 権部会

「もし命に入 りたいと

思 うな ら，

いましめを守りなさい」

十二使徒定員会会員

ロバー ト・D・ ヘイルズ

わたしば主の磁めをのから愛 しτωます』競めばわた したちを導ぎ守り，

天父のみr5とに戻れるようにしτくれま玩

救
い主はお っしゃいました。 「も

し命に入 りたいと思 うなら，い

ましめを守 りなさい。」(マ タイ19：17)

これか ら兄弟の皆さんに，アビナダイ

という人物の実際にあった話を したい

と思います。アビナダイは預言者で，

邪悪 な民 と王 に悔い改め を説 きまし

た。その言葉のゆえに， 自らの生命 を

危険にさらす ことになると知っていな

がらも，大胆 にそして勇敢に教 えを説

きました。

邪悪なノア王 は怒 りに任せて，祭司

たちにアビナダイを殺す よう命 じまし

た 「この男を連れ出 して，殺 してしま

え。……この男は気が狂っている」 と。

しか し，祭司たちがアビナダイに手

をかけようとした ところ，アビナダイ

は彼 らを防いで言いました。「わた し

に触 れるな。 わた しに手 をかければ，

神があなたがたを打 たれるであ ろう。

わたしは，主がわたしを遣わして告げ

させ ようとされた ことをまだ伝 え終 え

ていない。……わたしは神か ら受けた

命令 を果たさなければならない。」

ノア王の民はアビナダイに触れるこ
み たま

とを恐れました。主の御霊がアビナダ

イとともにあったか らです。「彼 の顔

は非常な輝 きを放ってい」ました。そ

して彼 は，「神か ら受けた力 と権能 を

もって」語 りました。アビナダイは，

神が自分を遣 わして告げさせ ようとさ

れたメッセージを最後 まで伝 えると宣

言 しました。その後でなら，ノァ王と

民が 自分に何 をしようとかまわない と

言い ました(モ ーサ ヤ13：1-9参

照)。

アビナダイがメッセージを伝 え終わ

ると，ノア王は彼 にその語った言葉を

取 り消すように命 じました。さもない

と，殺す というのです。 しか し，アビ

ナダイは拒否しました、

アビナダイの信仰の堅固さは，聖文

中の胸 を刺すような記述からうかがえ

ます。 「アビナダイはこれ らの言葉を

述べ終えると，倒れて焼け死んだ。ま

ことに，姉 は の命Aを'と しな

かったために殺され，自分の言葉が真
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実であることを死によって確かなもの

としたのである。」(モ ーサヤ17：6-

20参 照 ，下線付加)

神権者の兄弟たち，アビナダイはわ

たしたちすべてにとって何 と力強い模

範で しょうか。彼は主の命令に勇気 を

もって従い ました。命 を犠牲に してま

でもです。すべての神権時代の預言者

たちは，進んで命 を危険にさらし，勇
みこころ み こと ば

敢に神の御心 を行い，神の御言葉 を宣

言 してきました。

預言者 ジョセブ ・スミスは 「ほふ り

場 に引かれて行 く小羊のように」行 き

ました(教 義 と聖約135：4)。 主の命

じられたことを果たす に当たって，決

してお じけつ いた りは しませ んで し

た。

救 い主の模範 を考えてみ ましょう。

主は御 自身が生 きられたように生きる

方法 を説かれました。主が奇跡 を起 こ

し，貧しい人，悩める人を恵まれたと

きの深い哀れみについて考えて くださ

い。主はへ りくだ り，御父の戒めに従

順であることを選ばれました。そして，

終わ りまで堪え忍び，神聖な使命を果
あがな

たし，全人類のために贈いの犠牲を払

われたのです。

兄弟たち，神の神権を持つ者として，

主イエス ・キリス トと過去か ら現在 に

至る預言者たちの模範に倣お うではあ

りませんか。わたしたちは，多 くの預

言者がそうであったように殉教者 とし

て命をささげるようには，求め られて

いません。求め られているのは，神の

戒めへの従順 さであ り，主 と交わした

聖約 に対する忠実さなのです。

少 しの間，アロン神権者の若い男性

に直接お話 ししたい と思い ます。アロ

ン神権は備えの神権 であ り，大神権で

あるメルキゼデク神権に皆 さんを備え

て くれます。アロン神権 を有する者 と

して，皆 さんは主の戒めに従 うことを

学ばなければな りません。両親 を敬い，
きよ

安息 日を聖 く保ち，主の御名をみだ り

に唱えず，女性を尊び，清 くあ り，偽

りを口にせず，むさぼることなく，知
じゅうぶん

恵の言葉に従い，正直に什分の一を納

め，惜しみなく断食献金を納めてくだ

さい。これらをはじめとする様々な戒

めに従うなら，豊かに祝福されること



でしょう。

若い執事，教師，祭司の皆 さん，皆
せいさん

さんは聖餐を準備し，配り，祝福する

業に携わるふさわしさを身に付けてい

るでしょうか。これらは神聖な責任で

す。パンと水は救い主の肉体と血の象
あがな

徴であ り，主の蹟いの犠牲を意味して

いるのです。

少 しの問，このことについて考えて

みて ください。皆 さんが毎週携ってい

る聖餐は，イエス ・キリス トの蹟いの
たまもの

記念です。このすばらしい順いの賜物

は無条件に肉体の死を克服 してくれ

る，無限の賜物です。なぜなら，これ

まで地上に生を受けた人，これから生

を受ける人すべてのために備えられて

いるからです。順いを通してアダムの

堕落から賄われ，復活することができ

ます。'

しかし，蹟いの効力を生活に及ぼし，

その完全な祝福を享受し，天父のみも

とに帰るには，罪を悔い改め，神の戒

めに忠実に従わなければなりません。
ゆる

このように，悔い改めと赦 しという賄

罪の祝福は順いの業の重要な要素です

が，それを得られるかどうかは，神の

戒めと儀式に従う忠実さにかかってい

るのです。

聖餐を祝福し，忠実な教会員たちに

配るふさわしいアロン神権者たちを，

主は心に留め，祝福 してくださいます。

そして，ふさわしい状態で聖餐にあず

かる人々も祝福してくださいます。皆

さんが聖餐の儀式に携わるふさわしさ

を身に付けていれば，適切な時期にメ

ルキゼデク神権を受け，神殿に参入 し，

主と聖約を交わすふさわしさも身に付

けられるでしょう。

若人の皆さん，宣教師として奉仕す

る備えをしてください。伝道に出るこ

とは，皆さんに奉献の律法に従うこと

を教えてくれます。それは，皆さんの

生涯のうちですべての時間と才能と財

産を主にささげることのできる唯一の

時期かもしれません。その報いとして，
み たま

主は御霊 により皆 さんを祝福 し，そば

にあって，強めて くださいます。

将来自立 し，家族 を養えるよう，教

育を受け，技術 を身に付けるために努

め励 んで ください。皆 さんを主の道か

らそれさせ ようとしない，良い友達 を

作って ください。皆 さん自身も，そば

にいるだけでほかの人を戒めに従いや

す くしてあげられるような友人になっ

てください。

さて，アロン神権な らびにメルキゼ

デク神権 を有す る兄弟の皆 さんにお話

しします。ご承知のように，主の戒め

に従 うことは生涯を通 じて行ってい く

べ き事柄です。主の戒めに従 うに当た

り，忠実で勇気ある者 となろうではあ

りませんか。わた したちはそ うすると

いう聖約を交わしたのですから。

救い主はこう宣言されました。「もし

命に入 りたい と思うな ら，いましめを

守 りなさい。」(マ タイ19：17)「 も し

あなたがたがわた しを愛するならば，

わたしのいましめを守るべ きである。」

(ヨハネ14：15)

「主 はどうして戒めをお与 えになる

のだろうか」 と尋 ねる人がいるかもし

れません。天上の会議において神 は，
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霊の子供であるわたしたちが戒めを与

えられ，それによって現世の生涯を生

きることをお定めになりました。天父

の最初の霊の子供であるエホバはおっ
くだ

しゃいました。「わた したちは降って

行こう。そして……これ らの者 〔神の

霊の子供たち〕が住む地を造ろう。

そ して，わた したちはこれによって

彼 らを試 し，何であろうと，主なる彼

らの神が命 じられるすべてのことを彼

らがなすかどうかを見 よう。

第一の位を守る者は付 け加 えられる

であろう。」(ア ブラハム3：24-26)

これ らの戒めは，現世でのわたした

ちの肉体 的 ・霊 的安寧 と幸福 のため

に，父なる神 によって用意 された，愛

に満ちた指示 なのです。戒めのおかげ

で，わた したちの永遠の進歩に関する

神 の思 い と望 みを知 るこ とが できま

す。そして，戒めによってわた したち
みこころ

は，主の御心 に対する従順の度合いを

試 されるのです。

戒めは重荷でも足かせで もあ りませ

ん。主の戒めはすべて，わたしたちの

進歩成長のために与えられているので

す。預言者ジ ョセブ ・ス ミスは教えて

います。「神 はわた したちに幸福 を得

させようとされた。……神は，御 自身

が意図された人の幸福に至 らないよう

な儀式 を定めた り，そのような戒めを

御 自分の民に与えた りはなさらない。」

(Teac舳gsof亡heProphe亡 ∫oseph

Sm勧 『預言者 ジ ョセブ ・ス ミスの教

え』ジ ョセブ ・フィールデ ィング ・ス

ミス編，p.256)

わた しは主の戒めを心か ら愛 してい

ます。戒 めはわた したちを導 き守 り，

天父のみもとに戻れるようにしてくれ

ます。 もしわた したちが忠実に戒めに

従 うなら，永遠の命 という祝福が約束

されています。永遠の命 とは，「神の

あ らゆる賜物の 中で最 も大い なるも

の」であ り(教 義 と聖約14：7)， 昇

栄 して，天父 と御子イエス ・キ リス ト

とともに永遠 にわたって住まうことで

す。神は心から，わたしたちにみ もと

に戻 ってほしい と願ってい らっ しゃい

ます。

しかしなが ら，多 くの約束 された祝

福 を受けるのに，来世まで待つ必要は



あ りません。この世でも，従順を通 し

て心の平安 と幸福 を得，「聖霊 におけ

る喜び」 を享受で きることで しょう

(ローマ14：17)。

戒 めに従 うことによ り，神 との調和

が もた らされ ます。 目的において御父

と御子 と一つになれるのです。神 と一

つ になっているとき，わた したちは，

霊的な光の中を歩んでいます。戒めに

勤勉に従うなら，聖霊がわたしたちの

内に宿 ります。個人の啓示の賜物が与

えられます。 これは霊的な光 となって，

わたしたちを守 り，かが り火の ように

正 しい道へ とわた したちを導いて くれ
くらやみ

ます。この光は，敵対する者の暗闇を

払いのけて くれます。 この光は非常に

強力であり，わた したちが罪の深みに

陥って，あまりの暗 さに霊的な光が届

くはず もないと思えるようなときでさ

え，わたしたちを照 らしてくれます。

子供のころ，暗闇を恐れた ことを覚

えているで しょうか。そして何かに驚

くと， きっと家中の明か りやろうそ く

をつけて回ったことと思います。両親

はその晩遅 く帰って来ると，こう尋ね

たことで しょう。「どうして家中の明

か りがついているの?」 こうして，親

か ら家計や電気代 について説教 された

のではないでしょうか。

しかし，皆 さんは，電気 をつけた り，

ろうそ くに火をともした りすることに

よって暗闇がな くな り，恐れが消える

ことを学んだことでしょう。皆 さんが

学んだこの簡潔 な自然の法則は，霊的

な法則でもあります。光 と闇は同時に

同じ空間を占めることはで きないので

す。サ タンと彼 に従 う者たちは，福音

という霊的な光に耐えることがで きな

いので，たちまち退散するのです。サ

タンは皆 さんに何 も強要で きません。

逆に皆 さんは，神権を使 って，サ タン

に自分の思いや行いか ら出て行 くよう

命 じることがで きます。

戒めに従って生活するとき，わた し

たちの顔 は福音 の光 で輝 きを放 ちま

す。 この霊的な光があれば，わたした

ちはもう，敵対する者が設けた見知 ら

ぬ暗闇の道 をさまよい，落胆 し，恐れ

を抱 くことなどあ りません。福音の光

の中を歩むなら，永遠のゴールを見失

うことはないでしょう。

兄弟たち，戒めに従 った生活 を送 る

なら，罪の拘束か ら逃れ，真の幸福 を

経験することがで きます。罪に喜びな

どあ りません。預言者アルマが息子 に

説いたように，「悪事 は決 して幸福 を

生 じたこ とが ない」 のです(ア ルマ

41：10)Q

戒 め を守るには勇気が必要です。周

囲のプレッシャーゆえに戒めを破 って

しまうのは，人に対す る恐れがあるか

らです。つ まり 「神が自分を どうお思

いになるか」 より，「人が 自分 をどう

思うか」の方を恐れているのです。人
みこころ

人が どうして神の御心 より他人の意見

を気にするのか，わた しにはまった く

理解できません。

戒めについて知 り，それに従 うには，

救い主 と神の預言者 について知 り，彼

らに従わなければな りません。わたし

たちは恵 まれて，最近，現代の預言者

か ら 「家族 一世界への宣言」 という重

要 なメ ッセージを頂 きました(『 聖徒

の道』1996年1月 号 ，pp.113-114

参 照)。 この宣言は，家族や地域社会，

国家にあって，家族という単位を強め

ないなら，どんなことが起 きるかにつ

いて警告 しています。全神権者ならび

に全国民は，注意深 くこの宣言を研究
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す る必要があ ります。

預言者は，神の律法に違背 した場合

の結果 について頻繁に警告 しなければ

な りません。世にあって，人受けする

ことを説いた りは しません。エズラ ・

タフ ト・ベ ンソン大管長は，「人気は

真理 を測る物差 しではない」 と教えて

い ます("FourteenFundamentalsin

FoUowingthePropheゼ1980De》o畠o刀a1

5ρeechesof血ey6ar「 預言者に従 う

ための14の 原則」『1980年 ，年度講話』

P.29)

ど うして預言者は人に好まれない戒

め を宣言 し，戒めを拒んだり曲解 した

り無視 した りする世の人々に悔い改め

を叫ぶので しょうか。その理由はとて
ひとたび

も簡潔です。一度啓示を受けたら，預

言者に選択の余地はなく，ただ，神が

世に告げるようお与えになった言葉を

宣言し，改めて強調するしかないので

す。預言者は，それによって払うこと

になる代価を十分承知のうえで宣言し

ています。戒めに従わない方を選択し

た人は，あらゆる手を尽 くして，預言

者の人格を中傷し，その徳と評判をお

としめようとします。これに対し預言
ほお

者は，沈黙を保ち，ただほかの頬をも

向けてやるのです。世はこれを弱さと

見なすかもしれませんが，それは人が

持ち得る最 も大いなる力の現れであ

り，自分が真実であると知っている事

柄への忠実で揺るぎない確信の現れな

のです。また，どんな結果になろうと

喜んで受け入れる姿勢を物語っていま

す。

戒めを受け入れるか拒むかは各自の

自由です。しかし，だれも自分の好み

に合わせて，戒めを変更することはで

きません。神権指導者には，啓示され

た原則と戒めを世の評判を得るために

変更する権利はありません。ふさわし

く生きる決意のできない弱い人々のた

めに神の戒めを受け入れやすいものに

変える権能は預言者にもないのです。

かつて，ある教会の指導者は，「教会

から宗紀上の処置を受けたかたくなな

子供にも適応できるよう，神の戒めの

基準を和 らげてほしい」と，悩める父

親からせがまれました。やがて，自分

の子が教会員としての完全な祝福にあ



ずかるのを拒 まれ，悲 しみに沈んだ父

親 はその指導者に 「それで もクリスチ

ャンですか」 と言いました。

指導者はこの両親 と子供の悲 しみに

深 い思いや りを示 しました。 しか し，

主 の戒めへ の忠実 さは保 ち ま した。

「それで もク リスチャンですか」 とい

う責めの言葉 に対 し，指導者 は答 えま

した。「もしわた しがその戒め を変 え

ようとすれば，その瞬間か らわたしは

キリス トの教 えに従わない者 となって

しまうのです。」

背 きにも適応で きるよう神は戒めを

変 えるべ きであるとの正 当化 は，霊的
くらやみ

な暗闇へ とつ ながっています。そ して

この暗闇を払いのけることがで きるの
かんいん

は，福音の光だけです。姦淫 を犯 した

女性に対 し，キ リス トは，「姦淫 して

はいけない」 という戒めを和 らげた り

はなさいませんで した。そうではなく，

彼女に 「もう罪を犯 さない ように」 と

勧告 されました(ヨ ハネ8：11)。 主

はわた したちすべてに悔い改めを通 じ
ゆる

て赦 しを約束 しておられます。変わら

なければな らないのは，戒めではなく，

わたしたちの方なのです。

愛す る神権者の皆 さん，わた したち

には片時た りとも忘れてはならないこ

とがあ ります。戒めを守 るという自分

たちの交わ した聖約，す なわち天父と

主 と交わした約束は，人生で最も重要

な決意でもあるということです。聖文

について研究 し，思い巡 らし，生ける

預言者の勧告 に耳 を傾けましょう。家
み たま

庭でもそのほかの場所でも御霊に導か
あかし

れるままに戒めの真実性 を説 き，証 し

ましょう。戒めに従順であ り，現世と

来世の両方で約束 された祝福 にあずか

ることにより，主への愛 を日々の生活

に反映させ ましょう。 「もし命に入 り

たいと思 うなら，いましめを守 り」 ま

しょう(マ タイ19：17)。

神 が生 きてお られることを証 します。

イエスはキ リス トであ られます。わた

したちが自分は何者であるのかをよく

心に留め，それにふ さわしい行動をし，

自分自身と家族，友人に永遠の恵みを

もたらす ことがで きます ように。イエ
み な

ス ・キ リス トの御名 によって申し上げ

ます。アーメン。

霊的な羊飼い
七十人会長会

W・ ユージン ・ハンセン

善と悪の間にφ立の立場はありません。右し悪魔の領域にωるなら，さぎ

るだ1プ早くそこから出τくださω。

する兄弟の皆さん，わたしは今

愛晩，教会の神権者にお話 しする
という大管長会からの割 り当てにこた

えるに当たり，重い責任を感じています。

ここタバナクルでは，神の神権者の
み

特質であり象徴である心を熱くする御
たま

霊 と愛 と兄弟の きずなを感 じることが

できます。また世界中の奉献 された建

物に集まっている皆 さんも，1司じ御霊

と兄弟愛 を感 じていることで しょう。

わたしたちは偉大な時代 に生 を受け

ています。それは時満ちる神権時代で

す(エ ペ ソ1：10;教 義 と聖約27：13

参照)。
けんそん

謙遜な少年の祈りによってこの時代

が始まり，御父と御子が預言者ジョセ

ブに現れて，この特別な時代の幕開け

を助けるという神聖な使命を授けられ

ました。
しもべ

神の僕である'占代の預言者たちが地
かぎ

上を訪れて，貴重な神権の鍵，すなわ

ち過去の時代に彼らが主から与えられ

た権能と責任の鍵を回復しました(教

義と聖約27章参照)。

この教会は回復されたキリストの教

会です。わたしたちの救い主，神の独
かしら

り子がこの教会の頭であられます。主

はこの教会 を2，000年 近 く前に設立 さ

れました。

大会の神権部会で，いつ もわた しの

心に残 るのは，アロン神権の年代の大

勢の若い男性の皆さんです。その多 く

は父親 とともに，またある人は祖父や

神権指導者とともに，この場に集って

います。若い男性 の皆さんは，青年時

代に特有の熱意と活気に満ちた特別な

ス ピリットをもた らしてくれます。そ

こで，少 しの時間若人の皆 さんにお話

をしたいと思います。

最初に，わたしが少年時代 に大切な

教訓 を得た経験 を紹介 しましょう。そ

れはわたしが まだ若いころ，具体的に

は10歳 かll歳 の少年のころで した。わ

た しはユ タ北部の山間で羊の群れをイ

ース ト・ガー ラン ドの東へ導いていま

した。祖父か ら信頼 を受け，夏の間放

牧す る山へ羊たちを移動 させていたの

です。わた しは小川のほとりで羊たち

に水 を飲 ませ，少 しの問そこで休ませ

ました。

その間に，わた しは先の地形を調べ

て道筋をチェックしに行 きました。渓

谷 を200メ ー トルほ ど登ったとき，背

筋が凍 りつ くような音が聞 こえ まし

た。猛毒を持つガラガラ蛇の出す音 は，

一度聞いた ら忘れ ることはで きませ

ん。

わたしは用心 しながら音のする方へ

近づいて行 きました。驚いたことに，
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わずか数メー トル先に3匹 のガラガラ

蛇がいたのです。岩の上にとぐろを巻

いて，春の日差しを浴びていました。

一度に数匹を見ることなどめったにな

いので，その3匹 の蛇に目を奪われな

がらも，ここを通らなければならない

羊たちのことが心配になりました。

間もなく羊たちは起き上がって渓谷

を登り始めました。羊が近づいて来る

と，蛇は侵入者に気づいたようで，小

川の方に向かってわずかにかま首をも

たげました。

危険を感じたわたしは，す ぐに羊た

ちを丘の方に向かわせ，蛇の進路から

遠ざけようとしました。初めは成功し

たのですが，やがて2頭 の羊が群れか

ら離れて行きました。すると，群れ全

体がその2頭 の年老いた雌の羊に従い

始め，もうだれにも止められなくなり

ました。皆さんは 「羊の群れのように

従う」という言葉を聞いたことがある

かもしれません。まさにそれが起こっ

たのです。さらに悪いことに，羊たち

は蛇のいる場所に向かって進んでいま

した。

わたしは，羊が本能的に安全な距離

を保ってくれるように願いました。し

かし群れの何頭かは，まっすぐに蛇に

向かって突き進んでいます。もはや不

運な羊にとって，平安を乱された蛇の
一撃から逃れるすべはありませんでし

た。

悲しみに沈んだ若い羊飼いは，大切

な雌の羊を2頭 失ったことを祖父に報

告しました。わたしはその日の経験に

よって，羊飼いを無視する羊がどうな

るかをはっきりと心に刻みつけたので

す。

わたしは羊飼いとしてそこにいまし

た。危険を察知して，羊を守るために

最善を尽 くしました。しかし，数頭が

誤った方向に進み始め，ほかの羊がそ

れに従ったのです。失われた羊はわず

かに2頭 でしたが，失われる必要のな

いものでした。

残念なことに，人生の中でだれもが

頻繁に目にすることですが，そのとき

には気づかない障害や危険を避けるよ

うに導いてくれる霊的な羊飼いを無視

した人々が，その報いを受けています。

両親や監督，祖父母，スカウト隊長，

アドバイザー，真の友人は，しばしば

霊的な羊飼いとしての導きを与えてく

れます。真の友人を霊的な羊飼いに数

えていることに注目してください。ま

た普通の仲間は，羊飼いの中に入って

いません。場合によっては，そのよう

な仲聞が羊飼いとして良い影響を与え

ることができますし，実際に与えてい

る例があります。

真の友人は，人々に心からの関心を

寄せ，その人が弱っているときに励ま

しや力を与えて，重大な誤ちをしない

ようにしばしば助けてくれます。そう

することによって，罪にほとんどいつ

も付きまとう悲しみや困惑，自尊心の

喪失などを防いでくれるのです。しか

し残念なことに，実に多くの場合，仲

間というものは明らかに悪影響を及ぼ

しています。

多 くの調査やインタビューから見聞

きするように，青少年たちは，仲間か

らの影響やプレッシャーによって不道

徳や愚かな行いに走ったと打ち明けて

います。サタンは，これを知っていま

す。人を欺 く専門家です。サタンは十

分な経験を積んでいると思います。そ

して仲間というグループが個人に及ぼ

す強大な影響力に気づいているので

す。

人にはグループに所属したいという

抵抗 し難い願望があ ります。 もしだれ

か一人でも影響を受けて，理 由はどう

であれ悪い道を選ぶなら，サタンの勝

ちです。最 も単純で簡単な誘惑は次の

ようなものです。「だれで もやってい

るよ」 「かっこいいよ」「やってみもし

ないで， どうして悪いって分かるんだ

い?」

だまされてはいけません。このよう

な誘いに乗 らないで ください。標準 を

高 く保 って ください。正 しい ことを行

って ください。皆 さんは正 しい原則 を

教えられています。それらか ら離れな

いで ください。

善 と悪の間に中立の立場 はあ りませ

ん。もし悪魔の領域 にいるなら，でき

るだけ早 くそこか ら出て ください。ニ

ーファイの ように強 くな りましょう。
けんそん

わた しは彼の謙遜 な祈 りを忘れること

ができませ ん。「おお，主 よ……わた

しが罪の兆 しに震 えおのの くようにし

て ください。」(2ニ ーファイ4：31)

あ る人は 自分の間違った行いを自覚

しなが ら，愚かに もこう言ってそれを

正当化 しようとします。「小 さな罪だ

か ら， どうって ことない よ。」確かに

その行 いは重大 な罪ではないかもしれ

ませんが，その罪以上 に危 険なのは，

今歩いている道です。「小 さな過 ち」

は 「より重大な過ち」へ と通 じる道に

なると思われるのです。
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アメ リカの聖職者ハ リー ・エマ ソ

ン ・フォスデ ィックは，次のように教

えています。「人生の悲劇的な罪悪は，

一般に
，初めか ら意図された ものでは

ない。わたしたちは最初からそのよう

に貧弱で安っぽい目標 を立てたのでは

ない。そ うした 目的は心 になかった。

…… 自分の歩んでいる道に目を向けな

さい。棒の一方の端を拾 う人は，他方

の端 も拾 うのである。始めに道を選ぶ

ときに，その行 き着 く場所 も選んでい

るのである。」(〃vfηg砺derTen舗on

『緊 迫した生活』pp。110-111)

さて，若い兄弟の皆 さんは，何が正

しいか知 っています。十分に教 えられ

てい ます。 また聖霊 を受 けています。

皆 さんへのチ ャレンジは，強 く忠実で

あることです。心 と体を清 く神聖に保

って ください。早 くか ら正 しい道を選

んで，そ こか ら離れないで ください。

天父は皆 さんを愛 し，信頼 し，幸福に

なってほ しい と願い，従うべ き 「規範」

を与えて くださいました(教 義 と聖約

52：14参 照)。 その 「規範」 とはイエ

ス ・キリス トの福音です。

この神権時代の最大の祝福の一つは，

導きと指示 を与える生 ける預言者が存

在することです。ゴー ドン ・B・ ピン
こんにら

クレー大管長は，今日の愛する預言者

です。大管長は皆さんを愛しています。

大管長の次の勧告に聞き従ってくださ

い 。

「仲 間の誘惑があってもきっぱ りと

断って，皆 さんの力 と独立心を示 して

ください。その勇気が弱い人々の力 と

なるでしょう。その模範が周囲の人々
けいけん

に決意を促すで しょう。」(「敬慶 さと

道徳心」「聖徒の道』1987年7月 号，

P.52)

「皆 さんが10代 で行うことによって，

30代40代 で どのような生活 をす るか

を決めることができます。」(『聖徒の

道』1996年4月 号，p.10に 引用)

皆 さんが真の幸福を もた らす決断を

す ることがで きるように祈 ってい ま

す。

この教会はイエス ・キリス トの真の
み わざ

教会です。これは主の御業です。す
み な

べて をイエス ・キ リス トの御名 によ
あかし

り証 しま す 。 ア ー メ ン。

伝道に出る前に息子に

知ってほしいこと

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

自己を捨ττ伝適に打ち退むなら，言葉に尽くせな6唇 乙肋特 っζωま疏

愛
す る兄弟の皆 さん， このよ う

に神権者 の皆 さんの前でお話

しする機会を頂 き，その責任の大 きさ

を感 じています。皆さんの一員に数え

られることを誇 りに思います。神の神

権 を持つことは大 きな祝福です。 これ

か らの話 を信仰 と祈 りを込めて聞いて

くださるようお願いします。

今晩，すば らしい若い男性の皆 さん

に10の 事柄 についてお話 ししたいと思

い ます。それは伝道に先立ち，わたし

の息子や孫の心に留めてほ しいことな

のです。

1.皆 さんの伝道の召 しは主イエ

ス ・キリス トから与 えられます。主や

監督，ステーク会長，中央幹部そ して

ヒンクレー大管長から信頼を受 け，伝

道の召 しとい う栄誉 を授かるのは何 と

すばらしいことで しょう。皆 さんは生

しもべ

ける神の僕，教会の大使とな ります。

この教会の宣教師は，年 も若 く社会

経験 も乏 しい人がほとんどです。 にも

かかわらず主はこの ように言われてい

ます。「神か ら聖任 され，遣わされる

者は，最 も小 さい者であってすべての

者の僕であるにもかかわ らず，最 も大

いなる者 となるように任命 されている

のである。」1

わた したちに弱点があ り，未熟であ

って も，聖文の次の言葉を思い起 こす
み わざ

必要があります。主の御業に仕えるよ

う皆さんを召された神は 「すべてのも

のの所有者である。天においても地上

においても，すべてのものが彼に従う
みこころ

からである。父の御心によってその子

イエス ・キリス トを通 じて送 られる，
み たま

命も光も，御霊も力もそうである。

しかし，だれもすべての罪から清め

られてきれいにされなければ，すべて

のものの所有者ではない、」2

2.皆 さんの伝道部長は主の代理入

です。公私にかかわらず伝道部長を非

難したり，その品位を傷つけたりして

はなりません。伝道部長としての権威
けんそん

を敬い，従順であって，謙遜な態度を

取 り，素直にな り，伝道部のルールに

従 うなら，宣教師 として成功するでし

ょう。例えば最 も従いにくいルールの

…つに伝道部長か ら指示 された時間に

毎朝起きることが挙げ られます。多 く

の若い人たちにとって朝ほど眠 りたい

時間もほかにないでしょう。わた しは

従順な先輩同僚だったウィリアム ・グ

ラント・バ ンガーター長老 に感謝 して

います。彼 は早起 きするよう決 まって
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目覚 し時計 の時間を合 わせ ていま し

た。朝，時計が鳴るとよく驚いたもの

です。冬になると朝はまだ暗 く湿って

いて，風呂やシャワーに使 う温水さえ
あ りさま

ない有様でした。それでも，彼は喜ん

でいつもその冷たい水でシャワーを浴

びました。一方わたしはといえば彼の

後にシャワーを浴びるのかと思うだけ

で体が震えました。彼の模範に従う以

外になかったのですが，歯がガチガチ

に震えていたことから考えると，喜ん

でいないところも少々あったと告白し

なければなりません。

3.熱 心な働きは知性に勝 ります。
み こと ば

『教義 と聖約』にある主の御言葉を思

い起こしてください。「それゆえ，わ
み たま

た しは，わた しの御霊の力 によって も

ろ もろの国民を打 ってえり分けるため

に，世の弱い者たち，無学で見下され

ている者たちを呼ぶ。

そ して，彼 らの腕はわたしの腕 とな

る。 わたしは彼 らの盾とな り，彼 らの

小盾 となろう。 わたしは彼 らの腰に帯

を締 めよう。そして，彼 らはわた しの

ために勇敢 に戦 うであろう。」3

エ ズラ ・タフ ト・ベンソン大管長 は

この ように語 りました。「伝道 を成功
ひ けつ

に導 く最大の秘訣の一つ は，働 二とい

うことです。働 く宣教師は御霊を受け

ることができます。御霊 を受ける宣教

師は御霊によって教えます。そ して御

霊によって教 える宣教師は，相手の心

の琴線に触れ， 自らも喜びを得ること

ができるのです。時間，能力，関心の

すべてを伝道に注 ぐのですか ら，ホー

ムシックも家族へ の心配 もあ りませ

ん。働 いて，働いて，働 く これ

が秘訣です。特に伝道に関しては， こ

れに代わり得るものはあ りません。」4
あかしかい

ある中央幹部が，宣教 師の証会に出

席 した ときの経験を報告 してくれまし

た。一人の若い宣教師が，あ まり話す

時間もなかったため，こう述べ たとい

います。 「わた しは伝道を楽 しんでい

ます。それ しかない と思 うか らです。

して もいないことは楽 しめません。」

N・ エル ドン ・タナー副管長が，何

年 も前 に西 ヨーロッパ伝道部 を管理 し

ていた ころ，「楽 しくしなさい」 とい

うスローガンを掲げていました。ある

日 ドイツで働 く宣教 師の グループに

「皆さん一人一人に，楽 しく過 ごして

いただきたい と思います」 と語 りまし

た。 ところが集会の後，宣教師の一人

がタナー長老のもとに来て，こう反論

しました。 「タナー伝道部長，ここで

楽 しくしなさいなんて宣教師への言葉

としてはどうかと思います。長老や姉

妹が楽 しくで きるのは働 くときだけで

すか ら。」それに対 しタナー副管長は

こう答 えました。「その とお りです。

ですか らどうぞ楽 しんで きて くだ さ

い。」5

4.自 己を忘れて主に仕えて くだ さ

い 。主 はこの ように言 われま した。

「自分の命 を得ている者はそれを失い，

わた しのために自分の命 を失 っている

者 は，それを得 るであろ う。」6自己を

捨てて伝道に打ち込むなら，言葉 に尽

くせない喜びが待 っています。宣教師

として大切なメッセージを伝 えるうえ

で，皆 さんの服，髪の長さ，態度，故

郷のガールフレンドが妨げとなっては

な りません。何 もすてきな若い男性 と

美 しい若い女性 との間に起 こる自然な

恋愛感情にまで，心を鈍 らせてほ しい

というわけではあ りません。 しか しか

りに，離れた地で待っていたはずのガ

ールフレン ドか ら，心変わ りした手紙

を宣教 師が受け取 ったとします。実際，

そのような手紙は 「デ ィア ・ジョンの

手紙」 と呼ばれ， もらう羽 目になった

人 も中にはいます。その ような人には，

数年前にリグランド・リチ ャーズ長老

が与えた適切 な勧告に心 を留めるよう

お勧 めします。 リチャーズ長老の言葉

はこうで した。「年 ごとに新 しい女の

子が何人 も現れるじゃないですか。彼

女たちは今 までの女の子に比べても少

しも劣 りません。」

この不安定な世の中にあって，まだ

若い皆 さんがこれか ら何をし，だれ と

結婚するか悩 むの も無 理はあ りませ

ん。 しかし主の専任代理者 として召 さ

れたか らには，皆さんは 「終わ りの日

に神の前に罪のない状態で立てるよう

に，あなたがたの心 と，勢力 と，思い

と，力を尽 くして神に仕え」7なくては

なりません。

5.同 僚 との問で争ってなりません。
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皆さんの同僚宣教師の中には生涯最良

の友となる人もいます。一緒にいたい

と思うような同僚に皆さん自身がなっ

てください。同僚に対しては利己心を

捨ててください。それがだれの落ち度

であろうと，主の御霊は争いのある所

から退きます。

人によって能力も才能も異なり，ま

ったく同じ人などどこを捜 してもいま

せん。またそれぞれが弱点を持ち合わ

せています。同僚として一致すれば互

いの弱さを相手の強さで補い合うチー

ムワークができます。少年のころ，わ

たしは複数の馬に荷馬車を引かせるす

べを学びました。片方の馬が遅いか立

ち止まるようだと，もう一方の馬だけ

では荷馬車を引くことはできません。

同様に，同僚関係においても互いに負

担を分け合わなければなりません。

6.身 体を常に清潔にし，健康を保

ち，住居をいつもきれいにしてくださ

い。健康を保つには適度な食事と睡眠

を取ることがとても重要です。もし病

気になれば自分が働けなくなるだけで

な く同僚にも負担をかけてしまいま

す。また身体を清潔に保ち，住居をき

れいに整えておくなら御霊を受けやす

くなる，ということを忘れないでくだ

さい。

主の代理人として，皆さん一人一人

の身なりはとても大切です。皆さん自

身や教会，伝えるメッセージから受け

る印象は，皆さんが清潔できちんとし

た身なりをするか否かによっても幾分

違ってきます。もしそのような身なり

をしていなければ福音を聞く人々は皆

さんを家に招待 したが らないでしょ

う。

7.と もに働く人々を愛し，彼らに

仕えることを学んでください。人々に

仕えるときに主が皆さんを愛で満たし

てくださるよう毎日祈るべきです。彼

らを愛さなければ福音を伝えることは

難しくなるでしょう。

あるペルシャ人の孤独な学生がミュ

ンヘンに住んでいました。終戦後のヨ

ーロッパで人生の意味について熱心に

知ろうとしていました。そんなある日

玄関の ドアをたたく音が聞こえ，開け

ると二人のモルモンの宣教師が立って



いました。彼は宗教にはほとんど関心

があ りませ んでした。その二人に抱い

た関心はただ一つ，彼 らのなま りでし

た。4つ の言語 に精通 していた彼です

が，英語はまだでした。

彼は中に入るように勧 めはしました

が，宣教師が レッスンを始めようとす

ると，こう忠告 しました。「神が どう

であるとか，君たちの宗教 の起こりが

こうだ とか聞きたいわけじゃない。ぼ

くが聞 きたいことは一つだけ。君たち

の宗教を信 じている人は，相手のため

に互いに何 をしているんですか。」

長老たちが見交わしている問，彼は

待っていました。結局，長老の一人が

穏 やか なロ調 で こ う言 ったのです。

「わた した ちはお互 いに愛 してい ま

す。」

宣教師のロか ら出る言葉の中で この

簡潔な言葉ほど霊的に満たされる言葉

はなかったでしょう。なぜなら聖霊が
しもべ

すぐに，この宣教師たちは真の主の僕
あかし

であると証されたか らです。程なくし

て彼 はバ プテスマを受け，教会に入 り

ました。8

8.聖 文 ，特に 「モルモ ン書』 と

「新約聖書』 を学び，深 く考 え，教え

て ください。はっきりと伝 えられるよ

う，真理 に精通 して ください。B・

H・ ロバ ーツはこのように記 しま し
の

た。「真理を知 らせ るには，宣べ伝 え

なければならない。より明確 により完
み

全に伝えることができれば，聖なる御
たま み わざ

霊が人の心にこの御業の真実性を証さ

れるのに，い っそ う好都合 である。」9

自分 自身が改宗せずに人々を改宗 させ

る ことはで きませ ん。 『モルモ ン書』

は，それに対する皆 さんの証があれば，

人々を改宗に導 く強力 な手段 とな りま

す。

七十人のF・ バー トン ・ハ ワー ド長

老は，ある姉妹の経験か ら，『モルモ

ン書』が人 を改宗 に導 く力 を持つこと

について，力強 く証 しました。プエル

トリコのサン ・フアン伝道部に住 むセ

リア ・クルズ ・アヤラ姉妹の経験談で

す。彼女は 『モルモ ン書』 を友人に渡

す と決心 し， きれいな包装紙で包み，

手渡すために出かけました。

しか し友人の家に行 く途中，暴漢に

襲われ，財布 と 「モルモ ン書』 を盗ま

れてしまいました。 しか しその数 日後，

次のような手紙が届 きました。

「クルズ 様
ゆる

どうかお赦 しください。 どうかお願

い します。あなたを襲ったことをどれ

ほ ど後悔 しているか，ご理解いただけ

ないで しょう。で もこの事件のおかげ

でわた しの人生は変わ りました。これ

か らも変わ り続けてい くでしょう。 こ

の本 〔「モルモ ン書』〕はわた しの人生

を救ってくれ ました。神の人が見た夢

について読んでか ら，わたしの心は揺

れ動いています。……盗んだ5ペ ソは

とても使えないのでお返 しします。知

っていただきたいのは，わた しがあな

たから輝 きを感 じたことです。その輝

きのためにあなたに危害 を加えること

ができず，わたしはその場か ら逃げ出

しました。

いずれまたお会いすると思いますが，

そのときにはわた しだ と気づかれない

で しょう。そのころにはあなたの兄弟

になっているからです。……わた しの

住んでいるこの場所 で主 を見いだ し，

あなたの集っている教会 に行かなくて

はな りません。

あなたが本の中に書いたメッセージ

を読んで，涙が込み上げて きました。

水曜 日の夜 からというもの， この本を

読み続けずにはいられません。神が赦

して くださるよう，そ してあなたが赦

して くださるよう祈 り求め る毎 日で

す。……最初，包装紙に包まれたプレ

ゼン トは金になると思いました。それ

が今ではこのおかげで，今まですさん

だ生活 をしてきた分，人生をよりいっ

そう良いものに したい と思 うようにな
ゆる

ったのです。 どうかわたしを赦してく

ださい。お願い します。

あなたの影の友 より。」10

「モルモ ン書』には人々をここまで

改宗させる力があ ります。

さて， ここで若い皆さんにお勧 めし

たいことがあ ります。伝道に出るには

奥義を忘れて ください。奥義 について

は，ある人のことを思い出 します。彼

は立 ち上 がっ て， こう言 い ました。

「さてこれか ら，主が まだ啓示する時

期 ではないとお考 えの事柄につ いて，

説 き明か しましょう。」奥義 には推量

の域 を出ない ものが含まれています。

それ らは まだ啓示 されてい ない もの

や，わた したちには理解で きない事柄
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です。しかし人を改宗に導 くのは，主
けんそん しもべ あかし「 み たま

の謙遜 な僕が証するときに伴 う，御霊

によって確認 された簡潔で分か りやす

い真理なのです。

9.ル シフェルが皆さんの働 きを妨

害するので，妨害に備えな くてはな り

ません。驚いてはいけません。ルシフ

ェルは皆 さんを陥れ よう としてい ま

す。落胆させ ることは悪魔が用いる一

つのや り口です。勇気 を胸に前進 して

ください。時の初めから，福音を説 く

には幾らか苦痛や悲 しみが伴 ってきた

ことに留意 して ください。それ以外 の

経験を期待することはで きません。ウ

イルフォー ド・ウッ ドラフ大管長は初

期の伝道活動の困難について紹介 して

います。

「初期の伝道で，わた しは南部諸州，

つま りアーカンソー州，テネシー州，

ケ ンタッキー州などで働 きました。そ

のころわたしは沼地や川を幾つ も歩い

て渡 り，食事 も取 らずに100キ ロ以上

も歩 く日々で した。当時，わた したち

は一人で も末 日聖徒 のいる所へ行けれ

ば祝福だ と考 えていました。一人の教

会員 と会 うため，250キ ロ近 くの道の

りを歩 きました。 しか しそこに着 くと，

相手はすでに信仰 を捨ててお り，わた

しを殺そ うとしました。そこで食事抜

きでさらに115キ ロ歩 き，やっとのこ

とで腰を下ろして食事を取ったとき一

緒にいた相手が，以前 ミズー リで聖徒

を迫害 した暴徒の一味だった人で，食

事中いつ もわた しを非難 し，悪態をつ

きま した。……そのころわた したちは

何キロも歩いたと思いますが，一人の

末 日聖徒 も見いだせませんで した。」11

10.伝 道 における最も強力な武器は，

皆さんの個入的な証です。

わた しはよくブラジルでの初期の伝

道経験 についてお話 しして きました。

今では50万 人以上の会員数を擁iするこ

の国も，当初はポル トガル語に翻訳 さ

れた 「モルモ ン書』や 「教義 と聖約』

す らな く，あるのは 『聖書』，幾つか

のパンフレット，それに回復された福

音，ジョセブ ・ス ミスの経験，生ける

預言者に対する自分たちの証だけでし

た。改宗者 は多い とは言えませんでし

た。しかしその中には，今や3世 代に

わたって信仰を保っている人々もいる

のです。なぜ ならほぼ60年 前の謙遜

な宣教 師たちの力強い証に触れたか ら
こんにち

です。今日では，求道者が皆さんの証

を受け入れバプテスマを受けるかどう

か，皆さんが責任を問われることはな

いでしょう。成功するにはバプテスマ

の具体的な数の割り当てを受ける必要

があるとは考えないでください。古い

ことわざに，1個 のりんごにある種の

数は数えられても，1粒 の種から将来

幾つのりんごが採れるかは数えられな

い，とあります。刈り入れは主による
かま

ものです。皆さんの責任は鎌 を入れる

ことです。 『教義 と聖約』にはバプテ

スマの水に入る人々に何が求められて

いるか，はっきりと記 されています。

「神の前にへ りくだって，バプテス

マを受 けたいと願い，打ち砕かれた心

と悔いる霊 をもって進み出て， 自分の

すべての罪 を心 か ら悔 い改 めたこと

と，最後までイエス ・キリス トに仕え

る決心 をして進んでイエス ・キリス ト

の名を受けることとを教会員の前 に証

明し，また自分の罪の赦 しを得るよう

にキリス トの御霊 を受けたことをその

行 いによってまことに明らかにす る人

は皆，バプテスマによってキリス トの

教会に受け入れ られる。」12

聖 なる御霊が皆 さんのうえにとどま
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り，御霊の力によって聖文に記 されて
み こと ば

いる主の御言葉や生ける預言者によっ

て語 られる言葉を皆さんが語るなら，

神はメッセージを聞く人々の心の中に

その言葉が真実であると証してくださ

います。

愛する若人の皆さん，伝道はたやす

くありません。むしろ非常に困難なと

きもあります。しかし主ほど大きな報

いを与えてくださる御方はほかにいら

っしゃいません。献身的な伝道活動は

人生で最も実 りある経験の一つです。

その最も大きな理由は，人々の生活を

祝福するために謙遜で従順な僕に主が

豊かに注いでくださる天与の力を経験

するからです。わたしは無数の人々の

生活にその力が注がれ，わたし自身の

生活でも体験して，それが真実である

ことを知っています。

神の神権を持つ皆さんが，いかなる

召 しにもこたえられる備えとふさわし

さを身に付けられますよう，イエス ・
み な

キリス トの御名によってお祈 りいた し

ます。アーメン。

注
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召しの義務

第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

み わざ

この業ぱ皆さんやわたしだけのものさばありまゼん。主の観業なのざ銃

わたしたちば主の用陶きをもっZ働 くときにぱ 主の助けを受ける特権が

ありまヲら

△ 晩，何 と多 くの人々がこの神権

フ 部会 に集 。ている ことで し ょ

う。使徒パウロは皆さんのことを適切

に描いています。 「あなたがたは，選

ばれた種族，王国の神権者，聖なる国

民，神につける民である。それによっ

て，暗やみから驚 くべ きみ光に招 き入

れて下さったかたのみわざを，あなた

がたが語 り伝えるためである。」1

青 少年のころ， 日曜学校で次の賛美

歌 をよく歌いました。

「戦い止.むまで募 らる

われらは楽 しき

つわもの冠 を見 よや

われ らそれを受けん

危険は迫るとも

指導者，主は近 し

主はわれらを守らん

喜び進まん，わが家に」2

兄弟の皆 さん，わた したちの住んで

いるすばらしい世界 に思いをはせ，そ

して自分 を悩 ます騒然 とした時代につ

いて理解するとき，指導者イエスをい

つ も近 くに感 じるの はまさに喜びで

す。現代 は浪費の時代です。あまりに

多 くの資源が浪費されています。 また

現代 は欠乏の時代です。ぜいた くを尽

くしている人がいる一方で，飢 えに直

面 している人が います。食糧，住居 ，
いや

衣服，愛 に恵 まれない人がいます。癒

されない苦 しみや無用の病気，早すぎ

る死が多 くの人を襲っています。 また

現代は戦争の時代です。政治 に基づ く

争いもあれば，経済を理由 とする争い

もあ ります。 しか し最大の戦いは，人

類の救いのための戦いです。

わた したちの司令官，主イエス ・キ

リス トはこう宣言 されました。

「人の価値が神の目に大いなるもの

であることを覚えてお きなさい。……

あなたがたはこの民 に悔い改めを叫

ぶことに生涯力を尽 くし，一人で もわ

たしのもとに導 くならば，わた しの父

の王国で彼 とともに受けるあなたがた

の喜びはいかに大 きいことか。

さて，あなたがたがわた しのもとに

導いてわた しの父の王国に入れるよう

にした，一人の人 とともに受 けるあな

たがたの喜びが大 きいならば， もし多

くの人をわたしのもとに導 くとすれば

その喜びはいかに大 きいことか。」3

イエスはガリラヤの漁師に，網 を捨

ててついて来るように呼びかけ， こう

言われま した。「あなたがたを，人間
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をとる漁師に してあげよう。」4そして

言葉 どお りにされました。主は輝か し

い福音を宣べ伝えるために愛する使徒

たちを全世界に送 られました。そ して，

わたしたち一人一人を 「来た りて隊に

入れ」5と召 してお られ ます。主は戦略

を立て，次のように訓戒 してお られま

す。 「それゆえ，今や人は皆， 白分の

義務 を学び，任命されている職務 をま

った く勤勉に遂行 する ように しなさ

い。」6わた しは 「義務」 という高潔な

言葉が好 きで，大切 にしています。

ジョン ・テーラー大管長は警告 して

い ます。「もし最善を尽 くして召 しを

果たさないならば，務めを果たしてい

れば救 えたか もしれない人に対 して，

あ なたは神か ら責任 を問われるだろ

う。」7

別 の大管長 ，ジ ョージ ・アルバ ー

ト ・ス ミス もこう言い ました。「あな

たの義務は，まず第一に，主が望んで

お られることを学び，それか ら，神権

の力 と権能によって，人々の前であな

たの召 しを尊 んで大いなるもの とし，

人々が喜んであなたに従 うようにする

ことです。」B

どうすれば：召しを尊んで大いなるも

の とできるで しょうか。簡単に言えば，

召 しに伴 う奉仕 を行 うことです。

わたしたちは召 しを受け入れ，聖任

され，神権 を授けられてい ます。

ステイーブン ・L・ リチ ャーズ長老

は神権者に向かって度々語 り，神権に

関す る彼の考え方を次の ように強調 し

ました。「普通，神権 は単純に 「人に

託された神の権能』 と定義 されている。

この定義は正 しい と思うが，わた しは

実際的な目的から，神権を奉仕の観点

か ら定義するのが好 きなので， よく神

権を 「奉仕の完全な計画』と呼んでい

る。」9

皆 さんはこう尋ねるかもしれません、

「義務 という道はどこにあるので しょ

う。」兄弟の皆 さん，わたしは心か ら，

この道を示す二つの道標があると信 じ

てい ます。それ は 「備え る義務 」 と

「仕える義務」です。

この二つの道標 について説明しまし

ょう。

第1に 「備える義務」です。主はこ



う勧告 されま した、 「最 良の書物か ら

知恵の言葉 を探 し求め，研究によって，

また信仰によって学問を求めなさい。」10

人 生の様 々な機会や責任 に備 えるこ

とが，今ほど重要視されたことはあ り

ません。現代 は変化す る時代です。激

しい競争は人生の一部です。夫，父親，

祖父，扶養者，守 り手 としての役割は，

1世 代前 と大 きく異なっています。備

えは，「できれば」 とか 「たぶん」 と

いう問題ではあ りません。急務 なので

す。古 くか ら言われる 「無知の幸せ」

など，いつまで も見込みのないことで

す。備えが実績 に先立つのです。

神権を持つわた したちは皆，今ある

いは将来において間違いなく，真理の

教師になります。主は次の ように助言

されました。

「熱心 に教えなさい。 そうすれば，

わたしの恵みがあなたがたに伴 うであ

ろう。それは，理論 において，原則に

おいて，教義において，福音の律法 に

おいて，あなたがたが理解する必要の

ある神の王国に関するすべてのことに

おいて，あなたがたが さらに完全に教

えられるためである。……

それは，わた しが再びあなたがたを

遣わすときに，あなたがたが，わた し

があなたがたを召 したその召 しと，あ

なたがたを任命 したその使命 とを尊ん

で大いなるものとす るように，あ らゆ

る点で備 えられるためである。」11

第2に 「仕 える義務」です。

1914年2月 ，ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ

ス，アンソン ・H・ ランド，チャール

ズ ・W・ ペ ンローズから成る大管長会

は，次のように宣言 しました。 「神権

は人に栄誉や威厳 を添 えるために与え

られているのではない。この神聖な権

能を委任 された人が，召 しを受けて奉

仕の働 きを行 うために与えられるので

ある。」12

さて，皆 さんの中には，生まれつ き

内気だとか，自分はその召 しを確固と

して果たすだけの力がない と考えてい

る人 もいるでしょう。忘れないで くだ
み わざ

さい，この御業は皆さんやわた しだけ

のものではあ りません。主の御業 なの

です。わたしたちは主の用向 きをもっ

て働 くときには，主の助けを受ける特

権があ ります。主か ら召される人は，

主によって適格な者 とされることを忘

れないで ください。

主は時々，この真理 を人々に理解 さ

せるために少 しの助けを必要 とされま

す。わたしが教会の伝道管理委員会の

委員長を務めていた ときの ことです。

ユ タ州プロボの宣教師訓練センターの

副所長か ら電話を受けました。彼の話

によれば，スペイン語圏にある伝道部

に召 されたある長老が，語学の勉強に

ついていけず，「スペイン語 などで き

っこない」と言っているとのことで し

た。その指導者は 「どうした らよいで

しょうか」と聞いて きました。

わた しはしばらく考えてか ら，こう

提案 しま した。 「明 日，彼 を日本語の

勉強で苦労 している宣教師のクラスに

連れて行き，彼が どの ような反応 を示

すか知 らせてください。」

それか ら24時 間もしないうちに次の

ような報告があ りました。 「その宣教

師は 日本語 のクラスに半 日いただけ

で，わたしに電話をして興奮 ぎみに言

い ました。「わた しをスペ イン語のク

ラスに戻 してくだ さい。 自分に学べる

ことが分かったんです。』」そ して言葉

どお りにな りました。

正規の教室で行われ るレッスンは，

あまり楽 しくないこともあるか もしれ

ません。最 も効果的なレッスンの幾つ

かは，礼拝堂や教室の外で行われます。

皆 さんの多 くは，アロン神権を受け

てい ます。そ して宣教師になる備 えを

しています。青少年の今から，主の御

業に仕える喜びを味わうようにして く

ださい。そのような奉仕の例を紹介 し

ましょう。

数年前の感謝祭の後，わたしは，以

前に管理 していたステークに住む，夫

に先立たれた女性か ら手紙を受け取 り

ました。彼女は監督の主催 した夕食会

か ら帰ったばか りで した。その手紙に

は，彼女の感 じた平安 と心 にあふれる

感謝の気持ちが表れていました。

「親愛なるモ ンソン長老，わたしは

今バ ウンティフルに住んでいます。前

のステークの会員の皆さんが懐か しい
き よ う

です。今 日は，すばらしい経験につい

てお話 ししたい と思います。11月 の初
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めにすべての老人，そ して夫を亡 くし
ばんさん

た女性たちが，すて きな晩餐会への招

待 を受けました。交通手段の心配は要

らないと言われ ました。ワー ドの年上

の青少年が送 り迎えをして くれるか ら

です。

約束の時間に，とても立派な青少年

がベルを鳴 らし，わた しともう…人の

姉妹 をステー クセンターまで送って く

れ ました。車が着 くと別の二人の若い

男性が建物 まで付 き添 って くれ まし

た。

中に入ると，テーブルまで案内され，

各 々の席 のわきには若い男性か若い女

性がついていました。そ して感謝祭の

ごちそうが出され，その後で選 り抜 き

のプログラムが行われました。

それか ら若い男性が家まで送って く

れました。ほんとうにすてきな夜でし

た。青少年か ら受けた尊敬と愛 に，ほ

とんどの人が喜びと幸せの涙 を流 しま

した。

モ ンソン長老，このように人と接す

る若人を見るとき，わた しは教会が主

の御手にあると感 じます。」

ヤコブの手紙の言葉が心に浮かんで

きました。 「父 なる神のみ まえに清 く

汚れのない信心 とは，困っている孤児

や，やもめを見舞い，自らは世の汚れ

に染 まずに，身を清 く保つことにほか

ならない。」13



わたしも称賛の言葉を付け加 えまし

ょう。孤独な人々に喜びと心の平安 を

もらた した指導者や若い男性，若い女

性 のうえに神の祝福があ ります よう

に。彼 らは自らの経験を通 して奉仕 の

意味を学 び，主を身近に感 じたのです。

1962年 ，わたしは教会のカナダ伝道

部の管理を終 えて帰還 したとき，マ リ

オン ・G・ ロムニー長老から電話を受

けました。そ して，大管長か ら教会の

成人 コー リレーション委員会のメンバ

ー に指 名 された ことを伝 え られま し

た。 この委員会の具体的な役割は，新

しい概念であるホームティーチングの

準備 をすることで した。 こうしてわた

しにとって最 も興味深 く実 りある経験

が始 まりました。わたしたちの仕事は，

各段階を終えるごとに，大管長会 と十

二使徒評議会か ら評価 を受けま した。

1963年 の春 ，準備が完了 し，わたし

たちの多 くは新 し く組織 され た委員

会，すなわち神権ホームティーチ ング

委員会の一員として召 されました。そ

して教会のステークを回って，このプ

ログラムについて教え，実行 を促すよ

うに割 り当てられ ました。

デビッ ド・O・ マ ッケイ大管長 は，

すべての中央幹部 と委員会の代表者を

集め て，次の ように勧告 しま した。

「ホームティーチ ングは，天父の子供

たちを養い，鼓舞 し，助言 し，指導す

るために，最 も差 し迫 った報いの大 き

いプログラムの一つである。……それ

は神聖な奉仕の機会であ り，天よりの

召 しである。ホームテ ィーチ ャー とし

て天か らの霊感をあらゆる家庭 に，人

人の心の中にもたらす務めは，わたし

たちの義務である。」

1987年 にエズラ ・タフト ・ベ ンソン

大管長は，神権部会に集まった兄弟た

ちにこう助言 してい ます。「ホームテ

ィーチ ングを軽 く考 えてはな りませ

ん。ホームティーチ ングの召 しは，主

イエス ・キリス トが 自ら親 しく皆 さん

を召 されたかの ように受け入れる必要

があ ります。」14それか ら，ベ ンソン大

管長は 『教義 と聖約』の第20章 か ら

よく知 られた箇所を引用 しました。主

はその中で神権者に次のように告げて

お られ ます。「常 に教会員 を見守 り，

彼 らとともにいて彼 らを強め……

教会の中に罪悪がないように……

また，教会員が しば しば会合するよ

うに取 り計 らい，またすべ ての会員が

自分の義務 を果 たす ように取 り計 ら」

いなさい。15

「また各会員の家 を訪れて，彼 らが

声に出して祈 り，ひそかにも祈るよう

に，また家庭 におけるすべての義務を

果たす ように勧 め」 なさい。16

最 近，わたしの孫たちは成績表 をも

らい ました。そ してそれを満足げに両

親や わた したちに見せて くれ ました。

今晩わた しは，すべての神権者にホー

ムティーチングの成績 をつけてもらい

たい と思います。用意はいいです か。

「はい」 か 「いいえ」 で答 えて くだ さ

い0

1.あ なたはホームティーチ ャーと

して割 り当て られていますか。

2.ホ ームティーチャーは，少な く

とも月に1度 ，あなたの家を訪問 しま

すか。

3.ホ ームティーチャーは，福音の

メッセージを準備 して，伝 えて くれま

すか。

4.ホ ームテイーチャーは，学校や

伝道で家を離れている子供 を含め，家

族全員に関心 を払っていますか。

5.先 月，ホームティーチャーはあ

なたの家でどのようなレッス ンをしま

したか。

6， ホームテ ィーチャーは，訪問 し

た ときに家族 と一緒に祈 りますか。

7.あ なたは先月，ホームティーチ

ングに行 きましたか。

質問はまだ続け られますが，心の中

で反省 し，結果の改善を促すには， こ

れで十分だと思います。

中央本部は，神権者の数が非常に少

ない地域では，ホームティーチ ングに

変更 を加 えることを承認 しています。

同僚 となる神権者が ほか にい ない場

合，奥 さんを同僚 にすることも許 され

ています。 しか しこうした例外は，あ

まで 【 で って 正 の のでは

.あ墨 。わたしたちが勧めるのは，

活発なメルキゼデク神権者が次の聖句

に従って，教師や祭司，長老見込み会

貝を同僚として割り当てられることで
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す。「あなたがたの中で御霊 において

強い者がいれば，その人は弱い者 を伴

って行 きなさい。それは，弱い者がで

きるかぎり柔和に教化 されて，彼 らも

強 くなるためである。」17これが，一般

に機能する神権ホームティーチ ングで

す。

もし割 り当てを重荷に思ったり，時

間を無駄 にしていると感 じた りする人

がいるなら，わた しは皆 さんに，当時

の東 ドイツの忠実なホームティーチ ャ

ーとその同僚が経験 したことを紹介 し

たいと思います。

ヨハン ・デ ンドーファー兄弟 は， ド

イッで教会に改宗 し，第二次大戦後 に

故国のハンガリーのデブ レッェンとい

う町で看守を していました。彼はどん

なに神殿 に参入 しかたったことでしょ

う。霊的な祝福をどんなに受 けたかっ

たことで しょう。再三再四，スイス神

殿 への旅行 を申請 しましたが却下 さ

れ，ほとん ど望みを失っていました。

そこにホームティーチャーが訪れまし

た。 ウォルター ・クラウゼ兄弟は ドイ

ッ北東部か らわざわざハ ンガリーまで

やって来たのです。彼はホームティー

チ ングの同僚 にこう言い ました。「今

週，一緒 にホームティーチ ングに行 き

ませんか。」

同僚 は 「いつ出発 しますか」 と尋ね

ました。

「明日です。」

「いつ戻 って来ますか。」

「1週 間か，もう少 しかかるか もし

れません。」

こうして二人は，はるばるデ ンドー

ファー兄弟 を訪れたのです。彼は戦争

前か らずっとホームティーチ ングを受

けたことがあ りませ んで した。 さて，

主の僕 たちを見た とき，彼 は胸がいっ

ぱいにな りました。そ して，二人 と握

手 もせずに寝室に入 ると，秘密の隠し
じゅうぶん

場所か ら什分の一 を取 り出 しました。

それは，教会員になってハ ンガリーに

戻った日か らためてきた什分の一でし

た。彼はホームティーチャーに什分の

一 を渡 してこう言いました。「これで，
しもべ

わた しは主に認められます。主の僕 と

握手 をす るのにふ さわ しくな りまし

た。」



クラウゼ兄弟が，スイス神殿に入る

望みについて尋ねると，デ ンドーファ

ー兄弟 は言いました。「無駄です，何

度も何度 もやってみました。政府はわ

たしのいちばん大切 な宝である教会の

書物まで没収 して しまいました。」

祝福師であるクラウゼ兄弟は，デン

ドーファー兄弟に祝福師の祝福 を授 け

ました。その祝福の最後で，こう告げ

ました。「スイスに行 くことをもう一

度政府に申請 しなさい。」 デン ドーフ

ァー兄弟は再度，申請書を提出 しまし

た。すると許可が下 りたのです。デ ン

ドーファー兄弟は大喜びでスイス神殿

へ行 き，そこに1か 月滞在 しました。

その間 に自身のエ ンダウメ ン トを受

け，亡 くなった奥さんとの結び固めを

受け，数百人の先祖のために儀式を行

うことができました。そ して肉体 も霊

も再新されて家 に戻ったのです。

ヨハン ・デ ンドー ファー兄弟 に対 し

て，この歴史的で霊感された訪問を行

ったホームティーチャーは，どうした

で しょうか。

わた しはこの人生の ドラマにかかわ

った一人一人 をよく知っているので，

この ことを聞いて も少 しも驚 きませ

ん。二人はハ ンガ リーのデブ レツェン

か ら東 ドイッへ帰る途中，大 きな声で

こう歌 っていたのです。「危険は迫る

とも，指導者主は近 し，主はわれ らを

守 らん，喜び進 まん，わが家 に」18

神権者の皆さん，すべての人が 「備

える義務」 と 「仕える義務」を心に覚
しもへ

えて，主か ら 「良い忠実 な僕 よ， よく

やった」19と称賛 される者 となれます
み な

ように，イエス ・キリス トの御名によ

り祈 ります。 アーメン。
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「わた しは清 く，

汚れがありません」

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

主ば……その房仁 世の罪から清くあるよう望んさおられま玩

み たま

ばらしい集会でした。主の御霊

すがわた したちとともにあ りまし
た。これまで聞いたお話 を通 じて，一

人一人が豊かに教訓を得 られたことで

しょう。

わた したちは祝福 された民です。今

晩わたしたちがここにともに集ってい

るように，聖なる神権の職に聖任 され

ている人たちが，年齢 を問わず，集っ

ている場所は，世界中の どこを探 して

もないで しょう。この集いは，偉大な

兄弟愛で結ばれた何千，何万，いや何

百万 という人々の集いなのです。これ

は実に驚 くべ き，すばらしいことです。

わた しは，わたしたち一人一人が今与

えられている機会を大切 にして くださ

るよう願 っています。

ちょうど1週 間前の夜の ことですが，
そうめい

このタバナクルが美しい聡明な若い女

性たちでいっぱいにな りました。年次

で開かれる教会の若い女性大会が開か

れたか らです。わたしはそこで要請 を

受けて，お話 をしました。その大会 に

出席 した多 くの人々か ら， とりわけ，

少女の皆 さんか らこう言われま した。

「男の子たちにもぜ ひ同 じ話 をしてほ
き ょう

しい と思い ます。今 口の話は，男の子

たちも知る必要があ るか らです。」 さ

て，今晩は，まった く同 じことをお話

しするつ もりはあ りません。もしその

内容 について知 りたければ，『エ ンサ

イ ン』5月 号(日 本では 「聖徒 の道』

7月 号)に 掲載 されることになってい

ますので，それをお読み ください。

今晩のお話 を始めるに当たって，ま

ず，ジョセブ ・F・ ス ミス大管長が ま

だ青年だったころに見た夢の話 を読ん

でみたいと思います。御存 じの方 もい

らっ しゃると思い ますが，ジョセブ ・

F・ ス ミス大管長は教会の6代 目の大

管長で，1901年 か ら1918年 まで17年

間，その職にあ りました。

ス ミス大管長は，預言者ジョセブ ・

ス ミスの兄であったハイラム ・スミス

の息子で もあ ります。大管長は，1838

年11月13日 に ミズーリ州 ファーウェス

トで生 まれました。聖徒たちが ミズー

リ州から追放されていたころで，幼い

大管長も，やむな くイリノイ州に移住

させ られました。預言者ジ ョセブがカ

ーセージの監獄で殺害された とき
，父

親のハ イラムもともに殺 され ました。

6歳 にもな らない男の子は， ノーブー

にあった母親の家で，窓をノックする

音を聞 きました。訪ねて来たのは，そ
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の 日の午後，夫がカーセージで殺害さ

れたことを母親 に知 らせる早馬の使者

で した。 まだ幼かったス ミス少年 にと

って，実に冷酷でつ らい経験であった

ことで しょう。

11歳 のとき，この父親のいない若者

は，牛の引 く荷車を操って母親ととも

に大平原を横切 り，この盆地にやって

来 ました。そして，15歳 のときに，ハ

ワイへの伝道に召されました。そこで，

まずサ ンフランシスコまで行 き，そこ

の屋根板工場で働いて，ハワイ諸島へ

渡 るための旅費を稼 ぎました。

当時のハワイは今の ような観光地で

はあ りませんで した。住民 も大半は現

地のハ ワイ人で した、大部分の人々が

貧 しい暮 らしをしていた ものの，自分

の持っているものについては，実 に物

惜 しみしませんでした。彼はやがて現

地の言葉が話せ るようにな り，また人

人を愛するようにな りました。大管長

は終生，ハ ワイの人々に対する愛 を抱

き続 け， また，ハワイの人々も大管長

を愛 し続けました。わたしがまずこの

話を したのは，この若 き青年がハワイ

で伝道 した ときに見た夢の話の背景を

知 ってお いてほしい と思 ったか らで

す。では，大管長の言葉か ら引用 して

みましょう。

「わた しは 〔自分の〕伝道中に，非

常に苦 しい思いをしたことがある。貧

しく，文化の遅れた人々以外 に友 もな

く，孤独感 に襲われた時期があった。

わた しは，貧 しさと知恵 と知識のない

状態 に非常な惨めさを味わい，……人

と顔を合せることができなかった。

そうした状態にあるときに，〔ある晩〕

わたしは旅をしている夢を見た。遅れ

ないように全力で急いでいた。急 ぎな

が らもわた しは，ハ ンカチで包んだ何

か を手にしていることに気がついた。

それが何かが分か らないまま道 を急い

でいたが，やがてすばらしい邸宅に着

いた。…… 〔わたしは〕そこが目的地

であることを知っていた。急いで中へ

入 ると，『浴室』 という表示が 目に留

まった。そしてわた しは浴室に入ると

体 を洗 った。そ して手に していた包み

を開くと，まっ白な衣が出てきた。こ

の地方の人々は衣類をきれいにす るこ
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とにあまり注意を払わないため，長い

間目にしたことのないきれいな衣だっ

た。わた しの衣類は清潔だったが，わ

たしはそれを身に着 けた。そして，大

きな入 り口のような所に急いだ。 ドア

をノック して開けると，そこに預言者

ジ ョセブ ・ス ミスが立っていた。彼は

しかるような目でわた しを見ると， こ

う言った。「ジ ョセブ，遅かった。』 し

かし，わた しは自信をもって言った。

『はい，で もわた しは清 く，汚れが

あ りません。』

彼はわたしの手 をつかむと中に引 き

入れ， ドアを閉じた。彼の手はこの世

の人の手 と同 じように，実感す ること

ができた。わたしは預言者 ジョセブ ・

ス ミスを以前に知っていた。そ して中

へ入 ると，壇上 にわたしの父，ブリガ

ム 〔・ヤ ング〕， ヒーバー 〔・C・ キ

ンボール〕，ウィラー ド 〔・リチ ャー

ズ〕，そのほかわた しの知っている立

派な人々が座っていた。そ こは，この

谷のように見えた。そして大群衆が集

まっていた。だが壇上にいる人々はす

べてわた しの知っている人々だった。

わたしの母 もそ こにいた。そしてひざ

に幼子 を抱いていた。そこに座 ってい

た人々は選ばれて昇栄を受けた人々の

ようだった。わたしはそれ らの人々の

名前を思い出せ るか ぎり呼んだ。……

〔わたしがこの夢を見 たとき，〕わた

しは遠いハ ワイの山の中でただ一人，

敷 き物の上で眠っていたのだが，この

示現の中でわた しは預言者 に手 を押 し

つけ，彼のほほえむのを見た。……

その朝，わた しは 目を覚 ます と，年

齢ではまだ子供だったが，一人前の大

人になっていた。〔その示現の後〕世

の中に恐れるものはな くなっていた。

自分があ らゆる点で大人であるとい う

自信 を持って，あらゆる男女，子供 と

面 と向かって会 うことがで きるように

なっていた。そのとき見た示現，示 し
あかし

と証がわた しを現在のわたしに した。

わた しに良い ところがあるとした ら，

主の前 に清いとした ら，その示現 を契

機に身に付けたのである。その経験は，

あ らゆる試練 と困難に遭遇 した ときに

わた しの支 えとなった。」(「福音 の教

義』pp.516-517)

蝦

畷1　

'
この意味深い夢 の話の最 も大切な点

は，ジ ョセ ブ ・ス ミスが若 きジ ョセ

ブ ・F・ ス ミスを責めた場面にあ りま

す。預言者ジョセブは 「ジョセブ，遅

かった」 と言っています。

この言葉に対す るジ ョセブ ・F・ ス

ミスの答えはこうで した。 「はい，で

もわた しは清 く，汚れがありません。」

この夢 の結果，一人の子供が一人の

大人へ と成長 しました。 ジョセブ ・

F・ ス ミスは 「わたしは清 く，汚れが

あ りません」 と言えたがために，どん

な人にもどんな状況にも対応で きる確

信 と勇気を得 ました。 この強さは汚れ

のない良心か らもたらされた もので，

しか もそれは預言者ジョセブか ら認め

られたことで強さが倍加 しました。

この話には，今晩この場 に集ってい

る大勢の男性の皆 さんにも，年齢を問

わず，学べるところがあ ります。

皆 さんは疑いや恐れに悩んではいな

いで しょうか。失意のために，気持 ち

が落ち込んでいる人はいないでしょう

か。人生で前進するために， もっと知

恵や強さを必要としている人はいない

で しょうか。

わたしは，テニソンのアーサー王物

語に登場するギャラバッ ド卿の言葉を

思い出 しています。彼 はこう言ってい

ます。「わた しの強 さは十人力。それ

は心に汚れがないか らだ。」(ア ルフレ

ッ ド・テニソン，&rθalahad「 ギ ャ

ラバ ッド卿』)
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清 さのあるところでは，何 もかも良

く見えます。ジョセブ ・F・ ス ミスは，

その夢の中で，預言者 ジョセブの目を

しっか りと見て，「わたしは清 く，汚

れがあ りません」 と言 うことができま
きょ う

した。今 日集っている兄弟の皆 さんも，

一 人一人が そう言 い切 れるで しょう

か。かつてよく耳に したことわざにこ

うい うものがあ ります。 「清 さは神 を

敬 うことに通 じる。」

わたしが このソル トレーク ・シティ

ーに住んでいた幼いころ
，ほとんどの

家では石炭ス トーブを使 って暖房をし

ていました。 どの煙突を見ても，黒い

煙が もくもくと出ていました。冬が終

わるころになると，町中の家 という家

が，内側 も外側 も，すすや汚れで真っ

黒で した。そのため，毎年 どうしても

しなければならない年中行事のような

ものがあ りました。それは， どう考え

て も，それほど楽 しい行事ではあ りま

せんでした。家族総出で取 り組むその

行事は，春の大掃除 と呼ばれるもので

した。長い冬が終わ り，暖か くなって

くると，'1週 間ほどが清掃期間に指定

されます。普通は，休 日を挟んで土曜

日が2回 含 まれる期間が指定されまし

た。この一大 イベ ン トの総指揮官は母

でした。家中のカーテンを外 し，洗濯

をしました。それに入念 にアイロンを

かけます。窓という窓の内側 と外側 も

磨 き上げます。あの大 きな2階 建ての

家では，それが実に骨の折れる仕事で

した。さらに，壁にはことごとく壁紙

がはられてお り，時期になると父親が

壁紙 クリーナーの缶 を大量 に持 ち帰 り

ます。このクリーナー というのは，ち

ょうどパ ン生地の ような もので した

が，缶を開けると，色 はきれいなピン

クで した。 どこか不思議な香 りが しま

したが，快適で さわやかな香 りでもあ

りました。家族総 出で作業に取 りかか

りました。一人一人が このパン生地の

ようなクリーナーを手の中で少 しずつ

練 り上げ，はしごを上って，まず高い

天井か ら始め，後 は少 しずつ壁をきれ

いに しなが ら下 りて来るのでした。こ

のクリーナーは，壁紙に付着 している

汚れを吸収 してす ぐに真 っ黒 にな りま

した。 この仕事はつ らい作業で，大変



疲れもしま したが，終わってみれば，

その成果は まるで魔法 の ように一 目
りようぜん

瞭然で した。わた したちは，離れた所

に立っては，汚れている部分 ときれい

になった部分 とを比べた ものです。 き

れいになった壁は，驚 くほど見栄えが

良 くな りました。

じゅうたんも全部引 きはが し，裏庭

まで引 きずって行 って，1枚 ずつ物干

し用のロープにかけました。そこでわ

たしたち男の子は， じゅうたんたた き

というものを持たされました。これは

軽い金属製の棒 のようなもので，木製

の取っ手が付いていました。 これで じ

ゅうたんをたた くとほこ りが飛んでい

くわけです。わた したちの仕事 はほこ

りが出な くなるまでたたき続けること

で した。皆 この作業が大嫌いで した。

しかし，作業 をことごとく終えて，あ

らゆる物 を元あった場所に戻すと，そ

の成果は歴然 としていました。家はき

れいにな り，気持 ち も一新 しました。

何 もかも，見違えるようで した。

わたしたちの中には， 自分の生活 を

このように磨 き上げる必要のある人が

いるのではないで しょうか。イザヤは

次のように言っています。

「あなたがたは身を洗 って，清 くな

り，わた しの 目の前からあなたがたの

悪い行いを除き，悪 を行 うことをやめ，

善を行 うことをなら 〔え〕……
たカい

主 は言われる， さあ，われわれは互

に論 じよう。た といあなたがたの罪は
ひ

緋のようであっても，雪のように白く
くれない

なるのだ。紅のように赤 くて も，羊の

毛 の ようになるのだ。」(イ ザ ヤ1：

16-18)

「主の器 を担 う者たちよ，清 くあ り

なさい。」(教 義 と聖約133：5)主 は

近代 の啓示の中で，わたしたちにこう

言われました。肉体 も，心 も清 くあっ

て ください。言葉遣 いにも清 くあって

ください。服装や態度の面でも清 くあ

って ください。

わたしは，特 にまだ若い人たちに向

かって話 をしますが，大人の方々もぜ

ひ耳を傾けてよく聞いていただ きたい

と思っています。わた したちは皆，絶

えず思い起こしている必要があるから

です。わた したちの肉体は神聖 なもの

です。肉体は神の姿形にかたどって創

造されました。肉体は実によくできて

おり，神の創造されたものの中でも傑

作中の傑作です。例えば，いかなるカ

メラをもってしても，人間の目の精巧

さには及びません。また，いかなるポ

ンプといえども，人間の心臓ほど長期

間にわたって機能するものも，あれほ

どの酷使に耐えるものもありません。

目や脳はまさに奇跡です。さらに，音

波を捕らえ，それを言語に転換する機

能は，ほとんど想像を絶しています。

指を見て，そのすばらしい機能につい

て深 く考えてみてください。世の賢者

たちがこれに匹敵するものを作ろうと

努力していますが，完全な意味で成功

した人は一人もいません。こうした器

官は，体のほかの部分や器官と同様，

わたしたちの永遠の御父である神の神

聖で無限の能力 を表したものなので

す。ですから，そういうことを知 りな

がら，その肉体を傷つけたいと思う人

のいることが，わたしには理解できま

せん。しかも，そういうことがわたし

たちの周囲で日常茶飯事となっている

のです。アルコール性飲料を飲む人や，

違法な薬物に手を出す人がいます。こ

れは大きな問題です。ほんのつかの間

の気晴らしのつもりでそうしたものを

肉体に取り入れた人は，やがて自制心

を失い，それが習慣となります。金遣

いも荒くなり，薬物のとりことなって，

善を行うこともなくなります。

わたしは今，ある若者のことを考え

ています。その若者は最近，酒酔い運

転をして，罪もない犠牲者を殺 してし

まい，殺人罪で刑に服しています。彼

は偉大な可能性を持った若者でした。

あのような事件がなければ将来どのよ

うな人物になっていたのか予測もつき

ませんが，しかし今その青年は刑務所

の中にいて，自分の置かれている境遇
かしゃく

を嘆き，さらにまた，良心の呵責に苦

しんでいるのです。天の御父は，わた

したちを愛 してお られるがゆえに，ア

ルコールや薬物 に潜む邪悪さを絶えず

思い起こさせ，決 してかかわることの

ないよう警告 してお られるのです。

兄弟の皆 さん，アルコールか ら遠ざ

かって ください。ビール ・パーティー
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の ような集ま りに決して加 わらないで

ください。違法な薬物に決 して手を出

してはな りません。皆さんを破滅させ

るだけです。そうした ものに一度手を

染めた1ら，そのとりこにな り，もっと

欲 しくなって，その欲望 を満足 させる

ためにさらに多量の麻薬を買い求める

ようになり，やがて金銭的に も泥沼に

はまり込んでいって しまうのです。

皆 さんは神の神権 を有する，特別な

人です。神か ら神聖な権能 を授かって

いる皆 さんが，アルコールや法律で禁

じられている薬物に手を出すのは，明

らかに間違っています。

思 いの面で も清 くあって ください。

そうすれば，肉体の コン トロールもは

るかに容易になるはずです。昔の言葉

に も，「ひととなりはその心 に思うそ

の ままであ るか らだ」(欽 定訳 箴言

23：7)と あ ります。汚れた思いはや

がて汚れた行いへ と移行 してい くので

す。

何年も前のことですが，重大 な罪 を

犯 してしまったある宣教師を弁護す る

ために，マ ッケイ大管長のもとへ出か

けて行ったことがあ ります。わた しが

マ ッケイ大管長に 「これは一時的な衝

動に駆 られて犯した罪です」 と申し上

げたところ，大管長 はわたしにこうお

っしゃいました。「彼は，罪を犯す前

に，すでに心の申にそうしたものを取

り入れていたのです。そ うした思いが

その行いを生み出 しました。 もし以前

か ら自分の思いをコン トロールするこ

とができていたら，その ような衝動に

駆 られることもなかったはずです。」

主は自らの指をもって，石版にこう
かんいん

書かれました。「あなたは姦淫 しては

な らない。」(出 エジプ ト20：14)わ

た しは，婚前交渉もこの姦淫の中に含

まれると考えています。

もちろん皆 さんは様々な面で誘惑を

受けています。 まるで世の中全体が性

的な事柄 に取 りつかれているのではな

いか と思 うことすらあ ります。いかに

も巧妙 に，いかにも魅力的に，皆 さん

に取 りつ こ うと絶 えず ね らっていま

す。皆 さんは，テレビ，雑誌，本，ビ

デオ，そ して音楽で も，そ うした誘惑

にさらされてい ます。その ようなもの



L

大管長会と十二使徒定員会会員たち

に背を向けて ください。遠 ざかって く

ださい。それが 「言 うは易 く行 うは難

し」であることは，百 も承知です。 し

か し，一度実行 して しまえば，次はも

っと容易に実行することがで きます。

いつか，主の御前に立って 「わたしは

清 く，汚れがあ りませ ん」 と言えると

したら，それは何 とすばらしいことで

しょうか。

主はこの時代に一つの戒めを与 えら

れましたが，それはわたしたち一人一

人に も当てはまる戒めです。主 はこう

言われました。「絶 えず徳であなたの

思いを飾 るようにしなさい。」そ して，

それに伴 って主は一つの約束 を授けら

れました。「そ うす るときに，神 の前

においてあなたの自信は増 〔す〕……

であろう。」(教 義 と聖約121：45)わ

た しは，主の言われたこの言葉は，も

しわたしたちが心 も体 も清ければ，ジ

ョセブ ・F・ ス ミスが預言者 ジョセブ

の前に立って 「わた しは清 く，汚れが

あ りません」と言ったように，いつか
み まえ

わたしたちも主の御前に自信をもって

立ち，同様の言葉を言える時が来るで

あろう，とい う意味だと信 じています。

そのときには，心に自信 を感 じるとと

もに，皆 さんのふ さわしさを認めるほ

ほえみに会えるで しょう。

皆 さんは神権 を持つ者 として，不道

徳 な行いという邪悪なわなに足を踏み

入れることはで きません し，踏み入れ

てはな りません。 もちろん皆さんは，

若 い女性 と交際す る必要 はあ ります。

デー トをし，様々な方法で健全な楽 し

みを享受することもで きます。 しか し，

決 して越えてはな らない一線があ りま

す。それが，個人の清 さと罪 とを区別

する線です。その線がどこにあるか と

い うことについては，詳細に説明する

までもないで しょう。皆 さんは知って

いるはずです。何度 も何度も繰 り返 し

教えられてきたか らです。皆さんの心

の中には良心があ ります。主の側にと

どまっていて ください。

言葉遣いの面でも清 くあってくださ
ごんにち

い。今 日，あまりにも汚れた くだ らな

い言葉遣いがはびこっています。これ
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については，若い女性にも話をしまし

た。皆さんにもお話しします。そのよ

うな言葉遣いをすることは，自分の気

持ちを表現するのに 「言葉の下水」に

まで降 りていかなければならないほ
　こ い

ど，語彙が極端 に貧困だとい うことを

表 しているにすぎません。汚い言葉 を

使 うことは，年齢を問わず，神権を持

つ人々にはふさわ しくないのです。

さらに神権者である皆 さんは，主の
み な

御名をみだ りに用いることも慎 まなけ

ればなりません。エホバはイスラエル

の民にこう言われました。「あなたは，

あなたの神，主の名をみだ りに唱えて

はな らない。主は，み名をみだ りに唱

えるものを，罰 しないでは置かないで

あろう。」(出 エジプ ト20：7)

主 の指によって刻 まれたこの戒めは，

最初に与えられた民 と同様に，わた し

たちにも適用される戒めです。主は近

代の啓示の中で次のように言われてい

ます。「上から来るものは神聖であ り，
み たま

それについては注意 して，御霊の促 し

によって語 るようにしなければな らな

いことを覚 えてお きなさい。」(教 義 と

聖約63：64)

心が 汚れていれば，汚れた不敬 な言

葉を自然 と使 うようになります。 しか

し，心が清 ければ，言葉遣いの面では

前向きで心を高める言葉を用いるよう

にな り，行動面で も，心に幸福 をもた

らす ような行い をす るようにな りま

す。

服装や態度の面でも清 くあって くだ

さい。四六時中，宣教師の ような服装

をしているように，と言うつ もりはあ

りません。 しか し，わたしたちの宣教

師の清潔で控 えめな服装や身だ しなみ

は，宣教師たちが世界中どこへ派遣さ

れようとも，名誉の象徴 として認識さ

れるようになっていることは言ってお

きたいと思います。わた したちの生活

しているこの時代は，服装の面でも態

度の面で も，だ らしない時代 になって

きました。わた しは皆 さんが何を着る

かということにはそれほど関心があり

ません。 しか し，それが清潔か どうか

ということに対 しては，大いに関心を

持っています。 ジョセブ ・F・ ス ミス

の夢 を思い出して ください。彼は，あ



の邸宅に向かって急いでいるときに，

ハンカチに包んだ小さな包みを持 って

いました。そして入浴 を済 ませて，そ

の包みを開けた とき，そこには清潔な

衣服が入 っていたのです。皆 さんが
せいさん

聖餐を祝福 した り，パスした りす ると

きには，で きるだけ立派な身な りをし

てください。 自分が清 く汚れていない

ことを，いつ も確認 して ください。

皆さんが態度の面でも清 くあるよう，

強 く願っています。また寛大で，礼儀

正 しく，正直で，年齢を問わずに高潔

な人物 になるよう，努めてください。

寛大 さが もた らす恩恵は計 り知れま

せん。一方，寛大さに欠けると悲劇を

もたらすことにな ります。わたしたち

の住む町で車を運転 していると，それ

を毎 日のように実感 させ られます。ほ

んの少 しの時間を割いて，人に道 を譲

れば，譲ってもらった人 もうれしくな

ります し，譲ってあげた方 も心が和み

ます。わた したちが人に対 して寛大に

な り，礼儀正 しくしていると，心の中

に何か変化が起 こ ります。 これは皆，

わた したちが洗練 されてい くための過

程であって，そういうことを続けてい

くと，わた したちの人格 も磨かれてい

くのです。

一方
，車の運転 中にささいなことで

怒 り，のの しりの言葉を使 った りして

いると，その人 自身の人格を損なうだ

けでな く，そうされた人の心 も傷つき

ます。ほとんど毎 日のように起 きてい

るささいなことに対 して自分の怒 りの

感情をコン トロールで きるよう，いわ

ば自己訓練を重ねることは，感情面で

の清 さの一つの表れ と言 えるで しょ

う。

次は正直 とい うことにつ いてです。

この資質は貴重 な宝石 の ような もの

で，これ もまた，心や行いが清いこと

の一つの表れです。保険の調査員によ

れば，非常 に多 くの人々が，本来受け

取 ることので きないはずの補償金を不

正直な方法で受け取ろうと画策 し，虚

偽の申告をして来るそ うです。 さらに，

学校ではカンニングが日常的に行われ

ています。 「あなたは盗んではならな

い。……あなたは隣人の家をむ さぼっ

てはな らない。」(出 エジプ ト20：15，

17)こ の命令 もまた，主の指によって

石版に書かれた戒めの中にあるもので

す。わたしは，この教会の会員の中に，

不正直な手段 によって他人の財産を奪

お うとす る詐欺事件 に関係 した者がい

た，な どとい う新聞記事 を読 む度に，

いつも心 を痛めています。これは， ま

さにむさぼ りそのものです。

主はこう言われました。「すべてのこ

とがわたしの前 に清 く行われるように

しなさい。」(教 義 と聖約42：41)わ

た しは， この戒めには，いかなる形で

あれ不正直な行為にかかわってはなら

ないとい う意味 も含 まれていると信 じ

ています。

兄弟の皆さん，わたしは強 く言いす

ぎたでしょうか。そ うでないことを望

んでいます。 しかし，もしそうだとし

たら，それは，主か らわたしたちに託

された義務について，わたしが心に強

く感ずる ものがあるか らなのだ と理解

していただきたいと思います。主はそ

の民に，世の罪から清 くあるよう望ん

でお られるのです。
き よう

もし今 日この話を聞いている人々の

中に，今話 したような罪 に陥っている

人がいれば，どうか直ちに悔い改めて

ください。主に告白 して ください。 ま

た，その罪が重大な ものであるな ら，

監督 に告 白して ください。監督 はきっ
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と助 けてくれます。悔 い改めのあると
ゆる

ころには，必ず赦 しがあ ります。主は

こう言われま した。 「見 よ，あなたが

たの罪 は赦 されてお り，あなたがたは

わたしの前 に清い。それゆえ，頭 を上

げて喜びなさい。」(教 義 と聖約110：

5)

「オ リーブの葉」 と呼ばれる啓示の

中で，主はこうおっしゃっています。

「また，わた しはこの最後の王国に

おける最初の働 き人であるあなたがた

に，一つの戒めを与える。あなたがた

は集まって，自らを組織 し， 自らを備
きよ

え，また自らを聖めなさい。まことに，

あなたがたの心を清 くし，またわたし

の前に手 と足 を清めなさい。それは，

わたしがあなたがたを清 くするためで

あり，

また，あなたがたが この邪悪な時代

の血か ら清め られていることを，わた

しがあなたがたの父，あなたがたの神，
あかし

わたしの神 に証するためであ り，さら

にわた しが この約束，すなわち，わた

しがあなたがたに与えたこの大いなる

最後の約束 を，わたしが望むときに果

たすためである。」(教 義 と聖約88：

74-75)

最 後 に，冒頭にお話 しした一人の貧

しい若者の夢 の話 に戻 りましょう。こ

の若者は，山の中で一人で眠っている

ときに，自分がある邸宅に向かって急

いでいる夢を見ました。その邸宅の中

に入る前 に，若者は立ち止まって，自

らを清め，清潔な衣服に身を包み まし

た。若者は遅れたことを責められはし

ましたが， しか し， こう答えました。

「はい，でもわた しは清 く，汚れがあ

りませ ん。」その答 えに預言者 ジ ョセ

ブはほほえみ ました。若い宣教師であ

ったジョセブ ・F・ ス ミス自身が，や

がて，その預言者の職，すなわち大管

長の職 を継承す ることになったので

す。 このこと自体がすばらしい証では

ないで しょうか。神がわたしたちを祝

福 して くださり，わた したちが清い手

と汚れのない心で歩み，神に認められ

てほほえんでいただくにふさわしい者

となれ ます よう，へ りくだ り，イエ
み な

ス ・キ リス トの御名 に よって願 いま

す。アーメン。
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主の道

主にっωτ学び 主を信じ，主に徒うことにより，主のようになるカが得

られま跳

主
のユダヤでの務めが終わ りに近

づいた ころ， 「ある律法学者が

現れ， イエスを試みようとして言った，

『先生，何 を した ら永遠の生命が受 け

られましょうか。』

彼 に言われた，「律法 にはなんと書い

てあるか。あなたはどう読むか。』

彼 は答えて言った，「「心 をつ くし，

精神をつ くし，力 をつ くし，思いをつ

くして，主なるあなたの神 を愛せ よ。」

また，「白分 を愛す るように，あなた

の隣 り人を愛せ よ」 とあります。』
こたえ

彼に言われた，『あなたの答は正 しい。

その とお り行いなさい。そ うすれば，

いのちが得 られる。』

すると彼は自分の立場を弁護 しよう

と思 って， イエ スに言 った，「では，

わた しの隣…り人 とはだれの ことです

か。』

イエスが答えて言われた，『ある人が

エルサ レムか らエ リコに下って行 く途

中，強盗 どもが彼 を襲い，その着物を

は ぎ取 り，傷 を負わせ，半殺 しにした

まま，逃げ去った。

す るとたまたま，ひとりの祭司がそ

の道を下ってきたが，この人を見ると，

向こう側 を通 って行 った。

同様に， レビ人もこの場所にさしか

かってきたが，彼 を見る と向こう側を

通 って行った。

ところが，あるサマ リヤ人が旅を し

てこの人のところを通 りかか り，彼 を

見て気の毒に思い，

近寄ってきてその傷にオリブ油 とぶ

どう酒 とを注 いでほうた いを してや

り，自分の家畜に乗せ，宿屋に連れて

行って介抱 した。

翌 日，デナ リ2つ を取 り出して宿屋

の主人に手渡 し， 『この人を見てや っ

て ください。費用がよけいにかかった

ら，帰 りがけに，わたしが支払います』

と言った。

この3人 の うち，だれが強盗 に襲わ

れた人の隣 り人になった と思うか。』

彼が言った，「その人に慈悲深い行い

を した人です。』そこでイエスは言わ

れた，『あなた も行 って同 じようにし

なさい。』」1

時代 は変わ り，歳月は過 ぎ去 り，わ

たしたちを取 り巻 く環境 も変わってい

ます。 しか し，律法学者へ の主の勧告

はわた したちにもそのまま当てはま り

ます。あたか もこの復活祭の朝，わた
み こえ

したちに語られる主の御声を直接耳に

しているかのようです。
こんにら

今 日わたしたちは，「主なるあなたの

神を愛せ よ」 とい う神聖な第一の戒め

をどれほど忠実 に守 っているでしょう

か、
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主は言われました。「わたしのいまし

めを心 にいだいてこれを守る者は，わ

た しを愛す る者である。」2「わた しに

従 って きなさい。」3「わたしはあなた

がたのために模範 を示 した。」4「あな

たがたの掲 げる光 とは，わた しである。

すなわち，わた しが行 うのをあなたが

たが 見た，そ の行 いで ある。」5では，

実際に主はどのような行いをされたの

でしょうか。

主は，馬屋でお生 まれになり，かい

ばおけに寝かされ ました。こうして遠

い昔か らの預言を成就 されました。羊

飼いたちは，急いで主をあがめに訪れ

ました。東方か らは博士たちが宝物を

携えてやって来ました。 こうして時の

中間が始 まったのです。
おさなご

ベツレヘムでのこの幼子の誕生によ

り，「一つの大いなるエ ンダウメン ト」

が世 にもた らされ ました。それは どん

な武器にも勝る力であ り，カイザルの

金貨 よりも永続する富です。この幼子

こそ，王の王，主の主，約束のメシヤ

となる御方，つ まりイエス ・キ リス ト，

神の御子だったのです。

聖文によると 「イエ スはます ます知

恵が加わ り，背たけも伸び，そして神

と人か ら愛され」6ました。 ヨハネか ら

バプテスマをお受けにな り，7「よい働

きをされなが ら……巡回されました。」8

ナ インの町では，や もめの息子を蘇生

させ，母親にお渡 しにな りました。9ベ

テスダでは，約束の池 に入る望みを失

っていた体の不 自由な人を哀れまれま

した。主は手を差 し伸べて彼を立ち一ヒ
いや

がらせ，この人の病をお癒 しになった

のです。1ロ

やがて，ゲツセマネの園での非常な

苦しみの時が訪れました。主はすべて

の人の罪を御自身の身に引き受け，偉
あがな

大な順いの働 きをされました。わた し

たちが自分では行えないことを，わた

したちに代わって行われたのです。

続いて，ゴルゴタでの残酷 な十字架

の時を迎えます。現世での最後の数時

問，主 は悪人に慰めの言葉 を語 られま

した。「あなたはきょう，わたしと一

緒 にパラダイスにいるであろう。」11さ

らに主 は母マリヤを思い起 こし，その

深い愛が伝わって くるような，感動的
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な言葉 を語 られま した。「イエス は，

その母 とまな弟子 とがそばに立 ってい

るのをごらんになって，母にいわれた。

『婦人 よ，ごらんなさい。 これはあな

たの子です。』それか らこの弟子 に言

われた， 『ごらんなさい。 これはあ な

たの母です。』そのとき以来， この弟

子はイエスの母を自分の家に引 き取 っ
あがな

た。」12こうして偉大 な順い主なる主 は

亡 くなられました。

今，わたしたち一人一人の耳 に，遠

い昔に語 られた二つの質問が，稲妻の

ように響 き渡 ります。 「あなたがたは

キリス トをどう思 うか」Bと 「イエスを

わた したちは， どうしたらよいか」14

とい う質問です。 ここで，次の3つ の

提案をしたいと思います。

豆.主 について学ぶ。「わた しに学び

なさい」 と主は言 われ ました。「わた

しは柔和 で心のへ りくだった者である

か ら……あなたがたの魂に休みが与え

られるであろう。」15

2.主 を信 じる。箴言の作者はこう

勧 めています。「心をつ くして主に信

頼せ よ， 自分の知識にた よってはなら

ない。すべての道で主を認めよ，そ う

すれば，主はあなたの道をまっす ぐに
み な

される。」16主の御名は天の下にあって，

わたしたちを救い得る唯一の名です。

3.主 に従 う。主は 「哀れみ」 とい

う言葉 を行いで表 して くだ さいま し

た。愛を伝 える方法 を示 し，わた した

ちが従 うべ き道 を明 らかに されま し

た。無私の奉仕は主の生涯 を特徴づけ

るもので した。

主について学び，主 を信 じ，主に従

うことにより，主のようになる力が得

られます。顔の表情が変わ り，心が和

らぎ，成長が速め られ，視野が広が り

ます。生活は，本来あるべ き状態に高

められます。変化は時 として，目に見

えない ものです。 しか し，確実 に起 き

ます。

救い主の働 きは終始，隣人愛 を具現

したもので した。けげんそうな律法学

者 に与 え られた この第2の 教 えは，
たっと

「きわめて尊い律法」17と呼ばれていま

す。
いや

目の見えない人は癒され，ヤイロの

娘 は生 き返 り，ハ ンセン病の人は癒 さ

れました。彼 らは皆，イエスにとって

隣人で した。井戸のそばにいた女性 も

隣…人で した。完全 な御方である主 は，

罪を告 白した罪人の前 に立ち，手 を差

し伸べ られました。この場合，彼女が

「傷 を負 った旅人」で，主が 「よきサ

マリヤ人」だったわけです。 こうして，

主から親切 といたわりを受けた人々の

数は増 えていきました。

では，時 と場所 を今のわた したちに

移 してみましょう。隣人たちは，わた

したちの愛 と親切，助 けを必要 として

いないでしょうか。

数年前， ロイター通信社の記事で，

アラスカ航空のアンカレジとシァ トル

を結ぶ乗客150人 の ノンス トップ便の

話を読みました。同機 は，重傷 を負っ

た男の子 を救助するため，進路 をそら

して，遠隔地まで 「救急飛行」 したの

です。2歳 になるエル トン ・ウィリア

ムズ君 は，アンカレッジの南方720キ

ロにあるヤクター トの 自宅近 くで遊ん

でいて，ガラスの破片の上に落ち，腕

の動脈を切 断してしまいました。現場

に駆けつけた医師たちは，航空会社 に

男の子の救助 を要請しました。これを

受けて，アンカレジ ・シア トル便が進

路 を変更してヤクター トへ向かったの

です。

医師たちは，男の子の出血がひどい

ので， シア トルまで飛んでいた ら命が

もたないだろうと言い ました。そ こで

飛行機は，病院のある最寄 りの都市 ，

ジュノーまでの320キ ロ を飛ぶ ことに

しました。その後，飛行機はシア トル

に向かいました。乗客は2時 間 も遅れ

たうえ，ほとん どの人が乗 り継 ぎの飛

行機に乗れ ませんで した。 しか し，だ

れも苦情を訴えません。それどころか

全員が本を読んだ り，男の子 と家族の

ために募金を始めた りしたのです。

やがて，飛行機がシア トルに着陸 し

ようとい うころ，「エル トン君，快方

に向かう」 とい う無線連絡があった旨

を，パ イロッ トから聞き，乗客全員が

大喜びしました。この話には，確かに

隣…人愛が見 られます。

ある男性は，「あなたの隣人はどなた

ですか」 と尋ね られました。

こう答 えたそうです。「名前は知 りま
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せんが，お子 さんたちはうちの芝生を

駆け回り，そこの犬 は，夜 ごとわた し

を起 こして くれます よ。」

しか し，別の男性 は，前者 とは違っ

た気持ちを込めて，ある夜の日記に静

かにこうしたためています。「通 りを

隔てた，向かいの家は，昨 日まで空家

だと思っていた。しかし， ドアにかけ

られた黒い喪中の印が，そ こに人が住

んでいたことを教えて くれた。」

機会を永遠に逸 してしまうことの悲

しさを，ある詩人はこうつづっていま

す。

「果て しないこの大 きな町に も，

角 を曲がったす ぐそこに友達がいる。

日は過 ぎ，月は走 り去る。

知らぬ間に1年 が過ぎ，

旧友の顔も今 はない。

人生は恐ろしく速 く，矢のように過

ぎて行 く。

昔と変わ らずわたしは彼が好 きだ。

彼 もその ことを知っているはず だ。

子供のころ，わた しはよく彼の家に遊

びに行らた。

彼 もよくわた しの家の呼 び鈴 を鳴 ら

した。

で も今や二人は忙 しさに追われ，足

取 りも重い。

愚かなゲームに疲れ，

名を立てる努力に疲れた二人。

明 日こそジムを訪ね よう，

わたしの心にはいつも彼がいること

を知 らせるために。

しかし明日が来て，またその日が過

ぎてい く。

二人を隔てる溝はます ます広がる。

曲が り角のす ぐそばなのに，まるで

遠 くの人のようだ。

そこへ1通 の電報が舞い込んだ。

「ジム死す」 と。

これが二人の最後に得た もの。

曲が り角の向こうのあの友達 は，も

う二度 と戻 ってこない。」18

何年も前，わたしはポールという名

の幼い少年と電話交換手との間の隣人

愛を描いた物語に感動を覚えました。

二人は一度も顔を合わすことがありま

せんでした。それは，多 くの人が懐か



しく思 い出すで あろう時代の話です

が，若い世代 には無縁の話か もしれま

せん。

ポールはこう物語っています。「わた

しがずっと若かったころ，父は近所で

真っ先に家に電話を引いた人たちの一

人だった。輝 く受話器が箱型電話の側

面にかけられていたのをよく覚 えてい

る。わたしは小 さかったので電話に手

が届かなかったが， よく母が受話器に

向かって話すのをうっとりして見てい

た ものだ。やがてわたしは，そのきれ

いな装置の中のどこかに，珍 しい人物

が住 んでいるのだ と思 うようになっ

た。彼女の名前は，「交換手 さん』で，

彼女は何 でも知っているのだ。『交換

手 さん』はだれの電話番号でも知って

いて，正確な時刻 まで教えてくれる。

やがてわた しは，いすの上に立てば

電話に手が届 くことに気づいた。以来，

事あるごとに 「交換手さん』に電話 を

かけた。わたしは彼女に 「地理 を教 え

て』と言い，彼女はフィラデルフィア

が どこにあるか教えて くれた。算数の

勉強も手伝 ってくれた。

そんなある日，ペ ノトのカナ リア，

『ペ ティー』が死 んで しまった。 わた

しは 『交換手 さん』に電話 して，この

悲 しい出来事を伝 えた。彼女はわたし

の話 を聞いた後，大人が子供をなだめ

るのによく言 うような言葉 をかけてく

れた。 しか し，わたしの心は沈んだま

まだった。『どうして鳥 はあんなに き

れいな声で歌って，家族みんなを喜ば

せて くれるのに，最後 にはかごの中で

死ん じゃうの?』 そう尋ねた。

きっと彼女はわたしの深い悲 しみを

察 したのだろう。静かな口調でこう答

えて くれた。『ポール，歌 を歌える世

界がほかにもあるってこと，いつ まで

も忘れないでね。』 それで幾 らかわた

しの心は明るくなった。

これ らはすべてシア トル近 くの小 さ

な町での出来事だった。後にわた した

ち家族は大陸を横断してボス トンに引

っ越 した。わたしは友達がいなくな り，

寂 しくてた まらなかった。「交換手 さ

ん』が，前の家のあの古い木箱に住ん

でいる気が していたのだ。そ して， ど

ういうわけか 「彼女に電話 してみ よう』

という考えにはならなかった。 しかし，

子供時代にそのような会話 をしていた

記憶は，いつ も心 に残っていた。疑念

や困惑の ときには，よく，かつて自分

が味わったあの安 らかな気持ちを思い

起 こした ものだ。今や，彼女が幼い少

年のために時間を割いて くれていたそ

の忍耐 と思いや り，親切 に心か ら感謝

するようになっていたのだ。

時は流れ，わた しは西部の大学に行

くことになり，わた しの乗 った飛行機

はシア トル に到着 した。『番号案内』

に電話 してみると，実に驚いたことに，

あの懐か しい声 を聞 くことがで きた。

わた しは彼女 に言った。「当時のわた

しにとって，あなたがどれほど大切な

人だったかお分か りですか。』

すると彼女 はこう言って くれた。「こ

ち らこそ，あなたか らの電話がわた し

に とって どんなに有意義なものだった

ことでしょう。わた しには子供がいな

いか ら，あなたの電話 を待ち焦がれた

ものなの よ。』わた しは，この何年か

の問，自分がどんなによく彼女に思い

をはせていたかを告げた。そして，シ

ア トルに来た らまた電話 してもいい

か，尋ねてみた。

『ぜ ひ，お願いするわ。』彼女は言っ
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た。『「サリーを」 と言って くれればい

いか ら。』

わずか3か 月後，わたしは再びシア

トルを訪れた。電話す ると，違 う声が

返ってきた。「番号案内です』 と。『サ

リーさん をお願い します』 と言 うと，

『ご友人ですか』 と尋ねてきた。

『はい， とても古 くか らの友人です』

と答 えた。

「そうですか，申し上げに くいんで

すが，サ リーは病気のためにここ数年

間は，パー トタイムで働いていたんで

す。そ して5週 間ほど前に亡 くなった

のです。』わた しが電話 を切ろ うとす

ると彼女が言った。『ち ょっと待 って

ください。あなた，ポールさんと言い

ましたよね。』

「はい，そうですが』

『実はサリーか らあなたあてのメッ

セージを預かっているんです。彼女が

書いたものです。手 もとにあるので読

み ますね。 「歌 を歌 える世界 はほかに

もあるって，わたしが今で も言ってい

た と，ポールに伝 えて ください。わた

しの言いたいこと，彼 には分かるはず

です。」』

わたしは礼 を言 うと，電話を切った。

わたしにはサ リーの言葉の意味がよく

分かった。」

電話交換手のサリーと，かつての少

年で今は大人 となったポールは，互い

にまさに良いサマリヤ人 と言えるで し

ょう。

確かに，歌 を歌 える世界はほかにも

あ ります。主なる救い主は，この真理

を現実のもの としてわたしたちにもた

らしてくださいました。悲 しむマルタ

を主はこう慰 められま した。 「わた し

ははよみがえ りであ り，命である。わ

たしを信 じる者は，た とい死んで も生

きる。

また，生きていて，わた しを信 じる

者 は，いつまでも死 なない。」19

主 なる救い主 を心か ら求めるなら，

わたしたちは確かに主 を見いだすで し

ょう。主は，湖のほとりで主を知 らな

かった人々の所へおいでになったよう

に，名前 も分からない見知 らぬ人とし

てわた したちのところへ来られるか も

しれません。そして，当時と同じよう

に，「わた しに従 ってきなさい」20と言

われ，主がこの時代 に成就 しなければ

ならない務めにわたしたちが取 りかか

れるよう導かれるのです。主は戒めを

与えられ，賢い者であろうとなかろう

と，主に従う者には，この世で経験す
かっとう

る労苦や葛藤，苦悩の ときに御 自身を

現 して，ともに歩んで.くだ さいます。

こうして，わた したちは主が どのよう

な御方であるかを自分 自身の経験 を通

して学ぶのです。

この復活祭の安息 日，わたしたちは，

この世 を去った愛する人々に思いをは

せます。幸福 な日々の大切な思い出が，

孤独な夜，長い歳月にわたる哀愁の後

によみがえ り，わたしたちの心を主の

約束に向けさせて くれ ます。「わた し

は平安 をあなたがたに残 して行 く。わ

た しの平安をあなたがたに与える。わ

た しが与えるのは，世が与 えるような

ものとは異なる。あなたがたは心を騒

がせるな， またお じけるな。」21「わた

しの父の家には，す まいがた くさんあ

る。もしなかったならば，わたしはそ

う言っておいたであろう。あなたがた

のために，場所を用意 しに行 くのだか

ら。……わたしのおる所 にあなたがた

もお らせ るためである。」22

主 は，心と精神，力 と思いを尽 くし

て主なる神 を愛 し，自分 自身を愛する

ように隣 り人を愛するように， とお教

聖徒の道/1996年7月 号

64

え にな りました。主は真理の教師です。
まった

しか し教師以上の御方です。全 き生活

の模範です。 しか し模範以上の御方で

す。偉大な医師です。 しかし，医師以

上の御方です。文字 どお り，世の救い

主，神の御子，平和の君，イスラエル

の聖者， よみがえられた主であられま

す。 主は 自 らこう宣言 され ま した。

「見 よ，わた しはイエス ・キ リス トで
あかし

あ り，世に来ると預言者たちが証 した

者である。……わたしは世の光であ り

命である。」23「わた しは最初であ り，

最後である。わたしは生 きている者で

あり，殺 された者である。わた しは父

に対するあなたがたの弁護者である。」24

この復活祭の朝，わたしは主の証人

として，主が生 きてお られ，主のおか

げでわた したち も生 きていることを，
み な

イエス ・キリス トの御名により証いた

します。アーメン。
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し ゅ ば ん さ ん せ い さ ん

主の晩餐の聖餐

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

聖餐によっ乙 わたしたちば繰り返 し，遍常ぱ毎廻，救61の甜画とその責

務や祝福に対する忠誠を蜜雷するのだ跳

95年 には，第二次世界大戦終結

19 50周 年を記念 して，多 くの式
典が催されました。わたしを含め，こ

の恐ろしい戦争にかかわった退役軍人

にとって，これらの式典は，感慨深い

機会でした。興味深いことに，このよ

うな歴史的な出来事が起きてから長い

年月が過ぎても，記憶はうせたりしま

せん。例えば，テレビで戦争の記録番

組を見ていたとき，突然，古い緑色の

小型 トランクが頭に浮かんできまし

た。この トランクにまつわる，忘れら

れない思い出を紹介しましょう。

わたしは伝道地に赴任したとき，非

常にすばらしい先輩同僚に恵まれまし

た。わたしたちは，転任の日を迎える

までほぼ1年 間，ともに働 く特権にあ

ずかりました。やがて第二次世界大戦

が猛威を奮う中，任期を終えようとし

ていたわたしたちは，自分も間もなく

召集されると感じていました。そこで，

帰国したら二人して海軍に入隊し，願

わくば任地で再会しようと約束を交わ

しました。非常に驚いたことに，海軍

で迎えた最初の安息日，わたしたちは

教会の礼拝行事で顔を合わせました。

二人とも約束 どおり海軍を志願してい

たのです。

基礎教練を終えると，二人とも第2

師団に配属となり，それから3年 間，

同僚として軍務を果たす機会に恵まれ

ました。任地となった島での戦闘が一

段落すると，礼拝行事用にテントがあ

てがわれました。材木を入手して，ベ
ロせいさん

ンチや説教壇，聖餐のテーブルをこし

らえました。聖餐のテーブルの下には

いつも，特別な緑色のトランクを置き

ました。わたしたちはそれを第2師 団

が移動する度に，島から島へ持ち運び

ました。その中身は，木製の皿と木製

の聖餐 トレイ，聖餐の祈 りのカー ド，

聖餐の紙カップの箱でした。戦闘が終

わり島が守られると，師団の多くの古

参兵は軍務交替で帰国して行 きまし

た。わたしたちの教会の指導者も帰り

ました。そして伝道時代からのわたし

の同僚がグループリーダーに召 され，

わたしは彼の第一補佐になりました。

緑の トランクの中身は，わたしたち

が大切にしているすべてのものを象徴

していました。毎週主の日に集まる度

に，トランクを開けて中身を取り出し，

聖餐を準備し，祝福し，パスしました。

それは信仰を新たにする霊的高揚の場

で，明日への希望を与えてくれました。

毎週集まる特別な時間により，日々の

試練や苦難が取 り除かれたのです。

その島はずっと安全だったのですが，

空襲が続 くようになりました。問もな
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くテントの礼拝堂は，爆弾の破片にや

られて穴だらけになりました。頻繁に

降る熱帯雨のため，穴だらけのテント

の中に座るのは気持ちのよいものでは

ありません。そこで集会をもう少しよ

い施設に移すことにしました。陸軍，

海軍，空軍，海兵隊の教会員の努力に

よって，わたしたちは十分な資材を調

達し，島に自分たちの礼拝堂を建てる

ことができました。今や緑の トランク

は，会員が集まって礼拝する奉献され

た建物のテーブルの下に置かれまし

た。

島での任務が終了すると，わたした

ちは船に乗り込み，次の任地へ向かい

ました。緑のトランクは，後の人たち

のために残してきました。その後どう

なったかは知 りませんが，わたしは緑

のトランクをいつも懐かしく思い出す

ことでしょう。

天父は，神の子供たちが律法への従

順を条件に与えられた約束を思い起こ

す必要があるのを御存じでした。その

ような聖約を交わす場合，神は特定の

戒めへの従順と引き換えに祝福を与え

てくださいます。時の始めから，わた

したちのために計画が備えられまし

た。救いの計画の中心となるのは，わ

たしたちの救い主イエス ・キリス トで
あがな

す。全人類のための蹟いの犠牲は，こ

の地上における天父の子供たちの歴史

上重大な出来事です。神の計画を受け

入れる人は，救い主の使命を受け入れ，

わたしたちのために定められた計画の

律法を守ると聖約します。霊と行いに

おいて主を受け入れるなら，救いを勝

ち得ることができます。聖文にはこう

記されています。「したがって，あな
み な

たが行うすべてのことを御子の御名に

よって行いなさい。また，悔い改めて，

いつまでも御子の御名によって神に呼

び求めなさい。」(モーセ5：8)

これは少しも驚くに当たりませんが，

主は時の始めから，この地上の神の子

供たちの心に主の計画が深 く刻まれる

よう願ってこられました。アダムとエ

バに与えられた律法の中で，犠牲の律

法は時の中間に起こる偉大な出来事を

思い起こすために定められました。

「主は彼らに，主なる彼らの神を礼



拝 し，主へのささげ物 として群れの初

子 をささげるようにと戒めを与えた。

アダムは主の戒めに従順であった。

多 くの 日の後，主の天使がアダムに

現れて言 った。「あなたはなぜ主 に犠

牲 をささげるのか。』 そこで，アダム

は彼に答 えた。『わた しには分か りま

せん。ただ，主がわた しに命 じられた

のです。』

すると，天使は語って言った。『これ

は，御父の，恵み と真理に満ちている

独 り子の犠牲 の ひながたで ある。』」

(モーセ5：5-7)

この ときか ら救い主が地上に来 られ

るまで，神権が存在するときはいつ も，

犠牲が ささげられました。それは人の

子が地上 に来て全人類のために至高の

犠牲をささげることを思い出させ るも

のです。
あがな

わたしたちの救い主の蹟いの祝福は，

すべての人が不死不滅の特権にあずか

ることです。主は十字架につけられる

前にエルサレムの2階 の部屋で，選ば
ばんさん

れた十二使徒 とともに最後の晩餐の席

に着かれました。マ タイによる福音書

には，この特別な最後の晩餐で行われ

たことが記 されています。

「一同が食事をしているとき，イエ

スはパ ンを取 り，祝福 してこれをさき，

弟子 たちに与 えて言われた，『取って

食べ よ， これはわた しのか らだであ

る。』
さカずき

また杯 を取 り，感謝 して彼 らに与え

て言われた，『みな，この杯か ら飲め。

これは，罪のゆるしを得 させるよう

にと，多 くの人のために流すわた しの

契約の血である。

あなたがたに言ってお く。わた しの

父の国であなたがたと共に，新 しく飲

むその 日までは，わたしは今後決 して，

ぶ どうの実か ら造ったものを飲むこと

をしない。』」(マ タイ26：26-29)ジ
せいさん

ヨセブ ・F・ スミス大管長は，聖餐の

制定 について次の ように述べてい ま

す。「この主の晩餐 はアダムに与 えら

れた犠牲の律法 に代わって救い主が制

定 されたものである。犠牲 の律法はキ

リス トの時代 までアダムの子孫の間に

続いた。 しか しキリス トの死をもって

成就 した。 というのはキリス ト御 自身

が罪のための大 きな犠牲だったか らで

ある。 アダムに与 えられた律法に盛 り

込まれている犠牲は，キ リス トの犠牲

をひ なが た と した もの で あった 。」

(『福音の教義』p.195)

ジ ョセブ ・ス ミスとオリバー ・カウ

ドリは，1829年 に 天の使 いか ら神権

を受けたす ぐ後に，啓示の中で地上に

再び教会を組織する方法 と時期を示 さ

れました。『教義 と聖約』の第20章 に，

具体的な日付の理由が説明されていま

す。「この終わ りの時におけるキリス

トの教会の起 こり。それは，わた した

しの主であ り救い主であるイエス ・キ

リス トが肉体 を取って来 られてか ら

1830年 で あって，第4の 月，4月 と
みこころ

呼ばれる月の第6日 に，神の御心 と命

令により，わが国の法律 にかなって正

式に組織，設立された。」(教 義 と聖約

20：1)

ピー ター ・ホイ ットマー ・ジュニア

は，1830年4月6日 火曜 日に予定 さ

れた教会組織のために自分の家 を提供

しました。定められた時間におよそ60

人 の人々が集 まり，イエス ・キリス ト

の教会が正式 に組織 される場 に立ち会

いました。

集会 は簡潔なものでした。24歳 のジ

ョセブ ・ス ミスは開会を宣言 し，次の

5人 を順 に指名 しました。オリバー ・

カウ ドリ，ハ イラム ・スミス，ピータ

ー ・ホイッ トマー ・ジュニア
，サ ミュ

エル ・H・ スミス，デ ビッ ド・ホイッ

トマー。彼 らは宗教法人設立 に関する

ニューヨーク州の法律の条件 を満たす

ために，ジ ョセブと名を連ねま した。

ひざまず いて厳粛 な祈 りをささげた

後，ジ ョセ ブは出席者に，教師お よび

霊的助言者 として自分 とオリバーを喜

んで受け入れるかどうか尋ねま した。

全員が賛成の挙手 をしました。二人は

以前にメルキゼデク神権 を受けていま

したが，ジ ョセブとオリバーは互いを

長老の職に聖任 しました。そうす るこ

とによって，二人が新 しく組織された

教 会の長老 であるこ とを示 したので

す。次 に，主の晩餐である聖餐が行わ

れました。福音の回復 によ り，聖餐の

意義 と方法が明らかにされました。そ

れ らは背教の暗黒時代 を通 してね じ曲
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げ られていたのです。教会員は啓示に

よって こう告げ られました。「教会員

は，主イエスの記念 としてパンとぶ ど

う酒を受けるために，しばしば集まる

ことが必要である。」(教 義 と聖約20：

75)

わた したちは聖餐を取るときに，イ

エスをわたしたちの救 い主 として受け

入れ，聖約 によって主の戒めを守ると

いう義務を自ら負います。 これにより，

聖餐を取ることが，バプテスマのとき

に交わした聖約 を新たにすることにな

るのです。すなわち聖餐によって，わ

た したちは繰 り返 し，通常 は毎週，救

いの計画 とその責務や祝福 に対する忠

誠を宣言す るのです。

聖餐会 に出席するとき，わたしたち

はふ さわ しい状態で聖餐 を取るよう自

らを備 えなければな りません。パウロ

は次のように勧告 しています。

「だれでもまず自分 を吟味 し，それ

か らパンを食べ杯 を飲 むべ きである。

主のか らだをわ きまえないで飲み食

いす る者は，その飲み食いによって自

分にさばきを招 くか らである。」(1コ

リント11：28-29)

ブ リガム ・ヤング大管長は，聖餐 に

ついてこう述べています。「聖餐 を守

ることは，人々を聖別するために定め

られたほかの儀式や戒めと同様 に，わ

た した ちの救 い に不可 欠 で あ る。」

(D続0ロ 聡esofBが 帥amYbα η9『ブリ

ガム ・ヤング説教集』p，171)

わ た したちは教会員 として，聖餐に

あずかる特権 を喜び，それによってわ

たしたちの救い主へ の信仰 とイエス ・

キリス トの教会への忠誠 を確かなもの

にします。さらに主は，聖約 を守る人
み たま

には主の御霊が常に ともにあると約束

しておられます。デビッド ・0・ マ ッ

ケイ大管長は，毎週聖餐にあずかる備

えをする責任 について次の ように話 し

ています。

「兄弟姉妹の皆さん，わたしたちは

いつ も，聖餐 にあずかる聖なる安息 日

について考えているでしょうか。その

日には互いの前で，また神の前で，一
あかし

定の事柄 を行 うこ とを証 し，約束 し，

自ら責任 を負い ます。それ らに注 目し

て ください。
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第1に 「進んで御子の御名 を受ける。』

それによってイエスをわたしたちの指

導者 として，また理想 として受け入れ

ます。主はあらゆる世にあって唯一の

完全 な特質を備 えた御方なのです。

第2に 「いつ も御子 を覚 える。』日曜

日だけでなく，月曜 日にも 〔平 日にも〕，

日常の行いにも， また自制においても，

御子を覚 えます。…・・

第3に 「御子が与 えて くださった戒
しゆつかん

めを守る。』これには什分の一，断食
ゆる

献金，知恵の言葉，親切，赦 し，愛な

どがあ ります。イエス ・キリス ト教会

の会員の義務 は大変ですが，栄光ある

ものです。なぜなら，これらの原則に

従 えば，命すなわち永遠の命が与えら

れるからです。
けいけん

秩序，敬慶，神聖な約束，すなわち

主の群れに入 ること，キリス トの福音

にある徳を身に付けること，聖約 を覚

えること，真心か ら主を愛す ること，
はりかり

同胞のために自らを犠牲にしても働く
せいさん

こと，これ らは皆，聖餐 を取ることと関

連のある約束なのです。 ともに集って，

聖なる聖餐により神 との聖約 を新たに

するのは，すば らしいことです。」((認

pe1招ea五s『福音の理想』pp146-147)

古 い緑色 の トランクは，いつ もわた

しの心の片隅にあるでしょう。なぜな

ら，人生で最も困難な時期に，わた し
ばんさん

は主の晩餐である聖餐を取ったとき，

それに続く日々のために霊的な再生を

受けることができたからです。

それから何年もの問，わたしは聖餐

会に出席する特権にあずかってきまし

た。平和のときや戦争のとき，喜びの

ときや悲しみのとき，安らぎのときや

苦悩のとき，わたしはいかなるときも

聖餐を取る際に，主が与えてくださっ

た祝福に思いをはせ，主の律法と福音

により近 く生活することを聖約しまし

た。

聖餐会に忠実に出席するようにお勧

めします。主が約束されたように，ふ

さわしい状態で聖餐を取るなら，皆さ

んの心に平安が もたらされるでしょ

う。これは自分が神の計画に携わって

いるという確信からもたらされるもの

です。わたしも約束しますが，皆さん

は自分の忠実さに応じて，主がこの世

と永遠の世で約束された特別な祝福を

受けるでしょう。これらのことを主な

る救い主イエス ・キリス トの御名によ
あかし

り証 し ます 。 アー メ ン。
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真理の道に

踏みとどまる

七十人会長会

カーロス ・E・ エイシー

被からの光に目を向けることによっτ……自分が今，どめ位置仁ωるか分

かりま凱 また，そうしなくτはなりません。

昨
日，わたしたち七十人の仲間入

りをした9人 の方々を心か ら歓

迎 したいと思います。 また，これか ら

の歳月，皆 さんを支持 し続けることを
しんぼく

約束するとともに，親睦を深めていき

たいと思います。

美 しく清 らかな復活祭の朝 を迎 える

と，人々はキリス トに心を向け，主の
あがな

賠いについて語 り，「もっと良い世界

を……望む」ようです(エ テル12：4)。
あわ

しか し 「聖なるメシヤの功徳 と憐 れみ

と恵み」 についてただ心に思い，口に

するだけではそれ らをわた したちの生

活に反映させることはできません。そ

れらは揺 らぐことな く絶えず良き業 に

励む者への報いとして与え られるので

す(2ニ ーファイ2：8)。

そ こでわた しは，永遠の命に至る真

理の道に踏み とどまるうえで，必須の

事柄 についてお話 ししたい と思い ま

す。真理の道に踏みとどまるには，以

下の3つ の連動する努力が求め られま

す。(1)目 標 を再確認 し，(2)現 在

の霊性 を評価 し，(3)必 要 とされる

軌道修正の努力 に着手す ることです。

このような一連の努力は，キリス トの

復活 を通 してわたしたちの生活を一新

させて くれます。またこの努力により，

冬の悲 しみが春の陽光で溶かされてい

くこの季節にあって，再出発すること

がで きます。

この努力 は，使徒パウロの次の勧告

にもかなってい ます。「あなたがたは，

はた して信仰があるか どうか，自分を

……吟味す るが よい。」(2コ リン ト

13：5)健 康診断を毎年，歯科検診を

2年 に1度 の割合で受ける人はた くさ

んいます。また 日ごろの食生活に注意

を払い，毎 日適度な運動や休 息を取る

人もいます。このようにするのは，寿

命 を延ば し，充実 した人生 を送るため

です。

しか し，わた したちは霊的な側面に

も十分関心 を払っているで しょうか。

「霊的な健康診断」を頻繁に実施する
み まえ

ことにより，神の御前にあって 自分が

今 どの ような状態 にあるか自己評価

し， また永遠の命 に至る道 を歩んでい

るか吟味 しているで しょうか。アルマ

はこのように問いかけ ました。「あな

たがたは，罪のない状態で神の御前を

歩んできたか。あなたがたは， もし今

死ぬ ように召された として，心の中で
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自分は十分にへ りくだっていると言え

るであろうか。」(ア ルマ5：27)ほ か

の質問も含め，アルマの問いかけは霊

的な意味で 「体温 と脈拍」 を計るのに

役立つ ことで しょう。

目標の再確認

思慮分別のある人ならだれでも，現

世では幸福 を求め，死 と復活に続いて

「決 して終わ りのない幸福な状態で神

とともに住」むことを最終目標 とす る

はずです(モ ーサヤ2：41)、 預 言者

ジョセ ブ ・ス ミスは こう教えてい ま

す。 「幸福 を得 ることがわた したちの

存在する目的であ り， 目標である。 も

し幸福 につながる道を歩むなら，そこ

に到達で きることだろう。その道は，

徳，高潔，清いこと，そして神のあら

ゆる戒め を守 ることであ る。」(Tea-

c毎ηgsof亡heProphe亡 ∫osephsm1亡h

「預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスの教え』 ジ

ョセブ ・フィー ルデ ィ ング ・ス ミス

編，pp.255-256)

「悪 事は決 して幸福 を生 じたことが

ない」ことを覚えておかなくてはな り

ません。悪事 を行いながら幸福 を求め

る人は 「神の性質に反 し」，「幸福の本

質に反す る」 ものを求めているのです

(アルマ41：10-11)。

『聖書』の中で，海の上を歩かれた

イエスを見てペテロが 自分 も渡 りたい

と願った場面 を読むと，永遠の 目標 に

目を向け続けることがいかに大切か分

か ります。ペ テロはキリス トを見てい

たときには水の上 を歩けましたが，視

線 を主か らそらし，恐れや疑いの気持

ちを抱 いた途端 ，沈み始めたのです。

ペテロのようにイエスと永遠の行 く末

に目を向け続 けるなら，わた したち も

「押 し寄せる不信仰 とい う高波の上や

疑い という強風の中を意気揚 々と歩ん

で行ける」 ことで しょう(フ レデリッ

ク ・W・ フ ァー ラー ，TheL漉of

αぬb亡「キリス トの生涯』p.313。 マ タ

イ14：24-31も 参照)。

この世のものに気 を取 られて永遠の

目的地か ら視線をそ らした り， またこ

の世の声 に惑わされて道を踏み外 した

りしてはな りませ ん。そ うではな く，



「キリス トの栄光 と永遠 の命 とを願 う

望みが， とこしえに……心の中にとど

まる」(モ ロナイ9125参 照)よ うにし

なければな りませ ん。最も価値があ り，

「信仰の 目をもって実 を期待 しなが ら」

近づいて行 くべ き目標 を再確認 しなけ

ればな らないのです(ア ルマ32：40)。

現状を評価する

目標 を再確認 し， 目と心 をそこに向

けたら，次 に自分が今 どの位置にいる

か評価 しな くてはな りません。合衆国

史上， とても危機的な時期 を迎 えたと

きのことです。議会では歴史に名を残

す討論が繰 り広げ られ，ダニエル ・ウ

ェブスター(1782-1852。 ア メリカ

の政治家)は こう述べ ました。

「大統領に申し上げます。船乗 りは

不案内な海上で悪天候が何 日も続いた
あらし

場合，嵐が収まり日が差し込むとすか

さず現在の緯度を測り，嵐で本来の航

路からどれだけそれているか調べるも

のです。わたしたちも彼らの賢明な行
なら

動に倣お うではあ りませんか。そ うす

れば，過 ぎて しまった事柄 に対する議

論に終始す る前に，少 なくともわたし

たちが今置かれている立場がはっ きり

分かるで しょう。」(α 〕㎡ …re刀ceRepα≠

『大会報告』1961年10月 ，p.78に 引用)

かつて船乗 りは，六分儀 という道具

を用いて方角を知 りました。この道具

によって太陽や星が地平線か らどの角

轟;　
、

擁iii
「P

ぺ轡驚1/

度に位置 しているかを測ることで，現

在の船の位置が分かるのです。船乗 り

の中には，この作業や必要な軌道修正

を怠 ったために深い海の底へ と消えて

い く人々がい ました。一方，六分儀 を

用い，天か らの光によって軌道 を修正

してい く賢明な船乗 りは，常に安全な

港にたど り着 くことがで きました。

人生の嵐は絶えずわた したちに吹 き

寄せ ます。だからこそ，折 に触れて自

らの霊性 を吟味し，嵐の影響で本来の

進路か らどれだけそれているか見定め

なくてはな りません。

1916年 にジ ョセブ ・F・ スミス大管

長はこの ように述べ ま した。 「この世

は嵐の中を漂流 しています。……20年

前には決 して許されなかったにもかか

わ らず今は容認 されている事柄が数多

くあ ります。わた しの青年期には想像

もつかなかったような新たな問題が次

次 と起 こり，対応 を迫ってきています。

(『大会報告』1916年10月 ，p.71)

80年 を経た今 も，伝統的なキリス ト

教の価値観 とこの世の価値観 とのずれ
こんにら

は続いています。今日では，道徳の標

準が福音の標準からそれていることが

懸念されています。結婚を卑下し，離

婚を奨励し，無情な関係を助長する人
おしえ

の話 を耳にします。 また 「様々な教の

風に吹 きまわ された り， もてあそばれ

た りす る」人 も目に します(エ ペ ソ

4：14)。 これ らの風潮は，律法 を緩

め，戒めに対す る妥協 を求めてはいな

いでしょうか。 もしそうであれば，そ

れは自分 自身や子供たちに，また周囲

の人 々にどんな影響 を及ぼしているで

しょうか。

ある洞察に富んだ人の言葉です。「風

呂のお湯が15分 に1度 ずつ熱 くなった

とした ら，湯船 につかっている人は助

けを求めて叫ぶべ き時をどの ように知

り得 るだろうか。」(マ ーシャル ・マ ク
みこころ

ルーハン)律 法や聖約，主の御心に対

する確固とした姿勢や態度を崩すな

ら，わたしたちが危険な水域へと徐々

に押し流され，その中を漂うようにな

るのは目に見えています。そして周囲

の 「邪悪」という水の温度上昇に慣ら

されていくうち，ついにはわたしたち

皆が，とりわけ子供たちが，焼け死ん
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で しまうのです。

わた したちは，大衆受けする意見と

いう海におぼれた り，不道徳 という波

にさらわれた りする必要はあ りません

し，その ようなことがあってはな りま

せん。神はわたしたちとともにお られ，

霊 の緯度を測れる貴い六分儀 に当たる

ものを幾つか備えて くださいました。

一つ 目の六分儀 については
，ボイ

ド・K・ パ ッカー長老が次のような言

葉で話 しています。 「わた したちはそ

れぞれの心の中に， どんな船乗 りが持

っているものにも勝って実に正確で精

密な六分儀 を持っています。これも船

乗 りが用いるのと同様 に，天か らの光

を受けて作用 します。心の六分儀 を儀

式 と聖約の言葉 という方角 に合 わせ，

位置を確かめるなら，光に導かれます。

つま り， どう軌道修正すればよいか，

これか らどの進路を取ればよいかが分

かるのです。」(地 区代表セ ミナ ー，

1987年4月3日)

二つ 目の六分儀 については，アルマ

が語っています。アルマはわたしたち
み こと ば

の思い と心 をキ リス トの御言葉 に留

め，それから神 を仰 ぎ見る必要がある

と言いました。それによって単に正確

な緯度を知 るにとどまらず 「はるかに

良い約束の地」，さらには永遠の命へ

と続 く進路 を進むことができるのです

(アルマ37：44-47参 照)。

3つ 目の六分儀 は愛に満ちた天父か

ら，生 ける預言者を通 して与えられま

した。預言者は警告を発 し，真理 を宣

言 し，人々に大胆 に悔い改 めを叫び，

すべての人にキリス トの福音にさらに

従 った生活 をするよう勧 めます。

預言者 はこのように警告 しています。
しもべ

「主の声 もその僕たちの声 も聞こうと

せず，マ壽 たちやZた ちの量 も

一 者たちが，民の

中から絶たれる日が来る。」(教義と聖

約1：14， 下線付加)

個人的な啓示，聖文，生ける預言者

の言葉を通 して神からもたらされる光

に目を向けることによって，わたした

ちは永遠の命という最終的なゴールに

対 し，自分が今どの位置にいるか知る

ことができます。また，そうしなくて

はなりません。



詩篇の作者はこの ように語 りました。

「わた しは，あなたの道を思 うとき，

足 をかえして，……向かいます。」(詩
ほうとう

篇119：59)ま た放蕩息子のたとえ話

には次のように記 されてい ます。「彼

は本心 に立ちか えっ 〔た。〕」(ル カ

15：17)同 様 に，わた したち も自分 の

歩んでいる道 を思い，本心 に立ち返 り，

目標である神 の方 に足 を返 して向かわ

なければなりません。

進路の修正に着手する

現在の位置を確認し，もし永遠の命

への正しい進路から少 しでもそれてい

たり，信仰の本流から少しでもわきに

押し流されていた りすると分かった

ら，直ちに進路を修正 しなくてはなり

ません。

苦痛のただ中で，ある人はこう叫び

ました。

「どこかにないだろうか，

「再出発』という名の地が。

そこに行 けば，わたしたちの過ちも，

心痛も，

利己心が招いた悲哀 も，

すべてが着古 したコー トのように，

戸ロに脱 ぎ捨てられる。

わた したちは，二度 とそれを身にま

とわなくてよくなるのだ。」

(ルイザ ・フレッチャー"TheLandof

Begin血gAgain"Bes亡 五〇祀dR)α ηs

of出eAmeガcaηPeρ ρ1e「『再 出発 』 と

い う名 の 地 」 『ア メ リ カ名 詩 選 』p.101)

「再出発」 という名の地 は確かに存

在 します。それはイエス ・キリス トの

福音です。キリス トのみもとに来て悔

い改める人々は皆，進路 を修正 し，罪
ゆる

の赦しの道を歩むことができます。し

かしそれには信仰と勇気，そして断固

とした決意が必要です。

現世の生涯は，豪華客船で巡る快適

な船旅ではなく，波風に揺り動かされ

る苦難と試練の伴う航海です。ジェー

ムズ ・A・ ミッチェナーはこのように

記しています。「人と同様，船という

ものは風にわずかに逆らいながらも，

帆をいっぱいに張って進路を保って進

むのが理想である。一方，船も人と同

様，真後ろから風が吹 くと蛇行してし

まう。その風が水しぶきを立てて船を
かじ

押すので舵取 りや操縦に関心を払 う必

要はな く，進路に向かって風が吹 くの

で好都合 に思えるのだが，実際は，緊

張を緩 ませ操縦 も緩慢になるので，逆

に害 を受けて しまうのだ。必要なのは

船にわずかに逆 らう風である。それに

よって緊張感が続き，心が高揚 し，必

要な考えが浮かぶため，船 も人 と同様

に試練に立ち向か うことがで きる。」

(Chesapeake『 チ ェサピーク湾』p.445。

教義 と聖約123：16も 参照)
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だれであろうと，どこに住んでいよ

うと，また何をしていようとも試練は

訪れます。今は試しの時期だからです。

しかし現世で幸福を得，来世でも安全

な港に到着したいと望むなら，正しい

進路からそれずに踏みとどまらなくて

はなりません。正しい進路から少しも

それずに進むのです。出発時に緯度が

1度 それると，到着するころには目的

地から大きく外れてしまいます。
あらし

「非常に大 きな船 も，嵐の ときには

ごく小 さな舵 に……助けられ，風 と波

に対 して進路 を保つことができ」 ます

(教義 と聖約123：16)。 同様 に，わた

したちもしっか りと舵 を取ることによ

って，助けを受け，悪の風に立ち向か

い，永遠の命 というだれもが望む港に

向かって進路を保つ ことがで きます。

そのためにも，ゴールを再確認 し，今

いる位置を確かめ，必要に応 じて進路

修正を行 うことが大切です。

今わたしたちは，新たな誕生 と始ま

りの季節を迎 えています。十字架 にか

けられたキリス トの死 を思って流 した
あがな

わた しだちの涙が，全人類の順い主の

復活に対する確かな知識によってぬ ぐ

い去 られる時です。そして 「キリス ト

のこ とを話 し，キ リス トのこ とを喜

び，」「最 善匙 後，神の恵みに

よって救われる」 ことを思い起 こす時

です(2ニ ーファイ25：23，26， 下

線付加)。

「立ち上がって行動を起 こし」(ア ル

マ60：24)， 家 族の一員 として，教会

の会員 として，自らをクリスチ ャンと

公言す る者 として， 自分自身を誠実に

評価 してみて ください。生けるキリス

トは，わたしたちがみもとに来てさら

に御 自身に似 た者 となるよう招いてお

られます。 これこそ神聖な蹟 いの 目的

であり真髄ではないで しょうか。

神 を仰 ぎ見て，大いなる決意 と断固

とした姿勢で永遠の幸福 に至るまっす

ぐな道 を歩み ましょう。それにより，

霊 とまこととをもって主を礼拝 し，主

が罪 と死に勝利 を収め られたことをと

もに祝おうではあ りませ んか。

これ らのことをイエス ・キ リス トの
み な

御名 によってお話 しし，お祈 ります。

アーメン。



あ か し

証という受け継ぎ

十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイリング

真理につ6、乙の証を家族に受1プ渡すため'こン宏実に努力すれば㌧…・そのカば

増し勿えられ，1時を越えτ伝完られるさしょう。

年の秋，わた したちはヒンクレ

昨一大管長から家族に関する宣言
を聞いて，心に感動を覚えました。家

族に神が何を望んでおられるか知りた

いと思っていたからです。これで愛と

義の中で生活できるでしょう。しかし，

深く考えていくと，助けが必要になる

ことが分かります。わたしたちのいな

いときに家族が導かれ，予測できない

霊的な危険に立ち向かえるように，天

の力を招 くことが必要になるでしょ

う。

わたしたちの家族は，神が行うよう

に望んでおられることを知るために，

また行動へと促される方法でそれを学
たまもの

ぶために，一つの賜物を授かることが

で きます。神はそのような導 き手を備

えられました。それは聖霊です。わた
はんりょ

したちは，聖霊を伴侶として家族に与

えることはできませんが，家族自らそ

れを得ることはできます。聖霊を絶え

ず伴侶 とするには，忠実に生活し，正

しい権能を持つ人からバプテスマの儀
あん しゅ

式と按手を受けなければなりません。

しかしバプテスマの前でも，子供 も大

人も神聖な真理について，聖霊によ
あかし

る証を心に受けることができます。彼

らは受けた証に忠実に生活 しなければ

な りませんが，それによって善に導か

れ，聖約を受け入れて守れるように助

け られるのです。その聖約によって，や

がては聖霊 を伴侶 とすることがで きる

のです。わた したちは，もしで きるなら，

何世代 も通 して伝 えられる証 という受

け継 ぎを家族に残す とよいでしょう。

この受け継 ぎを築いて伝えるために

できることは，証が どの ようにしてわ

た したちの心に浸透 してい くかを理解

することから始 まります。神聖な真理

について証 して くださるのは聖霊 です

か ら，家族 にとってそうした経験 をよ

り確かなもの とするために，少な くと

も3つ の事柄 を行 うことができます。

最初に，神聖な真理 を教えることがで

きます。そ して，教えたことが真実で

あると証できます。 さらに，証を聞い

た人がわた したちの行 いを見て，それ

が正 しいと分かるように行動 しなけれ

ばな りませ ん。そ うすれば，わた した

ちの話 したことや，真理であると証 し

たことについて，聖霊が確認を与えて

くださるでしょう。

これは，証 という受け継 ぎを家族の

中で築 き，保ち，伝えていく方法です。

簡単ではあ りませんが，普通の人は行

って きました。皆 さんの中の多 くの

人々と同じように，わたしにもそのよ
そ うそ ふ

うな先祖がいます。曾祖父のジ ョン ・

ベニオ ンがその一人です。世の中は変
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わったので，彼のしたことをそのまま

まねることはで きませんが，そこから

学ぶことはできます。

曾祖父はウェールズ出身の改宗者で

した。彼 は妻子を連れて，初期 の開拓

者の一人としてソル トレーク盆地にや

って来 ました。彼の生涯について幾ら

か知ることがで きるのは，その ときか

らほ とん ど毎日，短い日記をつけてい

たか らです。1855年 か ら1877年 まで

の日記があります。それらは1冊 の本

にまとめて出版 されました。彼 の子孫

が証 という受け継 ぎを残 したい と思っ

たか らです。わたしの母はその一人で

す。母のこの世での最後の仕事 は，曾

祖父の日記を出版用の原稿用紙に書き

写すことで した。

曾祖父は短い記録の中で，多 くのこ

とは教えてはい ません。ブリガム ・ヤ

ングが預言者であるとは証 していませ

ん。彼はこのように記録 しているだけ

です。すなわち，預言者か ら伝道に召

される度に 「はい」 と答え，ジョーダ

ンリバーを越 えて当時マッディー伝道

部と呼ばれていた地域 まで行 き，その

後，故郷 のウェールズでも伝道 しまし

た。さらに，ジョンソン大佐の軍隊を

追跡するために馬で深い峡谷 に乗 り入

れるとい う召 しにこたえ，軍隊が谷に

侵入 した ときには家族 を南部に連れて

行 く召 しにこたえました。ブリガム ・

ヤングが埋葬されてからす ぐに曾祖父

が亡 くなったのは，ここで も預言者に

従 うためだった，という伝説が我が家

には残っています。

毎 日記録を残 したことか ら明 らかな

ように，曾祖父は自分の 日常生活が歴

史的なものであることを知っていまし

た。末 日にシオンを築 く業に携わって

いたからです。彼が残 したわずかな証

は，子供を亡 くした ときに記録 したよ

うです。その証は試練のさなかに書か

れた ものなので，わたしにはいっそう

力強 く感 じられます。

これはそのときの記録です。彼の腕

の中で娘のエリザベツが息 を引 き取 り

ました。彼は娘の埋葬 と墓の場所につ

いて数行書いています。そして翌 日の

1863年11月4日 に，次の ように記 しま

した。



「水曜 日。馬小屋 を直 している と，

子供たちが周 りでは しゃぐ。 しか し，

愛す るリズィーは帰 らない。わた しは

主に助けを祈 り求めた。生涯の終わ り

の日まで主の業 に忠実でい られるよう

に，そ してわた しの子供たちを家族の

輪に再び迎えるにふ さわしくなれるよ

うに。幼 くしてキリス トの もとに召 さ

れた子供たち，アン，モロナイ，エス

テル ・エ レン，エ リザベ ツ，イエス ・

キリス トの順いのゆえに祝福 され幸せ

な子供たち。」

ここにすべての要素があ ります。彼

は真理を教えました。それが真実であ
あかし

ると証しました。そして証に忠実に生

活し，愛する家族と再び一つになるま

で忠実に堪え忍べるよう祈りました。
そうそ ふ

わた しは曾祖父の愛 を感 じ，自分 もそ

の輪に加わ りたいと思いました。

わたしたちは証という受 け継 ぎを残

すために，別の方法 を自ら見つけなけ

ればなりません。 しかし，教え，証 し，

真理に従 って生活す るとい う過程は同

じです。

聖文や生 ける預言者 ，あるいはわた

したちの持つ思慮分別は，それが どこ

から始 まるか教えています。両親 とし

て 自分 自身か ら始め る必要があ りま

す。いかなる家族のプログラム も伝統

も，雨親が 自分で持 っていない証を受

け渡す ことはで きません。アルマが述

べているところから始めて，彼 の証と

同 じ基盤 に立っていることを子孫に伝

えるようにするのです。『モルモ ン書』

にアルマの言葉が次の ように記されて

います。それはわた したちが自分のも

のとして語るべ き言葉です。

「そ してこれだけではない。 あなた

がたは，わたしが 自分でこれらのこと

について知っていることに気づかない

のか。見 よ，わたしは，自分が語って

きたこれ らのことが真実であることを

知っている。あなたがたは，わたしが

どの ようにしてこれ らのことが確かで

あるのを知ったと思 うか。

見 よ，わた しはあなたがたに言 う。
み たま

これ らのことは，神の聖なる御霊によ

ってわた しに知 らされ てい るのであ

る。見 よ，わた しは自分でこれ らのこ

とを知ることができるように，幾 日も

の問，断食 をして祈 ってきた。そ して，

これらのことが真実であるのを，わた

しは今， 自分 自身で知っている。主な

る神が神の聖なる御霊 によってこれ ら

のことをわた しに明 らかにされたか ら

である。わた しの内にある啓示の霊に

よって知 らされたのである。」(ア ルマ

5：45-46)

この確信が得 られると，家族 ととも

に過 ごすほとんどの状況が，証 とい う

受 け継 ぎを築 く絶好 の機会 にな りま

す。最善の方法の中には，すでによく

知 られたものが幾つかあ ります。そ う

した共通の状況 を作 り出 し，その中で

の経験 を通 して家族が証を得 られるよ

うにする方法を挙げてみましょう。

第1に ，毎週家族の集 いを計 画 し，

証を述べる場にします。イエス ・キリ

ス トの福音の真理を，子供で も理解で

きるように，簡単に分か りやす く教え

て ください。子供 はその教 えを理解す

ることができるものです。わたしたち

がそのような方法で教 えるならば，子

供は最後に証を述べ ようとするか もし

れませ ん。内気な子供 にとって，大勢

の前で証するのは簡単にはで きないこ

とでしょうが，家庭の中なら安心 して

で きるか もしれません。そして，証 を

する子供やそれを聞く人々に，聖霊が

さらに証されるで しょう。

第2に ，家族 と一緒 に声 を出して聖

文を読みます。そのための時間と場所

を見つけるには，並外れた決意 と霊感

が必要か もしれません。 しか し，聖典

か ら命の言葉 を読む ときや聞 くとき，

それらの真理を証される聖霊を招 き寄

せることがで きます。救い主はこう言

われま した。「あなたが たは，聖書の

中に永遠の命があると思って調べてい

るが，この聖書は，わたしについてあ

か しをする ものである。」(ヨ ハネ5：

39)

何 年 か前にこの説教壇 から，マリオ

ン ・G・ ロムニー副管長が，『モルモ

ン書』を読んだときの経験 を話 してく

れました。彼 は2段 ベッドの下に座 り，

上の段 に座 った息子 と交互 に，「モル

モ ン書』を読んでいました。彼は息子

が風邪を引いたか と思いました。後で

分かったのですが，息子はこの書物が
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真実であるという証を感じて涙を流し

ていたのです。二人は一緒に読んだの

で，ともに祝福を受けました。

第3に ，家族でともにひざまずいて
けんそん

謙遜な祈りをささげ，一人一人に祈る

機会を与えます。祈りが機械的になっ

たり，祈っていない子供がそわそわし

たりすることがあるかもしれません。

しかし，家族のだれかが信仰をもって

ほんとうに必要なものを願い求め，皆

が聖霊の証を心に感じるとき，それは

きわめて貴重な瞬間になるでしょう。

わたしは母の教えをあまり思い出せま

せんが，母の祈りはよく覚えています。

わたしは母の愛を感じ，母が天父と救

い主を愛し，母の祈 りがこたえられる

ことを，御霊を通して確信することが

できました。母はわたしたちに祝福を

もたらし，母の祈 りは今もわたしたち

の心に生きています。

第4に ，自ら断食し，子供たちにも
せいさん

月に1回 断食をさせて，主の聖餐を取

る会に出席し，ほかの人々の証を聞く

ようにします。子供たちは自ら証する

よう心に感じるかもしれません。食欲

に打ち勝つという選びが貧 しい人々を

助ける手段になることを知れば，霊的

な祝福は子供たちにとってさらに大き

なものになるでしょう。そのためには，

断食献金を喜んで，また惜しみなく納

めなければなりません。また子供たち

がイエス ・キリス トの真実の教会につ

いて御霊の証を受ける可能性を高める

には，まず救い主が貧しい人や困って

いる人の世話をするために常に弟子た

ちを組織されることを教え，証するこ

とです。

聖なる御霊の確認を受けるために行

う事柄は，もっと挙げることができま

す。例えば，ホームティーチングを受

けるときの温かい気持ちや信頼感は，
しもべ

彼 らが神の僕であるという確信を子供

たちに与えるでしょう。子供が入学す

るときや家を離れるときに神権の祝福

を与えるなら，心からへりくだって御

霊のささやきを受ける備えができたと

きに，御霊がもたらされるでしょう。

証という受け継ぎを築いて伝える最

も大切な機会には，前もって計画でき

ないものがあります。悲劇や損失，苦



痛はしばしば予期しないときにやって

来ます。思いがけない事態にどう対

処するかによって，わたしたちの教え
あかし

や証が心に深 く根付いているかどうか

が，家族に示されます。ほとんどの人

は，わたしたちに降りかかるものが何

であれ，それを乗 り越えられるように

助ける救い主の力について子供たちに

教えているで しょう。『モルモン書』

には次のように記されています。「ま

た神の御子は，御自分の民を束縛して

いる死の縄目を解 くために，御自身に

死を受けられる。また神の御子は，肉
あわ

において御 自分の心が隣れみで満たさ

れるように，また御 自分の民 を彼 らの

弱 さに応 じてどのように救 うかを肉に

おいて知 ることがで きるように，彼 ら

の弱さを御 自分に受けられる。」(ア ル

マ7：12)

悲 劇が起 こるとき，また起 こりそ う

なとき，子供たちはわた したちの心を

のぞ き込んで，わた したちが知ってい

ると言ったことをほんとうに知ってい

るのか どうか知る機会を得 るのです。

子供たちは，わたしたちが教えたとお
み たま

りに生活したことを実際に見て，御霊

による証を感じ，心に覚え，世代を越

えてその話を受け継いでいくのです。

わたしもそのような話を受け継いで

います。わたしの祖母のアイリングは，
い がん

病院で胃癌の末期だ と医者か ら告げ ら

れました。長男であるわた しの父は，

車で病院 までの送 り迎えを しました。

父の話 によれば，家に帰る途中，祖母

はこう言ったそ うです。「さあ，ヘ ン

リー，元気 を出して。賛美歌を歌いま

し ょう。」 二 人 は 「高 き に栄 えて」

(『賛美歌』180番)と 「恐れず来たれ，

聖徒」(「賛美歌』17番)を 歌いました。

最後 の節 の歌 い出 しは こうで した。

「旅を終わ らず死す も すべ ては善 し…

…。」

わたしはその場にいませんでしたが，

想像できます。二人は，非常に美 しい

声ではないにして も，大 きな声で，涙

なしに，信仰をもって歌ったことでし

ょう。祖母は最後の数か月，長女の家

で過 ごしました。おばの カミラはわた

しに言い ました。「おばあちゃんはた

だ一度だけ，不平を言ったわ。 ほんと

うの不平で はないけれ どこう言 った

の。「痛むわ』って。」

さて，死 に直面 して も，明る く元気

に過ごした人がた くさんいます。 しか

し，その人が，救い主の力について，

復活について，また永遠の命への希望

について教え，証するなら，それはさ

らに意義深いものになります。これは

御霊がわた しに告げて くださったこと

ですが，祖母の平安と勇気は彼女の証

が真実 であることを示す しるしで し

た。それによって 「すべ ては善 し」 と

なったからです。

悲 しいことに，たとえ真理について

教 え，証 し，その証に忠実に生活 して

も，それが受 け継がれないことがあ り

ます。善良ですばらしい両親がすべて

のことを行って も，家族が証 を拒むこ

とがあるのです。 しか しわた したちに

は，大 きな希望 と楽観的な思いを持つ

理 由があ ります。その希望をもたらす

ものは何で しょうか。 まず，天父の性

質に関するわたしたちの証です。天父

はわた したちの家族 を愛 してお られ，

わた したちだけでなく，子供 たちの天

の御父で もあられるか らです。また，

イエス ・キリス トの使命についての証
あがな

です。主は彼らを順うために，犠牲を
かぎ

払われたからです。そして，神権の鍵

の回復についての証です。神 と聖約を

交わす力が地上に再びもたらされ，神

御自身が守られる聖約により家族が永

遠に結び固められるからです。

これが絶望しない理由です。証とい

う受け継ぎを家族に伝えるとき，それ

を受け入れない子供がいるかもしれま

せん。子孫にまったく影響を与えない

ように思えるかもしれません。しかし，

神は再三再四，それが受け継がれるよ

う手を差し伸べてくださいます。真理

についての証を家族に受け渡すために

忠実に努力すれば，わたしたちの思い

もつかない方法で，その力は増し加え

られ，時を越えて伝えられるでしょう。

その証拠は，だれもが知っている家

族の中に見ることができます。わたし

は南アメリカの宣教師たちの表情にそ

れを見ました。何百人もの宣教師がわ

たしと握手をし，ひとみの奥をのぞき

込みました。わたしは圧倒される思い
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で した。父祖 リーハイとサライアの子
み わざ

孫が主の御業のために，そこにいまし

た。天父が約束 されたことを守 られた

か らです。リーハイは死ぬ間際に，子

供たちに教 えと証を伝 え，祝福 を授け

ようとしました。彼の子孫 は， リーハ

イやほかの預言者たちの証 を拒み，聖

文を拒 んだときに，ひどい悲劇に見舞

われました。 しか し，わた しは宣教師

たちのひとみや表情か ら，神が約束を

守って リーハイの聖約の子 らに手を差

し伸べ られたことと，わた したちの子

孫にも手 を差 し伸べて くださることを

確信 しました。

天の父なる神が生 きておられ，わた

したち一人一人を愛 して，知っておら

れることを証 します。イエス ・キ リス

トが生 きてお られ，主の犠牲のゆえに，

わた したちは復活 し，清め られること

を証 します。聖霊の力によって真理 を

知ることができます。神の最 も大いな
たまもの

る賜物である永遠の命を得て，家族と
一緒に永遠に住むことができます。わ

たしたちが愛するすべての人々のため

に真心から，真理の証を家族に受け渡

すことができるよう，イエス ・キリス
み な

トの御名 によって祈 ります。アーメン。



栄えある

イースターの朝に

大管長

ゴードン ・B・ ヒンウレー

キリス1・ぱ生ぎτωらっしゃωます。まことに生きZ『ωらっしゃωます。

栄%に 満ちた，驚嘆すべき生ける神の生ける御子ざ玩 この喜びめ臼，空

になった墓の奇跡を祝 うこのイースターの朝鶴 わた したちぱこれらのこ
あかし

とを厳粛に証しま跳

弟姉妹の皆さん，少しお話しさ

兄せていただ きたいと思い ます。
まず最初に，この復活祭の朝にタバナ

クルに集われた皆さんのお顔を拝見で

きてほんとうにうれ しく思っているこ

とをお伝え したい と思い ます。実にす

ばらしい光景です。 また，世界各地の

3，000以 上 の集会場 に， これよ りもさ

らに多 くの方 々が集ってお られるの

は，考えるだけで もすばらしいことで

す。

残念なが ら，今朝このタバナクルに

入 りたいと思いなが ら，それがで きな

い方々がた くさんいらっ しゃい ます。

タバナクルの周囲の構内には非常に多

くの方がいらっしゃいます。主を礼拝

するために先祖の開拓者によって建設

されたこの独特なすばらしい建物 には

約6，000の 快 適な座席が しつ らえてあ

ります。2時 問にわたって この固い座

席 に座ってお られる皆 さんの中には，

「快適」 という言葉 に異議を唱える方

がい らっ しゃるか もしれません。

わた しは心の中で，この タバナクル

に入 りたいと思いなが ら，それがで き

ないでいる方 々のこ とを考 えていま

す。1年 ほど前にわたしは中央幹部の

皆 さんに，次のような提案をしました。

すなわちもう一つ，この建物の3，4

倍 の収容力を持つ，より大きな規模の，

礼拝施設を建設できるかどうか検討す

べ き時がやって来たか もしれないとい

うことです。

もちろん，成長を続けるこの教会の

全会員 を収容で きるほどの大きなホー

ルの建築が不可能なことは承知 してい

ます。 コミュニケーション手段はほか

にもたくさんあ ります。衛星放送によ

って大会の模様が世界中の何百万 もの

人々にお伝 えで きるようになっていま

す。

しか し，話者やそのほかの参加者の

姿が直接見える席に座ってみたいとい

う人はまだまだ数多 くいます。わたし

たちが考えているのはスポーツの競技

用 の施設 のよ うな建物で はあ りませ

ん。それは固定式の座席 と優れた音響

設備 のある大 きなホールになるで しょ

う。また，奉献された礼拝用の建物 に
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なることで しょう。それがその建物 の

主 目的になるで しょう。必要 に応 じて

あるときはホールの一部だけ，あるい

は全体 を使 うことができる様式にする

予定です。宗教行事 だけでな く，聖劇

や それに類す る ような催 しの上演 な

ど，教会のそのほかの目的のために も

用いるつもりです。さらには， 目的が

ふ さわ しいものであれば，地域社会の

文化的な催 しを行 う場 として提供する

ことも考 えています。

建築や工事など技術的な面での検討

は，まだ詳細 な発表をするまでには至

っていませんが， これ までの ところ，

前向きな進展 を見せています。

ここで少 し個人的な事柄 についてお

話 しさせていただ きたいと思います。

1年 前 ，この大会の聖会において，

皆 さんはわたしをこの重大かつ神聖な

召 しに就 く者 として支持の挙手をして

くださいました。わたしの心 は，皆 さ

んが示 してくださる信頼への感謝の思

いでいっぱいです。皆 さんの優 しい言

葉そ して忠実 さ，愛に触れ，へ りくだ

り，圧倒される思いです。少なくとも

ある程度は，この責任の重大 さを理解
みこころ

しているつ もりです。主の御心をなす

ことのほかに，わたしの望みはあ りま
しもべ

せん。わたしは主の僕であり，主の民

に仕えるために召されました。この教

会は主の教会であり，わたしたちは主

に属するものを管理しているにすぎま

せん。

副管長としてわたしを補佐する，徳

と能力を備えた二人の方に心から感謝

しています。十二使徒定員会の兄弟た

ちに感謝しています。主を愛し，主の

御心を熱心に求める，これほど献身的

で有能な人々をほかに見いだすことは

できません。七十人定員会と管理監督

会の皆さんにも感謝しています。そし

て，地域幹部，ステーク会長，監督，

定員会を管理する責任にある方々，息

実な伝道部長，神殿長の皆さんにも感

謝の意を表したいと思います。補助組

織の皆さん，扶助協会，若い女性，日

曜学校，初等協会の組織を管理する立

場の皆さんが示 してくださる能力，才

能，献身に感謝しています。忠実に信

仰の道を歩んでいらっしゃる一人一人



アッセンプリホールに入場するため 列に並ぶ大会出席者たち。例年この建物は

タバナクルに入れなかった出席者を収容するのに使用されている。

の教会員に感謝しています。わたした

ち末日聖徒はこの点において，神の御
あカな

子，世の蹟い主であ られるキへの愛に

よって結ばれ，皆一つです。わたした
み な

ちは，主の神聖な御名 を引 き受けてい

る契約の民です。

教会 は会員一人一人の信仰 と行いの

強弱 によって強 ま りも弱 ま りも しま

す。

わた しはこの1年 問様々な所を旅 し

てきました。わたしは自分の力の及ぶ

かぎり，国の内外 を問わず，人々を訪

ねて，感謝の言葉 を述べ ，励 ま しを

与 え，信仰 を築 き，教え，そして人々
あカし

の証に自分の証を加え，それと同時に

その人々か ら力を頂くつも りです。こ

のことにおいて，助けをして くださる

すべての方々に感謝しています。

わた しは自分 にできるかぎり，頑張

って前進 し統けるつ もりです。愛す る

人々と交わりたいと願っています。最

近わたしは教会の多 くの若人と会って

まい りました。それは非常に心 の安 ら

ぐ経験で した。主 を愛 し，正 しいこと

をしようと望み，大いなる徳 を基 とし

た人生 を築 きたいと考えているそれ ら

の若い男女の日を見，鼓舞激励 されま

した。彼 らは自分 自身と，これから彼

ら自身がその一部 となるであろう社会

の役 に立てるよう，それぞれの技術 を

伸はそうと頑張っています。かつてな

い多 くの若人か宣教師として奉仕 して

います。彼 らは汚れがな く，賢 く，有

能で，幸福な若者たちです。主はその

教会で学び，奉仕するこの選び抜かれ

た世代の若人を確かに愛 してい らっ し
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やいます。わたしは彼 らを愛 していま

す。そ して，そのことを彼 らに知って

ほしいと望んでいます。彼 らにとって，

人生は決 して容易なものではありませ

ん。人の生活を食い物 にしてまで冨を

肥やそうとする邪悪な企みを持つ人々

の悪か，これほど人々の心を引きつけ，

欺 く形で横行 している時代はかつてな

かったのではないで しょうか。悪いも

のに手 を伸ば して， 自分の人生を壊 さ

れ，台なしにされ，悲劇的な状況 に陥

っている人々かいます。

お互いに忠実で， しかもその子 らを

愛と信仰のうちに育てている父親と母

親の皆 さんをほめたたえたい と思いま

す。昨年の10月 に発表 した家族に関す

る声明文は大 きな反響 を呼 びました。

どうぞ何回も何回 も繰 り返 し読んで く

ださい。
み わさ

この御業の全 出界での発展 はすば ら

しく，驚異的なものです。主が国々の

扉を開き，人々の心の琴線に触れて く

ださっています。毎年 シオンのステー

クが100も 新 設できるほどの人々が教

会に加 わっています。 しかしこの成長

が大 きなチ ャレンジももたらします。

すでに多 くの人々に知 られていること

ですか，現在，合衆国外 の教会員数が，

合衆国内の教会員数をL回 っていま

す。

兄弟姉妹の皆 さんが正 しい生活 をし

て くださってい るこ とを感謝 します。

主の教会の高い標準にかなった生活を

しようと努力 して くださりあ りか とう

ございます。これは主の教会です。皆

さんの信仰 に感謝 しています。皆様の

心からの支持 と挙丁の手に，そしてそ

の祈 りに感謝 しています。

ここに集われた皆 さんがすべて御存

じのように，わた したちか召 されてい

る目的はたった 一つです。それは天父

御 自身が宣言 された御業の進展 を助

け，天父の息子娘たちの不死不滅 と永

遠の命 をもた らす ことです(モ ーセ

139参 照)。

神か定められたこの遠大な計画の中
カき

には，一つの重大な鍵があ ります。そ

れは，キイエス ・キリス トによる人類
あかな

の蹟いです。それに関 して今から少 し

お話ししたいと思います。



き よ う

今朝は復活祭の朝です。今日は主の

日であり，わたしたちは歴史上最大の

勝利，すなわち死への勝利を祝います。

イエスを憎んでいた人たちは，その
くぎ

震 える肉体 に容赦 なく釘 を打ち込み，

カルバ リの丘 にその十字架を立てた と

き，彼 を永遠 に葬 り去ったと考えまし

た。 しかしその御方 は神の御子であ り，

その力は彼 らの考 えを超 えたもので し

た。イエスの死により復活がもたらさ

れ，永遠の命が確実なものとなりまし

た。ゲッセマネで祈 られた主の苦 しみ

を完全 に理解で きる人はだれ もいませ

ん。またその後で，二人の盗人たちの

間で十字架 につけ られ，「他人 を救っ

たが，自分 自身を救 うことができない」

(マ タイ27：42;マ ル コ15：31)と ，
ちょうしょう

人々に嘲笑された恥辱を完全に理解で

きる人はだれもいません。

主を愛した人々は，言い表すことの

できない悲しみとともに，傷ついたイ
い がい

エスの遺骸をアリマタヤのヨセブの新

しい墓に横たえました。主の愛と教え

を受けていた弟子たちの生活の中から

は，望みが消えうせていました。彼ら

が主また師として仰いでいた御方は，

十字架につけられ，その体は封印され

た墓の中に横たえられていました。主

は生前，彼らに御自分がやがて死ぬこ

とと復活とについて教えられました。

しかし彼らには理解することができな

かったのです。彼らは絶望し，失意の
ふち

淵 に沈んでいました。墓 を封 じるため

に大 きな岩が置かれた とき，彼 らは涙

を流 し，困惑 したことで しょう。

ユダヤ人の安息 日が過 ぎ，新 しい日

がやって来ました。それは，それ以後

主の 日となった新 しい 日で した。悲し

みの中にマグダラのマ リヤ とそのほか

の女たちが墓 にやって来ました。岩は

元あった場所 にはあ りません。 どうし

たのかと彼女 らは中をのぞいてみまし

た。驚いたことに墓の中は空です。

混乱 と恐 れのうちにマ リヤはシモ

ン ・ペテロと主の愛されたもう一人の

弟子のところへ と駆けつけ，叫びまし

た。「だれかが，主を墓か ら取 り去 り

ました。 どこへ置いたのか，わか りま

せん。」(ヨ ハネ20：2)

彼 らも走って墓へ向かい ましたが，

まさか と思っていたことは確かに事実

で した。悲 しみ に打 ちひしがれつつ，

彼 らは 「自分の家に帰って行」きまし

た(ヨ ハネ20：10)。

「しか し，マ リヤは墓の外に立って

泣いていた。そ して泣 きなが ら，身を

かがめて墓の中をのぞ くと，
みつかい

白い衣を着たふた りの御使が，イエ

スの死体のおかれていた場所 に，ひと

りは頭の方に，ひとりは足の方に，す

わっているのを見た。

すると，彼 らはマ リヤに，『女 よ，な

ぜ泣いているのか』 と言った。マ リヤ

は彼 らに言 った，『だれかが，わた し

の主を取 り去 りました。そ して，どこ

に置いたのか，わからないのです。』

そ う言って， うしろをふ り向 くと，

そこにイエスが立ってお られるのを見

た。 しか し，それがイエスであること

に気がつかなかった。

イエスは女に言われた，『女よ，なぜ

泣いているのか。だれを捜 しているの

か。』マリヤは，その人が園の番人だ

と思 って言 った，『もしあなたが，あ

のかたを移 したので したら， どこへ置

いたのか，どうぞ，おっしゃって下 さ

い。わた しがそのかた を引 き取 りま

す。』

イエスは彼女に 「マリヤよ』 と言わ

れた。マ リヤはふ り返って，イエスに

むか ってヘブル語で 『ラボニ』 と言っ

た。それは，先生という意味である。

イエスは彼女に言われた，『わた しに

さわってはいけない。わた しは，まだ

父のみもとに上っていないのだか ら。

ただ，わたしの兄弟たちの所 に行 って，

「わた しは，わた しの父またあなたが

たの父であって，わた しの神またあな

たがたの神 であ られるかたのみもとへ

上って行 く』 と，彼 らに伝えなさい。」

(ヨハネ20：11-17)
いや

主を心から愛 し，主か ら癒 しを受け

たことのあるマ リヤは，復活 された主

とまみえた最初の人で した。その後，
みすがた

主 は多 くの人 に御姿 を現 され ました

が，パ ウロは 「500人以 上の兄弟たち

に，同時に現れた」 と宣言 しています

(1コ リント15：6参 照)。

このような経過の中で，使徒 たちは

主が，何 を教 えようとされていたのか
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理解 で きるようにな りました。 トマス

は主の傷跡に触れ，言 いました。「わ

が主よ，わが神 よ。」(ヨ ハネ20：28)

この記録の真実性 を疑える人がいる

で しょうか。歴史上， これ以上確かな

出来事はほかにあ りませ ん。復活 され

た主を目にし，主に触れ，主 と語った
あかし

すべての人々の証が，そこにはあるの

です。主は，東西両半球の二つの大陸

を訪れ，最終的に天に昇るまで人々に

教えられました。人類史上，最も栄え

ある出来事が二つの神聖な書物により

証されています。しかし，信仰のない

批判者たちは，それらが単なる物語で

あると言い張ります。それにこたえて

わたしたちは，これらのほかに，この

最もすばらしい出来事の真実性につい

ての聖霊の力による証がある，と唱え

ています。何世紀にもわたり，数え切

れない人々が，復活した生ける主が実

在の御方であるという確信のために，

安 らかな生活や富，時にはその命まで

も犠牲にしてきました。

さらに，この神権時代の預言者の高

らかな証が続いています。その預言者

は驚くべき顕現の中で，全能の神とそ
み こえ

の復活された御子にまみえ，その御声

を聞きました。筆紙に尽くし難いこの
かぎ

示現は，すべての鍵，権威，権能，力，

また人々の証の中にある心の支えとな

る慰めとともに，末日聖徒イエス ・キ

リスト教会の土台となりました。

死ほど万人に共通したものはありま

せん。しかし，不死への確信ほど信仰

と希望をもたらす輝かしいものもあり

ません。死に伴う失望，愛する者を失

ったときの落胆は，あのイースターの

朝の御子の復活に対する確信によって

のみ和 らげられます。

不死が真実でなければ，人生に何の

意味があるでしょう。それがなければ

人生は，物質的なものばかりを追いか

けた挙げ句，まったく希望がなく見捨
ゆううつ

て られたも同然の，憂轡 な旅 と化 して

しまいます。

「死 よ，おまえの勝利は， どこにあ

るのか。死 よ，おまえのとげは，どこに

あるのか。」(1コ リン ト15：55)

死 の苦 しみは，永遠の命が もた らす

平安に飲み込 まれたのです。人類史上，



これほど重大な結果をもたらした出来

事はありません。

全人類のために成し遂げられた，こ
あがな

の順いのすば らしさについて深 く考え

た末 に，預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスは，

美 しく叙述的な言葉で次のように宣言

しました。

「山々は喜び呼ばわ りなさい。すべ

ての谷 よ，声高 らかに叫びなさい。す

べての海と乾 いた地よ，あなたがたの

永遠の王の驚異を告げなさい。川 よ，

小川よ，せせ らぎよ，喜びをもって流

れ下 りなさい。森 と，野のすべての木

木は，主をほめたたえなさい。硬い岩

よ，喜びの涙を流 しなさい。太陽と月

と夜明けの星は，ともに歌いな さい。

神 の子 らは皆，喜 び呼ばわ りな さい。

永遠の創造物 は，とこしえにいつまで
み な

も神の御名をたたえなさい。さらにま

た，わた しは申します。栄光 と，救い

と，誉れと，不死不滅 と，永遠の命 と，

また王国と公 国と力をわたしたちの耳

に宣言する天か ら聞こえる声 は，何 と

栄 えあることでしょう。」(教 義 と聖約

128：23)

た と え死 の冷酷な手 に打たれても，
くらやみ

そこには悲しみと暗闇のときに光を注

ぐ主イエス ・キリス ト，神の御子の勝

利の姿があ ります。主 はた ぐいない永

遠の力で死 に打ち勝たれました。キリ

ス トは世の蹟い主です。わた したち一

人一人のためにその命 をささげられま

した。 しか し主は再 び命 を取 り戻 し，

眠っている者 の初穂 とな られたので

す。キリス トは王の王 として，すべて

の王の上に君臨 してお られます。 また，

全能者 としてすべての統治者の上に君

臨してお られます。主 はわた したちの

慰めです。霊が肉体を離れるときにわ

たしたちを取 り囲む，この世の夜の闇

の とば りに対 する真 の慰 めであ りま

す。

栄光の王，汚れのないメシヤ，主イ

ンマヌエルであられるイエス ・キリス

トは，いかなる人も及 びもつかない御

方です。わた したちはどれほど深い悲

しみのときにあって も，あのイースタ

ーの朝
，天使が語った 「もうここには

おられない。かねて言われたとお りに，

よみが え られ たので ある」(マ タイ

28：6)と い う言葉の中に希望 と平安

と確信 を見いだすことができます。パ

ゥロが語った 「アダムにあってすべて

の人が死んでいるの と同 じように，キ

リス トにあってすべての人が生かされ

るのである」(1コ リン ト15：22)と

い う言葉の中か ら力を得 ることができ

るのです。

主イエスの愛に

恵の深きに
つみびと

罪人のため

流されたる血に

ただ驚 く
まど

われ惑う

十字架にて
ふる

身は震う

ああ，わがため主は死にたもう

奇しきみ業
く

ああ，奇す しき主のみ業

(『賛美歌』109番)

この御 方はわた したちの王，教師，

生けるキリス トであ り，御父の右手 に

立たれる御方です。キリス トは生 きて

いらっしゃいます。真実，生 きていら

っしゃます。栄光に満ちた，驚嘆すべ

き生ける神の生ける御子です。この喜

びの 日，空になった墓の奇跡 を祝 うこ

のイースターの朝に，わた したちはこ
あかし

れらの ことを厳粛に証 します。死人の

中か らよみが えられた御方すなわち主

イエス ・キリス トの御名 によって，ア

ーメン
。

総大会の部会で司会をするゴー ドン ・Bヒ ンクレー大管長
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●1996年4月7日(日)午 後の部会

子供のようになる

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マツクスウエル

あかし

憺 μ肋 翫 され乙からさなければノ完全な証ば得られません(：エラヲ房2'6♪ 。

そしτしばしば幼ω子供がわたしたちを導ωτくれるのざす(イ ザヤ7ア'

6参 照り。

新
しく支持された七十人の方々を

心から歓迎 し，これから何年に

もわたって同じ業に携わる皆さんに友

の交わりをお約束します。

兄弟姉妹の皆さん，最初に，世俗主

義という現代のシナイの荒れ野を通 り

抜けるときのチャレンジを幾つか挙

げ，それから霊感された子供たちが与

えてくれる助けに焦点を当てたいと思

います。

わたしたちは皆，放任主義のもたら

す多くの苦々しい結果を目にしていま

す。ある洞察力の鋭い人がこう述べて

います。「神への信仰なしに道徳的に

生活しようという試みがもたらしたも

のは，わたしたちが思い描くような正

義や徳性ではなく，無秩序と混乱であ

った。

何か重大な間違いが世俗主義にはあ

った。これはまったく皮肉なことであ

る。世俗主義がついには自らを一種の

宗教へ と変 えていったか らである。…

……今はその変換は完了 し
，政府が

その宗教の教会 となった。」(ピ ー タ

ー ・マリン"SecularismlsBhndFaith"

伽pe総Mag3加e「 世俗主義の盲 目の

信仰」「ハーパーズ ・マガジン』1995

年9月 号，P.20)

神が 義 とされたことを世の中が正 し

いとすることに置 き換 えようとすれば

するほど，人類の問題を効果的に解決

す ることはで きな くな ります。C・

S・ ルイスがた とえた ように，洪水の

ときに消火器 を持って走 り固る人のよ

うです。例えば，暴力 と犯罪の被害者

が増加 しているのに，犯罪者の権利に

多 くの関心が寄せ られてい ます。ポル

ノグラフィーにおぼれる人が増える と

ともに，検閲への激 しい抗議が起 こっ

ています。非嫡出子の増加が家族 を破

壊 し，政府の予算を圧迫 していますが，

それでもなお，純潔や貞節があ ざけ ら

れています。このような傾向は，不協

和音のように不快で有害な結果 を生み

出 します。ローマが焼け落ちるときに，

遊びほうけていたネロで さえ，わずか

な曲を作っていました。兄弟姉妹の皆

さん，わたしはきっぱ りと言いますが，

このまま放置す るなら， 自由放任を唱

えた人は，最後 に， 自分の招いた恐ろ

しい結果にが くぜんとすることで しょ

う。

皮肉なことに，人はかた くなになれ

ばなるほど，悪い行いを優 しい言葉で

表すようにな ります。これは世俗主義

による沈静化 の一つです。例えば不必
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要な堕胎は 「妊娠中絶」 よりも 「柔 ら

かな表現」 として 「生殖機能の保健処

置」 と呼ばれています(ジ ョージ ・マ

ッケナ"OnAbortion：ALincohian

PosiUon".4ぬ 画cMbn㎡ か 「堕胎につ

いて 一リンカーニ アンの立場」 『月刊

ア トラ ンテ ィッ ク』1995年9月 ，

pp.52，54)。 「私生児」 はさらに受 け

入れやすい ように 「非嫡出子」あるい

は 「婚外子」 にな りま した(ベ ン ・

J・ ワッテンバーグ， 嗣 ロesMa亡 亡er

M)s亡 『最も価値あるもの』p.173)。

教 会員は福千年 まで毒麦 と小麦の状

態 に置かれるで しょう。中には小麦の

ふ りをしている毒麦がいて，もはや信

じていない教会の教義について会員た

ちにしきりに説教 しようとします。 ま

た自分ではもはや献金 していない教会

基金の使い道について批判 します。あ

るいは， もはや支持 していない教会の

幹部に恩着せがましく助言 しようとし

ます。人に批判的で自分に寛大 な彼 ら

は，教会を去って も，教会への批判は

や めませ ん(Eηslgn『 エ ンサ イン』

1980年11月 号 ，p.14参 照)。 「大 き く

広々とした建物」の城壁の上の群衆の

ように，鉄の棒 につかまって忍耐強 く

進む人々を指 さしてあ ざけることに夢

中になっています(1ニ ーファイ8：

26-28，33)。 彼 らが絶えず没頭 して

いるのを見て，ある人はこう思います。

「あんなに大 きな建物の中にいるのだ

から， もっとほか にで きることはない

のか しら。 ボー リング場 で も造 ると

か。」彼 らのあざけ りと大騒 ぎは，自

分 の立場 に対す る疑 いを覆 い隠す手

段 か もしれません。いずれにしても，

疎 んじられるのを承知でブリガム ・ヤ

ングが述べたように，この 「民は人々
ちょうしよう

の嘲笑か ら逃れることはできない」の

です(1)∫SCOαrsesof研1gham}石0ロ η9

『ブ リガム ・ヤ ング説教集』ジ ョン ・

A・ ウイッツォー編，p.434)。

ですから，兄弟姉妹の皆 さん，たと

え預言 されている とお り善い ことに対

して実際に怒る人がいても(2ニ ーフ

ァイ28：20参 照)， 静か に善 を行 い続

けなければな りませ ん。同 じように，

信仰 を持つ人は，横柄 な批判に対 して

柔和 さと明快な態度で応 じなければな



りません。たとえ憤慨 した人々に取 り

巻かれて も，わた したちは彼 らに，特

に落胆 した人々に，手を差 し伸べなけ

ればな りません(教 義 と聖約81：5参

照)。 もしわた したちが民 としての欠

点を指摘 されたときには，改善するよ

う努めようではあ りませんか。

さらに，キリス トの弟子である喜び

は，それに伴う重荷 よりもはるかに大

きなものです。わた したちは， シナイ

の荒れ野を旅するとき，回復というバ

ウンティフルの ようなオアシスで養い

を得ます。 このオアシスに対する第一

印象の幾つかは，永続するもの とい う

より，子供 じみたものになってい くか

もしれません。回復の喜 びに浸ると，

わたしたちはそれに心を奪われます。

ポケ ッ トは福音 の実 でいっぱいにな

り，歓喜に満た されます6言 葉で言い

表すことはできません。喜 びのあまり，

オアシス全体 を見るだけで個々の木を

見落 とす人や，わき上が る生ける水，

すなわち回復 された福音全体 を見 るだ

けで個 々の教 えを見落 とす 人が いて

も，驚 くには当たりません。 また，初

めて福音の光 を見いだすとき，思わず

それを誇張 して しまう人がいるか もし

れません。わた したちはそ うした例 を

数え切れないほど見て きました。わた

したちは 「感 じていることの万分の一

も言い表せ ない」のです(ア ルマ26：

16)。

これらのオアシスに加えて，主はわ

たしたちの旅のために，家族や隣…人，
しもべ

主の僕を含め，さらに多 くの 「十分 な

備 え 」 を し て くだ さ い ま し た 。

(Teach加gs・f亡 加Pro加e亡 ノ・seph

Sm泌 「預言者 ジョセ ブ ・ス ミスの教

え』 ジョセブ ・フィールディング ・ス

ミス編，p.220)。 これ らの人々は，わ

た したちを強め，教化 し，教 え，慰め，

霊的に鼓舞 して くれます。わたしたち

は 「愛 によって結び合わされ」ている

のです(コ ロサ イ2：2)。 ですか ら，

こうした人との交わ りにより，わたし

たちは さらに決意 を新 たにするので

す。

12年 ほど前に，わた しは二人の末 日

聖徒の医者 とブラジル出身の会員でな

い医学生 とともにテニスを しました。

それ以来何 の消 息 もなかったのです

が，先月ブラジルのクリティーバで，

あの医学生だったバ レンティム ・ゴン

サルベスが再びわたしの横に立ちまし

た。今度はテニスコー トではなく，地

区大会でわたしの通訳 をしたのです。

彼の天性の徳 と人々の善い働 きのおか

げで，眼科医のバ レンテ ィムは今，会

員であるばか りか，クリティーバのス

テーク会長 を務めています。バ レンテ

ィムと奥さんは，神殿で結び固めを受

け，3人 のかわいい子供 に恵まれてい

ます。それはすばらしい再会であ り，
み て

主の御手の働 きに対するわた しの感謝

の念はさらに深ま りました(教 義 と聖

約59：21参 照)。

霊感を受けた子供たちは， しばしば

荒れ野の中で道を示 して くれます。そ

れがで きる理由は，ベニヤ ミン王の投

げかけた質問の答 えにあ ります。「な

ぜな らば，仕 えたこともなく，見 も知

らぬ他人で，心の思いと志を異にして

いる主人を， どの ように して人は知る

ことができようか。」(モ ーサヤ5：13)

子供 たちは よく 「心の思い と志」 を

主に向けてい ます。その ような子供は，

年がいかなくても，信仰 にあふれてい

ます。教会の正規の召 しを受けるには

若すぎますが，「善い両親」(1ニ ーフ

ァイ1：1)に 恵 まれた場合 は特に，

模範 を示す者 として召されているので

す。
み こと ば

聖典にあるように 「御言葉が，これ

まで何度 も幼い子供 に与えられて」 き

ました(ア ルマ32：23)。 例 えば，復

活 されたイエスか ら教えを受けたニー

ファイ人の子供たちは，主が民 に明ら

かにされたことよりも 「大いなること」

を大人や両親に教えました(3ニ ーフ

ァイ26：14)。

わ たしは恵 まれて，今はア リゾナに

住 むパーカー兄弟姉妹と数人の養子の

お子 さん との結び固め を行 いました。

何年か前に，3歳 になったばか りのネ

イ トが言いました。「ママ， もう一人，

女の子が この家に来るよ。髪の毛と目

が黒 くて，遠 くに住んでいる子だよ。」

賢明な母親は尋ねました。「どうして

分かるの?」

「イエス様が言ったんだ。2階 か ら
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ね。」

「うちには2階 はないのよ」と母親

は言いましたが，す ぐに子供の言葉の

重要性に気づきました。苦労 と祈 りを

重ね た末 に，1995年 秋 にパ ーカー家

族はソル トレーク神殿の結び固めの部

屋で，カザフ共和国生 まれの黒髪でひ

とみの黒い女の子 と， この世か ら永遠

にわたって結び固め られました。霊感

を受 けた子供たちは，両親に 「大いな

る驚 くべ きこと」を告げるのです(3

ニー一ファイ26：14)。

マ イケル ・バ ラムとローリー ・バラ
せきつい

ム夫妻の息子ベ ンジャミンは，脊椎破

裂 とい う病気です。ベ ンジャミンは両

親や多 くの人々に祝福をもたらしてき

ました。 また霊的な感受性が強 く，い

つ も愛 と平安を周囲に与えてい ます。

17度 も手術 を受けたので，快活なベ ン

ジャミンは病院や医師について何 でも

知っています。あるとき，閉口した付

き添い人が大声で怒 りだしました。ベ

ンジャミンのせいではなく，ス トレス

のためでしょう。その とき，3歳 のベ

ンジャミンは，子供のように 「愛 にあ

ふれた者」 とな りなさい(モ ーサヤ

3：19)と い うベニヤ ミン王の言葉を

実践 しました。幼いベ ンジャミンは手

を伸ば し，い らだつ付 き添い人に優 し

く触れて言 いました。「大好 き。」 同じ

ことが先ごろイスラエル病院でもあり

源



ました。ベ ンジャミンは，必要 とはい

え痛みの激 しい治療 を受けていたとき

に，医師を安心 させるために同じ言葉

を口にしたのです。兄弟姉妹の皆 さん，

わたしたちが事あるごとに，子供たち

は霊的に優れていると感 じるのは当然

のことです。

ジョセブ ・クラー ク，ジャニス ・ク

ラーク夫妻は，二人の息子ジェイコブ

とアン ドリューに恵まれました。5年

前，父親のジ ョセブは突然発作 を起 こ

し，手足が動かな くなりました。二人

の息子 さんはしばしば，動かない父親

の腕の中であやされたことで しょう。

ジ ョセブは声が出せな くなって も，い

つもほほえんでいたそうです。診断に

よれば，治る見込みはあ りませんで し

た。 しか し，ジョセブと気高い姉妹 と
しんせき

二人の息子 さんは，家族や親戚に支え

られて，5年 間，立派に闘ってきまし

た。彼 らは神のなさることを信頼 して

いたので，ヨブのように 「神に向かっ

て愚か なことを」言い ませんで した

(ヨブ1：22)。

絶 えず困難な問題があったにもかか

わらず，ジョセブとジャニスはベニヤ

ミン王の言葉のように，二人に負わさ

れるこ とに 「喜 んで従」 ったのです

(モーサヤ3：19)。 最 近ジョセブは亡

くなりましたが，彼が息を引 き取 った

その 日に，父親の愛にあふれた性格を

よく知 っていた9歳 のジェイコブは言

いま した。 「ママ，パパ は天国でた く

さんの友達 に囲 まれているね。」数 日

後にコンピューターの宿題で困ってい

た7歳 のアン ドリューは，後で母親に

言いました。「パパのこ とを考 えたら

ね，助 けて くれたんだ。」

ブラジルの4歳 の女の子マヤラ ・フ

ェルナ ンダ ・ドス ・サ ントスは，白血

病で酸素吸入 を受けていますが，最近

ブラジルのクリティーバでクラウデイ

オ ・コスタ長老 とわたしか ら祝福 を受

けました。祝福 の後，心の優 しいマヤ
ほお

ラは，心配する母親の頬から涙をぬぐ

ってほほえみました。マヤラは生まれ

ながらに賢く，主に喜んで仕える両親

を含め 「慰めの要る者を慰める」方法

を知っていました(モ ーサヤ18：9)。

クレイグ・ズウィック長老とわたし

は，ブラジルのフォルタレザで貴重な

経験をしました。わたしたちは白血病

で死の床にある7歳 の少年に祝福を与

える機会に恵まれたのです。少年はジ
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エ レ ド・アンモ ンといい，この名前か

ら両親や家族のことが しのばれます。

伝道部長とステーク会長が一緒でした

ので，ベ ッドのそばにわたしたち4人

が立つのがやっ とで，14歳 になる信仰

の篤い姉が ジェレドを腕に抱 き抱 えま

した。腹部が大 きく膨れてい ました。

ステーク会長が酸素マスクを持ち上げ

て，祝福 を受けたいか どうか尋ねると，

ジェレドは 「はい，お願い します」 と

言い ました。彼 に祝福 を与 え，幕のか

なたで働 くように召すのは，まさに特
み たま

権で した。御霊が強 く注がれ，涙があ

ふれ ました。それからもう一度マスク

を持ち上げて，ほかにできることがな

いか尋ね ました。ジェレドは穏やかに

言いました。「「神の子です』(『賛美歌』

189番)を 歌 って くだ さい。」わた した

ちは泣 きながら，従順なジェレ ド・ア

ンモ ンの最後の願いにこたえました。そ

れから2時 間後に彼は世を去 りました。

翌 日，飛行場へ行 く前 に，礼拝堂で

の告別式に参列 しました。彼のすば ら

しい両親は信仰に満ちた人で，取 り乱
けいけん みこころ

すことなく，敬慶な態度で御心に 「喜

んで従 〔って〕」い ました(モ ーサヤ

3：19)。 ジェレ ドを抱いていた姉は，

伝道に行 く予定です。彼女 は幕のこち

らで仕 え，ジェレ ドは幕の向こうで仕

えるのです。

兄弟姉妹 の皆 さん，わた したちは

「子供 のように」 な りなさい と告げ ら

れています(モ ーサヤ3：19)。 そ の

ような徳によって，わたしたちはシナ

イの荒れ野を越 えるときに支 えられ，

苦難の ときに，「静 まって， 〔主〕こそ

神であ ることを知」 るのです(詩 編

46：10)。 従 順 によって，静 まること

が必要です。奉献の過程 は言葉では表

せ ないからです。「信仰が試 されてか
あかし

らでなければ」，完全 な証 は得 られま

せ ん(エ テル12：6)。 そ して しば し

ば幼い子供がわたしたちを導いて くれ

るのです(イ ザヤ11：6参 照)。
み わざ

わたしはこの御業が真実であること

を喜んで証します。また，ヒンクレー

大管長のすばらしい導 きを受けてい

る，このすべての驚くべき業が真実で
み な

あることを，イエス ・キリス トの御名

により証 します。アーメ ン。



ジ ョセブ

人として預

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

　=
口者として

ジョセフにぱ 手本としτ預言者となる方法を学ぶごとのざきる入物がひ
たまもの

まゼんざした。……天使たちと，彼に与えられた独自の露の賜物仁よっτ

学んだの砿

▼ の美 しい復活祭の日曜日，わた

(一 ・しは預言者 ジョセブ ・スミスを

話題に選び，彼の生涯の中で，比較的

知 られていないなが らも預言者 として

の召 しを証明する事柄を強調すること

にしました。

ジョセブ ・スミスをはじめ とする人

人の手になる文章 を集めて編 さんした

「教会歴史』(H醜 αγof酌eα ～αrch)と

初 めて出会ったのは，わた しがブリガ

ム ・ヤング大学の学生の ころでした。

そ して法律学校 を卒業後，全7巻 を精

読 しました。また，イリノイ州にある

記録の原本を個人的に研究 しました。

イリノイは，預言者 ジョセブがその生

涯の最後の5年 問を過 ごした所です。

このような方法で知 ったジョセブの

人間像 は，想像 していたもの と随分違

っていました。教会で育った少年時代，

わたしは預言者 ジョセブを年老いて威

厳 のある，近寄 り難い人物 と想像 して

いました。 しかし，読書や研究 を通 し

て知ったジ ョセブ ・ス ミスは，若 くて

感情豊かで，活動的な人物で した。聖

徒たちが しば しば 「ジ ョセブ兄弟」 と

呼んだほ ど愛さ.れ，親しみやすい開拓

者で もあ りました。 この研究のおかげ

で，わた しは彼が確かに預言者 として
あかし

召 された という証 を強めることがで き

ました。何 とすばらしい人物で しょう。

同時に，わた しの目には，限 りある生

命 を持つがゆえ，罪，過ち，そ して苦
かんなん

痛や銀難にさらされる一人の人間とし

ての彼の姿 も見えてきたのです。

預言者 ジョセ ブの務め全体 を通 じ，

特徴 的なのは，比較的年が若かったこ

とと，わずかな学校教育 しか受けてい

なかったこと，そして知識の習得 と成

熟が信 じられないほ ど速 く達成された

ことです。14歳 で最初 の示現 を受け，

天使モロナイが初めて訪れたのは17歳

の ときで した。21歳 で金版 を授か り，

わずか23歳 の ときに 「モルモン書』の

翻訳 を(通 算 して60日 足 らずで)終 え

ています。『教義 と聖約』 の啓示の大

半は，預言者が25歳 以下の ときに受け

た ものです。大管長会が組織 されたの

が26歳 の ときで，カー トランド神殿が

奉献 されたときは30歳 で した。 ミズー

リ州での拘禁から逃れ， ノーブーに集

合 しつつあった聖徒たちを再び指揮す
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るようになったのは，33歳 を過ぎたば

か りのころで した。そ して38歳 半で殉

教 したのです。

ジョセブ ・ス ミスは，人並み以上に

この世の難難を味わった人で した。7

歳 かそこらで，激痛 を伴 う手術 を経験

しています。麻酔なしで脚部から骨片

を削 り取る手術で した。その後3年 間
まつ ば づえ

の大半を松葉杖を使って生活 しまし

た。また，家が貧しかったので，ほと

んど学校教育を受けられず，少年のと

きから家計を助けるために長時間の労

働を余儀なくされました。ジョセブと

愛するエマの間に生まれた子供のう

ち，最初の3人 は出生時に死亡しまし

た。後に生まれた子供の一人も出生時

に亡くなり，ほかの一人は幼児期に亡

くなっています。ジョセブとエマの9

人の実子の中で，成年に達したのはわ

ずか4人 でした。養子の双子の一人も

乳児期に死亡しています。

ジョセブは何度も身体的な暴力を受

けました。虚偽の告発にもしばしば悩

まされました。経済的にはほぼ慢性的
ひん

に困窮に瀕していました。神聖な召し

の重責を果たす努力の最中にあって

も，家族を養うために，時には農夫と

して，また時には商人として働かなけ

ればなりませんでした。この働きは，

預言者の召しを果たすときに彼を支え
たまもの

てくれたすばらしい霊の賜物の助けな

しで成 し遂げなければな りませんでし

た。それは，主が 「世俗の働 きについ

ては，あなたは力を持 たないであろう。

これはあなたの召 しではないからであ

る」(教 義 と聖約24：9)と 教 え られ

た とお りで した。

最初の示現を受けた後の10代 の自分

について，ジョセ ブはこう書 き残 して

い ます。「わた しは，……しば しば多

くの愚かな誤 りを犯 し，若者 としての
い

弱さと人問性の至らなさを示した。遺
かん

憾なが ら，このために神の目にかなわ

ない様 々な誘惑 に誘 い込 まれた。」彼

はこの行いには 「何か大 きな罪，すな

わち憎 むべ き罪」は含 まれていないこ

とを急 いで付け加えています。それは

「この ような罪 を犯す性質な ど，決 し

て 〔ジョセブ〕 にはなかった」か らで

す(ジ ョセブ ・ス ミスー歴史1：28)。



ジョセブが自分の欠点に関して率直

だったことは，最初に記して世に出版

した啓示の一つが，主から彼の受けた
しっせき

打ちのめされるような叱責の言葉だっ

たという事実か らも明 らかです。22歳

のジョセブがマーティン ・ハ リスの懇

願に負けて 『モルモ ン書』の翻訳原稿

を貸 したために，最初の116ペ ー ジを

紛失 して しまったのです。主は 「見 よ，

あなたは何 としばしば神の戒め と律法

に背 き，人々の説き伏せに乗ってきた

ことか」(教 義 と聖約3：6)と 言 明

されてい ます。主はジョセブに，悔い

改め なければ預言者 としての役 割 を
はくだつ

剥奪するとまで言われました。 同じく

預言者によって出版 された後の4つ の

啓示 は，ジョセブに 「悔い改めてわた

しの前をさらにまっす ぐに歩」 むよう

に命 じ(教 義 と聖約5：21)， 彼 が

「罪 を犯 し」 た(教 義 と聖約64：7。

90：1も 参照)こ とに言及 して，戒め

を守 らなかったことを叱責 しています

(教義 と聖約93：47参 照)。

預言者 ジョセブには，手本 として主

の民の預言者そ して指導者 となる方法

を学べる人物がいませんでした。天使

た ちと，彼 に与 え られた独 自の霊 の
たまもの

賜物によって学んだのです。彼が頼 ら

なければな らなかった同僚 たちに も，

手本になる人物はいませんで した。彼

らは悩みなが らともに学んでいきまし

たが，預言者の進歩の速 さには目を見

張るものがあ りました。

ジョセブが聖徒 たちに人間の不完全

さについて警告 したときも， 自分を彼

らの上 に置 くこ とはあ りませ んで し

た。聖徒 たちはそんな彼 を愛 したので

す。彼は，ノーブーに到着 したばか り

の聖徒の一団に向かい，聖徒たちには，

すべてがことごとくうまく運 ばない と

きに不満を抱 く傾向があることを警告

しています。ジョセブを知る人はこう

書 き残 しています。「ジ ョセブは言っ

た。「わたしはただの人であって，わ

たしに完全 を期待 す ることはで きな

い。もし，わたしに完全であるように

期待するのなら，わた しも彼 らに完全

であることを期待すべ きであろう。逆

に，彼 らがわたしの欠点 について忍耐

して くれるなら，わた しも同じように

彼 らの欠点 を忍 耐 しようと思 う。』」

(7ゐe翅pe弼 αfJ誌eρhS㎡ 甑 「ジョセ

ブ ・ス ミス文書』 日誌，1832-1842

年 ，デ イー ン ・C・ ジェシー編，2：

489)

ジ ョセブは 「生来の陽気な気質」(ジ

ョセブ ・ス ミスー歴史1：28)の 持 ち

主で，友人 との交涼 を楽 しみま した。

「人々とよく遊 び」，「いつ も陽気で楽

しかった」 と，ある知人は述懐 してい

ます(レ ーチェル ・リッジウェイ ・グ

ラン ト"み)seρhSrロf亡瓦 出ePrqρhe亡"

YomgWomanlsJo㎜ 認 「預言者一

ジョセブ ・ス ミス」 『ヤ ング ・ウーマ

ンズ ・ジャーナル』16： 〔1905年12月 〕

551)。 ジ ョセブは小 さい子供が好 きで，

よく子供たちと戯れた もので した。そ

れは，ほかの教会の牧師たちの仰々し

い態度に慣れた人たちにはあきれ られ

るほどでした。このような温かみのあ

る人間的な資質のため，中にはジョセ

ブの預言者 としての役割 を否定する人

たちもいましたが，彼を知る多 くの人

たちはそれゆえに彼を愛 したのです。

「聖徒たちの彼への愛は，筆舌に尽 く

せ ないほ どだった」(メ ア リー ・アリ

ス ・キャノン ・ランバー ト 「ヤ ング ・

ウーマ ンズ ・ジャーナル』16：554)

とジ ョセブの知人が記 したように，愛

に満ちた称賛の言葉が数え切 れないほ

ど多 く記録に残されています。

人懐っこく，親 しみやすい振る舞い

をする人物である一方，預言者 ジョセ

ブ ・ス ミスは責任 を果たす ことには断

固 とした態度で臨みました。大管長会

と十二使徒評議会の勧告を拒否 した男

性に対する宗紀上の処置 を審議する会

で，ジョセブはこのように明言してい

ます。「聖徒たちは，わた しが皆 と親

しく楽 しく陽気 に接す るか らといっ
むとんちゃく

て，周 りの状況に無頓着だ と考えない

でいただきたい。教会にあっては，ど

んなたぐいの罪 も許容 されることはな

いし，わた しも見過ごしにす ることは

できない。なぜなら，わた しが教会を

率いているかぎり，正 しく率いるべ く

断 固 決 心 して い る か らで あ る 。」

(『教会歴史』5：411)ま た ，別な と

きにはこのように書 き残 しています。

「わたしはキリス トと純潔の徳を愛 し，
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清廉潔白な行動 と清い道 を愛す る。そ

して偽善者 と聖約 を破 る者 を忌み嫌

う。」(Persoηa1レ 匠ゴ亡∫ηgsof∫oseph

㎞ 肋 「ジョセブ ・スミス私書集』〔1984〕

デ ィー ン ・C・ ジェシー編，p.246)

ジ ョセブ ・ス ミスはその一生を未開

地で過 ごしました。そこは，男たちが

自然を相手に腕力で勝負を挑 まなけれ

ばな らない場所 でした。そ して時には，

互いに勝負 しなければな らない ことも

あ りました。ジョセブは立派な体格に

恵まれ，強 く，活動的な男性で，力試

しの棒引 きのような，勝敗 を競 うスポ

ーッを好 みま した(『 教会歴史』5：

302参 照)。 教会 の記録保管所にはジョ

セブが友人や知人 としたレス リングの

試合に関す る回想録が数多 く残 されて

います。ある安息 日，彼はブリガム ・

ヤ ングとともに，ノーブーか ら馬車で

1日 かか るイリノイ州ラムスで聖徒た

ちに説教 をしました。月曜 日にラムス

をたつ前 に， ジョセブは 「ラムスの乱

暴者」 と言われていた男性 とレスリン

グの試合 をし，彼 を投げ飛ばしていま

す(ウ イラー ド・リチャーズ，Jbs〔ミρh

S㎡ 助 ㎜ 認 『ジョセブ ・ス ミス日誌』

1843年3月13日 付 け，末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会記録保管所蔵 ジョ

セブ ・ス ミス ・コレクシ ョン参照)。

現在の大会スケジュールの中に，地元

の会員たちが訪問中の幹部 をこのよう

に して試す機会がないことをうれ しく

思います。

未開地の多 くの指導者 と同 じく， ジ

ョセブ ・スミスは身体的な対立 にひる

むことのない，ライオンのような勇気

の持ち主でした。かつて彼 は二人の男

に誘拐され，撃鉄を起こした銃 を頭 に

突 きつけられて，少 しでも動いたら撃

つ と何度 も脅 された ことがあ りまし

た。しばらくこの脅 しに耐えていた預

言者で したが，やがてこう言い返 しま

した。 「撃つ なら撃つがいい。生 きる

のが嫌になるほ ど多 くの迫害や抑圧 に

耐 えているのだ。だか ら，口先だけで

な く，撃 ってすべてを終わらせたらど

うだ。」(ノb㎜alofDおco鵬es「 説教

集』2：167。 『教会歴 史』5：440

も参照)

預 言者 ジョセブ ・スミスは生涯，激



しい敵対行為や迫害を経験しました

が，その最中にあっても，天よりの召

しから逃れようと心を揺るがしたこと

は一度もありませんでした。ノーブー

で人々を前に説教したとき，彼はこの

ように明言しています。

「わたしに課せられた荷は非常に重

い。迫害者たちは息つく暇も与えない

ほどに攻撃してくる。わたしはこの責

任を果たす中，心は熱しているが肉体

は弱いことを知っている。わたしは，

この神権時代に神の偉大な業と王国の

土台を築き，散 らされたイスラエルに
みこころ あカし

関して示 された神の御心を証するよう

天父 によって召 されたのだが，ほかの

人々や昔の預言者たちと同 じように，

感情の影響 を受けやすい者である。」

(『教会歴史』5●516)

殉教 する1か 月ほど前のある説教で，

ジ ョセ ブは この ように宣言 してい ま

す。 「わたしは自分が完全だ と言 った

ことは一度 もない。 しか し，わた しが

説いた啓示 には，一語た りとも誤 りは

ない。」(The凧)rdsof/bseρh翫 ㎡加

「ジ ョセブ ・ス ミス語録』ア ンドリュ

ー ・F・ イハ ット
，リンドン ・W・ ク

ソク編，P369)

ジ ョセブ ・スミス市長 と市議会がノ

ーブーにできたばか りの反対派の新 聞

社 を閉鎖 したことは，反モルモ ンの敵

対心をあお り，直接殉教 に結びつ くこ

とになりました。B・H・ ロバーツ長

老 を含むモルモ ンの歴史家たちは，こ

の行為を残念なが ら違法であると認め

ていました。 しか し，独 自の研究を続

けてい た若 き法学教授時代のわた し

は，1844年 当時の イリノイ州法 にこ

の行為を合法 とするものを発見 し，喜

んだものです。 このような市や州政府

の行為 に対 して出版の自由を保証す る

アメリカ合衆国憲法の改正案は，1868

年 まで採択 されてお らず，実際連邦法

として施行 されたのは1931年 になっ

てか らなのです(ダ リン ・H・ オーク

ス"TheSuppresslonoftheNauvoo

ExpOSItく)r"σ 励LawRe～ ηew・ 「ノー

ブーエ クス ポジ ター新 聞へ の抑圧 」

『ユ タ法律評論』9'862参 照)。 先 人

の行為は，当時の法律や戒めや状況に

照 らして判 断 され るべ きであって，

我々の時代のそれを基に判断 してはな

らないのです。

シカゴ大学の学生のころ，歴史家の

マービン ・S・ ヒルとわた しは，ジョ

セブ ・スミスならびにハイラム ・スミ

ス殺害の罪で5人 の男がイリノイ州で

裁判にかけ られたというあまり知 られ

てい ない事実 に興 味をそそ られ まし

た。わた したちはそれから10年 以上 も，

その裁判やそれにかかわった人々につ

いて，どんなささいな情報でも収集 し

ようと，全国の図書館や古文書保管所

をくまなく当た りました。 ジョセブ ・

ス ミスを個人的に知っていたイリノイ

の市民たち，その中でも彼 を憎んで殺

人を謀議 した人々や，逆に，暗殺の罪

に問われた男たちの裁判をジ ョセブ ・

ス ミスへの愛ゆえに命がけで傍聴 に訪

れた人 々の行動や言葉 を研究したので

す。こうしてわたしたちの発見 した裁

判記録の原本 と長期間にわたった裁判

の証言の中には，殺害 された人々の不

教会本部ビルから見たテンプルスクウェア。前景左がソル トレーク神殿で，参入者入り口が右下に見える。神殿の後方左にあ

るのがアッセンブリーホール。上部中央の ドーム型の建物がタバナクル。
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名誉 な行いを反映す るものは一つ もあ

りませんで した(ダ リン ・H・ オーク

ス，マー ビン ・S・ ヒル，Oar亡hag・e

α)蝿加acア 『カーセージの陰謀』参照)。

イリノイ州の裁判記録が手に入った

段階で，それまで手がつ けられていな

かったもう一つの研究分野，すなわち

ジ ョセブ ・ス ミスの経済活動の研究へ

の道が開かれました。当時 シカゴの法

律学校の学生だったジョセブ ・1・ ベ

ン トリー とわたしは，ジョセブ ・ス ミ

スの携わった商業活動 を示す多 くの資

料を発見 しました。それに関する研究

発表の解説 にも書 きましたが，当時ア

メリカでは全国的な経済パニ ックと恐

慌が終わったばか りでした。イリノイ
は

のような開拓途上の州の経済状況は破
たん

綻を来していました。同時代にイリノ

イに生きたエーブラハム ・リンカーン

の伝記作家たちが，そろってその10年

間の彼の財政的な困難について書き記

しているほどです。当時の商業活動は

困難を極め，債務不履行が多発 して，

裁判ざたは日常茶飯事でした。ジョセ

ブの敵対者たちは，おもに教会のため

に行った様々な土地譲渡行為を詐欺と

して起訴しました。10年近くもの長き

にわたり，次々と裁判が開かれ，詳細

にわたって起訴事実の審査が行われま

した。そして1852年 ，聖徒たちがイ

リノイを脱出して何年 もたってから

(したがってこのころには，預言者に

味方する政治的その他の理由はまった

くなかった)，連邦裁判官が預言者側

に詐欺その他 の道徳的不正がまったく

なかったとい う判決を下 して，ようや

くこの裁判の幕が閉じたのです(ダ リ

ン ・H・ オー クス，ジ ョセブ ・1・ ベ

ン トリー"JosephSmithandLegal

Process：IntheWakeoftheSteam-

boaf'ByULawRevfew「 ジ ョセブ ・

ス ミス と訴訟 一蒸気船の航跡 をた どっ

て」『ブリガム ・ヤング大学法律評論』

p，735参照)。 この裁決はさておき，こ

の裁判の何百ページもの様々な申し立

てと証拠を調査 した者 として，わたし

自身 もここに預言者が どの告発にも無

実であった ことを証言 します。

100年 以上 もの歳月が過 ぎた今，初

期のイリノイ不動産法 について知識の

ある弁護士の立場で当時の訴訟を振 り

返ってみると，ジョセブやほかの教会

指導者，会員たちが今話 した ような問

題に適切な法的助言 を得 られなかった

ために，大いに不利益 を被 ったことが

よく分か ります。ブリガム ・ヤングが

弁護士に好意を持っていなかったこと

は有名ですが，不適切 な法的助言 しか

得 られなかったことがその原因だった

のか もしれませ ん。1846年 に 「イリ

ノイの全弁護士よりは;6連 発銃の方

が よほどよい」(『教会歴史』7：386)

と言 ったという彼の言葉を思い出す度

に，苦笑を禁 じ得 ません。

ジ ョセブを最 もよく知 り，教会の指

導的立場にあって彼に最も近かった人

たちは，彼 を預言者 として愛 し，支持

しました。兄ハイラムはジ ョセブとと

もに死ぬことを選びました。殺害 され

た とき一緒 にいたジ ョン ・テーラー

は，こう語 っています。「わた しは神
あかし

と天使と人々の前で証する。彼は善良

で高潔な徳高い人物であり，……私的

にも公的にも人格に一点のやましさも
しもべ

なく，神の僕 として生 き，死んでいっ

た。」 伽e(珈d㎞ 如 ㎜ 『福音の王

国』p.355。 教義 と聖約135：3も 参

照)ブ リガム ・ヤ ングはこう明言 して

います。「この地上 に生を受けている

人の中でわた し以上に〔ジョセブ〕のこ

とを知っている人はいない。わたしは

声 を大に してこう言う。 イエス ・キリ

ス トを除いて彼 ほど立派な人物は存在

しなかったし，これか らも存在す るこ
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とはないであろう。」(「説教集』9：332)

ほかの信仰深い末 日聖徒 と同様，わ

た しも預言者ジ ョセブ ・ス ミスの証 と

その使命の上に自分の人生を築いてき

ました。膨大な資料 を読み，独 自の研

究を重ねた後 も，彼の預言者 としての

召 しや，主が彼 を通 して実現 された福

音 と神権の回復 について，わた しの証

が揺 らいだことは一度 もあ りませんで

した。わた しはここに，有名な1842年

の ウェ ン トワース書簡 にあるジ ョセ

ブ ・ス ミスの証を厳かに支持 します。

「……真理の旗は立てられた。いか
み わざ

なる汚れた者の手も，この御業の発展

を止めることはできない。迫害は威を

振 るい，暴徒は連合 し，軍隊が集合 し，

中傷の風が吹 き荒 れるか もしれない。

しか し神 の真理は大胆かつ気高 く，悠

然 と出で立ち，あ らゆる大陸を貫 き，

あ らゆる地方に至 り，あ らゆる国々に

広まり，あらゆる者の耳に達 し，神の

目的は成 し遂げられるであろう。か く

して，大いなるエホバは，御業 は成 っ

た と告 げ ら れ る こ とで あ ろ う。」

(㎞esaηd5由80刀s「 タイムズ ・アン

ド ・シーズンズ』1842年3月1日 号，

709;EncyclopedfaofMormoηfsm

『モ ルモニズム百科事典』ダニエル ・

H・ ラ ドロー編，4：1754に 引用)。
み な

イエス ・キ リス トの御名によって申

し上げます。アーメン。

注

1.文 中 の 資 料 以 外 に も ，以 下 の 著 書 を

参 照 。 リチ ャー ド ・L・ ブ ッシ ュ マ

ン ，L/0εeρ んSrη1亡 わ θησ 亡わθ

βθ9'ρη1ηgsofMormoη1εm『 ジ ョ

セ フ ・ス ミ ス と モ ル モ ニ ズ ム の 発

祥 』;ト ル ー マ ン ・G・ マ ドセ ン ，

L/OSθρわSm1亡 わ 亡わθノ⊃roρわθ亡『預 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミ ス 』;」OSθ ρわ

Sm'酌 「ジ ョセ フ ・ス ミス」 『モル モ

ニ ズ ム百 科 事 典 』 ダ ニ エル ・H・ ラ

ドロ ー編 ，3：1331-1339に 月又

録;デ ビ ッ ド ・ハ ー バ ー ト ・ドナ ル

ド，乙'ησoノη 『リン カー ン』p.54;

リ チ ャ ー ド ・カ イ ジ エ ル ， τわθ

Froρ 亡1θrYθ∂rsoん4わ θL'η σ01η

「エ ー ブ ・リ ン カ ー ン の 辺 境 時 代 』

pp.175-176。



改心と渕意
七十人

W・ マック ・ローレンス

皆さんが右し今，真の改宗と決意からi5たらされる祝福を享受しτωなω

のざしたら，の仁このような変化を生じるために必要なヌテップを踏んざ

くださるよう，のからお勧めしま玩

弟姉妹 ようこそいらっ しゃい

兄 ました。神の生ける預言者の臨
席するすばらしい大会を通じて，預言

者をはじめ主に召された人々から，霊
あか し

感あふれる勧告 と証，教えを受けられ

ることは何 と大 きな特権で しょうか。

これ らの方々の言葉は 「主の心」「主

の思い」「主の声」であ り，聖文に記

されているように 「救いを得 させる神

の力」(教 義 と聖約68：4)で あ るこ

とを証 します。

このことを考 えるとき，昔，十二使

徒定員会のマ リオン ・G・ ロムニー長

老が，大会を閉 じるに当たって語った

次 の ような言葉が思 い 出 され ます 。

「今大会では多 くの真理 と教 えを聞 く

ことがで きました。それ らに従えば神

のみ もとに帰 るこ とがで きます 。」

(Go漉reηceRρpord大 会報告』1954

年4月 ，pp.132-133)ロ ムニー長老

は，そう宣言しました。
み こと

今大会のような集ま りで，利1の御言
ば

葉を聞二 だけでは不十分であることに

留意 していただきたいと思います。神

の御言葉を生活に反映させ，約束され

た祝福 を受けるには，それに廻2な け

ればな りません。事実，主はこう宣言

されました。「あなたが たは，神の口

か ら出る一つ一つの言葉に従って生 き

なければな らないからである。」(教 義

と聚約84：44， 下線付加)

この度の大会で榊の御言葉を聞いた

今，わたしたちにはそれに従って生活

する責任があ ります。前回の大会を閉

じるに当たって，ゴー ドン ・B・ ヒン

クレー大管長はこう言い ました。「こ

の大会で学 んだことを生活の中に取 り

入れるなら，わた しは もっ と善い人間

になれると思います。そして皆 さんに

も，このすばらしい大会で聞いた こと

を生活の中で実践するなら， さらにす

ばらしい人間になることがで きると申

し上げたい と思 います。」(「信仰 と証

があやなす織物」 『聖徒 の道』1996年

1月 号，P.99)

この勧告 に従 うことによって，キリ

ス トとその福音への改心 を深めること

ができます。 またそうすることで，聖

約 と戒めを守 り，教会での務めにいそ

しもうとする決意がいっそ う強められ

ます。思うにこれこそが，今の責任を

含め，長年教会で指導者の召 しを頂い

て，わた しが目にしてきたおもなチャ

レンジの一つを解決す る手立てではな

いで しょうか。

ステーク会長に今の最大のチャレン

ジあるいは憂慮 していることについて
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尋ねると，異口同音 にこういう言葉が

返 って きます。 「聖徒たちに決意 を深

め，真の改心 をして，戒めを忠実に守

り，召 しを十分に果たす人になっても

らうこ とです。」わた しは これ まで，

このチ ャレンジについて祈 りを込めて

何度 も熟考 して きました。確かに末口

聖徒 は，神の御言葉を聞 く機会には恵

まれています。 しか し，残念なが ら神

の御言葉 に従いそれを生か していくこ

とは先送 りにしがちです。

「心と，勢力 と，思いと，力を尽 く

して」(教 義 と聖約4：2)主 に仕 え，

「主の命令を熱心に守」 りたい という

願いや証をわた したちに もたらすのは

一体何なので しょうか(1ニ ーファイ

4：34)。

わた しは，この件 について思い巡 ら

し祈っていた とき，この問題は改心 と

決意の欠如に端 を発 しているという結

論に達：しました。つ まりキリス トと福

音，教会への改心， さらには，人に仕

え人を強めるために受けた，個人の召

しと卑約への決意の欠如です。 この点

についてペテロへのキリス トの言葉を

考えてみ ましょう。「あなたが立ち直

ったときには，兄弟たちをカづけてや

りなさい。」(ル カ22：32)こ の よう

に決意は改心 した人が迎える自然の結

果であ り，事実なのです。

約束 された祝福 を生活の中で完全に

享受 し，召 しをいっそう効果的に果た

すためには，真 に改心 しなければなり

ません。 もしほん とうに心か ら改心 し

ていれば，だれで も奈力 を尽 くして果

約や戒めを守 り，責任を果たし，キリ

ス トに従 うことで しょう。

真に改心 したキリス トに従 う者，つ

まり弟子 または聖徒 と呼ばれるに値す

る人は，教会で奉仕する姿勢について

も，聖約 と戒めを守 ることについても

決 して うわべだけの白己満足に終わる

ことはないはずです。そのような人は

主の訓戒 に心か ら従 い 「自分の義務 を

学 び… …まった く勤 勉 に遂 行す る」

(教義 と聖約107：99)こ とでしょう。

改心するとはどういう意味で しょう

か。ハロル ド・B・ リー大管長はこう
じゅうぶん

言 っています。「改心 には，什分の一

の領収書や，……神殿推薦状 を持った



名前だけの会員であること以上の意味

がなければな りませ ん。」真 に改心 し

た人とは 「単にうわべ だけでな く内面

の弱点を改善す る絶ゆまぬ努力 をする

人です。」(ChαrchNbws『 チ ャーチニ

ューズ』1974年5月25日 付 け，p.2)

真 に改心 し，確固 とした決意 をして

いる人は，教会での奉仕の務めを果た

すに当たって，「適当にこな してい く」

といった態度をとりません。改心 した

ホームティーチャーは，担当家族をち

ょっとだけ訪問し，定員会の指導者 に

ホームティーチング 「完了」 と報告す

ることに満足 した りは しません。改心

した初等協会の教師は，「適当にレッ
み

スンを教える」だけでは満足せず，御
たま

霊によって教え，自分に託された感受

性豊かな子供たちの生活にすばらしい

変化をもたらしたいと願うことでしょ

う。

真に改心した末日聖徒は，果たすよ

う期待されている割 り当てをこなすた

めに神殿に行くのではなく，亡 くなっ

た先祖，またはまったく見知 らぬ人，

つまり自分自身で儀式を受けられない

人々の身代わりとして，神聖な救いの

儀式を執 り行いたいという心からの願

いによって神殿に参入します。また統

計や報告上の目的で，割り当てを果た

すために人に奉仕するのではなく，キ

リストと天父への愛と献身の精神で奉

仕 します。

この点については，ある指導者訓練

集会で語られたヒンクレー大管長の勧

告について考えてみましょう。「統計

上の実績よりもはるかに大事な達成す

べき事柄があります。魁 は人

の霊性を高めることに心を砕 べき

であ り，それが何 よ り大切 なのです。

わたしたちには統計上の実績 を上げる

ことをいちばんに考える傾向があ りま

す。実績向上を図ろうとして，プレッ

シャーのL"圭1'ノ て を課する傾向が
み わざ

あるのです。 しか し主研 に って

はプレッシャーよ っ と 七 オ

瑠づ}が ま
れ は 盲 の 己 ・'・か

ら生 じる づ}で 。末 日聖徒の心

に，強い熱意つ まりこの御業の真実性
あかし

に対する確固とした証があるとき，彼

ら 〔彼らとはもちろん，すべての男性

と女性です〕は教会での務めを進んで
せいさん

果たすことでしょう。聖餐会に進んで

出席するでしょう。神権会にも出席す
じゅうぶん

るで しょう。また正直に什分 の一とそ

のほかの献金を納めるで しょう。ホー

ムティーチングを行 うで しょう。状況

タバナクル合唱団の団員たち。今回彼らは日曜日の二つの部会で歌声を披露した。

日曜日の最後の説教で，ヒンクレー大管長は 「この合唱団は教会の大切な宝の一

つです」と語った。
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が許すか ぎり頻繁に神殿に参入するで

しょう。人 々に福音を分かち合いたい

とい う強い願 いが心 に生 じるで しょ

う。ほかの兄弟姉妹を強め励 ますよう

になるで しょう。〔言 い換えれば，彼

らはさらに決意 を深めるのです〕この

ように ・'・こ が に亦 ヒを たらし

ま立。」(1984年4月6日 ，地区代表セ

ミナー，下線付加)

兄 弟姉妹，皆さんが もし今，真の改

心 と決意からもた らされる祝福 を享受

していないので したら，心 にこのよう

な変化 を生 じるために必要 なステップ

を踏んで くださるよう，心か らお勧め

します。恐 らくわた しのこの願いは預

言者アルマが民に語ったときの気持ち

と，同じなのではないで しょうか。ア

ルマの言葉です。「さて見 よ，教会の
はらから

同胞 よ，わたしはあなたがたに尋ねる。

あなたがたは霊的に神か ら生まれてい

るか。あなたがたの顔 に神の面影を受

けているか。あなたがたは心の中に，

この大 きな変化 を経験 したか。」(ア ル

マ5：14)

この 「心の中の大 きな変化」 こそが

改心なのです。 ジョセブ ・フィールデ

ィング ・ス ミス大管長は言い ました。
しもべ

「人は，主の僕の証にへ りくだって耳

を傾け従うとき，主の御霊によって心

を貫かれ真の改心をする。」(α1αrch

砒 ⑳η・andMbdemReveぬ ㎞ 『教会

歴史と近代の啓示』1：40)

わたしが最初にお話ししたことをこ

こで改めて強調したいと思います。今

大会やそのほかの集会で語られる神の

御言葉をただ聞≦.だけでは不十分で

す。それを効果的なものとし，約束さ

れた祝福を享受するには，それに従ね

なければなりません。スミス大管長が

述べたように 「主の僕の証に互を趣1

従わなければならない」のです。

わたしはへりくだって，皆さん一人
一人に，現在の自分の改心と決意の度

合いを吟味 してみるようお勧め しま

す。現在受けている召しに対し，自分

がどれだけ効果的に働いているか，自

問してみてください。どれだけ完全に

戒めを守り，預言者をはじめ，ステー

ク会長や監督など，神に召されたほか

の指導者たちの勧告に従っているか考



えてみて ください。皆 さんはなすべ き

こ とを人に言われて気づ く方ですか，

それ とも率先 して取 り組み，成 し遂げ

る決意を しているで しょうか、

アルマの質問を振 り返ってみ ましょ

う。 「あなたがたは霊的 に神か ら生ま

れているか。」 アルマが民へ の教えを

閉 じるに当た り，自分 自身の改心 にま
あかし

つわる証を述べていることは注Flに 値

します。「見よ，わた しは， 自分が語

って きたこれ らのことが真実であるこ

とを知っている。あなたがたは，わた

しが どの ようにして これ らのことが確

かであるのを知った と思うか。

見 よ，わた しはあなたがた に言 う。
み たま

これ らのことは，神の聖なる御霊によ

ってわた しに知 らされているのであ

る。見よ，わたしは自分でこれらの こ

とを知ることがで きるよう に，幾 日も

の問，断食を⊥二て土丘2二⊆越 。そして，

これ らのことが真実であるのを，わた

しは今， 自分自身で知っている。主な

る神が神の聖なる御霊 によってこれら

のことをわた しに明 らかにされたか ら

である。わた しの内にある啓示の霊 に

よって知 らされたのである。」(ア ルマ

5：45-46， 一「線イ↓力[1)

これ と同じ啓示の霊，す なわち改心

の霊は，断食 と祈 り，従順，聖文の研

究を通 して熱心 に求めるすべての人に

注がれます(ア ルマ17：2-3参 照)。

今大会を機 に，イエス ・キリス トの

福音への改心 と決意 を， さらに完全 な

ものにしようとい う望みを新たにする

ことがで きます ように。使徒ヤコブの
み こと ば

次の訓戒 に従 えますように。 「御言葉

を行 う人にな りなさい。……ただ聞 く

だけの者 となってはいけない。」(ヤ コ

ブの手紙1：22)

わ た しは心か らイエス ・キリス トを

信 じています。聖文 に記 されたキリス

トの教えを理解 し，それに従 うことが

で きます ように。 これは主の聖なる教

会です。預言者ジョセブ ・スミスを通

して，主 はこの最後の神権時代に，完

全 な福音 を回復 され ま した。 ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長は真の生け

る預言者です、これ らの証をイエス ・
み な

キ リス トの御名 によって申 し上 げま

す。アーメン。

七十人

ルロン ・G・ クレーブン

誘 惑

誘惑ば まる乙金属を引きつける磁力のようなものさ凱 皆さ：んか背を向

けるなら，そのカぱ効力を多ξωま玩

弟姉妹の皆さん，天父を愛 し，

兄 愛し合う聖徒たちとともに働
けるのは，すばらしい経験です。わた

したちは，聖徒たちが人生の試練に直
ま

面 した ときの・勇気 とチャレンジを目の

当た りにして きました。

この数年間，時折幹部の兄弟たちの

要請を受けて，悔い改めた教会員たち

が神殿の祝福 を回復するための面接 を

行って きました。悔い改めたこのすば

らしい人たちの祝福 を回復させること

は，いつで も霊的に感動 させ られる経

験 です。 そん な何 人かの 人た ちに，

「一体あなたの人生 にどんなことがあ

って，一時的に教会員の資格 を失 うこ

とになったのですか」 と質問してみま

した。 日にいっぱい涙 をためて，彼 ら

は一一様 にこう答 えま した。 「祈 りや，

定期的に教会に集 うことや，教会での

奉仕，福音の勉強 など，福音の基本的

な原則に従わなかったか らです。やが

て，わた しは誘惑 に負け，聖霊の導き

を失 って しまったのです。」わた しに

とって，このような悔い改めた人たち
ゆる

と会い， ともに赦 しの奇跡 と，聖徒た

ちや聖霊 と再び結ばれる喜びを分かち

合 えることは，いつ も特別な経験にな

っています。

誘惑はわたしたちの地.Lの 経験に必

要なものです。主は預言者 ジョセブ ・

ス ミスを通 して誘惑の必要性 について

こう説明 され ました。「悪魔が人の子

らを誘惑するのは必要である。そうで

なければ，人の子らは自ら選択 し行動

する者 とはなれない。苦いことを経験

しなければ，甘いことを知 ることがで

きないか らである。」(教 義 と卑約29：

39)

『モ ルモ ン書』の中で，ニーファイ

は誘惑 に負 けるとどの ようになるか，

こう説 明 してい ます。 「悪魔 の誘惑

〔は〕 ……人の子 らの 目を くらま し，

心をかた くなにし，広い道 に踏み込ま

せて，彼 らが滅 び失われるように仕向

ける。」(1ニ ーファイ12：17)

目を くらます とは，自分の行動の結

果を自覚 しなかった り，無視す ること

です。心 をかた くなにするとは，教え

に日を閉じ，受 け入れようとしないこ

とです。広い道に踏み込 まされるとい

うのは， この世の快楽 に心を奪われ，
み たま

生活の中で聖なる御霊の影響力 を失 う

ことです。

ブリガム ・ヤングはこう言ってい ま

す。「多 くの人は，悪魔が人の肉体 と

霊の両方 を支配する力を持っていると

考えている。はっきり言 ってお く。人

が悪霊に負けて肉体が内にある霊を支

配 しないか ぎり，悪魔には人を征服す
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る力はない。……霊は肉体の影響 を受

け，肉体 は霊 に影響 されるか らであ

る。」(Dfscoロ 聡esofB万 帥a」mybロng

『ブ リガム ・ヤング説教集』ジ ョン ・

A・ ウイ ッツォー編，pp.69-70)

誘 惑 は，まるで金属を引 きつける磁

力の ようなものです。皆さんがそれに

背を向けるなら，その力は効力を失い

ます。同 じように，わた したちも誘惑

に背を向けなければなりません。そう

すれば，誘惑はその力を失います。

わた したちの心は，一 日中休まず活

発に活動 しています。思いがどの思考

経路をたどるかを選ぶのは，わたした

ちです。心にこの世的な思いが入 り込

むのを許せば，義にかなわない行動を

取 ってしまいます。人生の高速道路を

進んでい く問に，わた したちの肉体の

感覚は，心をそそのか し誘惑する広告

やポスター，雑誌，ビデオ，映画など

に絶え間なく攻撃 されていて，もし気

を許せば，末 日聖徒 にふさわしくない

イメージを心に焼 きつけて しまうので

す。

もしよこ しまな思 いが浮かんだ ら，

立ち止ま り，理性を働かせ，心をコン

トロール して ください1心 の 目に

「出口」と書かれた特大の表示が見え

るようにしてください。直ちに思いを

変えてください。その思考経路を断ち

切ってください。

皆さんの中に義にかなわない感情や

欲望がふくれ上がると，聖霊はノーの

信号を出してくださいます。聖霊に耳

を傾けてください。立ち止まり，考え，

心の中に 「進入禁止」の標識を思い浮

かべてください。義にかなわない感情

や邪悪な空想につながるそんな思いを

すぐに変えるか，消してしまってくだ

さい。心と肉体に悪い習慣として残る

場合があるからです。

義にかなわない行いを選ぶように，

あるいはそんな思いを抱 くように誘惑

されたときは，その道の行き着 く先を

眺めて，その行為の避けられない結果

を考えてみることです。立ち止まり，

考え，「停止」の標識を思い浮かべて

ください。心にブレーキをかけてくだ

さい。すぐに何か違うもの，心を高め

るものに考えを切 り換えてください。

誘惑を克服するには，思いをコント

ロールすることが必要です。悪い思い

を心の出口から追い出してください。

不義な思いという進入禁止の道に入ら
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ないでください。末日聖徒としてふさ

わしくない行為につながる思いを抑え

てください。誘惑に負ける必要はあり

ません。目が見るもの，耳が聞くもの，

口が話すもの，そして手が触れるもの

を選んでください。

誘惑に負けることが肉体と霊の双方

にとって抜き難い習慣になる場合があ

ります。この習慣に勝てなくなって，

とりこになることがあり，とりこにな

ると自由と内面の平安が失われてしま

います。

誘惑の勝利に身をゆだねるとき，彼

らは勧告，すなわち聖霊の勧告，預言

者の勧告，健全な教義の勧告，聖約に

伴う勧告，そして彼らを最も愛する人

たちの勧告に背いているのです。そし

て人の友情や愛，聖霊の導きから自ら

を切 り離してしまいます。

誘惑は，わたしたちに危険の可能性

を警告する情け深い方法であるとも言

えます。注意標識の役割を果たしてく

れるからです。誘惑は待ち受ける危険

をあらかじめ警告してくれます。誘惑

は，誤つた思いや行為から離れるよう

に注意を喚起してくれることもありま

す。

この地上での経験を積む永遠の存在

者として，わたしたちは誘惑から逃れ

られません。誘惑は，正しいことを行

おうとする内面の努力があることを意

味しています。絶えず官能的なこと，

この世的なことを考えている人は，内

なる霊的成長を経験できません。官能

的な思いが霊的成長を妨げるからで

す。

ジョージ ・Q・ キャノン副管長はこ

う言っています。「彼ら 〔人〕が誘惑

にさらされなければ，自分の力も弱さ

も，神の力も知 り得ない。もしサタン

に人類を誘惑する力がなかったなら，

人は善も悪も知ることのできない状態

にとどまる。幸福も不幸も知ることは

ない。彼らの力はすべて休止状態に陥

る。なぜなら，成長を促すものがない

からである。永遠の父である神のよう

になるために人を備えてくれる経験が

ないのである。」((畑pelT耐h「 福音

の真理』ジェレルド・L・ニュークィ

スト編，1：109)



福音の原則に従えば，生活の中か ら

この世的な誘惑は減 ります。義にかな

う選択 をする度に自分の霊的な力が増

します。義にかなう選択の積み重ねが，

内なる霊の強さと神のような人格 を築

いて くれるのです。誘惑がない ところ

に教育 も人格の向上 もあ り得ないので

すか ら，誘惑はいつか来るものと考え

るべ きです。

この世の悪の力が増強 している現実

を知ると恐ろ しい気がします。そこで

わたしたちは次のように自問 します。

「わた したちに何がで きるだろ うか。」

悪の力か ら逃れる道はあるので しょう

か。あ ります。

教会員は次の方法 によって誘惑 を克

服 す るこ とがで きます。(1)イ エ

ス ・キリス トの福音の指導原則や教義

に従順にな り，(2)預 言者 をはじめ

とする指導者たちの勧告に従い，(3)

聖霊 の力を常に感 じられるような生活

を送ることです。

福音の原則 と聖約 を守れるように心

を訓練 してくだ さい。個人と家族の祈

りという高速道路 を走 り，預言者の教

えと聖文を学ぶ とい う通 りを歩 き，教

会での奉仕 とい う道路 を外れないよう

にして ください。誤った道 を日々進ん

で離れ，永遠の命 に続 く義にかなった

道を行 くようにしましょう。誘惑に対

する最強の防御は，イエス ・キリス ト
あかし

に対する活気あるい きい きとした証で

す。わた したちはその証によって天父

と結ばれています。誘惑の克服に対 し

て最 高の模範 を示 して くださったの

は，救い主御 自身です。「独 り子は数

数の誘惑に遭われたが，それ らを少 し

も心に留められなかった。」(教 義 と聖

糸IJ20：22)

兄 弟姉妹の皆 さん，この業が真実で

あ るこ とをわた しは知 ってい ます。

今日預言者がこの地上にいることを知

っています。イエスがキリス トであ り，

神が天に生 きておられることを知って

います。わた したちが従順 に義にかな

って天父に近づ くとき，天父 もわた し

たちに近づいてくだ さいます。神 はわ

た したちを祝福 し，完成させ，守って

くだ さいます 。イエス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。

どのようにして受けたか

また聞いたかを

思い起こす

中央初等協会第二副会長

スーザン ・L・ ワーナー

まωた種がなかな力寅を結ばな6に と右ありますが ωつかばそのような
みたま

子供たちr5……御霊に衡することを思ω出しτくれま玩

愛欝轡欝灘窒
一緒 にネバ ダの砂漠 を車で走 り抜 け

，

総大会 に出席 したの を思い出します。

そのころの車にはクーラーが付いてい

ませんで したので，涼 しい夜 のうちに

車を走 らせたもので した。車の前には，

ラジエー ターが過熱 した場合の用心の

ために，キャンプ用の水袋が くくり付

けてあ りました。まだ夜 も明け切 らぬ
くらやみ

暗闇の中， この建物の外に並 んで，シ

オンの賛美歌を歌 いなが ら大 きな ドァ

が開くのを待ちました。視界を遮る大

きな柱や，帽子 をかぶった婦人の後ろ

の席にならないように人知れず願った

ものです。まだ小 さかったわた しには

よ く見えませんでしたが，預言者がタ

バナクルに入って来て，全員が一斉に

立ち上がるときの特別な気持ちは覚え
けいけん

ています。この ような敬慶な思いや霊

的な気持 ちは，この建物 に入 る度に，

また総大会で指導者の方々の話を聞 く

度によみがえってきます。そして，こ

れまでに受けた教え，耳にした話を思

い出 します。また，自分の確信 してい

ることや，以前に感 じたことを思い出

すのです。

だれもが，この ような霊的な気持ち

に包まれたことがあるはずです。幼い

ときの霊的な気持ちを覚えている人も

いるでしょう。主の真の教会を見いだ

した ときの温かい気持ちを覚 えている

人もいるで しょう。またほとん どの人

が，父母や兄妹の愛を通 して霊的な気
はらから

持ちを感じてきたはずです。同胞であ

る聖徒たちとともに神の王国で働くと

きに感じる愛や一体感を思い起こす人

もいるでしょう。教会に出席し，福音
あかし

を学び，証を分かち合った後の安息日

の夕べに感じる霊的な再生を思い出す

人もいるでしょう。また試練や悲しみ

のときに熱烈な思いを込めて心からの

祈 りをささげ，聖霊から慰めを受けた

ことを思い起こす人もいるでしょう。

心からの悔い改めに伴う悲 しみと喜
ゆる

び，赦 され清め られたという思いがよ

みがえってくる人もいるで しょう。救
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い主がわたしたちを愛するがゆえに与
あがな たまもの

えて くださった蹟い とい う賜物への深

い感謝の気持ちを思い出す人 もいるで

しょう。

霊的な気持ちを思い出す とき，わた

したちの心 は天父と御子イエス ・キリ

ス トに向けられ，自分が本来あるべ き

姿を知ることができます。 また，現代

の預言者が最近全世界の人 々に宣言 し

た以下の真理を思い出すことができま

す。「人は皆，天の両親の大切な息子，

娘です。 したがって，人は皆，神 の属

性 と神に なる可能性 とを備 えてい ま

す。」(「家族一 世界への宣言」『聖徒

の道』1996年1月 号，p.114)霊 的 な

気持ちを思い出すことにより，わたし

たちは自分が何者なのかを再認識す る

のです。

そ う考 える と，聖文のあち こちに

「記憶 に とどめ，覚 えてお きなさい」

という教えや勧告， また戒めが記され

ているの も不思議ではありません。 こ

のように何度 も同 じことが繰 り返 し勧

められているのは，過去に経験 した霊

的な気持ちを思い出すことと，現在の

信仰の度合 いとの間に大切 なつ なが り

があるか らです。主は使徒 ヨハネを通

じて，「だか ら，あなたが， どのよう

にして受けたか，また聞いたかを思い

起 こ」す ように(黙 示3：3)と い う

メッセージを与えて くださいました。

サ タンは，わたしたちが霊的な経験

をなかなか思い起こさないよう望んで

います。 また自分が何者であるかを教
み たま

えてくれた御霊のささやきを軽んじ，

忘れるよう望んでいます。サタンの悪

計の一つは，神の子らに自分が何者で

あるかについて誤った考えを吹き込

み，うそを信じ込ませることなのです。

ある小学校の校長から聞いた話によ

ると，今は子供たちでさえ神聖なもの

を汚すような言葉や行いを見たり聞い

たりしているとのことです。テレビ番

組やビデオ，流行歌などに触れるにつ

け，子供たちは様々な害悪にさらされ，

善悪を識別する感覚を鈍らされ，罪を

普通で何でもないことのように思い込

まされているのです。

わたしたちと同じように子供たちも，

人生には崇高な目的などなく，自分の

ことだけを考えて生活するのは当然で

好ましいことだという考えを，巧妙に

そして絶え間なく吹 き込まれていま

す。このような影響の下では子供たち

は，自分を愛 してくださっている天父
きよ

の存在，肉体は聖い宮であること，ま

た従順であるときに幸せな良い気持ち

を感じることなどを理解 しないままで

大人になってしまう可能性がありま

す。

これらの影響力に家族として抵抗す

るには，預言者の勧告に従い，愛の精

神を持ち，ともに聖文を学び，祈 りを

ささげ，互いの経験や証を分かち合う

ために家庭の夕べを定期的に開くこと

が大切です。

わたしたちが子供や青少年をよく教

えられるよう，教会の指導者は 『若人

のために』(34285300)と いう小冊

子や，「わたしの福音の標準」リス ト

を備えてくれました。このリス トは

『わたしの達成の日』(35317300)と

いう小冊子の裏表紙に記 されていま

す。家族でこれらのことについて話し

合い，気持ちを分かち合い，ともに学

ぶなら，教義に関する知識と霊的な思

いで満ちた貯水池を，大人も子供も含

め家族全員の内に築き，繰 り返し思い

起こせるでしょう。

『モルモン書』の中でエノスは自分

の思い起こしたことを次のように記録

しています。「わたしは森で獣を狩ろ

うとして出かけた。かつてわたしは，

父が永遠の命と聖徒たちの喜びについ

て語るのを度々聞いていたのだが，そ

の父の言葉が，そのときになってわた

しの心に深 くしみ込んできた。」(エノ

ス1：3)エ ノスには，思い起こすこ

とのできる感動と教義という蓄えが与

えられていたのです。そして父親につ

いて，感謝を込めてこう言っています。
くんとう

「父は……主の薫陶 と訓戒によって教

えて くれた。……神の御名がほめたた

え られるように。」(エ ノス1：1)

問題 のある若者の更生 に力 を尽 くし

ているある著名な専門家によれば，い

ったん道を踏み外 した若者のうち，容

易 にそして完全に立ち直ることがで き

るのは，標準や霊性 とい う基盤の築か

れている.人たちだそ うです。 こうい う
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若者は霊的な思い出によって力づけら

れます。彼らにとって悔い改めは，懐

かしい故郷に帰るようなものなので

す。

子供たちは純真で素直で，何でも進

んで学び取ろうとする熱意を備えてこ

の世に生まれてきます。ですから，愛

の精神をもって簡単で分かりやすい福

音の真理を教え，御霊を感じる機会を

提供し，そのときの霊的な気持ちに自

分で気づいてそれを心にとどめられる

ように助けるのは，わたしたちに授け

られたすばらしい特権であり神聖な責

任なのです。天父は父祖アダムにこう

語 られました。「さて，わたしはあな

たに戒めを与える。あなたの子供たち

に次のことを率直に教えなさい。」(モ

ーセ6：58)

我が家では，朝早く聖文の勉強会を

開くよう努めてきました。しかし息子

が嫌がるのをなだめすかして起こすの

によく苦労しました。やっと起きて来

ても，頭をテーブルの上に伏せてしま

うのでした。何年か後に，伝道中の息

子から届いた手紙にはこう書いてあり

ました。「聖文について教えてくれて

ありがとう。伝えておきたいことがあ

ります。あのころいつも頭を伏せて眠

っているようなふりをしていたけど，

実は目をつぶったまま聞いていたんで

す。」

両親や教師の皆さん，子供たちに霊

的に豊かな思い出をたくさん作ってあ

げようとする努力は決して無駄にはな

りません。時には，まいた種がなかな

か実を結ばないこともありますが，い

つかはそのような子供たちも，受けた

り聞いたりした御霊に関する事柄を思

い出してくれます。そのような望みを

持つなら，慰めが得られるでしょう。

いつかきっと，昔学んだことや感じた

ことを思い出してくれるでしょう。自

分は天父の子供であり，天父が神聖な

目的をもって地上に送ってくださった

ことを思い起こしてくれるでしょう。

毎週，全世界の末日聖徒イエス ・キ

リス ト教会の会員は，ともに集い自分

が何者であるかを思い起こします。初

等協会の子供たちは各国のいろいろな

言葉で 「神の子です」を歌います。世



界各地で若い女性は 「わた したちは天

父の娘です。天父はわたしたちを愛 し

・・て 〔お られ〕 ます」 と繰 り返 しま

す。若い男性は，ふさわしいアロン神

権者 としてその務めを果た し仕 えると

きに， 自分が神 の子であることを思い

起 こします。 そしてわたしたちも皆，
せいさん み な

聖餐 にあずか り進んで御子の御名を受

け，いつ も御子 を覚 えることを証明す

るとき，同様に思い起 こすのです。

息子の一人が友達 と一緒 に登校 して

いた ころのこ とです。わた しは，「い

ってらっしゃい」 と言って手を振った

後，大声でこう付け加 えました。「自

分が何者 なのか忘れないでね。」す る

と，息子の友達が歩 きなが ら 「君のお

母さんはどうしていつ もあんなふ うに

言 うの。何 のことを言ってるの」 と尋

ねるのが聞こえて きました。息子はす

ぐに 「「いい子に してな さい』って意

味だよ」 と答 えていました。息子の言

うとお りです。わたしたちは，善い行

いを通 して 自分が何者であるかを思い

起 こし，自分が何者であるか を思い起

こすときに，善い行いがで きるように

なるのです。

わたしたちは，何事においても神の

戒め を守 ること(1ニ ーファイ15：

25参 照)， 聖文 を努めて丁寧 に調べ る

ことを忘れないようにしなければな り

ません(モ ーサヤ1'7参 照)。 また，

親か ら教 わった言葉(ア ルマ57：21

参 照)， 預言者 と使徒 の勧 告(ユ ダ

1：17参 照)， 神に背 くことの恐 ろし

さ(2ニ ーファイ9●39参 照)を 忘れ

てはなりません。神は御 自分の御名 を
あわ

信 じるすべての人に憐れみをかけ られ

ること(ア ルマ32.22参 照)， イエス

あがな

がわた したちを蹟うために来 られたこ

と(ヒ ラマン5.9参 照)も 覚えてお

く必要があ ります。

わたしは世界中の子供たちとともに
あか し

声 を合わせ，証 を込めて以下の初等協

会の歌 を歌い，わたしたちが受け，聞

いたこと，知 り，感 じたことを思い起

こしたい と思い ます。

「イエス様の作 られた教会です

神の子供 として教 え学ぶ

救い主 を信 じて御名を貴び

光に従い人に真理知 らす」

(「イエス ・キリス トの教会」『聖徒

の道』1990年2月 号 ，こどものペー

ジP35)

イエ ス ・キリス トの御名によりお話

しします。アーメン。
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主の食卓に着く

十二使徒定員会会員

M・ ラッセ」レ バラード

神ば預言者を通し乙 入類を苦しめる霊的な劒えを主の食卓からの豊かな
いや

恵み乙癒すと約束されました。

弟姉妹の皆さん，再びすばらし

兄 い大会で した。わた しは皆 さん
にお話 しす るという特権 を前に して，

み たま

主の御霊が ともにあるよう祈っていま

す。

2月 にバラー ド姉妹 とわたしは，南

アフリカのヨハ ネスブルクで開かれた

複合ステーク大会に出席 しました。そ

して，会員たちの信仰 と特別なスピリ

ッ トに感動 しました。

アフリカ大陸を訪れると，以前に受

けた東アフリカや西アフリカでの責任

を思い出します。わた しは1985年 に世

界中の教会員が行った特別 な断食につ

いて百び考えました。それによって約

600万 ドルが，干ばつ に襲 われたエチ

オピアの人々を苦 しみや飢 えか ら救：う

ために用意 されました。グレン ・L・

ペ イス兄弟とわた しは，教会員の惜 し

み ない献金の成果をこの 目で見ま し

た。わたしたちは大管長会か ら割 り当

てを受け，人々の必要を調査 してこの

特別な基金の最も良い使い道 を提案す

るためにアフリカへ向かったのです。

わた したちは不毛の国の難民キャン

プを訪れました。土地は見たこともな

いほど荒れ果てていました。赤十字セ

ンターや仮設病院には，ひん死の病人

たちが横たわっていました。そのひど

い苦しみに，わたしたちの心は張 り裂

けそうでした。簡易ベ ッドに横たわっ

た病気 の母親が子供たちに食べ させ ，

あやそ うとしてい ました。多 くの子供

は目が くぼみ，手足はひどい飢 えのた

めに小枝の ように細 くなってい まし

た。これはわた しの人生で最 もつ らい

経験の一つでした。わたしがそこで目

に した食糧や栄養への切 なる願い ほ

ど，わたしの心を深 く打 ったものはあ

りませんで した。

兄弟姉妹の皆 さん，エチオピアの人

人は食糧不足で肉体的に飢えてい ます

が，はるかに多 くの世の人々が霊的に

飢えています。悲 しいことに，ほとん

どの人はどこで真の霊的養いが得 られ

るか知 りません。あちこちをさまよう，

哀れな難民です。真の霊的な光と知識

を求める人は，聖霊の力 によらなけれ

ばそれを見つけることはで きません。

御霊は人に光 を与え，人生の永遠の目

的について理解を与えます。御霊によ

って，教会員はイエス ・キ リス トの同

復 された福音が真実であ ると知 りま

す。ですか ら，わた したちは天父のす

べての子供たちに，主の食卓に着いて
み こと は

キリス トの御言葉を味わうように勧

め，霊的な知識を分かち合わなければ

なりません。

『モルモン書』の偉大な預言者ヤコ
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ブはこう記 してい ます。「イスラエル

の聖者のみもとに来て，腐 ることも朽

ちることもないものを食べ て，豊かな

ものによってあなた自身を喜ばせなさ
はらから

い。」1後にニーファイは同胞たちにこ

う勧 めています。「キ リス トの言葉 を

よく味わ 〔いなさい。〕見よ，キリス

トの言葉はあなたがたがなすべ きこと

をすべて告 げるか らである。上

神 の選ばれた預言者 ゴー ドン ・B・

ヒンクレー大管長は，最近次のように

語 りました。

「この教会の会員は男性 も女性 も，

少年 も少女も，一人一人が大切 な存在

です。わた したちの大 きな責任 は，一

人.一人の会員が 『覚 えられ，神の善い

言葉で養われ』 るようにす ることです。
み わさ

また一人一人が主の御業 と道 の中で，

成長 と自己表現 と訓練の機会 を得る…

… ようにすることです。……

この御業は人に関心 を向けています。

.一人…人が神の息子であ り
，娘なので

す。教会が達成 してきたことを説明す

るときに，わた したちは数字 を挙げて

話を しますが，わた したちの働 きはす

べて個人の成長に焦点を当てた もので

なければな りません。」3

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会が，

「人の不死不滅 と永遠の命 をもたらす」4

業 を助けるという神聖な使命 を果たす

には，す堂 会員が福音 という食物

に対する欲求を引 き起こす必要があ り

ます。わた したちは満 たされる前に，

「義 に飢えかわ」 かなければな りませ

ん。5霊的な強さを人に与えたいと願 う

前に，自分自身の内にその強 さを養わ

なければなりません。福音の真理，特

に主 イエス ・キ リス トの神聖な生涯と
あかし

使命 に対する個人の証は，永遠の命に

不可欠です。救 い主 はこう言われまし

た。「永遠の命 とは，唯一の， まこと

の神でいますあなたと，また，あなた

がつかわされたイエス ・キ リス トとを

知ることであ ります。」6言い換 えれば，

永遠の命は，天父 と聖なる御子 に対す

るわた したち自身の個人的な知識にか

かっているのです。単に御二方 を知る

だけでは十分でありません。わた した
いかり

ちは自らをつなぎ止める錨 となるよう

な霊的な経験をしなければなりませ



ん。そうした経験 は，飢えた人が食物

を求めるように，激 しく一心に求める

ことによってもたらされます。

もう一度 ヒンクレー大管長の言葉か

ら引用 しましょう。
あかし

「強 く確かな証 を得 ることは，教会

員一人一人に許 された特権 であ り，機

会です。主はこう言われ ました。『神

のみ こころを行お うと思 う者であれ

ば，だれでも，わたしの語っているこ
おしえ

の教が神か らのものか，それとも，わ

たし自身か ら出たものか，わかるであ

ろう。』(ヨ ハネ7：17)

人 の ために働 き，学び，祈 るなら，
み わざ

この御業への信仰に導かれ，やがては

真理の知識に導かれることで しょう。

これが個人的に求めるべ きものである

ことは，過去においても，将来におい

ても常に変わることがあ'りません。」7

わたしたちは，人 々に霊的な養いを

与えることを願 う前に，自分 自身を強

化 しなければなりません。キリス トの

善い言葉で 自らを養い，主の食卓 に着

いてそれを味わい，証 を強 くするので

す。そうして初めて，わたしたちはバ

ランスの取れた伝道活動に宣教師とと

もに加わって，家族から始めて人々を

霊的な食卓に招 くという責務を負 うの

です。主は愛する使徒ペテロにこう言

われました。「あなたが立ち直 った と

きには，兄弟たちを力づけてや りなさ

い。」8また救い主はペ テロにこう尋ね

てお られます。「『ヨハネの子シモンよ，

わたしを愛す るか。』ペ テロは 『わた

しを愛するか』 とイエスが3度 も言わ

れたので，心をいためてイエスに言 っ

た。 『主 よ，あなたはすべてをご存 じ

です。わたしがあなたを愛 しているこ

とは，おわか りになっています。』イ

エスは彼 に言 われた， 『わた しの羊 を

養iいなさい。』」9

ペ テロに与えられた救い主の戒めに

従 う人は，自分 にゆだねられた人々の

霊的成長 と進歩 に注意を向けるでしょ

う。主の羊を養 うには，一人一人が周

囲の人にもっと関心 を持つ必要があ り

ます。福音のごちそうを味わうように

人々に勧める責任は，宣教師の肩だけ

にかかっているのではあ りません。こ

の重大な責任 は，教会員一人一人にあ

ります。なぜなら，「警告を受けた人

は皆，その隣人に警告しなければなら

ない」からです。10

現代の生ける預言者は，天父の子供

たちへの熱 く力強い愛を求めていま

す。そして，周囲の霊的な飢えに目を

向け，わたしたちの豊かな恵みを進ん

で分かち合うよう求めています。地上

のいかなる力も，一人の義にかなった

男性や女性，少年少女に勝る働きはで

きません。

家庭と家族は，個人の信仰と証を養

いはぐくむうえで重要な役割を果たし

ます。家族は社会の基本単位です。す

なわち，一人一人が信仰と強い証を築

く最高の場所は，愛に満ちて義にかな

った家庭の中なのです。天父と御子イ

エス ・キリストに対する愛は，家庭の

中で福音を教え実践するときに，大い

に高まります。永遠の命の真の原則が
ろうにゃく

老若を問わず人の心に植え付けられる

のは，聖文を読んで話し合うときであ

り，朝晩祈 りをささげるときであり，
けいけん

日常生活の中で神への敬慶な思いと従

順さを示すときなのです。いちばんお

いしい食事は家庭料理であるように，

福音の教えを学ぶいちばん良い場所は

家庭です。強固で忠実な家族は，強固

で忠実な教会員を生み出す最良の器で

す。最近，大管長会と十二使徒定員会

が発表した家族に関する世界への宣言

は，家族が神によって定められたもの

であることを明確にしています。この

宣言は，家族の崩壊によって古代や現

代の預言者たちが預言した災いが個人

や地域社会，国家に降りかかると警告

しています。

家族は，個人の霊的成長の基盤を築

き，養う場所です。そして教会は，そ

の家族を支え強化する足場です。教会

は福音の原則を教える点で家族に次 ぐ

ものですが，多くの霊的成長と学習の

場を提供しています。例えば，入念に
せいさん

計画された聖餐会は天父とその御子，

救い主イエス ・キリス トについて学
うたげ

び，礼拝する霊的な宴です。監督の皆

さん，もし聖餐会が霊的な栄養を与え

るごちそうに欠けているなら，ワー ド

評議会，特に姉妹たちから，聖餐会を

毎週もっと敬慶で霊的なものにする方

聖徒の道/1996年7月 号

93

法について，提案を受けてください。

評議会の助けを借りて，礼拝堂が神と
い けい

御子への畏敬の念をもって集う特別な

場所であることを会員に教えましょ
み たま

う。礼拝行事では，聖なる御霊の静か

で安 らかな導きがともにあって，霊的

な高まりと養いがわたしたちの生活の

中に流れ込むようにしましょう。

教える場所が家庭であれ，教会であ

れ，わたしたちは福音の永遠の目的を

明確に捕 らえていなければなりませ

ん。少し前のことですが，わたしは福

音のもたらす信仰と霊的な力を経験し
がん

ました。癌 と闘っている18歳 の姉妹か

ら祝福 を頼 まれたときのことです。彼

女はこう言いました。「バ ラー ド兄弟，

わた しは死 を恐れていません。 もちろ

ん生 きていたいです。まだ人生でや り

たい ことがあるか らです。で もイエス
あがな

はわたしの救い主，腰い主です。この

数年の間に，いちばん親しい友になり

ました。わたしはイエスを信頼し，そ

の代理人であるあなたを信頼していま

す。主が望まれることが何であれ，備

えはできています。」

わたしたちは奇跡を願いましたが，

彼女の求めたように，すべてを天父に

ゆだねました。それから間もなく，彼

女は家族の見守る中，主の安らぎのう

ちに亡くなりました。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちは啓

示された原則と霊感された教義を家庭

の中で，また教会の集会の中で教えな
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ければなりません。すべての両親と教
あかし

師は，証が新たにされて人生と永遠の

命に対する理解が深められるように，
み たま

御霊の力によって福音を教えるため，

十分な準備をしなければなりません。

大管長会と十二使徒定員会は，指導

者の人々に，神権定員会や補助組織，

ステーク，ワードの評議会で家庭と家

族の重要性を常に強調するよう求めて

います。家庭は，定期的に聖文を研究

し，祈りをささげて，家族全員が万事

において救い主に従うように努める場

所です。

指導者はまた，教会のすべての成人

会員が神殿の儀式を受けるにふさわし

くなるために努力すべきであることを

強調する必要があります。会員たちは

自分の先祖を探求し，彼らのために聖

なる神殿の儀i式を行うのです。

両親と指導者は，若い男性がメルキ

ゼデク神権を授かり，神殿の儀式を受

け，伝道に出る備えができるように，

可能なあらゆることを行う必要があり

ます。同様に，若い女性は，神聖な聖

約を交わしてそれを守り，神殿で儀式

を受けるために備える必要があ りま

す。主の宮で神聖な聖約を交わして守

ることは，主の食卓の最高のごちそう

です。この世におけるイエス ・キリス

トの福音の究極の霊的食事であり，永

遠の報いをもたらすものです。神殿の

儀式の資格を備え，聖約を守り，主の

宮で定期的に奉仕する人について，生

ける預言者はすばらしいビジョンを明

らかにしました。

ヒンクレー大管長はこう語っていま

す。「だれもがより善い人となれます。

わたしたちの間に，不貞はなくなりま

す。離婚も完全になくなるでしょう。

多くの心の痛みや苦悩を避けることが
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できます。家庭には，これまで以上に

平安と愛と幸せがもたらされます。涙

する妻と子供たちが少なくなります。

わたしたちの問には，これまで以上に

相手に対する感謝と尊敬の念が生まれ

ます。そして，主はわたしたちのこと

を喜ばれ，もっと祝福 してくださるこ

とでしょう。」11

神は預言者を通して，人類を苦しめ

る霊的な飢えを主の食卓からの豊かな
いや

恵みで癒す と約束されました。わたし

たちに求められていることは，キリス

トのみもとに来て，家族を通 して，ま

た教会か らの助けにより，すべての天

父の子供たちが現世の大切 な旅で霊的

な成功 を収め られるように，できるか

ぎりのことを行 うことなのです。

主はこう言われ ました。「見 よ，わた

しは戸の外 に立って，たたいている。

だれでもわた しの声 を聞いて戸 をあけ

るなら，わた しはその中にはいって彼

と食を共にし，彼 もまたわた しと食を

共にするであろう。」12

イエスがキリス トであることを証 し

ます。主は生 きてお られ，福音の喜ば

しい食卓に着 くようすべての人 を招い

てお られます。 ジョセブ ・ス ミスはこ

の末の日にイエス ・キリス トの福音を

回復 した預言者です。愛する兄弟姉妹

の皆さんが祝福 されて，霊的な事柄を

求める気持ちが高まるよう，イエス ・
み な

キリス トの御名によって祈 ります。ア

ーメ ン
。
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「主よ，あなたの

すべての教会員を……

思い起こしてください」

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

あカはロ み わ ざ

これば贋6庄 の御業ざすと喜びめおとず物の福音ざ玩 わたしたちか宰せ

と喜びを得るための右のざ瓦

み たま

ばらしい大会でした。主の御霊

す がわた したちとともにあ りまし
た。わたしたちは数多 くの知恵と霊感

された言葉 を聞いて きました、そして，
み わざ あかし

この神聖な御業への証は強められまし

た。大勢の方が，福音の原則にもっと

忠実に従おうと心の中で決意されたこ

とと思います。

多くの方々の話を通して，わたした

ちは確かに祝福を受けてきました。祈

りもわたしたちを奮起させるものであ

り，音楽もすばらしいものでした。わ

たしたちは献身的な音楽家の働きによ

り，非常に大きな祝福を受けています。

彼らは大会の霊的な雰囲気をとても高

めて くれています。 どの聖歌隊 どの

コーラスもす ばらしいできで した。
き ょう

特に，今 日も歌って くださったこの

タバナクル合唱団についてお話 しした

いと思います。わた しは，ウィルフォ

ー ド ・W・ ウッドラフとその副管長で

あったジョージ ・Q・ キャノン，ジョ

セブ ・F・ ス ミスが101年 前 の，1895

年2月11日 付 けで書いた1通 の手紙を

読んだことがあ ります。それは当時の

タバナクル合唱団にあてて書かれたも

のです。ご紹介 しましょう。

「この合唱団が，国の内外 でこれま

でに得て きた名声 を保つだけでな く，

全地において 「神の芸術』の最高の具

現者 となり，また，高潔な感情，歌唱，

ハーモニーを通して音楽家や詩人に霊

感を与え，教会のすべての合唱団 と音

楽組織 にとっての尊敬すべ き先導者 ，

模範 指導者 となり，その光が輝 きを

そのままに世を照 らし，人々がその音

楽に魅せ られるようになることを望ん

でいます。」

この手紙はさらにこう続けています。

「この合唱団はシオンの御業 を助 ける

大 きな力です。また，そうでなければ

なりません。音楽 とい うすばらしい領

域で卓越 した存在 となることによ り，

この合唱団は今は真理に耳を傾けよう

としない数多 くの人々の耳を開き，彼

らの石のような心 を和 らげ，神聖 なも

のへの愛を人々の心に吹 き込むことが
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できるのです。 この ようにして，偏見

を…掃 し，無理解 を取 り除き，いまだ

にわた したち を誤解 している多 くの

人 々 に貴 い 天 の光 を注 ぐの です 。」

(Messagesof出e所s亡Pre訂dencyof

Theα1ロrchof海sロsC㎞b亡of五a紘er

daγSa加 亡s『末 日聖徒 イエス ・キリス

ト教会大管長会 メッセージ』ジェーム

ズ ・R・ クラーク編，3：267-268)

これが1世 紀以上にわたってこの合

唱団に課せ られて きた責任です。年月

とともに構成員 は変わ って きました

が，そのコーラスの質は高まる一方で

す。 この合唱団は教会の大切な宝の一

つです、 またアメリカにとっても大切

な宝の一つだと思います。全世界的に

見て も傑出 した合唱団だと思 います。

タバ ナクル合唱団が，国の内外で高尚

で感動的な音楽を伝 えるという，その

偉大な使命を果たし続けるように願っ

ています。わた しは全教会員に代わっ

て，献身的で才能豊かな音楽家たちに

よって構成 されるこの合唱団の役員，

指揮者，オルガニス ト，団員の皆 さん

に感謝の気持 ちをお伝え します。皆さ

んは御 自分の時間を惜 しみな くささげ

てい らっ しゃいます。

ここで思い切 ってお話 ししたいこと

があ ります。1か 月前にわたしはマイ

ク ・ウォレス氏からインタビューの申

し出を受けました。彼はCBSテ レビ

の 『60ミニ ッツ』 という番組の シニア

リポーターで，敏腕で名を知 られてい

ます。同番組はアメリカ全国に放送さ

れ，毎週2，000万 人以、Eの視聴者が見

ているといいます。

もしわた しが出演する となれば，こ
ひ ぼう

の教会を批判 した り，誹誘する人々に

も出演の依頼があるだろうということ

は承知 してい ました。また，その番組

がわた したちにとってすべ て肯定的な

内容 になるという期待はできない とも

思っていました。

しかし一方で，わた したちの文化や

メッセージの肯定的な部分を多 くの人

人に知っていただく良い機会になると

考えました。そ して，ただ何 もしない

で うず くまっているよりは，これを好

機 と捕 らえ，た とえ激 しい風 を受けて

も前向きに進んでみようとの結論を下



したのです。それは非常に興味深い体

験で した。番組のスタッフが何時間に

もわたって， 目と目を合わせての一対

一のインタビュー
，問答形式，公式談

話などいろいろな設定で，その模様 を

収録 しました。彼 らは教会 に批判的な

人々だけでなく，ほかに活発な教会員

たちにもイ ンタビュー しました。これ

らすべてが15分 ほどの内容にまとめら

れたようです。

どのような結果 になるかは分か りま

せん。この地域では今晩その放送が行

われますので，結果が分かると思いま

す。良い結果が出ればうれしく思いま

す。 もしそうでなければ，もうこれか

らは二度 とそのようなわなに 自分の足

を踏み入れるようなことは しませ ん。

ソル トレーク ・シティーの地域では午

後6時 に，そのほかの多 くの地域では，

地元時間の午後7時 に放映されます。

預言者の言葉によれば，カー トラン

ド神殿の奉献の祈 りは，啓示によって

授 けられた祈 りですが，その中で預言

者 は主に次のように請い求めました。

「おお，主 よ，あなたのすべ ての教会

員を……思い起こ して ください。それ
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によって，あなたが人手によらずに設

けられた王国が，大きな山 となって全

地に満ちます ように。 ・

また，あなたの教会が暗黒の荒れ野

か ら出て来て，月のように美 しく，太

陽のように輝 き，旗を立てた軍勢のよ

うに恐 ろ しい もの とな り 〔ます よう

に。〕」(教 義 と聖約109：72-73)

わ た したちはこのすばらしい祈 りに
ま

対する答えを目の当た りにしていま

す。国の内外で，教会のほんとうの姿

に対する認識がますます高まっていま

す。しかし，それでも教会を中傷した

り，教会に反対 したり，背教してこの
み わざ

御業に敵対的な声を上げている人々が

少なからずいます。そのような人々は

いつの時代にもいました。彼らはその

人生の中でこの教会に対する批判を口

にしますが，程なく忘れ去 られてしま

います。主の御業を行おうと努力する

かぎり，このような批判はこれからも

絶えずついてまわると思います。しか

し，心の正直な人は，何が善で何が悪

かを看破することでしょう。わたした

ちは，永遠の真理で飾った旗を掲げる

軍勢が行進するように，前進していき

ます。わたしたちには，真理と善のた

めに戦うという大義があります。わた

したちは 「十字架負い進み行 〔く〕」

(「賛美歌』155番)キ リス トの軍勢の

兵士です。

この御業においては，どこへ行って

も，大変な活力を目にします。この御

業が組織されている所には，必ず情熱
あがな

があります。これは腰い主の御業です。

福音，すなわち喜びのおとずれです。

わたしたちが幸せと喜びを得るための

ものです。

兄弟姉妹の皆さん。福音にいっそう

忠実な生活をし，これまで以上に熱心

に仕え，恐れることなく，情熱をもっ

て真理を守ろうという決意を強めて，

帰途に就こうではありませんか。わた
しもべ

しは主の僕として，皆さんに祝福を残

します。皆さんが信仰をもって歩むと

きに幸福を得られますように，わたし

たちすべてが愛し仕える御方すなわち
み な

イエス ・キリス トの御名によって，へ

りくだりお祈 りいた します。アーメン。



●1996年3月30日(土)中 央若い女性集会

生ける預言者を

支持する

中央若い女性会長

ジャネット・ヘイルズ ・ベッカム

支痔するとば 信じτ61ることに対しτ何かを復 ことざすヨ

若
い女性 の皆 さんが，若い女性の

年次大会に集っていることを思

うとき，いつも胸がわ くわ くします。

こよいはその興奮がささや きに変わ り

ました。神の預言者が若い女性の皆 さ

んへの特別なメッセージを伝えて くだ

さると，聖霊がわたしにささやいて く

ださっているのです。

この大会のテーマは，「生ける預言者

を支持することにより，証人 として立

つ」 です。「支持す る」 とい う言葉に

ついて考えるとき，こう自問 してみて

ください。「生ける預言者 を支持する
あかし

ことと，預言者がいる という証 を持つ

こととは違 うのだろうか。」支持する

とは，信 じていることに対 して何かを

五iこ とです。支持するとき，預言者

についてのわたしたちの証が行動に変

わるのです。

わた しが生ける預言者 を信 じ始めた

のは初等協会のころでした。それが大

人になるまで続 きました。預言者の実

在 についての証 はあ りました。で も，

預言者を支持するということについて

は，あまり考 えたことがあ りませんで

した。

1994年10月 の総大会で，デビッド・

B・ ヘ イ ト長老 は こう話 しました。

「わた したちが教 会の大管長 を挙手 に

よって支持す るとき，それは大管長が
かぎ

神権のすべての鍵を持つ方であること

を神の御前で認めるだけでな く，預言

者を通 して与え られる指示や勧告に従

うとい う聖約 を神 と交わすことも意味

します。それは神聖な聖約です。」(デ

ビッ ド・B・ ヘ イ ト 「聖会」 『聖徒の

道』1995年1月 号，pp.16-17)

わ た しはこのヘイ ト長老の言葉につ

いてよく思い巡らしてみました。そし

て，手を挙げて神 とともに預言者を支

持する，という神聖 な聖約を交わす と

きに， 自分が どのような約束をするの

だろうか と考えました。

そ して次の年の4月 ，教会員はゴー

ドン ・B・ ヒンクレー大管長 を預言

者，聖見者，啓示者，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の大管長として， ト

ーマス ・S・ モンソン
， ジェームズ ・

E・ ファウス ト副管長 とともに支持 し

ました。その ときわた しは，若い女性

の皆 さんが歴史上初めて単独のグルー
ま

プとして支持を求められるのを目の当

たりにしたのですが，こう自分に問い

かけました。「若い女性の人たちは支

持するという意味を理解しているのだ
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ろうか。」

ヒンクレー大管長はその大会でこう

語 りました。「この支持の挙手は，単

に手を挙げるという形式的な行為では

ありません。指導者として選ばれた人

人を支え，援助するという決意の表明
み わざ

です。」(「人のための御業」「聖徒の道』

1995年7月 号，p.58)支 持 をするとき，

それはわた したちの行動に も影響を与

えます。 ヒンクレー大管長は教義 と聖

約第107章22節 を引用 しています。そ

こでは 「3人 の管理大祭司」である大

管長会が 「教会員の信頼 と信仰と祈 り

によって支持」 されるとあ ります。
き ょう

わたしは今 日のテーマについてよく

若い女性の皆 さんと話 し合います。そ

して，「いつで も， どの ようなことに

ついて も， どのような所にいても……

神の証人になる」 とは どういう意味か

と尋ねます(モ ーサヤ18：9。 『成長

するわた し』p.6も 参照)。 わたしは，

これは信 じていることを態度で示す こ

とだと思っています。確かに，主の生

ける預言者 を，特に，支持することの

意味 をわ きまえた うえで支持 する と

き，わたしたちは神の証人として立っ

ていることにな ります。そ して，預言

者の教えと勧告に従って生活 していく

のです。 また，この神聖な聖約 を交わ

す とき，わたしたちはほんとうの意味

で証人 とな ります。

わたしは子供のころ，預言者がいて

真理 を告げて くれることを信 じていま

した。で も，預言者がわた し個人に語

りかけてくれていることは理解で きま

せんで した。結婚 してまだ子供が小 さ

いころ，主人は2年 間空軍で働 きまし

た。わたしたちはニューヨー ク州のロ

ングアイランドにある軍の住宅に住ん

でいました、そして，小 さな子供の面

倒を見なが ら，世界中か ら来た隣人た

ちと話をする機会があ りました。そ し

てある 日，一人の隣…人 と自分たちの信

じていることについて話を していたと

き，その隣人が末 日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会の特徴 について尋ねてきまし

た。

わたしは簡単に回復について説明し，

イエス ・キリス トの回復 された教会に

は生ける預言者がいることを話 しまし



た。すると彼女は大変な興味を示 し，

預言者が何と言っているか知りたいと

言いました。そこで 『教義と聖約』や

現代の啓示について話すと，彼女は

「今はどんなことを言っているの」と

尋ねました。わたしは総大会のことや

毎月発行されている機関誌に預言者の

メッセージが掲載されていることを話

しました。すると，彼女はますます興

味を示しました。わたしはその月の号

のメッセージをまだ読んでいなかった

ので，恥ずかしい思いをしました。彼

女は最後にこう言いました。「生ける

預言者がいるのに，その預言者が何て

言ってるか分からないのね。」あのと

きのわたしは，支持することのほんと

うの意味を態度で示していなかったの

です。

支持するという言葉について考える

方法をもう一つ提案しましょう。バイ

オリンを弾くときのことですが，調弦

がきちんとできていると，一つの弦の

音がほかの弦の音と共鳴しますね。調

子の合った弦は単に奏でられた音を

「支持する」だけでなく，その音を拡

大して伝える役割も果たすのです。

わたしたち一人一人が預言者の声に

耳を傾け，そのメソセージにこたえる

とき，もし波長が合っていれば，わた

したちは自然にそのメ ッセージを人に

伝 えることにな ります。人々はわたし

たちの行いを見て，預言者のメッセー

ジを感 じるのです。 このように，預言

者のメソセージはこよいだけで終わる

ことはあ りませ ん。ほんの始ま りにす

ぎないのです。そのことを考えるとわ

くわ くして きませんか。わたしたちは

預言者のメッセージをわた したち個人

の生活の中だけでな く，家庭の中や隣

人との間で，また学校で，善に向かわ

せ る力 とすることがで きます。

預言者がわた したちに語るとき，そ

れは天の御父 が語 られるの と同 じで

す。教義 と聖約第1章38節 には こう

あ ります。 「わたし自身の声 によろ う
しもへ

と，わたしの僕たちの声によろうと，

それは同じである。」

通信衛星をはじめとする近代的な科

学技術の時代に住むわたしたちは幸運

です。預言者の姿を見 声を聞き，そ

のメソセージを何度も繰 り返し読める

からです。この祝福は遠い国に住む大

勢の若い女性にまだ達 していません。

ですから，こよいここに集って，若い

女性へのヒンクレー大管長のメッセー

ジを聞けるのは神聖なことなのです。

今晩，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長のメッセージはわたしたち一人一

人に向けられたものです。若い女性 ，

母親，そ して指導者であるわた したち

も，大管長 とモンソン，ファウス ト両

副管長に一つのメッセージをお伝え し

たいと思います。わたしたちは皆 さん

を支持 しています。わた したちは支持

することの意味を知っています。わた

したちに与えて くださる指示 と勧告に

従いたいと思います。わたしたちは皆

さんを信頼 と信仰 と祈 りをもって支持

します。来週 の総 大会でわた したちは

若 い女性 として，また指導者 として，

手 を挙げて生ける預言者 を支持 します

が，それが神聖な聖約であることを知

っています。そして，預言者の皆さん

の勧告 と指示に従 うときに 「神聖な聖

約を交 わし，神殿 の儀i式を受け，昇栄

の祝福 にあずかる」(『成長するわたし』

p6)備 えが よくできるようになるの

です。

わたしたちが行いによって聖約の民

であることを示 し，生ける預言者 を支

持す るこ とがで きます ように。 イエ
み な

ス ・キ リス トの御名 により祈 ります。

アーメン。
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耳を傾けて聞く

中央若い女性第一副会長

バージニア ・H・ ピアス

メッセージを何度右読み返しτくださω。主な預善者を遍 し乙 皆さんの

祈り仁こたえτ61らっしゃるの乙ななωざしょうか

たしは母親です。すべての母親

わ と同 じように，子供か ら多 くの
教訓を学んでい ます。わたしの個 人的

なお しゃべ りをお許 しいただけるな

ら，そうした教訓の一つをお話 しした

いと思います。

わた したちにはゴルフの大好 きな息

子と義理の息子がお ります。ですから，

2，3年 前 に世界的に有名 なプロゴル

ファーと一緒にゴルフの講習会に出席

する機会があったとき，彼 らが どんな

に喜んだか ご想像 になれるでしょう。

夏の終わ りのある午後，息子たちは

ゴルフクラブでいっぱいのかばんを互

いにぶつけ合いなが ら，突然わた した

ちの居間に入って来ました。

その 日のハ イライ トとなった場面を

説明 しなが ら，ジェームズが言いまし

た。「プロはゆっ くりと一人…一人のそ

ばに来て，各自のスイングを見て，忠

告 して くれたんだ。ぼ くのところへ来

る と，こう言ったんだ。『基本的には，

君のスイングはとてもいいよ。 じゃあ

今度は，後ろヘスイ ングす るときに，

もう少 し右へ大 きく振 ってか ら，勢い

よく左へ振 ってごらん。そうだ。そ う

い うふ うに練習 してごらん。そ して，

もしだれかが違 うことを言ったら，わ

た しにスイングを褒められたんだと言

ってや りなさい。』そ して，彼 は次の

人のところへ行 き，ぼ くは練習 を続け

たんだ。」

「それで うまくできたの。」わた した

ちは尋ねました。

「まだだよ。でも，必ず うまくなるよ。」

彼 は自信あ りげに答えました。

息子たちが部屋 を出て，裏の ドアか

ら裏庭へ出て， さらに練習 をし始める

と，わた しはちょっとばか りうらや ま

しくな りました。

あの ようににだれか信頼できる人が

いたら， どんなにすばらしいことで し

ょう。わた しの生活 を見て，「基本 的

に，あなたは立派に行 っています。で

も，わずかにこの点だけ行えば，見違

えるようにな ります よ」 と言って くれ

る専門家がいて くれたら。

皆 さんの中には，夜更けに友達 と一

緒 にパーティーへ行 き，互いの欠点を

言い合 ったことのある人がいるで しょ

う。それは，あまりお勧 めで きるもの

ではあ りませ ん。そんな経験 をすれば，

ただ嫌な気持ちになるだけです。そ う

ではな く，ほんとうの専門家か ら忠告

を受けたいのです。

す ると突然，アイデアが浮かんで き

ました。総大会です。そのような集会

やそこで語 られるメッセージをわたし

が楽 しみにしているのももっ ともなご
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とです。そこにこそ，わたしの専門家

がいるのです。預言者です。この方々

は まず基本 的にわた しの生活 を評価

し，そして大きく変化で きるよう，今

後 なすべ きことや，やめるべ きことに

ついて勧告 して くれるのです。預言者

は経験があるだけでな く，聖霊を通 し

て天父か ら直接，わたしに教 えて くだ

さいます。 しか も，わた し自身に当て

はまり，必要 を満たしてくれるのです。

主とその代弁者である預言者，そして

聖霊 という一致 された御三方よりも信

頼で きる方がほかにいるで しょうか。

何 とい うす ばらしい過程で しょう。

中央若い女性会長会 として，わたした

ちは一人一人の若い女性 と指導者 にヒ

ンクレー大管長の言葉 に耳 を傾け，各

自に当てはまるメッセージを見つけて

いただきたいと思います。そして，そ

のメッセージを実行に移 し，必ず後に

起 きる良い変化を経験 していただきた

いと思います。

ある若い女性 はこの ように書いてい

ます。「ヒンクレー大管長はある説教

の中で，ヨシュア記第1章9節 を引用

しました。「強 く，また雄々しくあれ。

あなたがどこへ行 くにも，あなたの神，

主が共 にお られるゆえ，恐れてはなら

ない，おののいてはな らない。』時々，

わた しは友達か ら別人になるよう求め

られることがあ りますが，そうはな り

た くあ りません。 自分 自身のままでい

たいのです。怖いのは友達を失 うこと

なのです。失いた くはないのです。預

言者が この聖句を読んだとき，わたし

の感 じていることを知っているかのよ

うで した。だれかがわた しの祈 りにこ

たえてくれたように思いました。 これ

か らはいつ友達 との問題が起 きても，

わた しは どう行動すべ きか，そ してど

う考えるべ きか分か ります。 わたしの

心の中には決して，決 して忘れること

がで きない大管長の言葉が浮かんで く

るか らです。」

預言者の勧告 を復習してみましょう。

1.ヒ ンクレー大管長の言葉に耳を

傾け，読んで ください。次のように言

うことは簡単です。「とて も良いお話

でした。彼はわたしの好 きな話者の…

人です。」そ して，家へ帰 ります。 し



かし今 まで どお りの自分であ り，抱 え

る問題 もそのままです。 ヒンクレー大

管長は，今晩，最後にお話 しします。

また，大管長やほかの中央幹部の方々

も来週の週末にお話 しします。 よく注

意 して聞いて ください。メッセージを

何度 も読み返 して ください。主は預言

者を通 して，皆 さんの祈 りにこたえて

い らっしゃるのではないで しょうか。

主は預言者を通 して，皆 さんが愛され

ていて，正 しい道 を歩 んでいること，

すなわち基本的には皆さんが送る生活

はすばらしい，というメッセージを送

ってい らっしゃるのではないで しょう

か。主は預言者を通 して，練習するよ

う教えた り，実践するよう警告 した り

していらっしゃるのではないで しょう

か。

2.次 に，聖霊の助けにより，個人

的なメッセージ，すなわち自分の生活

の中で どこを少 し直せばよいのか見つ

けて ください。先ほどわたしが読んだ

手紙 を書いた若い女性のように，まさ

に自分 自身のために言われた ように感

じる言葉や考 えに出会 うことで しょ

う。その解釈はあなただけの ものです。

これが個人に与えられる啓示の過程で

す。簡単なことです。で も無視 しては

なりません。

3.メ ッセージを行動 に移 して くだ

さい 。実 践 す る ので す。 「そ して，
みことば

御言を行 う人になりなさい。……ただ

聞 くだけの者 となって はい けない。」

(ヤ コブの手紙1：22)こ れ こそ啓示

の 目的です。もしわたしたちが聞いて

も何 も行わないなら，何度主がわたした

ちに語 られようと，意味があ りません。

あるロー レルの姉妹は，伝道に関す

るヒ ンクレー大管長の言葉 に対 して，

自分の思い を述べ たい と書 いていま

す。彼女 自身にとってのメッセージは，

友達 に対 してさらに良い模範を示す こ

とで，宣教師になるというものでした。

最初のうちは，難 しく思 えま したが，

彼女 はあきらめませんでした。そ して

ついに，彼女は 自分の癖 を直すことが

できました。

彼女はこの ように書いています。「わ

たしたちは学校から早 く帰 り，皆で友

達の家へ行 き， ビデオを見 ました。皆

は，17歳 未満の青少年の場合保護者の

同伴 を必要 とする成人映画 を見 たが

り，それほど悪いことではないと言い

ました。わたしはいつもいい子でいる
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こ とに嫌けが差 していたので，皆 と一

緒に見 ようと思いました。す ると，幸

運にも一人の男の子が反対 し，見た く

ない と言い ました。わた しはほっとし

ました。でも，今度は，13歳 未満の子

供の場合保護者の同伴 を必要 とする映

画を見 ることにな り，それは恐 らく前

の映画 と大 して変 わ りない もので し

た。皆 を説得 してやめさせ ようとでき

るか ぎり努力 しましたが，うま くいき

ませんで した。わたしは家へ帰 るべ き

で したが，そ うしませんで した。わた

しは後悔 しました。その晩，祈 りの中

で，友達に対 してさらに良い模範 とな

るよう主 に約束 しました。それ以来わ

たしは，それまで使 っていたよくない

言葉 を使 うのをやめました。また，学

校 をさぼるの をや めました。する と，

何人かの友達もさぼるのをやめるよう

になりました。 もっと良い映画 を見る

ように提案 し，友達がわたしの見た く

ない映画を選ぶときは，帰 ることにし

ています。」

あ きらめてはいけません。 うまくい

くまで努力 を続けて くだ さい。主の
みこころ

御心を行おうとするときには，主の助

けを受ける資格があるのです。助けを

祈 り求め，努力を続けてください。

4.自 分の生活や気持ちの変化に注

意を払ってください。神の御心に添っ

た生活を送ると，神に選ばれた預言者

たちが述べたように，よい気持ちがす

るようになります。

ヒンクレー大管長はわたしたちに

「もう少し改善するために，もう少し

努力する決意がで きます ように」

(「なすべき業あり」『聖徒の道』1995

年7月 号，p.95)と 言いました。わた

したちがこの勧告に従えますように，

また，正しい生活を送るために専門家

から励ましや指導を受けたいという熱

意をもって預言者のメッセージに従え

ますように，お祈りします。ある16歳

の若い女性はこのように述べていま

す。「ヒンクレー大管長の言葉をすべ

て心から信じています。大管長は神の

真の預言者です。」

彼女の言葉をそのまま借 りて，わ
み な

た しもイエス ・キ リス トの御 名に よ
あかし

り， 証 い た し ます 。 ア ー メ ン。



試練に

楽観的に取り組む

ユタ州プロボオークヒルズステーク，

オークヒルズ第9ワ ード所属

アン ・マリー ・ローズ

入生の多 くの良ω事柄仁つω乙 前向き乙楽観的1こなろうと麹 ること

を学ひました。

生
ける預言者 である ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長を支持す

る とは，その勧告 の言葉に耳を傾 け，

その勧 告に従 うことである と思い ま

す。

昨年秋の総大会でヒンク レー大管長

は，大勢の ヨー ロッパの聖徒たちが

「熱意 と喜び をもって」(「この道 を歩

み続 け，信 仰 を保 つ」 「聖徒 の道 』

1996年1月1ナ ，p.77)そ の 試練に立ち

向かっていった話をしました。そ して，

わた したち もそれに倣 うよう勧告 しま

した、、

それはわた しにとって耳の痛いア ド

バ イスでした。そのときのわたしは元
れんびん

気がなく，意気消沈 し，白己憐欄 に浸

っていたのです。

春か ら夏にかけての数か月間，わた

しはバ レーボールの代表チームに入る

ために特訓 を続けました。 ランニング，

ウエー トトレーニ ング，そ して終わる

ことのない技術練習をこな しました。

すべ ての時間を特訓に費や しました。

そ して，努力のかいあって，代表チー

ムの メ ンバー になることがで きま し

た。「これでやっ と夢がかなう。」そう

思っていました。

夢が壊れ始めたのはそれか らでした。

わた しより上手な人が何 人か出てきた

ために，わた しはほ とん どベンチに座

ってチームメー トを応援す ることとな

ったのです。もっとプレーしたいとい
ざせつ

う思いに駆 られ，挫折感 と闘っていま

した。

人生はどうしてこう不公平なのだろ

う， と思いました。やがて，わた しの

態度が悪かったために，チームの女の

子たちとうまくいか なくな り，自分 白

身に対 しても嫌けが差す ようになりま

した。

天父はわた しにこれだけ努力させて，

やっとここまでたどり着かせてお きな

が ら， どうして最後にこんなにがっか

りする日に遭わせ られるのだろ う。わ
く

たしは様々な選択について考えては苦
もん

悶し，導 きを求めて祈った末，ついに

チームを辞める決心をしました。バ レ

ーボールか ら離れて
，学業や自分の人

生 に立ち返る必要があると思ったので

す。

それでもやは り，落胆や憤 りの気持
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ちは消 えませんで した、，ちょうどそん

な とき，総大会が開かれたのです。こ

の時期はわた しが1年 でいちばん好 き
み たま

な時期です、、家中に御霊があふれ， ど

の部屋 にも大会の放送が流れます。

ヒンクレー大管長は，すべての物事

を永遠の視野で見なければならないと

勧告 しました。それはわた しに必要な

勧告で した。そ してわたしは 「この上

な く楽天的な精率刺(「 この道を歩み続

け，信仰を保つ」 『聖徒の道』1996年

]月 号，p.77)と 熱 意を持つ ことによ

って，あのバ レーボールの経験 を忘れ

る決心がで きました。友達，勉強，家

族 など人生の多くの良い事柄 について

も前向きで楽観的になろ うと決心で き

ました。勝敗 は考えず，ただ楽 しむた

めにバ レーボールができるようになり

ました。それまでわたしを圧倒 してい
かっとう

た葛藤 も急 に消え去り， 自分のことが

もっと好 きにな りました。聖文 ももっ

と読むようにな り， もっと祈るように

なりました。ほかの人の ことももっと

好 きになり，御霊が再びわた しの生活

に戻ってくるのを感 じました。

自己憐欄 を捨て去るように教えてく

れた生ける預言者に感謝 してい ます。

大管長はアルマ書第26章35節 を引用

しましたが，そこにはこう説かれてい

ます。「世界が始 まって以来，わたし

たちほど喜んで よい，立派な理由を持

っている者 はいない。」今わた しは，

自分には感謝で きることがた くさんあ

り，喜んで よい理 由がた くさんあるこ

とが分か ります。 イエス ・キ リス トの
み な

御名によってお話 ししました。アーメ

ン。



祈りは

こたえられました

ユタ州スプリングビルステーク、

スプリングビル第7ワ ード所属

カースチン ・ボイヤー

毎碗寝る前仁聖文を誘むようになりました。そし乙 深く考え，祈り……

ました。……祈りがこたえられたことをばっきりと知りました。

灘 嚢議1

わ
た しがまだ幼いころ，母の部屋

に入ると，母が本を読みなが ら

泣いていたことがありました。それま

で母がそんなふ うに泣いているのを見

たことがなかったので，何 を読んでい

るのか尋ねました。母 は，神 の預言者

スペ ンサー ・W・ キンボールという人

についての本だ と答えました。そ して，

彼が生涯行った多 くのすばらしいこと

について話 して くれました。そのとき

以来，預言者というのは，わたしにと

って も信頼 し愛す ることのできる人だ

と思 うようになりました。母がそう感

じているのだか らきっとそ うだ， と思

ったのです。ですか ら，若い女性の指

導者からゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長の話の中にメッセージを見つける

ように言われたとき，きっと自分に当

てはまるメッセージが見つかると確信

しました。

預言者の話 を聞いた り読んだりして

見つけた 自分 自身への メッセージは，

「もっ と聖文を読み，聖句 につ いて深

く考え，祈 る必要がある」 ということ

で した。

こうして，毎晩寝 る前 に聖文を読む

ようになりました。そ して，深 く考 え，

祈 り，聖文が真実か どうか天父に尋ね

ました。祈 り終えてベ ッ ドに入ると，

温かい気持ちに包まれ，深い感動 を覚

えました。祈 りがこたえ られたことを

はっきりと知 りました。それか らの1

週 間，自分が以前 にも増 して幸福で親

切 になれたような気が しました。学校

でも前 より良い生徒 になれました。勉

強時間を増やし，習ったことを覚える

よう努めました。いつ もは母 と口げん

か をしていましたが，その週は忍耐強

く母の考えを聞 き，理解 しようとしま

した。確かにそれはたやすいことでは

ありませんでした。 しか し，それまで

よりずっと自分に対 して良い気持 ちを

感 じられました。 また，聖文の勉強を

続ける時間を見つけ られるように，主

が助 けて くださっていることに も気づ

きました。
あかし

わたしの証は強められました。 自分

がこれまでよ りふ さわ しくなれた，と

も感 じました。 これも，寝 る前に聖文

を読んだおかげだと思います。

わたしは生涯ずっとこの気持 ちを持

ち続けていきたい と思います。これら

の多 くの祝福をいつも受けていたいと

思い ます。 これらの祝福はすべて，ヒ

ンクレー大管長の言葉に耳を傾 けるこ

とか ら得 られました。聖文を読むこと

で得 られたこのようなすば らしい変化

をこれか らも身に受け，イエスと天父

に少 しで も近づ くことができたらと思

います。

世界中の若い女性の皆さん，皆 さん

一人一人にお勧め します
。預言者に耳

を傾け， 自分の改善すべ き点を見つけ

て ください。こうして預言者の勧告に

従 うとき，皆さんは数 々の祝福を受け

られるで しょう。必ず うまくいきます。

確かに，実行するだけの価値があ りま

す。ささげる以上 に多 くを受けられる

からです。わた したちは常に天父に負

債 を負っています。預言者の言葉 に耳

を傾けるとき，確かに，天父と御子イ

エス ・キリス トに近づ くことができま
み な

す。イエス ・キ リス トの御名によ りお

話 ししました。アーメン。
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主は預言者を

与えてくださいました

ユタ州ミッ ドベール東ステーク，

ミッドベール東第3ワ ード所属

アン ・プレスコット

天父ばわた しを愛し，わたしに最i5良 ωものを得させたωと望ん～『ωらっ

しゃωま玩 そし乙 預言者を与えτくださωました。預善者ば，ωつの

日か天父のみ右とへ帰るためになすべきことを教えτくれるのさ銃

たしは前回の総大会で，何とか

わ 時間 を作 って説教 を聞 きに行
き，その中か ら何かを得 ようと努力 し

ました。 ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長の説教 を聞きなが ら，大管長の霊

性にとても感動 しま した。大管長がわ

たしたち くらいの年齢だったときに正

しい選びをし，それによって自分の信

じることに忠実でい られた，と話 した

ことについてよく考えてみ ました。ま

た，大管長の勧告を聞きながら，彼が

わた したちや自分の召 しに対 して抱い

ている愛 と献身を感 じました。笑った

り冗談を言った りする様子か らは，主

に仕える喜びがうかがえました。

12月 ，そしてクリスマスが近づ くに

つれて，わた したちにとってとてもつ

らい時期になるだろうと感 じていまし

た。その4か 月前，父が，母 とわた し

を残 して亡 くなったのです。ちょうど

そのころ，わたしたちは，ステーク大

会 にヒンクレー大管長が前触 れもなく

訪問 して くださる という幸運に恵まれ
あかし

ました。大管長は証 と愛をわたしたち

に語 り，こ う言いま した。 「気分がめ

いっているなら，上を向いて，しっか

りと自分の足で立ち，クリスマスの歌

を歌って，前向 きにな りましょう。」

この短 い言葉は，わた しにとってほん

とうに大 きな意味があ りました。人生

のこのつ らい時期にあっても，わたし

が最善を尽 くすなら何 もかもうまくい

く，と悟ったのです。ヒンクレー大管

長の言葉は，わた しの心痛 を取 り去っ

てはくれませんで したが，まずわた し

自身が元気 になって，母が幸せになれ

るよう力を尽 くさなければいけないん

だ， と教えて くれました。

大会の後，全員が起立 して，「感謝を

神にささげん」(「賛美歌』11番)を 歌

いました。そのとき，建物 に愛の精神

と力が満ちるのを感 じました。教会を

出て わた した ちの車が信号で止 まる

と，驚いたことにヒンクレー大管長を

乗せた車の横になりました。興奮 して

手を振るわたしたちにこたえて，大管

長 も手を振 って くれました。彼の愛が

伝わってきました。触れた り，話をし

た りしたわけではあ りませんが，大管

長か ら感 じた愛 は力強 く，忘れ られな

いもの とな りました。

わたしにとって末 日の預言者が どん

なに大切 な存在であるかを，皆さんに

お伝 えしたいと思います。大管長はま
み こえ

さに天父の御声です。わたしたちは聖

文からだけではなく，ヒンクレー大管

長が総大会や礼拝集会，また今晩のよ

うな集会で語る教えからも祈 りの答え

を得られます。天父はわたしを愛して

おられ，わたしに最も良いものを得さ

せたいと望んでいらっしゃいます。そ

して，預言者を与えてくださいました。

預言者は，いつの日か天父のみもとへ

帰るためになすべきことを教えてくれ
み な

るのです。 イエス ・キリス トの御名に

よってお話 ししました。アーメン。

中央若い女性集会終了後，話者の責任を果たした姉妹たちに賛辞を述べるゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長。
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い か り

現代に必要な永遠の錨

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

預言者を見るよ顔5大 切なことがありま跳 それば 預言音の持つわた し

たちへのメッセージを理解することさ玩 そし乙 そのメッセージを生活
あかし

に鯖 することこそが 預善者の召しの初聖さにつω乙の証を得る確実な

方法なの～就

「穐＼

，、

無

ワ よい，わた したちは，預言者で

Lあ るゴー ドン ・B・ ヒンクレー

大管長の出席 を頂いてお ります。これ

は大管長のわた したちへの愛の表れで

す。わたしたちは大管長か ら力を受け

て，大管長の召 しが神からの召 しであ
あか し

るとの証を得ることができます。生け

る預言者についての個人的な証は，永

遠に向けての貴重な財産であるばかり
こんにち いかり

でな く，今日の真理の錨でもあるので

す。わたしたちの預言者についてのこ

の証 は，教会にあっては非常に重要な

ものであ り，わた したちが大いに強調

するものです。 また，わたしたちが よ

く話題にし，証会で よく耳 にし，友人

に尋ね られてその証が定かでないと不

宏 になるものです。でも，その証を得

ることはわた したちだけに与えられた

責任です。それ をお与 えになれるのは

聖霊だけだからです。

皆 さんはヒンクレー大管長が生ける

預言者であるとの証があ りますか。で

は，この貴重な贈 り物 を得るための方

法を見つけるお手伝 いをいた しま しょ

う。

若い女性の ころ，わたしはある冬の

日にソル トレークの町を訪れ ました。

そして教会執務ビルの前に車 を止めて

パーキングメーターに5セ ント玉 を入

れると，ビルか ら一人の男の人が出て

来 ました。黒 っぽいオーバーコー トを

着て毛の帽子 をかぶっています。で も，

彼の身に着けていたものはそれだけで

はあ りませんで した。わた しは，その
み たま

人から発散される御霊に心を動か され

ました。わたしはその人か ら目をそら

す ことがで きませんで した。階段を下

り始めたその人を見て，ふいにわたし

はデビッド・0・ マッケイ大管長だと

気づ きました。大管長はわた しのそば

を通る とき何 もおっしゃいませんでし

た。優 しくほほえみ，帽子のつばに手

をかけただけでした。で も，御霊が文

字 どお りわた しの全 身を満た しまし

た。神の預言者に会った とい う実感 を

得 たのです。

だれ もが預言者 と顔を合わせる機会

が得 られるとは限 りません。幸いなこ

とに，それは必ず しも必要なことでは

あ りません。わた したちは皆，わた し

が遠い昔にあの階段 の所 で受けたと同

じ証を受けることができるのです。預

言者を見るよりも大切なことがあ りま

す。それは，預言者の持つわた したち

へ のメ ッセージを理解す ることです。
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そ して，そのメッセージを生活に応用

することこそが，預言者の召 しの神聖

さについての証 を得 る確実な方法なの

です。

ニューメキシコ州 ファー ミントンに

住むダイアナ ・レイシー姉妹 という指

導者 は，「成長す るわた し」のプログ

ラムを自分の ワー ドの若い女性 にとっ

て どうしたらもっと楽 しく有意義なも

のにできるだろうかと思い悩んでいま

した。先が見えなかったのです。でも，

総大会で ヒンクレー大管長のカレブと

ヨシュアの話を聞いて，彼女ははっと

しました。ほかの10人 とともにカナ ン

の地 に派 遣 されたカ レブ とヨシュァ

が，カナ ンの土地と人について報告 を

する話です。帰還後，ほかの10人 は皆

否定的な報告 しか しませんで したが，

カレブとヨシュァは否定的なことの奥

にある肯定的な部分に着 目して報告 し

ました。残念ながら今の世の中と同 じ

ように，当時の民 も疑い深い人の方を

信 じました。結果は，カレブとヨシュ

アだけが命を長 らえて約束の地に入れ

たのです。 ヒンクレー大管長はこう付

け加 えています。
み わざ

「わた したちの周 りには，この御業

の将来に無関心な人，冷淡な人，限界

を口にす る人，恐れを表す人が非常に

多 くいます。…… 〔彼 らに〕未来への

ビジ ョンは開けません。

古代の人は言っています。 「ビジョン

がなければ，民は滅びる。』(欽 定訳箴

言29：18)∫(『 聖徒の道』1996年1月

号，P.76)

レイ シー姉妹は預言に満 ちたこのメ

ッセージに心 を動かされ，「成長す る

わたし」はそのビジ ョンを具体化 した

ものだと感 じま した。こう述べていま

す。「わたしは変わ りました。そ して，

その結果は驚 くべ きもので した。……

自分の態度を変 え，「成長するわたし」

への取 り組み方 を変えると，若い女性

の姉妹 たちの態 度が変 わって きまし

た。……ヒンクレー大管長の話 を貫 く

精神がわたしの生活に祝福 をもたらし

たのです。」

レイシー姉妹の証が預言者 に従 うこ

とによって強め られたことがお分か り

いただけると思います。彼女はピアス



姉妹がお話 しした4つ のステップを用

いました。まずヒンクレー大管長のお

話を聞 き，言葉を読みました。次に自

分へのメッセージはどれかを見つけま

した。それか ら，そのメッセージを行

動に移 しました。そして最後 に， 自分

の生活や思いに変化が起 きたのに気づ

きました。

キンボール大管長 と同 じワー ドで育

った一人の若い女性がいます。彼女 は

キ ンボール大管長が神か ら召 されたこ
あかし

とについて熱烈 な証 を持 ってい まし

た。 しか し，彼女の伝道中にキンボー

ル大管長は亡 くな りました。彼女は，

自分の知 らない預言者について証す る

ことにわだかま りを覚えました。 しか

しある晩，新 たに支持 されたベ ンソン

大管長のために祈 っていると，す ぐに
み たま

御霊が温かく胸に満ちるのを覚えまし

た。こうして彼女は新たな証を得たの

です。「主はわたしが何を知らなけれ

ばならないかを御存 じでした。」彼女

はそ う語 ります。「主 はわたしがこの

証 を人々の改宗に向けて分かち合 うこ

とを知ってお られたのです。」姉妹の

皆 さん，皆さんにもこのことが起こ り

ます。

ヒンクレー大管長は，だれ もが直接

の証 を受 ける権利があ ると言い まし

た。(「集いの時」『聖徒 の道』1996年

1月 号，p.4参 照)こ の証を求めるの

はち ょっと怖いですね。答 えが受けら

れるかどうか心配だからです。それに，

答えを受けたらそのとお りに生活 しな

ければならないからです。

で も考えてみて ください。生ける預

言者の証は皆さんに何 をもた らして く

れるで しょうか。 日々の悩みにどんな

助けを与えて くれるでしょうか。生活

をどのように変 え，人生にどんな祝福

をもたらして くれるで しょうか。

その質問に答えられ るのは皆 さんと

聖霊だけです。ヒンクレー大管長につ

いてまだ証が得 られなければ，ほかの

人の証に頼 りなが ら自分 自身の証を得

るようにしましょう。大管長のために

祈 り，大管長の言葉 を研究し，自分に

当てはまるメッセージを見つけ，それ

を実行 に移 して達成感 を得るのです。

実行 してくださいますか。今，大管

長の言葉を聞いて，皆さんの人生への

メ ッセー ジを見 つけて くだ さいます

か。そ うして くださることを希望 し，

祈 っています。証をします。わたした

ちは今，生ける預言者に導かれていま

す。 こよい，わた したち一人一人が，

神が預言者 を通 してこの教会 を導いて

お られ，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大

管長が現代の生ける預言者であるとの

証 を求めなが ら，あるいは再確認 しな

がらこの場 を去ることができます よう
み な

に。イエス ・キリス トの御名 によ り祈

ります。アーメン。

中央若い女性集会 に参加 した4人 の姉妹たち。左から，バネ ッサ ・ザティー二 ，アン ・プ レスコッ ト，カースチン ・ボイヤー，

アン ・マ リー ・ローズ(敬 称略)。 同大会 はソル トレーク ・タバナクルで5月30日 に開かれた。
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誠意を尽くし，

忠誠を守る

大管長

ゴードン ・B・ ヒンクレー

教会に対し乙真実乙あっτくださ61。教会にしっかりとしがみつω乙雅れ
あらし

なωさくださω。そうすれば 皆さんがたとえ嵐のφを海に放 り出されと'

i5、海仁沈むことばありまゼん。

ばらしい光景です。この偉大な

す タバナクルが輝 くばか りに美 し
い若い女性 で埋め尽 くされてい ます。

世界各地の教会堂で何万 とい う若い女

性がわたしたちと・一緒に集っていると

思います。今晩，このように大勢の女

性たちが集まるために，心配 りをして

くださった方々に感謝の気持ちをお伝

えしたい思います。すばらしい集会で

した。音楽，開会の祈 り，そ してお話，

すべ てが心の高まりと霊感を与えて く

れました。今晩ここで耳に したことを

しっか りと記憶 し，勧告 されたことを

実行するならば，皆 さんは もっ と幸せ

になることができます。
み たま

これからお話しする問，主の御霊が

わたしを導いてくださるようにお祈り

します。この機会にわたしの気持ちを

皆さんにお伝えしたいと思います。こ

の大会に集まっている12歳 から18歳

の若い女性の皆さん，天父と，あなた

がたを知っているすべての人が，大き

な期待を寄せています。あなたがたは

この偉大な世代の一員であって，様々

なチャレンジが待ち受けている世の中

で立派に生きていくための準備をして

います。

皆さんは毎日のように難しい選択を

迫られていると思います。あなたがた

が抱えている問題は決して目新しいも

のではありませんが，昔よりも厳 しく

なっています。皆さんが出遭う誘惑は

魅力的でしかも心を動かされるものが

多いでしょう。真理の敵は，皆さんを

何とかして傷つけよう，信仰を失わせ

よう，何とかだまして楽しいけれども

死に至らせる道に誘い込もうとしてい

ます。それは皆さんがこの教会の将来

を築くことを真理の敵は知っているか

らです。

次のような賛美歌があります。わた

しは教会の若人が歌うこの曲が好きで

す。

「シオンの若者，真理を守り

攻め来る敵に会い，ひるまず逃げず

ああ
じゅんきょうしゃ

われら受けし信仰持ち，殉教者の持つ

真理を信じ

戒め守らん，手に心に霊にも」

(『賛美歌』163番)
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わたしは今晩皆 さんに，信仰に対 し

て真実であること，自分 と周囲の人々

に真実であること，両親 と，家族から

受け継いでい るもの に真実であ るこ

と，教会 と，天父 と，御子，主 イエ

ス ・キ リス トに対 して真実であること

についてお話 ししたいと思います。

最初 に， 自分に対 して真実であるこ

とについてお話 ししましょう。信仰箇

条第13節 で，わた したちは正直，真実

であるべ きことを信 じると言 っていま

す。

わたしたちは真実であることの価値

を信 じています。 自分に真実であるこ

とはとても大切です。すべての人は良

心 と呼ばれ るものを授 かっています。

善 と悪の違いを知 っています。何が善

くて何が悪いかについて特に指導 を受

ける必要はあ りません。すでに知 って

いるか らです。悪いことをするときは，

それが悪い ことだと分かっているため

に必ず後悔す る気持 ちがわいて きま

す。正 しいことをするときも，それが

正 しいことをはっきりと知っているた

め，幸せな気持ちを感 じます。 どの よ

うな ときで も， どの ような場所にあっ

てもわた したちは正 しい選択がで きま

す。 自分に対 して真実であるとは，常

に正 しいことを選んで模範的な生活を

送るという意味であることがお分か り

いただけるでしょう。

自分に真実であるということは，正

直であるということです。学校にあっ

ても正直であるということです。だま

した り， うそをついた りす ることはで

きませ ん。 ここで，皆 さんが命にかか

わるような手術 を受けなければな らな

いと仮定 してみ ましょう。 カンニ ング

をして大学の医学部 を卒業 した外科医

か ら手術を してもらいたいと思います

か。 もちろん，嫌ですね。わたしたち

は将来の仕事に役立つように学校へ行

って勉強 し，準備 をするのです。勉強

する機会を得ている人は，そこか ら自

分にとって役に立つ ものをつかまなけ

ればな りません。主はわた したち教会

員に対 して，学問をして学びなさいと

おっしゃっています。霊的な知識 とこ

の世の知識の両方を追求するように教

える聖文 を持つ宗教 は，わたしたちの



教会以外にないと思います。

進学する機会があればそれを求めて

ください。それは将来きっと役に立ち

ます。人生での競争はますます激しく

なっています。専門家の話によると，

普通の人は男女とも，人生で新しい仕

事に出会 う機会が5回 あるそうです。

世の中は変化しています。したがって

わたしたちは，変化する世の中に取り

残されない自分を作っておくことがと

ても大切です。この変化する世の中に

は良い面もあります。人類の歴史を通

じて現在ほど，女性に多 くの機会が与

えられている時代はありません。皆さ

んの第一の目標は幸せな結婚をして，

主の宮で結び固めを受け，立派な家族

を築 くことだと思います。これらの理

想を実現するために，教育があればも

っと良い準備ができます。

毎日の生活で正直であってください。

末日聖徒である皆さんは万引きや盗み

をすることはできません。昔から，正

直は最良の方策だと言われています。

石の板に主が指でお書きになった言葉

はこれです。「あなたは盗んではなら

ない。・・…あなたはむさぼってはなら

ない。」(出エジプ ト20：15，17)

道徳にかなった生活をするという意

味でも，自分に対して真実でなければ

なりません。教会員であるわたしたち

は異性とのふしだらな交際をすること

はできません。主はこれを戒めとして

与えられました。「絶えず徳であなた

の思いを飾るようにしなさい。」(教義

と聖約121●45)主 はふしだらなこと

を考えるだけでもいけないとおっしゃ

っています。どうしてでしょう。悪い

ことを考えると悪い行いをしてしまう

からです。主は続けて，徳をもって思

いを飾るなら，わたしたちは自信をも
み まべ

って神の御前 に立て ると言 われ ま し

た。 この ことを考 えて くだ さい。聖

霊がいつ も皆 さんの隣 にいて くだ さ

り，わた した ちの支配 は永遠の支配

となる， と主は言われ ました(教 義

と聖約121：45-46参 照)。 何 と壮大な

約束で しょう。 この祝福 は道徳 にか

なった生活 をする人だけに与え られ

ます。

わた したちは 自分自身を不道徳 な罪

で汚すわけにはいきませ ん。特に皆 さ

んのような若い人はいつも誘惑にさら

されています。テレビであ り，雑誌で

あ り，書物でさえも，こうした誘惑 を

はらんでいることがあります。簡単 に

手に入るビデオ もそうです。 これ らの

ものに近づかないで ください。皆さん

が傷つ くだけです。道徳的な律法につ

いて言えば，皆 さんは自分が どうしな

ければならないかを知っているはずで

す。 もし周 りからプレッシャーを受け

るような状 態 に入 り込んで しまった

ら，そうした 自分を責めなければな り

ませ ん。立ち止 まるのが遅す ぎると，

引 き返せな くな ります。皆 さんはそ こ

で立 ち止 まる決心を したことを永遠 に

感謝するはずです。

理想 とす る自分に真実であって くだ

さい。この理想 とするあなたはすばら

しく良いあなたなのです。シェークス

ピアはこう言っています。「おのれに

誠実 なれ， ということだ。 さすればか

ならず，夜が昼につ ぐごとくにじゃな，

他人に対 しても誠実ならざるを得ん。」

(『ハムレット』第1幕 第3場 ，筑摩書

房 『シェイクス ピア全集』三神勲訳，

6.228)

皆 さんの年 ごろの女性で 自尊心が持

てず に苦 しんでいる人が大勢います。

どの ような形であれ不道徳 な行いをす
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ると，大人になるどころか，自分の価

値を下げてしまうのです。これは恐ら

く，皆さんが考えているのと逆だと思

います。自分自身に対して真実であれ

ば，自分を尊敬する気持ちが高まるの

です。皆さんは神の娘であることを自

覚してください。自分の良いところを

見つけてください。周りには皆さんの

ことを良く思わない人もいるかもしれ

ません。それはその人たちが皆さんを

知らないだけです。皆さんに落ち度が

あるわけではありません。神の娘とし

て堂々と歩いてください。

有害な薬物に手を出してはいけませ

ん。これは法律で禁じられています。

触っても，試してもいけません。皆さ

ん一人一人にお願いします。これは毒

物ですから近づかないでください。皆

さんは若いのです。すばらしい将来が

待っています。皆さんの人生には輝け

る約束が与えられています。ほとんど

の人はいつか結婚して，子供をもうけ

たいと考えていることでしょう。法律

を破って有害な薬物に手を出すと，皆

さんだけでなく，皆さんの子供にまで

も悲惨な障害が出る場合があります。

率直に言いましょう。これらのものを

もてあそんでいると，必ず後悔す る時

が来ます。有害な薬物に近づかない よ

うに自分に厳 しくして ください。その

ようにした自分を喜びとする時が必ず

来ます。

自分に対 して真実であって ください。

友達や 同僚 に誠実であって くだ さい。

彼 らの持っている良い ものを探 し，そ

れを尊重 し励 まして ください。友達の

うわさ話 をした り，傷つけるような言

葉 を吐いた りしてはいけません。その

ような言葉は必ず 自分に返って来るか

らです。 「あなたは隣人について，偽

証 してはならない」(出 エジプ ト20：

16)と エ ホバ は命 じてい らっ しゃい

ます。

助け合ってくだ さい。助けを必要と

しない人はいませ ん。励 ましも必要で

す。わた したちにはいつ も変わらずそ

ばにいて くれる友達が必要です。皆さ

ん一人一人がそのような友達になって

ください。

わたしは最近，障害 を持った女の子

についての話を読みました。ジェニー

というその子はいつ も一人で した。 ジ

ェニーはそれほど魅力的な女の子では

ありませんでした。ある 日， ジェニー
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は ク ラスの人たちに言いました。 「わ

たし，友達が欲 しいの。お弁当を一緒

に食べて くれる人が欲 しいの。だれか

友達 になって くれないか しら。」一人

の少 女が立ち上がって，「い いわ よ。

わた しがなってあげるわ」 と言 うと，

別の少女 も同じように言いました。 こ

うして二人はジェニー と一緒にお弁当

を食べるようになりました。二人はジ

ェニーを励 まし，助けました。二人は，

障害 を持 っているために閉 じ込められ

ていた暗い世界か ら，ジェニーを新 し

い生活に引っ張 り出したのです。また，

この二人は友達に思いや りを示 してい

る間に，自分たちの生活にもそれまで

にはなかった新 しい喜びを見いだした

のです(ビ クター ・W・ ハリス"The

M丘acleofJenni"鎗wEra「 ジェニ

ーの奇跡」『ニューエラ』1996年3月

号，pp。12-14参 照)。

両親 と，皆 さんが家族から受け継い

でいるものに真実であって ください。

残念 なことですが，自分の子供 に愛 情

のかけ らも示 さない ような親がい ま

す。 けれどもそうしたケースはごくま

れです。皆さんの母親 と父親ほ ど，皆

さんの幸せ と将来に関心 を持 っている

人はいないでしょう。皆 さんの親は1

世代前の人です。 もちろんその とお り

ですが，彼 らも皆 さんと同じ世代の時

があったのです。皆さんの問題は皆さ

んの親がかつて経験 した問題 と基本的

には変わ りません。時々皆 さんを縛 り

つ けるようなことを言 うとしたら，そ

れは行 く手に危険が待 ち構 えているこ

とを知っているか らです。親の話に耳

を傾けて ください。親が皆 さんにして

ほ しいと思うことを，皆 さんは必ず し

も気に入 らないか もしれ ません。 しか

し親に従えば，皆さんはもっと幸福 に

なります。皆 さんの母親は最良の友で

す。 これ を決 して忘れないで ください。

彼女は皆 さんに命を与えました。皆 さ

んを気遣い，いたわ り，病気のときは

看病 し，そ して皆 さんが必要 とするす

べてに心 を配って きました。今す ぐに，

お母さんと話 して ください。心を開い

て二人だけで話 してみて ください。お

母 さんは皆 さんの話を決 して他人に漏

らした りはしませ ん。母親は愛する者



を守るというすばらしい知恵を持って

いることが分かるでしょう。

皆さんの多くは教会の開拓者の子孫

です。開拓者は大変な苦労をしました。

自分たちの信仰を守るために大きな代

償を払いました。先祖の人たちと先祖

が愛した教会にいつも真実であってく

ださい。この教会は真実です。今晩，

わたしから聞いたこの言葉を忘れない

でください。ほかの教会もたくさんの

良いことをしますが，この教会はイエ
み な

ス ・キリス トの御名 を持つ主 イエス ・

キリス トの 「まことの生 ける教会」で

す(教 義 と聖約1：30参 照)。 教会 に

対 して真実であって ください。教会 に

しっか りとしが みつ いて離れないで

ください。そうすれば，皆さんがた と
あらし

え嵐の中を海に放 り出されても，海に

沈むことはありません。教会は皆さん

の生活を導く光となり，皆さんの未来

を築く土台となるでしょう。この教会

は決して正しい道から外れないことを
あかし

わたしは厳粛に証します。わたしたち
み て

の教会は神の御手の中にありますか

ら，たとえ教会の指導者が間違った方

向へ導こうとしても，神がそういう人

たちを取 り除いてくださいます。主は
み わざ

主の御業を回復されました。これは最

後 の回復 であって，「決 して再 び滅 ぼ

されることも，ほかの民に渡されるこ

ともない」のです(教 義 と聖約138：

44;ダ ニエル2：44-45も 参 照)。

セ ミナリーの年齢に達 している人は，

全員セミナリーに出席 していると思い

ます。セ ミナ リーは，皆 さんが幸せに

なるための教 えを学ぶ所 です。 また，

皆 さんと同じ信仰を持つ仲間 と交わる

すばらしい機会です。

教会の指導者に助言 と指示を求めて

ください。わたしたちが望むのはただ

一つです
。それは，皆 さんが幸せにな

り，皆さんの人生がチャレンジとチ ャ

レンジを克服 した満足であふれた もの

とな り，皆 さんを滅ぼそ うと待 ち構 え

ている悪の落 とし穴を避けて生活 し，

やがては真理 のかが り火を高 く掲 げ，

それを皆 さんの次の世代に渡すような

人になってほ しいということです。

・この福音の真理は永遠です。物の考

え方や，習慣，文化 は時 とともに変わ

ります。これらすべては変化 しますが，

福音の原則はこれまでまったく変わり

ませんでしたし，これからも決して変

わることはありません。

末日聖徒イエス ・キリスト教会の会

員である皆さんはほんとうに幸運な人

です。教会にはかけがえのないすばら

しい友達がいます。有能で信仰の篤い

教師がいます。奉仕する機会がありま

す。一例を挙げてみましょう。死者の

ためにバプテスマを受ける以上の奉仕

がほかにあるでしょうか。皆さんは主

の聖なる宮へ行って，皆さんの奉仕が

ないと進歩できない世界にいる人たち

のために，バプテスマを受ける機会が

与えられています。亡くなったある人

は，地上にいる間大きな力と影響力を

持った女性だったかもしれません。け

れども，バプテスマの儀式を受けない

と，彼女は永遠の進歩が止まってしま

うのです。皆さんは彼女を自由にする

機会を与えられているのです。これほ

ど無私のすばらしい奉仕がほかにある

でしょうか。皆 さんは少 しの努力で，

不死不滅と永遠の命の道を前進できる
かぎ

ように扉の鍵を開ける人になれるので

す。世界のどこを探しても，皆さんに

この機会を与えてくれる組織はほかに

ありません。神殿は最も無私の奉仕を

する手段を，わたしたちに与えていま

す。死者のためにバプテスマを受けて

も，この世では何の感謝の言葉を受け

ることもないでしょう。けれども，ま

ったく知らない他人のために，大切な

ことをしたという満足感が得 られま

す。教会に対して真実であってくださ

いo

わたしたちの永遠の父と，天父の愛

する御子，主イエス ・キリス トに対 し

て真実であって ください。

自分が何者かを決 して忘れないで く

ださい。皆 さんはほん とうに間違いな

く天父の子供です。天父は皆さんの永

遠の父親です。そ して皆 さんを愛 して

い らっしゃいます。皆さんは祈 りによ

って天父のみ もとへ行 くことがで きま

す。天父は皆 ざんを招いていらっしゃ

います。皆 さんはそれを知っています。

すばらしいことです。天父はあらゆる

もののうち最 も偉大な御方であ り，宇
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宙の創造主であり，統治者です。その

ような御方が皆さんの祈りを聞いてく

ださるのです。

天父は御自分の息子と娘が幸福にな

ることを望んでいらっしゃいます。罪

は決して幸福を生じることはありませ
みこころ

ん。天父の御心に背いていながら幸福

になることはできません。不従順が幸

福をもたらすことはありません。幸福

になる方法は天父の計画の中にありま

す。そして天父の愛する御子，主イエ

ス ・キリス トに従うことによってそれ

は見いだせます。

さて，それに関連したことをお話し

しましょう。ある習慣についてです。

実際にそれは習慣になっているのです

が，若い女性を含む，中学や高校の若
み な

人の会話で，神の御名をみだりに口に

する習慣です。エホバは石の板 にこう

記 されました。「あなたは，あなたの

神，.主の名を，みだ りに唱えてはなら

ない。主は，み名をみだ りに唱えるも

の を，罰 しないで は置か ないであろ

う。」(出 エジプ ト20：7)

わた しが小学校1年 生か2年 生のこ

ろの経験 をお話 しします。ある 日，学

校か ら帰 って，教科書をテーブルの上

に投 げ出 し，1日 の授業か ら解放 され

たことを言い表すのに主の御名を意味

もな く口にしてしまいました。

それが母の耳 に入 りました。母はシ

ョックを受けました。わた しの手を引

っ張って風呂場へ連れて行 きま した。

そ して タオル と石 けんを手 に取 ると，

口を開けるように命 じ，石けんでわた

しのロの中を洗い始めたのです。泣 き

なが ら抵抗 しましたが，許 して くれま

せん。随分時間がたったように思える

ころ終わると，母 はこう言い ました。

「二度 とそんな言葉を口にしてはいけ

ません。」

石 けんの味はひどい もので したが，

母か ら怒 られたことはもっとこたえま

した。決 して忘れることので きない経

験で した。それ以来，わたしは主の名

をみだ りに口にしたことはないと思い

ます。

数年前 に，スペンサー ・W・ キンボ

、一ル大管長が手術を受けたときのこと

です。手術が終わって，車いすで集中



治療室に運ばれました。車いすを押し
み

ていた人がつまついた ときに，主の御
な

名を口にしてのろいの言葉 を吐きまし

た。キンボール大管長はほとんど意識

のない状態で したが，弱々しい声 でこ

う言いました。「すみません。すみ ま

せん。あなたがののしった名前はわた

しの主のお名前なのです。」

一瞬凍 りつ くような沈黙が流れまし

た。そ してその青年は小さな声で 「申

し訳あ りません」 と言 ったのです。主

の御名をみだ りに口に したことをわび

ました(Teach加gsofSpeηcerレ 区

㎞ba〃 「スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ルの教 え』p，198参 照)。

言葉についてお話 ししておきたいの

ですが，若い女性 である皆 さんは， ど

のような形であっても汚い，薄っぺ ら

な話 し方 をしない ようにお願 い しま

す。至る所でこのような話 し方 をする

人が増えていますが，どうしてあの よ

うな言葉を使う必要があるのでしょう

か。低俗な言葉 を使わないと自分の考

えを表せない ことを宣伝す るだけで

す。 どうかやめて ください。汚い言葉

や主の御名 を汚す言葉 を使わないで く

ださい。

永遠の御父 と御父が愛する御子 に対

して真実であって ください。たとえだ

れ も助 けられない状態 に陥っても，主

が必ずそ こにいて助 けて くださいま

す。 「すべて重荷 を負 うて苦労 してい

る者は，わた しのもとにきなさい。あ

なたがたを休 ませ てあげよう」(マ タ

イ11：28)と 主 は言われました。す

べての人は重荷を負っています。その

重荷 を主に助けていただ きましょう。

「わたしの くび きを負 〔いなさい。〕…

…わたしの くびきは負いやす く
，わた

しの荷 は軽い か らであ る」(マ タイ

11：29-30)と も主は言われたか ら

です。主はいつでも， どの ような重荷

でも背負お うと，わたしたち一人一人

を助けるために待 ってい らっしゃいま

す。主 はわたしたちを心か ら愛 してい

らっしゃるので，ゲツセマネで血の汗

を流 された後，邪悪な人々に捕 らえら

れるままにされ，ゴルゴタまで十字架
くぎ

を背負って歩かされて，十字架に釘で

打ち付けられたときの想像を絶する苦

痛を受け，十字架にかけられ，そして

わたしたち一人一人のために亡くなら

れたのです。

主は，この世に生まれてまったく罪

を犯 さなかった唯一の完全な御方で
あがな

す。主は人類の救い主であり，順い主
しょくさい

です。主の犠牲のおかげで，主の順罪

によって，すべての人はよみがえ りの

ときに復活 し，それからは不死不滅 と

永遠の命の道を前進する というすば ら

しい機会を得ているのです。

主 はわた したちをみ もとへ来るよう

に招いて，こう言 われ ました。「求 め

よ，そうすれば，与 えられるであろう。

捜せ，そうすれば，見いだすであろう。

門をたたけ，そ うすれば，あけてもら

えるであろう。」(マ タイ7：7)

主 の御名によって御父 に祈ってくだ

さい。ほんとうのところ，だれ も一人

では何 もできないのです。わた したち

には助けが必要です。その助けは祈 り

の答えとして与えられる ものでなけれ

ばなりません。

わた しは若い女性の皆 さんが祈って

いることを知 っています。これはとて

もすばらしいことです。 わたしは皆 さ

んが福音 に従 って生活 しようと努力 し

ていることを知っています。正直で清

い生活を しようとしていること，ほか

の人に奉仕 と親切 と愛を表す生活 をし

ようと努力 していることを知っていま

す。繰 り返 して申し上げます。皆 さん

がわたしたちのためにお祈 りをして く

ださっていることをわたしは知ってい

ます。わた したちも皆さんのためにお

祈 りしていることを知って ください。

皆 さんはとても大切 な人です。この

御業は皆 さん次第でもっと強め られま

す。皆 さんが道徳的な罪 を犯 した り，

何かほかの罪 を犯 した りするとそのた

めに教会 は弱 くなるのです。皆 さんが

真実であ り，忠実であるな らば，教会

はもっともっと強 くなります。教会は

皆 さん一人一人 にかかってい るので

す。

さて，最後にもう一つだけ付け加え

ておきます。道徳的な罪 を犯 して しま

っても，すべてを失 ったとは考 えない

で ください。主が皆 さんに手を差 し伸

べて助けて くださいます。ほかにも教
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会には喜んで助けてくれる人が大勢い

ます。まず，すべての罪から離れてく

ださい。皆さんが置かれている状況に

ついて祈り，できれば両親に話し，そ

して監督に話してください。監督は皆

さんの話に耳を傾け，秘密を守ってく

れます。皆さんを助けてくれます。わ

たしたちはいつでも皆さんを助けよう

と待っています。

悔い改めは福音の第一の原則の一つ
ゆる

です。神は赦しをお与えになります。

ですから希望があるのです。皆さんの

人生はこれからです。過去の人生が罪

によって傷つけられたとしても，これ

からの人生を幸せでいっぱいにするこ

とができます。問題を抱えている人々

に救いの手を差 し伸べ，助けるのが，
み わざ

主の御業であり，福音の目的なのです。

預言者イザヤは次の ように宣言 して

います。

「あなたがたは身を洗って，清 くな

り，わた しの目の前か らあなたがたの

悪い行いを除き，悪を行 うことをやめ

主は言われる， さあ，われわれは互

に論 じよう。た といあなたがたの罪は
ひ

緋のようであっても，雪の ように白く
くれない

なるのだ。紅のように赤 くても，羊の

毛のようになるのだ。」(イ ザヤ1：16，

18)

今が ，まさに今がその時です。過去

のすべての罪を悔い改めて，赦 しを求

め，背筋 を少 し伸ばしたら， 自信 と信

仰をもって前進するのです。

最後 には，生活のすべての場面で大

いに楽 しみ，喜んで ください。人生は

楽 しむべ きものであって，ただ耐えて

い くものではあ りませ ん。

皆さんに祝福を与えます。わた した

ちが皆さんを愛 していることをどうか

知って ください。わた したちが皆さん

を信頼 してい ることを知って くだ さ

い。福音に従って生活 し，信仰 に対 し

て真実であ り，教会に しっか りとしが

みついて離れず，両親を敬い，主を愛

し，神の子供 らしく歩んで くだ さい。

以上 を皆さんが実行 し，深い幸福 を味

わって くださるように，心か らの愛 と

ともに，イエス ・キリス トの御名によ

りお祈 りします。 アーメン。



チ ャーチニューズ

総大会で召された新しい七十人

ダラス ・N・

アー チボル ド長老

メ リル ・J・

ベ イ トマン長老

デ ィー ター ・F・

ウー ク トドルフ長老

第
166回 年 次総大会，4月6日 土

曜 日午後の部会で，七十人定員

会会員に召 された12人 の神権者が支持

を受けた。

メリル ・J・ ベイ トマ ン長老の七十

人第一定員会会員への召 しは，ブリガ

ム ・ヤング大学学長への就任 と同時に

昨年11月 に発表されていたが， この度

の大会で支持を受けた。そのほか第一

定員会に召 された長老は，これ まで七

十人第二定員会で働いて きたダラス ・

N・ アーチボル ド長老 ならびにディー

ター ・F・ ウーク トドル フ長老 であ

る。 さらにブルース ・C・ ヘーフェン

長老 も七十人第一定員会 に召 された。

土曜 日に新たに支持 された七十人第

二定員会の会員は，L・ エ ドワー ド・

ブラウン長老， シェル ドン ・F・ チ ャ

イル ド長老，クエンティン ・L・ クッ

ク長老，ウィリアム ・ロルフ ・カー長

老，デニス ・E・ シモンズ長老，ジェ

ラル ド・L・ テーラー長老，フランシ

ス コ ・J・ ビーナス長老 ， リチャー

ド ・B・ ワース リン長老 である。(ヘ

ーフェン長老やそのほか新 しく召 され

た幹部 に関 しては次 の略歴紹介 を参

照。)

ベ イ トマ ン長老(59歳)は ，1992年

6月 に七十人 第二定員会会員 に召 さ

れ，1994年4月 に管理監督に召 され

た。1995年11月 に七十人第一定員会会

員 に召 され，ブ リガム ・ヤ ング大学の

学長 に指名 された。就任は1996年1

月である。

アーチボル ド長老(57歳)は1992年

6月 に七十 人第二定員会会員 に召 さ

れ，現在 ブラジル地域会長会会長を務

めている。ウーク トドルフ長老(55歳)

は1994年4月 より七十人第二定員会

会員として働いていて，現在 はヨーロ

ッパ西地域会長会の第二副会長を務 め

ている。□
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七十人

ブルース ・C・ ヘーフ ェン長老

家繋 、鴇函灘難
一ス ・C・ ヘーフェン長老は

，今の世

は教会の声 を聞 く必要がある，と確信

しています。

ユタ大学で法学博士号を取得 し，ブ

リガム ・ヤ ング大学のJ・ ルーベ ン ・

クラーク法律学校で学部長を務 めたヘ

ーフェン長老は
，過去25年 間，家族法

と教育について教え，また執筆 してき

ました。長老はこのように述べていま
こんにち

す。「今日，家族生活に関する福音の

見解が，世界中の法廷や教室，家庭で

非常に強く求められていますg」

ヘーフェン長老の信念は，宗教家，

教育者，経営者としての豊富な経験を

通じて培われました。これまで監督会

やステーク会長会で働き，地区代表を

務めました。1973年 にはブリガム ・

ヤング大学付属の法律学校設立に貢献

し，最初の教授会の一員となりました。

1978年 から1985年 まで，リックス ・

カレッジの学長を務めましたが，その

間も各学期ごとに一クラスを教えてい

ました。1989年 にブリガム ・ヤング

大学の副総長となり，大学の管理者と

して第二の地位に就き，霊的 ・教育的

な使命を重視するようになった最近の

ブリガム ・ヤング大学の方針を定める

うえで中心的な役割を果たしました。

この間，常に教育者であり研究者で

あった長老は，両方の分野で宗教的な

知識と経験をいっそう生かしてきまし
しよくざい

た。例 えば，順罪の実生活へ の応用 と

いうようなテーマについて研究 して き

たのです。

1940年10月30日 に生まれたヘーフェ

ン長老(55歳)は ，ユ タ州セ ントジョ

ー ジで育 ちま した。1960年 にデ ィキ

シー ・カレッジを卒業 した後，西 ドイ

ッ伝道部で伝道 し，その後 ブリガム ・

ヤ ング大学へ通いました。宗教のクラ

スに出席 していた とき，マリー ・カー

チナーというクラスメー トと知 り合 い

ました。土人 は1964年6月2日 にセ

ン トジョージ神殿で結婚 し，現在 ，7

人 の子供 と10人 の孫がいます(一 人は

死去)。

ヘーフェン長老 はこのように述べて

い ます。「お もに二つのテーマが，わ

た しの職業 と教会での奉仕の両方に通

じる態度 を形成 してきました。一つは

家族関係，特に子供の教育 と結婚です。

もう一つ は救 い主の使命 と順罪です。

最近，教会が家族 と個人がキリス トの

もとへ来るように強調 していることを

考えると，この二つのテーマを追求 し

ていこうという決意は，新 しい召 しを

通 して，さらに強まってい くことでし

ょう。」□

七十人

L・ エ ドワー ド ・ブラウン長老

・エ ド ワ ー ド ・ブ ラ ウ ン 長 老 は

L 1937年6月18日 にアイダホ州プ

レス トンで生まれました。長老は，14

歳 のある 日の夕方 に，家族で住んでい

たアイダホ州 ドゥーボイスで父親 と一

緒 に貨車 に石炭 を積 み込 んでいま し

た。父親は手を休め，エ ドワー ドの方

を向いてこう言いました。「帰 らな く

ては， という気がす るんだ。」家に戻

るとす ぐに，父親はスーツに着替 えて

待 ちました。 しばらくすると電話が鳴

り，母親が悲惨な交通事故 に巻 き込ま
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れていたことを知 らされたのです。

「その晩新聞配達 をしなが ら，雪の

中でひざまずき，母の命が助かるよう

天父に懇願 したのを覚えています」 と，

ブラウン長老 は当時を思い起 こして語

ります。母親は障害が残 った ものの，

一命は取 り留めました
。そのときか ら

とい うもの，天父に助けを求めること

は，生活の一部 とな りました。

後年，成長 して，当時北部極東伝道

部の一部であった韓国で伝道中，天父

へ の愛 はさ らに深 まりま した。1960

年8月3日 ，ローガ ン神殿 でキャロ

ル ・ユーワー と結婚 しました。その後

夫妻は5人 の子供 とともに韓国へ戻 り

ました。34歳 になったエ ドワー ドはそ

こで伝道部長 として働いたのです。帰

国後に生 まれた子供 を含 めて，夫妻は

8人 の子供に恵まれました。

福音を教えることは，ブラウン長老

の経歴の中心 とな りました。ユ タ州立

大学 を卒業後，教会教育部 に就職 し，

カンザス大学で修士号 と博士号 を取得

しました。教会教育部 で33年 間働 き，

初めはセ ミナ リー教師お よびインステ

ィテユー トデ ィレクターを，その後は

アイダホ州東部の地域デ ィレクターを1

務 めま した。 「愛する青少年たちが聖

文を熱心に学ぶ姿が見 られる時代 に教

師 として働 ける ことを感 謝 していま

す。」

アイダホ州 ポカテロに住んでいたこ

ろ，ブラウン長老はアラメダ第一ワー

ドの監督，お よびアイダホ ・ポカテロ

大学ステークのステーク会長を務めま

した。また公民 として，ポカテロ市長，

市会議員，お よびアイダホ州下院議員

を3期 務めました。

1995年 ，ブラウン長老 は北アメリカ

北西地域の地域幹部に召 されました。

長老はこう説明 しています。「その召

しによって受けた訓練に感謝 していま

す。救い主を愛 しています。主はわた

したちの希望であ り，世界中の人々の

希望 なのです。」□

*



七十人

シ ェル ドン・F・チ ャイル ド長老

エル ドン ・チャイル ド長老 は熱

シ 心 に働 くことの価値 を年若 くし
て学 びました。1938年5月8日 に生

まれた彼は，幼少時代 をユ タ州のグレ

ー トソル トレーク湖近 くの小さな町 シ

ラキュース近郊に家族が所有する，20

エ ーカーの農場 を手伝いなが ら過ごし

たのです。 シェル ドンが8歳 の とき，

両親から子牛を1頭 育てるように言わ

れました。その子牛を売ったとき，シ
じゅうぶん

エル ドンは什分の一のお金 を細心の注

意を払 って数え，監督に持って行 きま

した。しかしもう一度数え直す と，実

際に払 うべ き金額 よりも多 くを持 って

来ていることに気づ きました。 しかし，

とにか くその金額 を払 うことにしまし

た。その当時か ら，主に関する事柄に

は決 して物惜 しみすることがあ りませ

んで した。そ して生涯を通 してその姿

勢は変わっていません。

シェル ドンはユ タ州立大学 とユ タ大

学に在籍 し，1957年 に ジ ョー ン ・ハ

ークとソル トレーク神殿で結婚 しまし

た。そ して兄のビルとともにR.C.

ウ ィ リー という店で働 きました。当時

は店員が二人だけの店で したが，数年

後にビル とシェル ドンは7店 舗を抱え

る家具チェーン店 を経営するに至 りま

した。

事業で忙 しい 日々を送 っていて も，

チャイル ド兄弟は教会の召 しを優先さ

せて きました。 シラキュース第ニ ワー

ドでは長老定員会会長 として，そして

後には監督 して働 きました。その後ユ

タ州シラキュースステークのステーク

会長を務めました。 この期間に夫妻は，

教会での様々な経験 を積む と同時に，

地域の奉仕活動にも従事 しました。ま

た，6人 の子供を育てることにも力を

尽 くしました。チャイル ド長老は，最

大の喜びは家族によって もた らされる

と語ってい ます。

これまでの教会での奉仕で強 く印象

に残っていることの一つは，ニューヨ

ーク州ニューヨーク伝道部の部長 に召

されたことです。ユタに戻 ってか らは，

職場に近 くなるようにソル トレーク ・

シティーに移 り住み，ユタに戻って間

もなく，ユ タ北部地域の地域幹部 とし

ての召 しを受けました。

最近，七十人第二定員会に召 され，

チャイル ド長老はこのように述べ まし

た。「わた しは主を愛 し，イエス ・キ
あかし

リス トの福音 に強い証があります。主

がわたしに望まれていることを行いた

いと思っています。」□

七十人

クエ ンテ ィン ・L・ ク ック長老

D思裕糖熱 臭蟹 盤
りませ んで した」 とクエ ンテ ィン ・

L・ クック長老は語 ります。仕事仲 間

か ら 「決意 と先見の人」 と称せ られる

クック長老は 「棒の一方の端 をつかん

だら，他方の端 もつかんだことになる」

と信 じています。人生の早い時期に福

音 とい う鉄の棒 をしっか りとつかんだ
あかし

彼 は，それ以来，証 によって人生の

様々な決断をしてきました。

クエンティンは1940年9月8日 ，ユ

タ州 ロー ガ ンでバ ーニス ・ク ック，

J・ バーノン ・クック夫妻の3人 の子

供の一人として生まれました。「両親は

二人ともわた しの人生に良い影響を与

聖徒の道/1996年7月 号

〃6

えて くれました。母からは完全な模範

を通 して，また父か らはかけがえのな

いア ドバイスを通 して影響 を受けて き

ました」 とクック長老は語 ります。

クエンティンが15歳 の とき，医学学

校 に進むか伝道に出るかで迷っていた

兄の力になろうとして，二人で よく話

し合いました。「わた したちは論 じ合い

ました。伝道に出るのは単 なる善い行

いにす ぎないのだろうか，それ とも福

音は真実なのだからほん とうになすべ

きことなのだろうか，と。結局兄 は伝

道に出る決心をしました。そ してその

結論に至 るまでの思考過程 は，わた し

の人生で大 きな転機となりました。」

1960年 か ら1962年 にかけて，クエ ン

ティンはイギリスでの伝道 を終えまし

た。長老 は伝道の経験が 「その後の人

生の基礎 とな りました」 と語っていま

す。やがて1962年11月30日 ，高校時代

からの最愛の人メアリー ・ギャディー

とローガン神殿で結婚 しました。1963

年 にユタ州立大学を卒業し，1966年 に

スタンフォー ド法律学校を卒業 しまし

た。

カリフォルニア州 ヒルズバ ラに在住

し，3人 の子供たち，キャスリン，ラ

リー，ジ ョセブを持つク ック夫妻は家

族，教会，仕事 ，地域社会のそれぞれ

の面で忙 しい毎 日を送っています。仕

事では，企業弁護士 として27年 間，ま

たカ リフォルニア ・ヘルスケア ・シス

テムの会長 として3年 間情熱 を傾けて

きました。地域社会への貢献 としては，

市民弁護士 として14年 間にわた りボラ

ンティアで働 きました。教会にあって

は，サ ンフランシスコステークの会長

を15年 間務め， さらに北アメリカ西部

地区の地区代表，後 に地域幹部の召 し

を熱心に果たしてきました。

「自分 には常に証があった，と感 じ

てい ます。」 ク ック長老 は語 ります。

「わた しの人生 において，棒の片方の端

をつかむことは， もう一方の端 をつか

む という決意を も意味 していました。」

クック長老は人生の早い時期にイエ

ス ・キリス トの福音 をしっか りとつか

んだおかげで，これまでに多 くの良き

業を成 し遂 げてきました。そ して，こ

れか らも七十人第二定員会 においてい



まいしん

っそう奉仕に逼進しようという決意を

固めています。□

七十人

ウィ リアム ・ロル フ ・カー長老

たに七十人第二定員会の一員と

新 して召 された ウィリアム ・ロル
フ ・カー長老は，ごく自然に奉仕 に携

わってきた人です。教会や地域社会へ

の奉仕 は，そ ういった奉仕 に非常に熱

心 だった両親から学んだ ものだと彼は

語 ります。 また 自分の子供 たちに も，

奉仕への望みを受け継いでほ しい と願

っています。

「わた しはもともと熱中しゃすい人

間です」 と語るカー長老 も，新たに受

けた召 しの大 きさとチャレンジを思 う

と 「圧倒 されてしまう」 と言います。

「わた しが幹部の兄弟たちに対 して抱

いている尊敬の念 に圧倒 され てい ま

す。また，これか らほんとうに多 くを

学ばなければならないことも承知 して

います。」

これまでユ タ州立大学，ウェーバー

州立単科大学(現 在は総合大学)， ユ

タ大学，デ ィクシー単科大学(学 長を

務 めた)， およびブ リガム ・ヤング大

学で教育職，お よび管理職 に就いてい

ました。1993年 に伝道部長 に召 され

たときはユ タ州の高等教育理事 を務め

ていました。7月 までテキサス州ダラ

ス伝道部の部長の任にあ りました。

1935年6月29日 ，ユ タ州 トリモ ント

ンで生まれたロルフ ・カーは農場で育

ちました。ユ タ州立大学で農学の学位

を取 った彼 は一生農業に従事するつも

りで したが，軍役 を終えた後，ユ タ州

立大学の学生活動 コーディネーターと

しての仕事 を勧められ，それを選 びま

した。後に結婚 ・家族関係学で修士号

を，教育学で博士号を取得 しました。

イギ リス伝道部で伝道 した後，ユ タ

州立大学でジャニール ・レイボール ド

と出会い，二人 は1960年9月15日 ，

ローガン神殿で結婚 しました。現在6

人 の子供がいます。

カー長老はこれまでステーク会長 と

して，また監督会や中央 日曜学校管理

会の一員として召 しを果た して きまし

た。1960年 代 に2年 間，末 日聖徒学

生協会の設立 を援助する仕事に携わっ

たこともあ ります。

これまでの人生で受けて きた数々の

奉仕 の機会 を振 り返 って， カー長老

はこう語 ります。 「わた しに救い主の

愛 と，福音 に対す る揺 らぐこ とのな
あかし

い証をもたらして くれた数々の経験に

感謝 しています。これか らわた しにで

きることがあるとすれば， これ らの経

験 はその基盤となるで しょう。」□

七十人

デニス ・E・ シモンズ長老

七
十人第二定員会会員に召された

デニス ・E・ シモ ンズ長老 は，

次のように述べま した。「主はあ らゆ

る重要な機会をわた しに与 えください
あかし

ました。福音を通 して受けた訓練 と証

が，あらゆる専門職，意味ある活動，

そ して人生における良きことすべてに

影響 を与えて くれたのです。」

1934年6月27日 ，ユ タ州ビーバーダ

ムの 自宅で生 まれたシモ ンズ長老は，

1953年10月15日 にキ ャロリン ・ソー

プとローガン神殿で結婚 しました。ユ

タ州立大学で音楽教育の学士号 を取得
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した後，カリフォルニア州 リバーモア

近郊の空軍基地で合衆国空軍の体育教

官 として2年 間働 きました。その後ユ

タ州 トリモ ン トンで2年 間，学校で教

え，そして家族 とともにネバダ州 ラス

ベ ガスに移 り，シモ ンズ長老はネバダ

州核実験施設で契約業者 として働 きま

した。1965年 に 家族 とともに ワシ ン

トンD℃.に 移 り，シモ ンズ長老はジ ョ

ー ジ・ワシ ン トン大学で法律学位を取

得，ネバ ダ州上院議員の秘書を務めま

した。

弁護士 として働 くためにラスベガス

に戻る とす ぐに，シモンズ長老は監督

に召 されま した。1977年 に はステー

ク会長に召され，同時に，所属するワ

ー ドでは福音の教義 クラスを教 え
，バ

レーボー ルの コー チ も務め ました。

1986年 に シモ ンズ夫妻はワシントンD.

C.に 戻 り，シモンズ長老は新たに組織

されたワシントンD℃.北 伝道部の初代

部長を務 めました。シモンズ長老はこ

のように語 りました。「わたしたちの

伝道の経験は人生の中で最 もすばらし

い経験でした。」

シモ ンズ長老は声楽を楽 しみ，青少

年やステークの聖歌隊を幾つ も指導 し

て きました。夫妻 には6人 の子供 と8

人 の孫がいます。

七十人に召 されたときは，シモンズ

長老は地域幹部の任にあ りました。シ

モ ンズ長老 は次の ように述べ ていま

す。「イエスがキリス トであると知っ

ています。主はわたしたちを知 り，気

にかけてくださっています。 ヒンクレ

ー大管長が
，神か ら召された地上にお

ける主の代理人であることを，確かに

証 します。」[]

*



七十人

ジ ェラル ド ・L・ テー ラー長老

メ
キシコのチワワにある末 日聖徒

の入植者の集落 コロニァ ・デュ

ブランで育った ジェラル ド ・L・ テー

ラー長老は，この ように述べています。

「農業や牧畜 に携わっていたわた した

ちは，主に頼る必要があったのです。
かんがい

灌概用の深い井戸がなかったので，人

工湖が頼 りで した、雨が降 らないと，

水がありません。家族やワー ドの人々

が断食 し，その結果すばらしい祝福 を

受けたことが何度 もあ りました。」
そう そ ふ

テー ラー長老の曾祖父は，ブ リガ

ム ・ヤングに従い，荷車でソル トレー

ク盆地へ行 きました。また祖父はメキ

シコにコロニア ・フア レスを作 ること

に協力 しました。テーラー長老は1937

年3月22日 ， コロニア ・デュブランで

生 まれ，大学へ行った ときと伝道へ出

たとき以外 は，生涯そこで暮 らしてき

ました。母親は彼が3歳 のときに亡 く

なり，後に父親は，夫に先立たれて9

人 の子供 を育てている女性 と再婚 し，

合計15人 の子供を育てました。テーラ

ー長老 は この ように述べ てい ます
。

「わた しは祝福 されて二人の母親がい

ました。また，た くさんの兄弟姉妹の

信頼 と信仰 と愛によって励 まされまし

た。」

テーラー長老はブリガム ・ヤ ング大

学を休学 してアルゼ ンチンへ伝道 に出

ました。そ して，牧畜学で学位を修め

てブリガム ・ヤ ング大学を卒業す る数

か月前 に，後に夫人となるシャロン ・

ウィリス に会いま した。1963年7月

5口 にマンタイ神殿で結婚 し，現在6

人の子供と4人 の孫がいます。肉牛の

牧畜 とりんご栽培で生計 を立てて きま

した。

教会では，支部長，ステーク伝道部

長，ステーク幹部書記，ステーク会長

を経験 しました。1986年 ， チ リのサ

ンテ ィアゴ南伝道部を管理するよう召

されました。 メキシコへ戻 ると，監督，

そ して後 に地区代表に召 されま した。

七十人に召 される前は地域幹部を務 め

ていました。

テーラー長老 はこのように述べてい

ます。「わた しは受 け継 ぎに感謝 して

います。 コロニ ーの人々は，犠牲 と従

川頁がどうい うものかをわた しに示 して

くれ，心か ら支持 して くれました。教

会はわた しの人生のすべてです。福音

に感謝 してい ます。」[]

七十人

フランシスコ ・J・ビー ナス長老

七
十人第二定員会会員に召 された

フランシスコ ・J・ ビーナス長

老は，奉仕こそ天父を知 り，神の子供

たちを愛することの核心であると，次

のように述べています。

「わた しと妻が人生で学んだすべて

の重要な事柄は，奉仕を通 して得 られ
あかし

たものです。実際，わたしたちの証の

主要な部分は主への奉仕 を通 して得 ら

れました。」

ビーナス長老は，ほかの人の必要 を

満たす ときにその ような証 を分かち合

う多 くの機会を与えて くれた福音に感

謝 しています。彼は地域幹部，地区代

表3回 ，ステーク会長，監督，アルゼ

ンチン伝道部の部長を務め ました。

フランシスコは1946年12月28日 に

スペインのセビリアで生まれ ました。

1993年 か らはスペインの教会教育部部
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長 を務めてい ます。1948年 に両親が

ウルグアイに移住 していたビーナス長

老 にとって，その仕事 はいわば里帰 り

のようなもので した。移住 した両親は

2年 後， まだウルグアイのモ ンテ ビデ

オに落ち着 く前に，当時専任宣教師で

現在は十二使徒定員会会員のリチャー

ド・G・ スコット長老か らバプテスマ

を受けました。

モ ンテビデオで成長する問，バスケ

ットボールが好 きにな り，その後，監

督を務めなが ら，全国プロ ・バスケッ

トリーグで活躍 しました。体育学 を専

攻 し， しば らくバスケ ットボールのコ

ーチを務めました。

モ ンテビデオのインスティテユー ト

指導主事 として教会教育部で働 く前

は，ベイヤー社の生産価格主任を務め，

次にウルグアイの教会財務部で働 きま

した。その後，ウルグアイの教会教育

部地区指導主事になりました。

1966年12月30日 ， モ ンテ ビデオで

クリステ ィーナ ・ガ ミナ ラと結婚 し，

1974年 に ソル トレーク神殿で結び固

められました。仕事や教会の責任で多

くの時間を取 られることが あるので，

ビーナス長老と姉妹は3人 の子供 たち

とで きるか ぎり家族の時問を取るよう

特別な努力をしています。

長老 はこのように述べています。「こ

れまでの召 しはすべて，この新 しい責任

を果たすために備 えるのに役立って き

ました。しかし，特に中央幹部の力 と教

えに感謝 しています 彼 らは神の人で曳 」

□

ノ



七十人

リチ ャー ド・B・ワース リン長老

チ ャ ー ド ・B・ ワ ー ス リ ン長 老

リ は，これ まで30年 近 くにわたっ
て人々の行動や意識の調査に当たって

きました。そして，世の中の問題の解

決策はイエス ・キリス トの福音にある

という確信 を強めてきました。

「コンサルティング業 とビジネスの

ための市場動向調査 を通 して，大勢の

人が様々な事柄に混乱や絶望，落胆を

感 じている，ということが よく分か り

ます。」 ワースリン ・ワール ドワイ ド

社の会長兼専務取締役であるワース リ

ン長老は，そ う語 ります。「人 々に真

の平安 をもた らす唯一の方法 は，福音

の原則 を受 け入 れて実践す ることで

す。」

十二使徒定員会会員 のジ ョセブ ・

B・ ワースリン長老の弟であるワース

リン長老はこれまで二つのステークの

会長会で働 き，高等評議員や監督の召

しを受 け，最近は地区代表 として責任

を果たしてきました。

長老は1931年3月15日 ， ソル トレー

ク ・シテ ィーで生 まれ，1951年 か ら

1953年 にかけてスイスとオース トリア

で伝道 しました。その後合衆国軍で軍

務に就いた後，ユ タ大学で経済学学士

号を取得後，経済学 と統計学の修士号

を取得 しました。後にカリフォルニア

大学バークレー校で経済学博士号 を取

得 しました。

1956年11月23日 ， ワースリン長老は

ジェラリー ・メイ ・チ ャン ドラーとソ

ル トレーク神殿で結婚 しました。長老

は， 自分と8人 の子供たちに対す るワ

ース リン姉妹 の献 身的な働 きによっ

て，家族は大きな祝福 を受けてきた と

語 っています。.

1969年 ， リチャー ド・ワースリンは

ロサ ンゼルスで自分の リサーチ会社を

設立 しました。それ以前の彼は，その

実績を当時のカリフォルニア州知事，

ロナル ド・レーガンに認められ，1972

年 の再選をかけての州知事選において

世論調査ス タッフになるよう依頼 され

たこともあ りました。その後 も1980

年 と1984年 の大統領選の選挙運動の

戦略を立てるよう依頼されました。ワ

ース リン家族 は
，家族 ともっと一緒に

過ごした り，好 きな野外活動やスキー，

乗 馬な どを楽 しんだ りす ることを願

い，14年 間の ワシントンD.C.で の生

活に ピリオ ドを打 って，1995年 ユ タ

に戻って来 ました。

ワースリン長老は，これから自分の

証を分かち合える機会がさらに増 える

のを楽 しみにしています。彼は，若い

ころスイスで伝道 していたとき，イエ

ス ・キリス トの福音の真理がそれに従

って生 きる人々の心 に平安 と喜びをも

たらす様子 を目に しました。 「そのよ

うな経験 をする と，福音 を分かち合 う
こんにち

のは容易になります。福音は今 日の人々

に何よりも必要 とされている，真の喜び

と平安のメッセージなのです。」□

成長を続ける

教会員数

教会員数(人)

教
会の会員数 は1995年 も増加 の

一途 をた どった
。昨年 度末 の

末 日聖徒の数 は934万898人 で あ り，

1991年12月 に発表 された会員数812万

人 からさらに増加 した。総大会で発表

年度

8，120，000

され た統計記録によると，バプテスマ

を受けた人の うち30万4，330人 が改宗

者であ り，それ以外 は8歳 になる記録

上の子供のバプテスマ数である。□

1991

1992 8，406895

1993 8β96，224

1994 9，024，569

1995 9β40，898
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ローカルニューズ

ユース番組｢60ミ ニ ッツ｣で

預言者が見せた機知と知恵
月7日,ニ ュ ー ス 番 組｢60ミ ニ

4 ッッ｣(本 誌1996年4月 号 のロ

ーカルペー ジ
,pp.1-3参 照)が 全

米で放映された。 日曜 日の夕べにして

は珍 しく大勢の末 日聖徒がテレビの前
くぎ

に釘付 けとなった。CBS放 送の人気

番組で採 り上げたテーマが｢モ ルモ

ン｣,そ れ もゴー ドン･B･ヒ ンクレ

ー大管長の特集であったことからすれ

ば,当 然のことと言えよう。

ニュース番組｢60ミ ニ ッツ｣の うち

の14分30秒 を,ベ テラ ン･ジ ャーナ

リス ト,マ イク･ウ ォレス氏 は預言者

との会見,末 日聖徒の実業家 ビル･マ

リオ ッ ト兄弟,合 衆 国上 院議員 オ リ

ン･ハ ッチ兄弟,プ ロフットボール選

手のスティーブ･ヤ ング兄弟 などとの

談話に費やした。 さらにウォレス氏は

ブリガム･ヤ ング大学の学生 たちとモ

ルモ ンの信条 と価値観について話 し合

っている。

インタビューは教会の肯定的な面を

中心 に展開され,意 見を異にする人々

の紹介はわずかにとどめ られた。

ウォレス氏は冒頭,教 会を紹介す る

に当たって次 のように述べ た。｢モ ル

モ ンの教 えは宗教 というよりも,む し

ろ生活その ものと言えるで しょう。道

徳的に退廃 した時代 にあって,彼 らは

高潔 とい う美徳を信 じています。｣

したたかなインタビューで有名なウ

オレス氏 は,ヒ ンクレー大管長 との会

見のほとん どを,家 族の永遠性,知 恵

の言葉,道 徳,教 会 の財政 と発展,宣

教師活動,神 権 と教会の管理体制に関

する質問に当てた。

ヒンクレー大管長 はこれ らの質問に

簡潔かつ率直に,時 にはユーモァを交

えて応対 した。 ウォレス氏 は辛 らつと

も思えるような質問をす る際 も,預 言

者と教会に敬意 を払っていた。 ヒンク

レー大管長はいすか ら身 を乗 り出 し

て,先 の総大 会で 自ら語った ように

｢目 と目を合 わせて｣ウ ォレス氏の質

問に答えた。

ウォレス氏は会見の最後 に,天 にお

瞬､､一

』 幽 騨騨㌧

竃 騰 繍 繍織繋輸騰.

慌

ける家族の永続性 について預言者 と話

し合っている。｢わ た したちはそれを

確信 してい ます｣と ヒンクレー大管長

が語 ると,

｢そ う言われても,信 じない人は大

勢います よ｣と ウォレス氏は応酬 した。

｢しか し,あ なた も確信で きます｣

と預言者は答えた。

｢わた しも考えたことはあ りますが,

まだ納得できませ ん｣と ウォレス氏。

｢も う少し時間をかけてみていただ

けますか｣と ヒンクレー大管長がユー

モアを交えて話す と,周 囲の人々に笑

みが戻 った。(α1αrchN碗s｢チ ャー

チニューズ』1996年4月13日 付 け)

テンプルスクウェア内の訪問者センターでマイク･

B･ヒ ンクレー大管長

馬
､r鋸
凝､

2幽 撫
　 　　　　ヨ

ウ ォ レス 氏 を 案 内 す る ゴ ー ドン･

新伝道部長の紹介

△ 年6月 で任期を終える5人 の伝

フ 道部長に代わり,撒 会は新

たに4人 の伝道部長を発表した。

任期 を終 えるのは,リ チ ャー ド･

M･オ ースティン伝道部長(仙 台伝道

部),熊 沢幸雄伝道部長(東 京北伝 道

部)1,グ レ ン･N･ロ ウ伝道部長(東

京南伝道部),恩 田豊伝道部長(岡 山

伝道部),カ ール･T･ポ ー プ伝道部

長(沖 縄伝道部)で ある。

なお,福 岡伝 道部 と沖縄伝道部は,

7月1日 をもって合併 され,｢福 岡伝

道部｣と い う名称の下 に本部が福 岡に

置かれる。□

聖徒の 道/1996年7月 号

120



L

コ4倖乙rμ`⊃1(ラ粟Q含撒母告干藁

⑦藁暴魂画藁¥〃τ'`潟簾重孝憾壬藁

¥憾翌(∂ぐ孤44･/(→4:乙寸×Q首

号等首迄畢畢珊准亙川千よ=4佳乙rt

4。夏糾}つぞ型目:猛耳丑童刻暴夏ξヌ;撞型

曝qrコきr2(ヨ尋螺戻男率日。9煩).り丑

画孝､R尋寸×コ44`.9`噸聯4藁曲日

｣菱一r且ムー4磁匡影¥`尋覇`首

禦斐翁貿`普等4一舌×阻ユ翠宴コ

。払へ}

劔鍵畢誉腿戻二掴`つ轡担⊃掴一ム[:

×4/(ζ乙/(寝軍`4-4×巫[:×4

/(ζ乙/(一糾ト伝コ4r名乙64`写1零マ

童鷺罵(響1ヨ蟹!

塗¥⊇蛋蝦亘雪､レエ4｣▽4･!;

釧呈副喜川囲

□。4姥準雨⊃淵⑦塗¥

ヨ髪丁4い･(一yτ･4ネ4い×コーy
`｣♪丁4

い4乙[:髪r･×r1丁ユー

ロ/(まトト修τo翻狙孝含干藁⑦藁慕殿

晋晦ρア窪薦阜勝翁健ユ索¥軍トト陵τ
。弘へ)
.つ王園畢3尋普冒迄叢畢`昇

蟄昌掴44×訴4`噸羅(∂…嗣･)アくへ呈需

尋藁翻日`普琴隠oア畔智等考劉翁峻
`蜘灘組了畔着ミ弄ミタ矧鮨¥粒皐穿20マ

σ禦⊃1刊(∂冒等孟易囲鯉劃邊掌1新蝉

ζ4r【ムQ9･へ}算季箪⊃期を⑦Yセ
`つ匙旱料新皐4説髪丁4･ζ4r疋訴

04算準…万⊃1囲(∂塗¥k7ζ×v･一

益一ム･4呑評`∀ζ×v･一4･乙

恥Eぐ鉱/(寸×♪一τr1トト陵τ。9

･へ}つ書麺畢暴嬢マ累膝⑦具融尊療画

藁¥不トトr-F訴r【よマ藁¥万トト仲汐♪孟
`つ台賄孝岳午多1レ(∂凌阜赫需藁市郵`含

干藁(∂索与き壇マ凌箪剥ユ藁¥不トト陵て

。輩濫製藁翁翠。戻茎D!R蜘霧耳丑

箪ユ臼呈纂男粟日o%へ).り…砂覇母3尋

誉等琴曽…彰罪誉`着》馴静へ呈`暴覇

IZI

岳目∠主;9661/豪⑦翠埼≡

隈`尋覇`普等羽,静へ呈4:一当×`旨

禦斐翁翠`着号4一当×立準算コ

。⊇〈へ}つ轡担⊃掴一乙d呑4･×一

∠`4-4×丁壬4･くμ一[琳侮τ

蒙鰯鰹濡鯉⊆

塗¥身響割睾亘9}▽⊆×V

臼呈堅9川F当1当

□Q4姥季…巨⊃淵⑦塗¥

一4一名4･寸よ･身〉･/(身/1を･×

一4r`一〃一名4dよ･寸一v`ユー

∬×ζ誕トト仔〃/(缶。詳〆ソ震鉱粛Y不

1トr-y一丁4Qマ宰}(汐鍵母3尋噸瑳

号劉範鷲`普ミ診n野1)冥･へ呈`醤導廻等

劉翁雌`醤琴阻琴;劉轄導`普琴剥･)捧へ

呈4一.4×画季畔コ。4(ン望⊃田⑦一

手一4斗蜘聯耳`織身μ耳製暢ξ蚤瑚等

勝薬需マ羊蔭母つ屋写購坐4/(rl×堀士
。留へ)算季螢⊃鵬士(∂Y9`つ尉旱ま

R新単4一〃一忽4･寸よ･くrt×ル士
。4儲準…万コ[則(∂蓬¥4r説/(4･×

4/(ζ乙･/(髪譜4rζ;丁養`4耐/(4

･寸/(｣ン･ム4磁`画/(譜誕客トトr4τ

。駆へ}り含雌〔畢名一午藁⑦震励嶋身寮

盈Ψユ凌¥万卜14-v一丁4。石妻蜘達

M冊導¥聡ネン譜一孝･寸×=rζいく

必/(ζ･ムQ戻些μつマ螺瑳耳…砂箪弘望暴

黛男宰日Q%へ}つ謁覇蓼2尋一一呑一

4斗朔聯耳`蜘塀尊藁曲日`鼻覇`曽

簗建缶翠`着》胆4:一舌×詠準酵コ

。4(ン

噂⊃別(∂一訣ハ∠説孟琴冒…拠日灘`一

手一4寸⑦鯛聯耳4一姜×`つ轡担⊃1

説一ムx孤44一ネ`4一必×説孤4･

寸×44･4rax身｣升ト優τ`勲皐マ

凱鷹罵(戦甥×

塗¥塗雪刻呈副喜剛湖!=∈

釧睾亘凹里当革

[]04宴準弔⊃劇(o峯¥･去雛

(田旱)田剴`湘¥田剴。夏ぞ男}つ需

朔灘耳丑董立盟戻男¥中率日。4室}

つ4音畢…日巣(〃3尋蝉導辮震翻日`智

考号劉翻酵`普琴等劉範¥皐`普》…風)7

曳へ呈4:一舌×ユ準算コ。46(4⊃1丑(o

智琴廻等劉範鷲4-4×掌麟皐4･去1駐1草
`皐マ4毛囑筆つ浸。%へ)

.算皐箪⊃潮

･士(∂Y=`つ量孝旱蛎1⊇鰺酵士雨;草田剴

04宴季…β⊃湖⑦

塗¥･£量畢癌旱`¥亘レ率甲鉱省i麹鼠
。素重引呈右辛き古¥宰狸o誉刻呈具〕巽等

灘箪丁町。留へ}a丑瑚孝3尋着ミ多等

首零冥普L箆一r【ムー4磁[皇巌¥
`副呈葦`暴覇`冒罐輩翁畳`着等4

一姜×阻`着曝戻導廻`ユ季算コ

。塾へ}

破鍵畢昇身聯¥劉(∂(汐團きo早睾(∂嶺申孝
`曽裂ホ呈翁翠｢魁担⊃1説一ム本国4

一善×巫章車`享1沼雛懸尋==1

つ浸。(導∠の智嘔更讐撫口癌=冨=

1垂;¥;2醤釧睾亘凹焔呈

宮頒凹尋叩}



ア大学付属のヘーステ ィングズ･カ レ

ッジ法科大学で法学博士号 を取得 し

た。アリゾナ州フェニ ックスで,ウ ォ

ーレス･ロ ーラル･シ ャムウェイ,ジ

ナ･オ ーエ ンズ･シ ャムウェイ夫妻の

間に生 まれた。

ルアナ･シ ョウ姉妹 と結婚 し,6人

の子供に恵 まれている。ルアナ姉妹は

扶助協会教師の任 にあった。これまで

セ ミナリー教師,ス カウ ト進歩委員会

委員長,託 児教師,扶 助協会教師,ロ

ー レル指導者などを務めてきた。ブリ

あかし

家族の証

結婚 して20年 目の改宗
祈りと断食を繰り返す妻の姿に

あ び こ

我孫子ステーク松戸ワー ド 加藤靖郎

年前に妻が教会員 になる と言

20 い出したころを思い出します。
わたしはこれに驚き,怒 り狂って思い

とどまらせようとしました。なぜこの

ような新興宗教に心を……と思い悩み

ました。そして親族からも批判的な意

見が寄せられたものです。

当時のわたしは,遠 洋漁船に漁網と

か漁労機械などを販売する仕事の関係

で,日 曜祭日もない朝駆け夜駆けの多

忙な日々を送っていました。企業は,

そして産業は永遠なりと信 じ,前 進あ

るのみの毎日でした。営業所長をして

いたわたしは,対 外的にも,社 内的に

も,酒,た ばこ,コ ーヒー,そ してマ

ージャンのつきあいは対人関係を円滑

にする不可欠なありがたい具と考えて

いました。

無信仰を是としての生活

忙殺 される毎 日のわた しの最大の楽

しみは,日 曜 日に家族そろってのシ ョ

ッピング,ド ライブなどでした。小学

校一年生の娘,玲 子 と幼稚園児の息子,

研介 はかわいかったです し,妻 の立て

てくれるお抹茶,そ してコーヒーの香

りもたまらなく好 きで した。

これら平凡な楽 しみを取 り上げて し

まう宗教は,悪 魔ではないかと思った

ものです。わたしの心境はまったく穏

やかでなく,妻 がバプテスマを受けて

からしばらくは口も利かなかったこと
ゆい が

を思い出します。独立独歩,唯 我独尊

とうぬぼれ,無 信仰を是として生きて

いたわたしですが,今 思えばこのころ

から迷いながらの求道の旅が始まって

いたような気がします。

頑固ではあるがあきらめも早いわた

しは,日 曜日は家族の教会への送迎を

常とし,家 庭菜園をこよなく愛する面

もありました。妻がバプテスマを受け

てから3年 後には,娘 と息子も仙台市

上杉の教会でバプテスマを受けまし

た。このときには,わ たしも礼拝堂の

壇上に座って子供たちの将来を見守っ

ていました。わたしの思いは,子 供た

ちがこの教会の教えをよく守って生活

していくことができるのであれば,健

康で幸福な人生が得られるであろうと
あん ど

いう安堵感でした。

子供たちはわたしの転勤に伴い,小

学校を3回,中 学校を2回,高 校は娘

が釧路から名古屋へ,息 子は名古屋か

らデイビスハイスクールへ1年 間の留

学を経て札幌へと,異 常なほど転校を

繰り返しました。そして大学は,わ た

しが札幌勤務であった関係からか,二
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ガ ム･ヤ ング大学で英語学の学士号 を

取得。ユ タ州ローガンで,ア ルビン･

ジェプセン･シ ョウ,ハ ンナ･レ オー

ネ･ホ ル ト･シ ョウ夫妻の問に生 まれ

た。□

人 とも北海道大学に落ち着 きました

が,こ の間,わ たしの単身赴任で母子

家庭とすることもありました。子供た

ちが非行に走ることもなく,無 事に成

長してくれたのは,こ の教会の真実の

教えがあったからであり,妻 の熱心な

祈 りがあったからだと思います。

重大な転機を迎えての決断

さてわたしは札幌勤務の後も仙台勤

務,東 京本社勤務と単身赴任を続けた

わけですが,2年 前に28年間勤続した

この会社を退職し,退 社仲問5人 で神

田に会社を設立しました。妻にもパー

ト事務員として多 くの協力をしてもら

っていましたが,1年 後の資金事情は

厳しく,社 員に対する給料の支払いに

も事欠き,彼 女に引退してもらわざる

を得ない状況となりました。

ついには退職金も使い果たし,素 っ

裸に近い状態となっていました。妻に

は退職金で何のプレゼントもしていま

せんでした。まことにまことに申し訳

なく,こ のとき,わ たしに決意,決 断

を促 したのは,妻 が長いこと忍耐強く,

しかも柔和に待ち続けてくれていたバ

プテスマでした。

かなり前ですが,わ たしが教会員に

なるように陰で祈 りと断食を繰 り返す

妻の姿を見て,わ たしが50歳になった

らバプテスマを受けるから,と 慰め事

を言ったことがあります。

｢人が,な すべき善を知りながら行

わなければ,そ れは彼にとって罪であ

る｣(ヤ コブの手紙4:17)と ありま
あ

すが,人 が過去の悪しき習慣を捨て,

新たな善なる道を生きようと決断する

には何か重大な転機が必要なのだろう

と思います。わたしはバプテスマを受

けてから明らかに変わりつつある自分

を見詰めています。
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を受けさせたいと願っていました。し

かし主人の反対で思うようにいかず,

子供たちとともに毎日朝晩,ま た食事

の度ごとに心からお祈りしました。さ

らにわたしは,毎 週断食と祈りを繰 り

返し,約2年 後,や っと許可を得られ

て子供たちは二人そろってバプテスマ

を受けました。

その後もわたしは引き続き,主 人の

改宗のために毎週断食と祈 りを10年以

上続けました。両親そろってモルモン

の家庭の中で子供たちを育てたかった

からです。でも,わ たし一人でも子供

を育てるうえで福音は大きな力になっ

てくれました。また,子 供たちに対す

る主の助けにはとてもうれしいものが

ありました。

例えば,わ たしたち家族は,主 人の

転勤でほとんど2年 ごとに引っ越し,

子供たちは転校を繰 り返してまいりま

したが,そ のときのいちばんの心配は

友人関係でした。学校から笑顔で帰っ

てくるまで心配で心配で,洗 濯をして

いても祈 り,掃 除をしていても祈 り,

祈りっぱなしでした。先に書きました

断食に加えてですので,週 に2度 も3

度も断食をした時期 もあ りましたが,

おかげさまで,主 の温かなご加護によ

り,息 子,娘 ともに良き友人に恵まれ,

すべてに恵まれて無事大学生になり,

娘は神殿結婚し,近 々二人目の孫が生

まれます。

主人の改宗に当たっての神殿長,ス

テーク会長,監 督の力強 く確かな助け,

忍耐強く霊的な宣教師のレッスン,そ

のほか書き切れないほどの多 くの会員

の皆様の模範に心より感謝いたしま

す。

神殿で奉仕できる喜び

今わたしは東京神殿で毎日働かせて

いただいております。思えば,昔,主

人が教会員でないがゆえに神殿に入れ

ず,入 れずとも,仙 台の地にいたとき

も,北 海道の地にいたときも,実 家の

名古屋へ帰るときには必ず神殿に立ち

寄 り,小 さな子供たちとともに東京神

殿の姿を眺め,壁 に手を触れては心を
きよ

聖め,参 入の夢を込めて去ったことを

思い出します。

今その神殿に毎 日いることができま

すことを,ほ んとうに幸せに思います。

主の目と心が常にある神殿で主人とと

もに働き続けること,こ れが今後のわ

たしの希望です。

主の力は偉大であり,何 でも御存じ

であり,す べてがわたしたちのために

なるよう整え,昇 栄に向けて導いてく
あかし

ださいますことを心より証申し上げま

す。その愛する主のために少しでもお

役に立ちたく生涯,神 殿にて働きたい

と思うのです。(か とう･く にご ワ

ー ド若い女性会長)

｢いかなる成功も

家庭の失敗を償うことはできない｣

家族の信仰に励まされての改宗
くれ は

富山地方部呉羽支部 伊藤福男

わ
た しと末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教会との出会いは,27年 前 に

妻 と知 り合 った ときです。彼女は熱心

な教会員で,交 際中にこの教会につい

ていろいろ話 してくれました。

子供のころか ら親 しいカ トリックの

家族の影響や,大 学が ミッション系で

あったことか ら,わ た しも宇宙の存在,

人間の存在,善 悪の判断などを支配す

る偉大な御方の存在(創 造主,神)を

認めてはいました。しかし｢現 代の預

言者 ジ ョセブ･ス ミスが神様 とまみ

え,キ リス トの教会 を回復 した｣と か,

また｢生 ける預言者が今 も神様から啓

示 を受けて,わ たしたちを導いて くだ

さる｣と いうカトリックやプロテスタ

ントの一般的なキリスト教の概念では

考えられない教義に,一 種の特異な感

じを受けたというのがこの教会に対す

る印象でした。

彼女との交際を通じて,モ ルモンの

生活態度や社会生活の規範には共感を

覚えるものもあり,信 仰の自由を守れ

ばいい家庭が持てるだろうと思い,3

年の交際を経て結婚しました。

妻の信仰の模範

結婚後の22年 間を振 り返ってみる

と,わ たしの転勤で福岡6年,大 阪4

年,仙 台10年,大 阪3年 と各地 を移動

し,こ の間4人 の子供に恵まれました。

妻 はどこへ行っても,ま ず教会の所在

を確認 し,子 供たちを連れて教会に集

っていました。子供が幼いころは自転

車の前に一人,後 ろに一人,背 中に一

人を背負って教会へ集っていたのが思

い出 されます。

当初の信仰の自由を守るという約束

があった とはいえ,彼 女が 日曜 日ごと

に子供たちを連れて教会に行 くことに

抵抗 を感 じることも度々あ りました。

しか し,彼 女の信仰を見ていると,な

ぜか助けてや りたい という気持 ちにな

り,寒 い 日や天気の悪い 日は,車 で送

り迎え したことも度々ありました。日

曜日に,一 人静かに家で過 ごすの もい

いものですが,ほ ん とうの ところ寂 し

く感 じることもあ りました。

家族 を教会へ送って行ったり,た ま

に彼女の勧めで教会 に集ったりしてい

る間に,教 会員のご家族に親 しくして

いただ くようになり,彼 らの良い模範

に接 する機会 も多 くな りました。また

幾度 とな く宣教師のレッス ンを受ける

機会 を持ちましたが,仕 事が営業であ
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伝道の奇跡
一人でもわたしのもとに導 くな ら

東京東ステーク鎌ケ谷ワー ド 岡本由起

たしが伝道に出て3か 月ほどし

わ てか ら,京 都 で一人のお母さん
に出会いました。ボランティアで子供

のための英会話クラスを教 えていたと

き,そ こに出席 していた当時4歳 の娘

さんがきっかけで した。娘 さんはとて

もかわい らしく,わ たしと同僚 は家 に

遊びに行 くようになり,や がてとても

親 しくな りました。

しば らくして,お 母 さんの方か ら

｢英語 だけでな くイエス様 につ いて も

娘に教 えてあげて ください｣と 頼 まれ,

それからレッスンが始まり,お 母さん

も一緒 に参加する ようにな りました。

レッスンが進むにつれてお母さんの方

が福音に関心を持ち始め,お 祈 りもす
み たま

るようにな り,そ して御霊の導 きによ

り,『 モルモ ン書』が真実であること

が はっ き りと分 かる ようにな りまし

た。 またジョセブ･ス ミスが神様にお

会いした ことについて も特別な経験 に
あかし

より証を得るようにな りました。

ところがこの家庭 には一つの問題が

あって,お 母さんはその ことについて

いつ も心を悩 ませていました。娘さん

がぜんそ くだったか らです。何か月か

に1度 は入院 しなければならないほど

ひ どいもので したので,お 母さんは娘

さんの病気が少 しで も良 くなるように

いつ も祈っていました。 ところが12月

になってか ら娘 さんの病状 は悪化 し,

また入院することになったのです。

お母さんの要請でわた したち姉妹宣

教師は長老たちと一緒 に病 院へ行 き,
いや

長老たちが娘さんに癒しの祝福を施し

ました。そのとき,部 屋中に御霊が満

ちて,そ れからすばらしい奇跡が起き

たのです。それまでせきがひどくて眠

られなかった娘さんがその日からぐっ

すり眠られるようになったのです。そし

て点滴が取払 間もなく退院できました。

お医者さんは｢い つもはこんなに早

く良くならないのに,今 回はどうした

ことだろう｣と,と ても驚いていまし

ま

た。その奇跡を目の当た りにしたお母

さんは,｢こ の教会 だ1こ の福音は真

実だ1｣と 強 く確信す るようにな り,

それか ら2か 月後にバプテスマを受け

ました。

｢彼女の選んだ教会なら

間違いない｣

祝福はそれだけにとどまりませんで

した。お母さんの日ごろ親しくしてい

た友達が自分も教会に入 りたいと申し

出て来たのです。その友達は,昔 から

そのお母さんのことを尊敬していて,

何か困ったことがあるといつも相談

し,その生き方を手本にしていたのです。

｢彼女の選んだ教会なら間違いない。

この教会に入ってわたしも幸福になり

たい｣と 思い,わ たしたちのレッスン

を受けるようになり,そ れからしばら

くしてバプテスマを受けました。続い

てご主人,息 子さん,娘 さんがバプテ

スマを受けました。それだけではなく,

彼女は宣教師とよく連絡を取 り,宣 教

師の教えている求道者を助け励まし続

けました。
一人の男性が

,彼 女の強い証によっ

て心を動かされてバプテスマを受け,

二人の女性は,彼 女とワー ドの兄弟姉

妹たちの強い助けと励ましによってバ

プテスマを受けました。

会員伝道の最もすばらしい点は,専

任宣教師と違って転任がないことだと

思います。求道者や友達と時間をかけ

てゆっくり交わることができます。も

う一つは,ど のようなところでも身近

に模範を示すことができる点だと思い

ます。

現在はモラルが低下し,ま じめであ

ることが時々ばかにされるようなこと

もあります。また物質的に恵まれてい

ても,心 が飢え渇いている人がたくさ

んいます。わたしたちは,家 族の愛,
ゆる

正 しく生 きること,互 いに赦 し合 うこ

聖徒の道/1996年7月 号

/26

とを通して,一 人一人が周りの人に良

い模範を示すことが大切ではないかと

思います。

教義と聖約第18章15節 にあるように

｢あなたがたはこの民に悔い改めを叫

ぶことに生涯力を尽くし,一 人でもわ

たしのもとに導くならば,わ たしの父

の王国で彼とともに受けるあなたがた

の喜びはいかに大きいことか｣と の聖

句が,ほ んとうであると証いたします。

この教会は真実です。この福音によ

ってわたしたちは幸せになり,人 生の

目的がさらによく分かるようになりま

す。わたしたちの信仰に努力が伴うと

きに神様の祝

福がた くさん

得 られること

を証 します。

(おかもと･ゆ

き ワー ド初等

協会教師)

役員の異動

1996年4月12日 から1996年5月13日 ま

でに管理本部会員統計記録課に通知の

あった役員の異動(敬 称略)

●仙台伝道部盛岡地方部
た か や し きち ゅうす け

新地方部長:高 屋敷忠助
と ま こ ま い

●札幌西ステーク苫小牧支部

新支部長:阿 部賢一
い しの ま き

●仙台ステーク石巻支部
かみ や

新支部長:紙 谷 豊
●東京東ステーク小岩ワード

ひ ろ ゆ き

新監督:関 口啓之
●東京東ステーク千葉ワード

新監督:鈴 木清和
●横浜ステーク横須賀支部

じょ うせ ん

新支部長:浄 泉正則
●名古屋ステーク瀬戸支部

新支部長:大 野 誠

○神戸ステーク北六甲支部

新支部長:長 沼雅仁
●岡山ステーク福山支部

新支部長:赤 木英夫

●福岡伝道部鹿児島地方部宮崎支部
ゆ き む ら

新支部長:幸 村秀敏
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